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1581年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲﾌﾙ･ﾘｼﾞｬﾙ｣
1581年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Alauddin1世｣(~1609年)
1581年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬｰ･ﾍﾞﾙﾅｲ｣(~1582年死去)
1581年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾏﾆﾗに最初の中国人街ができる
1581年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼｰﾀﾜｶ王国国王｢ﾏﾔﾄﾞｩﾝﾈ｣
1581年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼｰﾀﾜｶ王国国王｢ﾗｼﾞｬｼﾝﾊ1世｣(~1593年死去)
1581年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｺｻｯｸの首領ｲｪﾙﾏｰｸがｳﾗﾙ山脈をこえｼﾍﾞﾘｱへ東進
1581年-04:00|ﾛｼｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがﾅﾙｳﾞｧ(ｴｽﾄﾆｱ)､ｲｳﾞｧﾝｺﾞﾛﾄﾞ､ﾔﾏ(現在のｷﾝｷﾞｾｯﾌﾟ)､ｺﾎﾟﾘｴ(ｶﾌﾟﾘｵ)を占
  領(~1590年､ﾅﾙｳﾞｧを除きﾛｼｱが奪還)
1581年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏｽｶｯﾄがｵｽﾏﾝ帝国に占領された(~1588年)
1581年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1582年)
1581年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾀﾞﾏﾄﾞ･ｲ･ｾﾘﾔﾘ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊﾞｰﾗﾑﾊﾟｼｬ｣
  (~1582年)
1581年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞｲｴﾙﾝのｱｰﾈｽﾄ｣(~16120217死去)
1581年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Ferdinand｣(~1592年)
1581年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｽﾃｨﾊﾟﾝ･ﾐｸﾘｯﾁ｣(~1605年)
1581年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ11世｣
1581年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾅﾑ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人がｽﾘﾅﾑに入植
1581年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｭｽﾍﾞｯｸが回想録を著し､ｵｽﾏﾝﾄﾙｺをﾖｰﾛｯﾊﾟに紹介
1581年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾞﾚﾀﾞはｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄによって管理(~1590年)
1581年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｵｰｸﾆｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~15930204死去)
1581年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Thomas Wigmore｣(~1588年)
1581年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao Leitao｣(1期目~1582年)
1581年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙｾｵ｣(~1583年)
1581年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ市長｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾅﾊﾞ｣(~1586年)
1581年1月1日-09:00|日本|島根県出雲市|天正8年11月26日|出雲国杵築社できる
1581年1月5日-09:00|日本|鹿児島県|天正8年12月|<所領没収>大隅国｢肝付兼護｣島津氏の家臣となる⇒薩摩阿多
  10000石
1581年1月26日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ対立総督｢ｱﾝｼﾞｭｰ･ｱﾗﾝｿﾝ公ﾌﾗﾝｼｽ･ｴﾙｷｭｰﾙ｣ｵﾗﾝｼﾞｭ公(~7.2
  6)
1581年2月2日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正8年12月29日|左近衛門内方ら､三河国高井郷大明神宮の社殿を建
  立
1581年2月3日-09:00|日本|岡山県津山市|天正8年12月末|<祝山城合戦>宇喜多勢は美作祝山城を陥れて、美作の
  東半分を制圧
1581年2月4日-09:00|日本|兵庫県神戸市兵庫区|天正9年|池田恒興が､花隈城を破却して兵庫城を築く
1581年2月4日-08:00|中国|  ||明･万暦9年|明がこの年から一条鞭法(銀納)を全国的に施行､銀需要が増大し大
  商人台頭
1581年2月10日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正9年1月7日|宇和郡三滝城主北之川通安､長宗我部元親のために攻
  め滅ぼされる
1581年2月14日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正9年1月11日|長宗我部元親の将西川近江守ら､西園寺公広の宇和
  郡黒瀬城を攻めて城を焼く
1581年2月19日-09:00|日本|大分県大分市|天正9年1月16日|大分に初神学校[ｺﾚｼﾞｵ]開校
1581年3月5日-09:00|日本|高知県高知市|天正9年2月|長曾我部元親､土佐大津城主｢一条内政｣を長宗我部氏家臣
  の波川清宗の謀叛に加わった嫌疑で伊予法華津に追放
1581年3月5日-09:00|日本|富山県富山市|天正9年2月|<拝領>越中富山54万石｢佐々成政｣(~天正13(1585)年8月26
  日降伏)
1581年3月5日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天正9年2月|北条城の北条輔広も上杉景勝に降伏し越後における景勝
  の領国支配体制の基盤が確立される
1581年3月5日-09:00|日本|福島県郡山市|天正9年2月|佐竹義重が再び出陣､御代田城攻撃に加わる
1581年3月8日-09:00|日本|山形県最上郡真室川町|天正9年2月4日|<鮭延城の戦い>出羽の鮭延城で最上家家臣の
  氏家守棟と鮭延城主の鮭延秀綱らが戦い氏家守棟が勝利
1581年3月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｳﾞｨﾗｰﾙ･ﾏｲｵｰﾙ伯ﾌｪﾙﾅﾝ･ﾃﾚｽ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~9.1
  7)
1581年3月18日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正9年2月14日|<死去>備前岡山城主｢宇喜多直家｣53歳､岡山城で病
  没⇒｢宇喜多秀家｣が嗣ぐ(~慶長5(1600)年)
1581年3月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾗﾝﾂ1世｣
1581年3月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾗﾝﾂ2世｣(~16190702死去)
1581年3月22日-09:00|日本|岡山県玉野市|天正9年2月18日|<麦飯山の戦い>信長の命による秀吉の中国攻めの最
  中秀吉の依頼を受けた宇喜多忠家が籠る麦飯山城を毛利方の穂井田元清が攻撃/内応者の手引きにより籠城を
  続けるのが困難だと悟った宇喜多忠家はやむなく麦飯山城から撤退
1581年3月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ﾃﾞｨｴｺﾞ｣(~15821121死去)ｱｽﾄｩﾘｱｽ公
1581年3月25日-09:00|日本|岡山県玉野市|天正9年2月21日|<麦飯山の戦い>麦飯山城を奪回すべく忠家嫡男の宇
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  喜多基家が麦飯山城から東へ約一里にある八浜に押し寄せそこで大きな戦いに発展するが毛利軍の鉄砲隊に
  よる迎撃作戦が成功し毛利が宇喜多を撃退
1581年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗﾝｸﾃｨ｣｢ｼﾞｵ･ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1581年4月4日-09:00|日本|滋賀県|天正9年3月|<拝領>近江国坂田郡2万5000石｢堀秀政｣
1581年4月4日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正9年3月|三好康長が阿波岩倉城へ入り嫡男康俊を長宗我部氏から
  離反させ織田方へつかせた
1581年4月4日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正9年3月|<完成>黒田官兵衛の勧めで秀吉が姫路に3層の天守閣を築
  き､姫路城を拠点に中国地方の侵攻を行う
1581年4月9日-09:00|日本|富山県|天正9年3月6日|越中の反織田派国侍たちが上杉景勝を引き入れて一揆
1581年4月12日-09:00|日本|石川県白山市|天正9年3月9日|佐久間盛政､加賀･白山麓･ニ曲城を攻略し､加賀一揆
  を鎮圧
1581年4月12日-09:00|日本|富山県富山市|天正9年3月9日|<小出城の戦い>上杉景勝､佐々成政の越中国小出城を
  包囲
1581年4月14日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正9年3月11日|沼田平八郎景義が沼田城代藤田信吉･海野幸光勢を
  田北原で打ち破る
1581年4月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正9年3月14日|旧沼田城主･沼田平八郎景義が沼田奪回をはかって
  挙兵するが叔父金子泰清に城を明け渡すと沼田城内に引き入れられ殺された
1581年4月17日-09:00|日本|山梨県|天正9年3月14日|武田勝頼が佐竹義重を介して里見義頼と同盟を結ぶ
1581年4月20日-09:00|日本|熊本県|天正9年3月17日|阿蘇氏の御船城主甲斐宗運､城氏の隈本城主城親賢が龍造
  寺氏に服従
1581年4月20日-09:00|日本|山梨県上野原市|天正9年3月17日|北条軍が甲斐へ進入し棡原で武田軍が撃退/武田
  方は上津国峯城､都留郡岩殿城の防備を強化
1581年4月21日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年3月18日|<就任>因幡国鳥取城主｢吉川経家｣毛利家重臣
1581年4月21日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|天正9年3月18日|<加増>播磨宍粟郡1万石｢黒田孝高｣羽柴秀吉より⇒
  宍粟郡2万石
1581年4月25日 11:00|日本|静岡県掛川市|天正9年3月22日|<高天神城合戦>夜,高天神城の武田軍将兵が出撃/徳
  川軍は迎撃し多くを討取り､または城内に攻め込んで陥落させた/武田家部将の高天神城将岡部元信以下の在
  城衆は討死
1581年4月27日-09:00|日本|富山県|天正9年3月24日|織田家部将の佐々成政は神通川･六道寺川を越えて越中中
  郡のうちの中田という地へ入った/敵勢の上杉景勝･河田備前は卯刻に陣払いをはじめ､小出表から兵を引き上
  げていった
1581年5月 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･ﾙﾊﾝ｣(1回目~1583年)
1581年5月1日-09:00|日本|石川県七尾市|天正9年3月28日|菅屋長頼を能登七尾城代として派遣し､能登が平定さ
  れる
1581年5月2日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正9年3月29日|武田軍海賊衆小浜景隆等､伊豆久料浦を攻撃し､北条
  方の梶原備前守を討ち破る
1581年5月3日-09:00|日本|山形県最上郡真室川町|天正9年4月|最上義光が小野寺氏重臣の鮭延城(城主鮭延秀綱
  )を調略によって占領
1581年5月3日-09:00|日本|山梨県|天正9年4月|滝山城北条氏照が檜原城(城主平山氏重)の檜原衆を甲斐へ侵攻
  させ､武田軍に勝利
1581年5月12日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正9年4月10日|<桑実寺の惨劇>織田信長､待女十二人と桑実寺
  住職を成敗
1581年5月13日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|天正9年4月11日|伊達輝宗は相馬家の小狭井城主･佐藤宮内為
  信を裏切らせることに成功/為信は相馬家の軍監･金沢美濃守以下三十騎をことごとく斬殺して伊達家に降伏
1581年5月15日-09:00|日本|熊本県菊池市|天正9年4月13日|<隈府城の戦い>龍造寺隆信が赤星氏の隈府城主赤星
  統家を服従させる/北肥後の合志氏から服属の起請文を受け取り北肥後を支配下に置く/龍造寺軍は天草諸島
  へも侵攻
1581年5月16日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正9年4月14日|<虎倉城合戦>毛利軍､宇喜多軍を攻めるも大敗
1581年5月20日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正9年4月18日|陸奥の伊達輝宗の仲介により､三春城の田村
  清顕が､佐竹義重､芦名盛隆と和睦/蘆名･二階堂氏が奪った御代田は田村氏へ返還､田村氏は拠点である岩瀬郡
  の今泉城や本拠 田村郡の一部を二階堂氏へ返還(実質佐竹連合軍の勝利となる)
1581年5月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｸﾘｽﾄﾌ･ﾊﾞｿﾘ･ｿﾑﾘｮｲ｣
1581年5月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾊﾞｿﾘ･ｿﾑﾘｮｲ｣(~15881208)
1581年5月31日-09:00|日本|京都府京都市|天正9年4月29日|<就任>関白｢一条内基｣(~天正12年12月)
1581年5月31日-09:00|日本|京都府京都市|天正9年4月29日|<退任>関白｢九条兼孝｣
1581年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣剥奪
1581年6月2日-09:00|日本|茨城県鹿嶋市|天正9年5月|常陸の佐竹氏配下の江戸､島崎氏らが鹿島に侵攻し､鹿島
  貞信､清秀兄弟らが下総矢作城に退避
1581年6月2日-09:00|日本|京都府宮津市|天正9年5月|細川藤孝が宮津城を築城
1581年6月2日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正9年5月|北条氏照軍が佐竹方の下野唐沢山城(城主佐野宗綱)を攻
  撃するが撤退
1581年6月2日-09:00|日本|宮城県宮城郡松島町|天正9年5月1日|<小深田合戦>伊達輝宗は相馬氏から旧領の小狭
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  井･金山･丸森を奪還しようと坂本に出陣/相馬軍もこれを聞いて菅谷に陣を張り激戦/相馬軍の勝利
1581年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾔｰｺﾌﾟ3世｣
1581年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ7世｣(~15990501死去)
1581年6月5日-09:00|日本|富山県富山市|天正9年5月4日|<願海寺合戦>織田方菅屋長頼ら､越中･願海寺城を攻略
  ､城主の寺崎盛永父子をとらえる(6.11,七尾に送られ切腹)
1581年6月11日-09:00|日本|大阪府和泉市|天正9年5月10日|織田信澄･蜂屋頼隆･堀秀政･松井友閑･丹羽長秀が和
  泉国槇尾寺へ入り､坊舎を検分した上でよき建物は没収し､また少々を壊して持ち去った.残る堂塔伽藍･寺庵
  僧坊および経巻は､堀秀政の検使のもと一宇も残さず焼き払われた
1581年6月11日-09:00|日本|山形県東根市|天正9年5月10日|<東根城の戦い>東根城主東根頼景は家臣･里見源右
  衛門の裏切りに遭い数十人の部下と共に非業の死を遂げた
1581年6月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾛｳﾚﾝｿ･ﾀﾞ･ｳﾞｪｲｶﾞ｣
1581年6月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢評議会(ｺｽﾒ･ﾗﾝｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾆ
  ｽ･ﾊﾞﾚｲﾛｽ)｣(~15830511)
1581年6月21日-09:00|日本|京都府京都市|天正9年5月20日|京都洪水/四条橋､流失
1581年6月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|天正9年5月26日|村上(来島)通総が風早郡に来襲したので南通方らこ
  れを防ぐ
1581年6月30日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正9年5月29日|<柳川の戦い(肥後国)>筑後柳河領主｢蒲池鎮漣｣が島
  津と通じたことから､龍造寺隆信は和平締結のためと称し佐賀城に呼び寄せ､襲撃､自害させる/蒲池氏一族も
  殺害/その後龍造寺隆信は鍋島直茂に命じ､蒲池鎮漣の柳川を占領
1581年7月6日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団対立総長｢ﾏﾁｭﾘﾝ･ﾛﾒｶﾞｽ｣(~11.3没)
1581年7月16日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正9年6月16日|<新発田重家の乱>越後新発田城主新発田重家､織
  田信長に内通して上杉景勝に背く/重家は一門衆のほか加地秀綱ら加地衆や上杉景虎を支持していた豪族を味
  方に引き入れ新潟津を奪取,同地に新潟城を築城し独立
1581年7月25日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1590年)
1581年7月25日-09:00|日本|岡山県津山市|天正9年6月25日|<岩屋城合戦>毛利方の美作葛下城主の中村頼宗が､
  宇喜多方の美作岩屋城を攻略
1581年7月25日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年6月25日|羽柴秀吉が毛利方の吉川経家の鳥取城を包囲し､兵
  糧攻めにする(~10月25日)
1581年7月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国総督｢ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世｣ﾅｯｻｳ=ﾃﾞｨﾚﾝﾌﾞﾙｸ伯ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの
  長男(~15840710死去51歳)
1581年7月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞの北部ﾕﾄﾚﾋﾄ同盟7州､ｽﾍﾟｲﾝから独立を宣言しﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国
  結成
1581年7月27日-09:00|日本|石川県七尾市|天正9年6月27日|<七尾城の戦い>織田信長は菅屋長頼に命じ､能登七
  尾城において悪逆を重ねていた遊佐美作兄弟･伊丹孫三郎の三名を能登国内で殺害させた/温井備前守と弟の
  三宅備前守も､次はわが身と心得て逐電
1581年7月31日-09:00|日本|香川県|天正9年7月|三好存保(元三好政兼)は､激を安富､寒河､植田､三谷､香西に伝
  え､兵一万を指揮して西庄城を攻めた/香川民部は城を捨てて塩飽に落ちた/三好存保はその勢いに乗じて､勝
  瑞城を取り戻し､河内の三好笑岩と淡路の田村康広がおのおの数百騎を率いて来援､共に一宮城も攻めたが一
  宮城は堅く安易には抜けず一宮成祐もよく防いだ
1581年7月31日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年7月|<雁金城の戦い>宮部継潤が塩冶高清のまもる因幡雁金城
  を攻撃し塩冶は丸山城に逃亡
1581年7月31日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正9年7月|最上義光､天童頼澄の舅細川直元を万騎ヶ原の戦いで破
  り出羽小国城を攻略
1581年8月2日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan de Cespedes｣
1581年8月2日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Juan Lopez Melgarejo｣(~15820418)
1581年8月4日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正9年7月5日|<就任>岸和田城主｢蜂屋頼隆｣(岸和田城には織田信
  張も在城)
1581年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚﾉｯｸｽ公･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ｴｽﾞﾒ･ｽﾃｭﾜｰﾄ｣(~15830526死去)
1581年8月5日-09:00|日本|滋賀県|天正9年7月6日|越中木舟城主の石黒左近と家老の石黒与右衛門･伊藤次右衛
  門･水巻采女佐が一門三十騎余りを引き連れて上国/織田信長は丹羽長秀に一行を佐和山で殺害するよう命を
  下していたが石黒らは長浜まで出たところで危険を察知し､そのまま動こうとしなかったため,長秀はやむな
  く長浜まで下って石黒のいる町屋を囲み､屋内で歴々17人を殺害､丹羽方にも主立った者二･三人が討死する損
  害が出た/織田軍､木舟城を接収
1581年8月11日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年7月12日|<第2次鳥取城合戦>織田家部将の羽柴秀吉が因幡鳥
  取城(吉川経家)攻めを開始/吉川元長が､鳥取城救援に向かう
1581年8月12日-09:00|日本|福島県福島市|天正9年7月13日|伊達輝宗､相馬盛胤の属城陸奥金山･丸森両城を攻め
  ､矢野目の戦いで敗れる
1581年8月16日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正9年7月17日|佐和山に幽閉中の越中願海寺城主｢寺崎盛永｣父子に
  切腹を命じる
1581年8月22日-09:00|日本|高知県|天正9年7月23日|長宗我部元親が､伊予の金子元宅に起請文を送り､盟約を結
  ぶ
1581年8月23日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正9年7月24日|昨年に追放処分とした佐久間信盛が大和の
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  十津川で湯治中に死去(55歳)/信長は息子の信栄を赦免､旧領を安堵
1581年8月29日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正9年8月|西園寺公広､宇和郡歯長寺を再建
1581年8月29日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正9年8月|北條氏政は武藏国鉢形城主北條氏邦､岩槻城主太田氏房
  らをして下野国佐野城主佐野宗綱を攻め､佐竹義重と戰って敗北
1581年8月29日-09:00|日本|広島県廿日市市|天正9年8月|厳島本地堂の再興成り,本尊を移す
1581年8月29日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正9年8月|<死去>須賀川城主｢二階堂盛義｣(38歳)⇒長男の盛隆は
  蘆名氏当主となっているため､盛義の次男行親が二階堂氏の家督を継ぐ
1581年8月29日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正9年8月|織田信長は高野山へ匿っている荒木村重の旧臣
  2名を差し出すよう使者を送るが､高野山側は使者10名を殺害
1581年9月8日-04:00|ﾛｼｱ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国軍が､ﾛｼｱのﾌﾟｽｺﾌを包囲
1581年9月8日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣教皇特使(~15820112)
1581年9月14日-09:00|日本|石川県七尾市|天正9年8月17日|<拝領>能登26万3千石｢前田利家｣七尾城主となる(翌
  天正10年に小丸山城を築城して居城を移す)
1581年9月14日-09:00|日本|石川県七尾市|天正9年8月17日|能登七尾城の遊佐美作守續光･遊佐四郎右衞門尉盛
  光が逐電したので捕らえて斬首する
1581年9月14日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正9年8月17日|織田信長､謀反した荒木村重の家臣らを､密かに
  高野山において匿ったとして､高野聖数百人を安土において処刑
1581年9月15日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|天正9年8月18日|<交替>筑前立花山領主｢立花誾千代｣婿取り⇒｢
  立花宗茂｣(⇒天正15(1587)年､筑後柳川13万2000石)
1581年9月16日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正9年8月19日|備前虎倉城主伊賀家久が宇喜多氏を離反､毛利
  氏に通じて所領安堵
1581年9月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ｣(~1584年11
  月)
1581年9月17日-09:00|日本|熊本県水俣市|天正9年8月20日|<水俣城の戦い>島津義久･義弘･歳久･家久の大軍が
  水俣城を攻撃､相良義陽を降伏させる
1581年9月17日-09:00|日本|富山県富山市|天正9年8月20日|<弓庄城の戦い>弓庄城は織田方の佐々成政の攻撃を
  受けが落城せず持ちこたえる
1581年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Anne｣(~15871020死去)
1581年9月22日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正9年8月25日|<金剛峯寺の戦い>織田信孝と高野山金剛峰
  寺が戦い織田が勝利
1581年9月23日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏﾝｻ｣(~15830313没)
1581年9月23日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正9年8月26日|<死去>陸奥須賀川領主｢二階堂盛義｣⇒次男の｢二
  階堂行親｣が継ぐ(~翌年死去)
1581年9月24日-09:00|日本|岡山県玉野市|天正9年8月27日|<備前八浜合戦>宇喜多軍は毛利軍と八浜で直接戦う
  /毛利主力は備前児島に兵を進め麦医山に拠る穂井田元清に援軍を送って激しい戦いとなったが村上水軍を動
  員した毛利氏によって宇喜多勢は総崩れとなって退却/宇喜多基家､討死
1581年9月27日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正9年8月30日|伊丹城主荒木村重の家臣5名の匿いと､5名
  の引き渡し要求のために派遣した信長の使者を殺害したことを理由に､紀伊金剛峯寺の高野聖1300人余りを処
  刑
1581年9月30日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年9月3日|<雨請山砦の戦い>信長の武将蒲生氏郷が玉瀧口より7
  千余りの兵を率いて進攻/槇山･玉瀧･内保･湯舟･友田の土豪が雨請山に集まる/氏郷は鉄砲を撃ち矢を飛ばし
  た後一気に攻めるが伊賀勢も応戦/山内左衞門等が籠もるが多勢に無勢で次第に伊賀勢は不利になり夕陽が落
  ちる頃には落城
1581年9月30日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年9月3日|<国見山砦の戦い>伊賀者が最後の砦として立て籠も
  った国見山城とその隣に位置する草蒿寺周辺では、徹底的な殺戮が行われた
1581年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ｼﾞｵ･ﾊﾟｵﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｣
1581年10月3日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年9月6日|<第二次天正伊賀の乱>戦闘開始.伊賀衆は比自山城に
  3,500人(非戦闘員含め10,000人),平楽寺に1,500人で籠城/伊賀衆は河原で野営していた蒲生氏郷隊に夜襲を
  掛け氏郷隊は寝込みを襲われ大敗/筒井順慶隊にも夜襲を掛け1000兵を討ち取られた/怒った氏郷は平楽寺を
  強攻し退けられるが滝川一益の援軍を得てようやく陥落させた
1581年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾘｽﾞﾘｰ｣
1581年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾘｽﾞﾘｰ｣(~16241110死去)
1581年10月5日-09:00|日本|徳島県徳島市|天正9年9月8日|<一宮城の戦い>三好義堅は紀伊の鉄砲衆3000を用い
  淡路の田村氏200の援軍を得て長宗我部方一宮成相の一宮城を攻撃するが長宗我部家臣久武親直が救援に来た
  ため敗退.追撃は篠原自遁2000の軍勢が退け両軍ともに撤退
1581年10月5日-09:00|日本|富山県南砺市|天正9年9月8日|<瑞泉寺の戦い>佐々成政､神保長住と一向一揆の拠点
  の瑞泉寺が戦い佐々成政達が勝利
1581年10月6日-09:00|日本|新潟県上越市|天正9年9月9日|上杉家臣､毛利秀広が御館の乱の論功行賞への不満か
  ら､上杉景勝側近の儒者､山崎秀仙を殺害､その場に居合わせた直江信綱も斬殺され､秀広は岩井信能らに討た
  れる/景勝､樋口与六に直江家の跡を継がせる
1581年10月7日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ領主｢ｵﾉﾗｰﾄ1世｣
1581年10月7日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｶﾙﾛ2世｣(~15890517没)
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1581年10月7日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年9月10日|<第二次天正伊賀の乱>伊賀では諸勢が佐那具嶺下ろ
  しを攻囲し､国内諸寺の伽藍や一之宮の社を初めとするあらゆる建物群を放火していった/佐那具からも足軽
  を出して応戦してきたが､機を見計って馬を入れてきた滝川一益･堀秀政勢によって崩され､主立った侍十余を
  討ち取られる結果となった
1581年10月8日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年9月11日|<比自山城の戦い>比自山城は難攻不落の要塞で､丹
  羽長秀らが幾度となく攻略しようとしたが､その都度敗退し､落とせなかった/総攻撃の前日に全ての城兵は柏
  原城に逃亡し藻抜けの空であった/織田軍はほぼ伊賀国を制圧.村や寺院は焼き払われ､住民は殺害された(平
  楽寺では僧侶700人余りが斬首､伊賀全体では9万の人口の内非戦闘員含む3万余が殺害された)
1581年10月10日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ国王｢ﾊﾞｲﾅｳﾝ｣
1581年10月10日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ国王｢ﾅﾝﾀﾞ･ﾊﾞｲﾝ｣(~15991219没)
1581年10月13日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年9月16日|<湊川口の戦い>因幡鳥取への兵糧補給における水
  上交通の要地,因幡千代川(湊川)河口の海戦において細川藤孝の家臣松井康之が毛利水軍を破り敵将鹿足元忠
  を斬った/これにより鳥取城は完全に食糧を絶たれ水･草木･城内の犬･猫･鼠まで食い尽くし死者の肉まで奪い
  合う修羅場となった
1581年10月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||初の宮廷ﾊﾞﾚｴ『王妃のﾊﾞﾚｴ･ｺﾐｯｸ』が上演される/ｲﾀﾘｱ出身のｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ･作曲
  家･振付家･演出家ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰｼﾞｮﾜｲﾕｰによる作品/ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世の｢寵臣｣ｼﾞｮﾜﾕｰｽﾞ公ｱﾝﾇ･ﾄﾞ･ｼﾞｮﾜﾕｰｽﾞと､
  故｢ﾒﾙｸｰﾙ公｣ﾆｺﾗ･ﾄﾞ･ﾛﾚｰﾇの娘で王妃ﾙｲｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾛﾚｰﾇ=ｳﾞｫｰﾃﾞﾓﾝ-の妹でもあるﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾛﾚｰﾇの結婚を祝して
  つくられた作品
1581年10月17日-09:00|日本|熊本県水俣市|天正9年9月20日|島津義久､相良属城･肥後水俣城(犬童頼安)を攻略/
  肥後人吉領主｢相良義陽｣は葦北郡を割譲し息子の相良忠房や相良頼房を人質として差し出して降伏
1581年10月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｪﾛｰﾗﾓ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｷ･ﾄｯｿ｣(~15831021)
1581年10月24日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年9月27日|近江日野城主蒲生賦秀が玉瀧口から伊賀に侵攻し､
  伊賀阿山郡の土豪田矢三郎左衞門戦死
1581年10月26日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|天正9年9月29日|安房里見家で宿老の小田喜領正木憲時は
  なおも抵抗し里見義頼が北条の支援を受けて正木憲時を討ち､ようやく沈静化
1581年10月27日-09:00|日本|山梨県韮崎市|天正9年9月30日|武田勝頼､甲斐韮崎新府中城竣工(12月24日,勝頼､
  新府城に移る)
1581年10月28日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正9年10月|<忍山城合戦>毛利軍が宇喜多領の忍山城を攻撃､
  落城
1581年10月28日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正9年10月|佐竹義重が黒川城(会津若松城)の蘆名盛隆を訪問
  ､佐竹氏と蘆名氏が同盟関係となる/伊達領以南の諸大名は佐竹氏方につき､佐竹義重による奥州一統が成され
  ､宇都宮･結城･那須ら東方之衆も加えて佐竹氏を中心とした一大勢力となる
1581年10月28日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正9年10月|高野大衆が一揆を起こしたことで織田信張(
  岸和田城主)が高野山へ侵攻
1581年10月28日-09:00|日本|新潟県|天正9年10月上旬|<新発田重家の乱(越後国)>御館の乱後の論功行賞に不満
  を持った揚北衆の新発田重家が､織田信長の調略により謀反/蘆名氏も織田に協力したため反乱は長期間に及
  び､景勝は南北から挟撃されることになる(反乱は天正15年(1587年)まで続く)
1581年10月29日-09:00|日本|福井県越前市|天正9年10月2日|<拝領>越前府中3万3千余石｢前田利勝(利長)｣織田
  信長より
1581年11月 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Vasco Annes Corte Real2世｣
1581年11月 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Margarida Corte Real｣(~16100626死去)､｢
  Cristovao de Moura y Tavara｣(~16131226死去)
1581年11月3日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団対立総長｢ﾏﾁｭﾘﾝ･ﾛﾒｶﾞｽ｣
1581年11月4日-09:00|日本|福岡県田川郡添田町|天正9年10月8日|<彦山焼き討ち(豊前国)>大友宗麟が豊前彦山
  の三千坊といわれる坊舎(僧が住む住居)を焼き討ちにし､仏教徒を追い払う
1581年11月6日-09:00|日本|三重県名張市|天正9年10月10日|<柏原城の戦い>城主･滝野吉政や百地丹波をはじめ
  近在や比自山城から落ち延びてきた土豪など1600余人で立て篭もり織田信長に抵抗
1581年11月11日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年10月15日|伊賀一宮城陥落､伊賀猪田郷の森田浄雲入道康治
  戦死
1581年11月12日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正9年10月16日|百地三郎義則･百地太郎太･百地甚六義久に織田軍
  撹乱される
1581年11月20日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年10月24日|羽柴秀吉が山陰海賊の奈佐日本助･佐々木三郎右
  衞門を丸山城で自刃させる
1581年11月21日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年10月25日|<拝領>因幡国鹿野城主13500石｢亀井茲矩｣尼子氏
  の遺臣･羽柴秀吉により
1581年11月21日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正9年10月25日|羽柴秀吉､因幡国鳥取城(山名豊国)を攻略し吉川
  経家を自刃させる/秀吉は因州鳥取城を宮部継潤に守らせる
1581年11月22日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|天正9年10月26日|吉川元春が羽衣石城の南条元続を攻めた
1581年11月23日-09:00|日本|静岡県駿東郡清水町|天正9年10月27日|北条氏の伊豆戸倉城代笠原政晴が突然勝頼
  に服属を申し出て､忠節の証として韮山城を攻撃/勝頼は穴山梅雪を援軍として派遣し､自らも出陣
1581年11月24日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|天正9年10月28日|<馬山の戦い>(25日~)秀吉は伯耆に出兵
  し羽衣石城の南条元続を救援しようとしたが吉川元春は馬ノ山に布陣し全面対決も辞さない構えを示したた
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  め秀吉はいたずらに激戦して多数の将兵を損耗する事態を避け羽衣石へ兵糧･弾薬などの補給をおこなったう
  えで全軍に早期撤兵を命じた
1581年11月24日-09:00|日本|三重県名張市|天正9年10月28日|<柏原城の戦い>早朝､伊賀土豪連の総大将柏原城
  主･瀧野吉政が北出村の信雄陣所に出向いて降参/天正伊賀の乱は終結/残党は徹底的に捕縛され殺されたが多
  くの指揮官は他国へ逃げほとぼりが冷めた頃に帰国
1581年11月26日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正9年11月|<拝領>八東･智頭2郡2万石｢荒木重堅｣因幡若桜
  城主
1581年11月26日-09:00|日本|愛知県西尾市|天正9年11月1日|<拝領>三河東条城1万石｢松平忠康(徳川家康の四男
  福松丸)｣1歳､断絶した東条松平氏の名跡を継ぐ(⇒天正10(1582)年､駿河沼津城4万石に転封)
1581年12月5日-09:00|日本|静岡県駿東郡清水町|天正9年11月10日|武田四郎勝頼が小田原方の伊豆国戸倉城主
  笠原新六郎政尭を誘って降服せしめ攻略
1581年12月8日-09:00|日本|福岡県宮若市|天正9年11月13日|筑前･立花軍､宗像軍､小金原で戦う/戦い利あらず
  宗像勢はほぼ全滅という大打撃を蒙り敗北
1581年12月10日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正9年11月15日|孫兵衛家次ら､三河国和田郷藤社の社殿を建立
1581年12月12日-09:00|日本|兵庫県淡路市|天正9年11月17日|羽柴秀吉･池田輝政､淡路国岩屋城･由良城(安宅清
  康)を攻略し淡路島を平定
1581年12月15日-09:00|日本|静岡県伊豆市|天正9年11月20日|武田勝頼､伊豆において北条勢を攻撃するが､北条
  勢は陣を固めて応じず大きな合戦にはならなかった
1581年12月16日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|天正9年11月21日|新治郡新治村北井手村の斎藤伝鬼坊勝秀が鎌倉
  鶴岡八幡宮に百日間の参籠中､剣の奥義を悟り｢天流(天道流)｣と名付ける
1581年12月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正9年11月22日|海野幸光兄弟逆心の報を受けた真田昌幸が､弟信
  昌ら討手を岩櫃城の海野館に差し向け､海野氏を一掃.岩櫃城･沼田城を攻略
1581年12月18日-09:00|日本|愛知県知多市|天正9年11月23日|尾張国緒川郷の八幡社社殿建立
1581年12月19日-09:00|日本|愛知県犬山市|天正9年11月24日|<拝領>犬山城主｢織田勝長｣織田信長の五男(~翌年
  6月2日(15820621)本能寺の変で討ち死に)
1581年12月21日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ｶｼｴｰﾙ｣
1581年12月26日-09:00|日本|愛知県知多市|天正9年12月|神主太郎大夫ら､尾張国日長社の社殿を建立
1581年12月26日-09:00|日本|福井県福井市|天正9年12月|織田信長の娘永姫が越前府中城主｢前田利長｣に輿入れ
1581年12月27日-09:00|日本|熊本県宇城市|天正9年12月2日|<死去>肥後人吉領主｢相良義陽｣38歳､島津軍の先鋒
  として､響原で阿蘇軍(甲斐宗運)に敗れ､戦死(響原合戦)⇒子の｢相良忠房｣が継ぐ(~天正13年2月15日(1585031
  6)死去)
1582年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬｰ･ﾍﾞﾙﾅｲ｣
1582年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｯｻﾝ｣(~1598年死去)
1582年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｾｰﾝ･ｽﾘﾝﾀﾙｻｲ｣
1582年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾅｺｰﾝ･ﾉｰｲ｣(~1583年ﾀｳﾝｸﾞｰ王朝の直接支配~1591年)
1582年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<再位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ﾌﾟｳﾞｨﾗｼﾞｬ･ﾊﾟﾝﾀﾞﾗﾑ｣(~1591年死去)
1582年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ﾍﾟﾘﾔﾋﾟﾗｲ｣
1582年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ﾃｳｪｹﾙ｣ｼｶﾞｲの次男(~1598年)
1582年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｴﾚﾊﾞﾝ(ｱﾙﾒﾆｱ東部)占領併合(~1604年)
1582年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾊﾞﾄｩﾐをｵｽﾏﾝ帝国併合､ﾄﾗﾌﾞｿﾞﾝ･ｴﾗｲｴｯﾄの一部(~1609年)
1582年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Nur)君主｢Sultan Aziz｣(~1586年)
1582年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾍﾞﾌﾗﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1582年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ﾄﾞﾅｰﾄ｣(~1584年)
1582年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾎﾞﾄﾞｩｰﾙ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1583年)
1582年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｶｲﾄﾞ･ﾗﾏﾀﾞﾝ｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ3世ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1584年)
1582年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Francis｣(~1592年)
1582年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ｳﾞｪﾆｼﾞｬﾐﾝ｣(~1591年)
1582年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<放棄>ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ﾃﾞｨｱｰﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣ｱﾝｸﾞﾚｰﾑ公爵位と交換
1582年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Lazanro Moreno de Leon｣(~1584年)
1582年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Soren Christenson Flue｣(~同年)
1582年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Agostinho de Herrera y Rojas｣(~1584年)
1582年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾍﾟｲﾝとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾓﾙｯｶ諸島の争奪戦争を開始
1582年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Jeronimo de Utra Corte Real｣(~1614
  年死去)
1582年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾌｱﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｾﾍﾟﾀﾞ｣(~1600年)
1582年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾛﾍﾟｽ｣(~1583年)
1582年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||海賊ﾘﾁｬｰﾄﾞ,ﾏﾝｻﾆｰｼﾞｮを襲撃
1582年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(1回目~1589年)
1582年1月3日-09:00|日本|大分県宇佐市|天正9年12月9日|大友軍が豊前宇佐宮を大友氏と敵対する秋月種実方
  に加担したため焼き討ち
1582年1月12日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾕｰｸﾞ･ﾙｰﾊﾞﾝｸ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾙﾀﾞﾚ｣(~15950504没)
1582年1月15日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾛｼｱがﾄﾞﾙﾊﾟｯﾄから撤退(1558年に占領)しﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ
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  に譲渡
1582年1月18日-09:00|日本|山梨県韮崎市|天正9年12月24日|甲斐･信濃国大名｢武田勝頼｣新府城に移る/古府中
  の館は破棄される
1582年1月22日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ･ｱﾚｷﾊﾟ沖地震(M8.2)､死者多数
1582年1月24日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年|後閑村(月夜野町)の恕林寺､沼田城下に移り中興再建(現在
  の材木町天桂寺の位置)
1582年1月24日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正10年|<死去>陸奥須賀川｢二階堂行親｣⇒｢阿南の方｣が継ぐ(~天
  正17(1589)年滅亡)
1582年1月24日-09:00|日本|北海道|天正10年|<交替>蝦夷領主｢蠣崎季広｣隠居⇒三男の｢蠣崎慶広｣(⇒慶長4(159
  9)年｢松前慶広｣に改名~元和2年10月12日(16161120)死去)
1582年1月24日-09:00|日本|大分県宇佐市|天正10年1月|安心院麟生が豊前龍王城に立て籠もり､大友氏に反旗を
  翻す
1582年1月24日-09:00|日本|熊本県上益城郡御船町|天正10年1月|肥後･御船城主｢甲斐宗運｣､島津氏に降伏
1582年1月24日-09:00|日本|熊本県八代市|天正10年1月|島津義久､相良義陽の死に乗じ､肥後･八代古麓城を奪う
1582年1月24日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正10年1月|<蒲船津城の戦い>龍造寺氏は柳川に侵攻し､蒲池益種の
  守備する蒲船津城も落城
1582年1月24日-09:00|日本|福岡県八女市|天正10年1月|<猫尾城の戦い>蒲池氏殺害に恨みを持つ猫尾城の黒木
  氏が謀反.鍋島直茂が攻撃して鎮圧
1582年1月24日-08:00|中国|  ||明･万暦10年1月|淮揚の海氾濫､塩場三十が浸水､溺死者二千六百
1582年1月27日-09:00|日本|青森県三戸郡三戸町|天正10年1月4日|<死去>陸奥三戸城｢(南部氏第24代当主)南部
  晴政｣66歳､病歿⇒嫡男の｢南部晴継｣が継いだ(~24日病死)
1582年1月27日-09:00|日本|和歌山県橋本市|天正10年1月4日|<高野攻め>織田信長は松山新介を多和に派遣/松
  山は多和に築城
1582年2月1日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正10年1月9日|<死去>備前岡山｢宇喜多直家｣53歳⇒嫡子｢宇喜多秀家
  ｣家督を嗣ぐ
1582年2月3日-09:00|日本|石川県七尾市|天正10年1月11日|前田利家が小丸山に居城を築き､所口･府中を併せて
  七尾と称す
1582年2月15日-09:00|日本|和歌山県|天正10年1月23日|紀州雑賀で鈴木孫一は対立する土橋若大夫を暗殺/前年
  に土橋が孫一の継父を討ち殺した遺恨によって､信長公の黙認を得て土橋を殺害し土橋の居館を攻囲したのち
  ､織田信長へ事の次第を知らせる報を発した
1582年2月16日-09:00|日本|青森県三戸郡三戸町|天正10年1月24日|<死去>陸奥三戸城｢(南部氏第25代当主)南部
  晴継｣病死⇒晴政の養嗣子｢南部信直｣が継ぐ(⇒天正19(1591)年､陸奥南部藩10万石)
1582年2月19日-09:00|日本|長野県木曽郡|天正10年1月27日|信濃木曽郡の武田家部将木曽義昌が織田方へ離反/
  武田勝頼は新府城にいた木曽義昌の母や嫡男ら人質を処刑
1582年2月19日-09:00|日本|和歌山県岩出市|天正10年1月27日|織田信長が鈴木孫一の後援として織田信張を大
  将とする根来･和泉衆を派遣してきたため土橋平次の子息達は根来寺の千職坊へ駆け入り､ここへ兄弟そろっ
  て立て籠った
1582年2月20日-09:00|日本/ﾊﾞﾁｶﾝ|長崎県長崎市|天正10年1月28日|<天正少年使節>大友､大村､有馬氏のﾛｰﾏ教皇
  への使節団伊東ﾏﾝｼｮら長崎を出帆
1582年2月23日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正10年2月|<新発田重家の乱>上杉景勝は重家に対する最初の攻
  勢を発動したが､あっけなく撃退された
1582年2月23日-09:00|日本|長野県|天正10年2月1日|信濃の木曾義昌が織田信長に内通し武田勝頼に謀叛
1582年2月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾛｰﾏ教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ13世が､旧暦12月10日を12月20日とする暦法改正の布告を行
  う
1582年2月24日-09:00|日本|長野県茅野市|天正10年2月2日|武田勝頼､木曽氏討伐のため新府城から諏訪上原城
  まで出兵.諸将に国境を警備させる
1582年2月25日-09:00|日本|山梨県|天正10年2月3日|<武田征伐>織田信長､武田氏への総攻撃を指令/信濃伊奈･
  木曽から信忠､駿河から家康､相模から氏政､飛騨から金森長近が侵攻
1582年2月28日-09:00|日本|長野県北安曇郡池田町|天正10年2月6日|信濃伊那口の滝沢砦守将の下条信氏を家老
  である下条氏長が逆心を企てて放逐し､岩村口より織田軍河尻秀隆の軍勢を引き入れて織田勢へ通じた
1582年2月28日-09:00|日本|和歌山県岩出市|天正10年2月6日|紀州雑賀表では野々村正成が織田信長より命を受
  け､雑賀の土橋平次城館攻撃の検使として派遣/支えがたきを察した土橋方の千職坊は三十騎ばかりで脱出を
  図ったが斎藤六大夫がこれを追撃し､千職坊を討ち取ることに成功
1582年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾗ･ｳﾍﾞｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(~1583年)
1582年3月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾌﾟﾘｴﾄ･ﾃﾞ･ｵﾚﾘｬｰﾅ｣(~15
  85年)
1582年3月2日-09:00|日本|和歌山県岩出市|天正10年2月8日|鈴木孫一は織田信張とその配下の和泉衆･根来衆の
  応援を得て土橋氏の粟村の居館を攻め土橋平次･平尉(平丞)兄弟は逃亡､根来寺泉識坊は討ち取られるなど雑
  賀の内紛は孫一の勝利で決着
1582年3月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの高級ﾚｽﾄﾗﾝ･ﾄｩｰﾙｼﾞｬﾙﾀﾞﾝが開業
1582年3月4日-09:00|日本|愛媛県松山市|天正10年2月10日|温泉郡宅並城主栗上左衛門尉､水論によって同郡横
  山城主南通方を殺す
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1582年3月5日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾈｶﾞｽ･ﾃﾞﾙ･ｶ
  ﾆｬﾍﾞﾗﾙ｣(~15870330)
1582年3月6日-09:00|日本|岡山県岡山市南区|天正10年2月12日|蜂須賀正勝､黒田孝高､3千3百を率いて､備前宇
  喜多と打ち合わせ児島郡常山城(城主戸川平右衛門)を攻略し､備中の国境に布陣
1582年3月8日-09:00|日本|長野県飯田市|天正10年2月14日|<甲州征伐(甲斐国)>武田軍の飯田城主保科正直は織
  田軍とは戦わず飯田城を捨てて高遠城へと逃亡(後に投降して戦後に高遠城主となった)
1582年3月8日-09:00|日本|長野県飯田市|天正10年2月14日|信州松尾の城主小笠原信嶺が内通を申し出てきたた
  め､妻籠口から団平八･森長可が先陣に立って出撃し､清内路口より侵入して木曽峠を越え､なしの峠へ軍勢を
  登らせた/小笠原信嶺もこれに呼応して諸所に火煙を上げた/飯田城に籠っていた坂西織部･保科正直は抗戦を
  不可能と見､夜に入って潰走
1582年3月8日-09:00|日本|長野県北安曇郡池田町|天正10年2月14日|滝川一益･河尻秀隆の先発隊､伊那滝沢城の
  下条信氏を下す
1582年3月8日-09:00|日本|和歌山県有田郡広川町|天正10年2月14日|<高野攻め>高野勢は多和城並びに織田方筒
  井順慶勢の守る大和口の砦を攻撃
1582年3月9日-09:00|日本|長野県下伊那郡高森町|天正10年2月15日|森長可は三里ほどの距離を進軍し､市田と
  いう地で撤退に遅れた敵兵十騎余を討ち取った
1582年3月9日-09:00|日本|長野県下伊那郡松川町|天正10年2月15日|伊那大島城の武田信綱､城を明け渡して出
  奔
1582年3月10日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正10年2月16日|徳川家康､遠江小山城を開城させる
1582年3月10日-09:00|日本|長野県塩尻市|天正10年2月16日|<鳥居峠合戦>武田方今福昌和の軍勢が信濃鳥居峠
  に布陣するも､織田軍木曾義昌･遠山友忠に撃破される/この戦で織田勢が討ち取った首は跡部治部丞･有賀備
  後守･笠井某･笠原某ほか首数四十余にのぼり､敵勢は主立った侍を多く失った
1582年3月10日-09:00|日本|長野県下伊那郡松川町|天正10年2月16日|<大島城の戦い>織田信忠が飯田から大島
  へ進軍.武田信廉らが逃亡､大島城を占領
1582年3月11日-09:00|日本|長野県飯田市|天正10年2月17日|武田家部将の保科正直､飯田城を放棄し逃走
1582年3月12日-09:00|日本|長野県下伊那郡松川町|天正10年2月18日|武田家部将の武田信廉､大島城を放棄し逃
  走
1582年3月13日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正10年2月19日|徳川家康､武田軍が逃亡した小山城を接収.
1582年3月14日-09:00|日本|静岡県藤枝市|天正10年2月20日|徳川家康が､依田信蕃の立て篭もる駿河田中城を包
  囲
1582年3月15日-09:00|日本|岡山県玉野市|天正10年2月21日|<八浜合戦(備前国)>早朝､宇喜多勢が麦飯山麓に馬
  草刈りのために数名の兵を繰出す.これに対して､毛利勢は数人の兵を出し､馬草刈りをしていた宇喜多勢を追
  い払う.喜多勢は更に数人が加勢､毛利勢も数名を繰出し応戦.こうした両軍のやり取りで双方共に大勢となり
  ､大崎村(玉野市八浜町大崎)柳畑の浜辺で大合戦となった結果､大将の宇喜多基家が戦死/敗走した宇喜多勢は
  八浜七本槍の働きでかろうじて毛利勢をくい止めたが､以降は八浜城に籠城して､秀吉の救援を待つこととな
  った
1582年3月15日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正10年2月21日|徳川家康､駿河駿府城を占領
1582年3月17日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正10年2月23日|<持舟城合戦>織田･徳川軍の攻撃を受けて武
  田軍は400名以上が討死
1582年3月19日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|天正10年2月25日|駿河江尻城主｢穴山梅雪(信君)｣は甲府に人
  質として預けていた妻子を脱出させ､徳川勢を駿河に引き入れる
1582年3月20日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年2月26日|北条氏政･氏直が駿河に出陣し天神ヶ尾が落城
1582年3月21日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正10年2月27日|徳川家康軍､駿河持舟城を開城させる.朝比
  奈駿河守氏秀は久能山城へ退去
1582年3月21日-09:00|日本|長野県茅野市|天正10年2月27日|武田勝頼､信濃国諏訪上原の陣所を焼き捨て､甲斐
  国新府へ撤退
1582年3月22日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正10年2月28日|北条氏邦が上野国箕輪城入城.城代内藤昌月は北条
  に下る
1582年3月22日-09:00|日本|静岡県駿東郡清水町|天正10年2月28日|<戸倉城の戦い>北条軍は駿河に残された武
  田側の数少ない拠点の1つである戸倉城を落とす
1582年3月22日 14:00|日本|静岡県沼津市|天正10年2月28日|夜中､駿河三枚橋城が自落.武田勢は吉原川を越え
  て退却するが､追撃を受ける
1582年3月23日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正10年2月29日|駿河では朝比奈信置が逃げ込んだ久能城も
  攻略されて城代今福虎孝は自害
1582年3月23日-09:00|日本|和歌山県橋本市|天正10年2月29日|<高野攻め>織田方の岡田重孝らが学文路口の西
  尾山の砦を攻めたが部将2人を失って撃退される
1582年3月24日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|天正10年3月|庄内の大宝寺義氏は大軍を率いて滝沢城を攻略/矢
  島､打越氏らを降して岩屋古館に侵攻､さらに二手に分かれ小助川氏の居城の荒沢館に襲いかかった
1582年3月24日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年3月|興国寺城城主の曽根下野守正清が徳川家康に降伏開城
1582年3月24日-08:00|中国|  |||杭州で月給額の削減をめぐり兵士が反乱
1582年3月24日-08:00|中国|  ||明･万暦10年3月|杭州で月給額の削減をめぐり兵士が反乱する
1582年3月24日-09:00|日本|静岡県御殿場市|天正10年3月1日|武田氏が滅亡すると駿河深沢城に火をかけて駒井
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  昌直らは退去
1582年3月24日-09:00|日本|静岡県藤枝市|天正10年3月1日|徳川家康､依田信蕃の立て篭もる駿河田中城を包囲
  し､信蕃は城を明渡した
1582年3月24日 14:00|日本|石川県白山市|天正10年3月1日|佐久間盛政､加賀･白山麓･二曲城を攻略し､加賀一揆
  を鎮圧
1582年3月25日-09:00|日本|静岡県|天正10年3月2日|北条氏が駿河国の富士川以東を制圧
1582年3月25日-09:00|日本|長野県伊那市|天正10年3月2日|<高遠城合戦>織田信忠率いる織田勢が遠江高遠城を
  攻略し城主仁科盛信･小山田昌行･今福昌和･原貞胤らが全滅
1582年3月26日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年3月3日|織田信忠､上諏訪に進攻し諏訪大明神を焼く
1582年3月26日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年3月3日|諏訪高島城の安中七三郎は織田信房に城を明け渡し
  て退去
1582年3月26日-09:00|日本|長野県松本市|天正10年3月3日|深志城馬場信忠､織田長益に城を引き渡して退却
1582年3月26日-09:00|日本|山梨県韮崎市|天正10年3月3日|武田勝頼､新府城に火をかけ､郡内岩殿城をめざし､
  逃亡
1582年3月26日-09:00|日本|和歌山県日高郡日高町|天正10年3月3日|<高野攻め>高野勢50余人が多和城を夜襲し
  て損害を与えた
1582年3月28日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年3月5日|織田信忠､上諏訪より新府城を経て甲府に乱入し､勝
  頼一族や重臣らの残党を捜し成敗
1582年3月29日-09:00|日本|静岡県富士宮市|天正10年3月6日|駿河では富士大宮司･富士信通が北条氏に服属を
  申し出る
1582年3月29日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年3月6日|織田信忠が古府中を占領
1582年3月30日-09:00|日本|群馬県安中市|天正10年3月7日|織田信長四男の信房が上野安中城を制圧
1582年3月30日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|天正10年3月7日|織田軍は信長四男の信房が上野へ侵攻､国峰
  城を制圧
1582年3月30日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年3月7日|上野へ侵攻してきた滝川一益に真田昌幸は沼田城を
  開け渡す
1582年3月30日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年3月7日|織田信忠､府中に入り､一條大輔･清野美作守･朝比奈
  摂津守･諏訪越中守･武田上総介･今福筑前守･小山田出羽守･山縣三郎兵衞子息･武田信親を殺害､武田信綱(信
  廉)を府中相川で殺害
1582年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲｯﾎﾟﾘﾄ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣
1582年4月1日-09:00|日本|山梨県甲州市|天正10年3月9日|武田家部将の小山田信茂､武田勝頼から離反/勝頼一
  行は小山田信茂を頼って勝沼という山中から駒飼という山里へ逃れたが､小山田信茂がここに至って無下にも
  勝頼を突き放し､一行の受け入れを拒否/一行はやむなく田野という地の平屋敷ににわか作りの柵を設けて滞
  陣
1582年4月2日-09:00|日本|山梨県西八代郡市川三郷町|天正10年3月10日|徳川家康軍､市川大門にある上野城を
  落とし､一条信竜が戦死
1582年4月2日-09:00|日本|和歌山県伊都郡かつらぎ町|天正10年3月10日|<高野攻め>早朝､織田勢は夜襲の報復
  として寺尾壇の砦を攻撃､城将医王院が討死するも寄手の損害も大きく撃退された
1582年4月3日-09:00|日本|富山県富山市|天正10年3月11日|越中石動山城主小嶋職鎮が上杉景勝に寝返り､神保
  覺弘と富山城を奪い城主神保長住を幽閉
1582年4月3日-09:00|日本|富山県富山市|天正10年3月11日|佐々成政･前田利家､越中富山城を奪還/信長は神保
  長住を越中から追放
1582年4月3日 02:00|日本|山梨県甲州市|天正10年3月11日|巳の刻(午前11時頃)､武田勝頼(享年37歳)･信勝父子
  ､桂林院殿(北条夫人)たちは､天目山麓の山梨郡田野(東山梨郡大和村)で自害/女房衆の介錯をしていた金丸定
  光､土屋昌恒も討ち死.信勝も斬り合い討ち死(16歳).北条夫人(19歳)は自害/家臣は跡部勝資､長坂光堅(釣閑
  斎)､土屋昌恒､金丸定光､秋山光綱､安倍宗貞､小宮山友晴､小原広勝･忠国兄弟､阿部勝宝､小山田平左衛門､大熊
  朝秀らが戦死/これにより武田家が滅亡
1582年4月5日-09:00|日本|富山県魚津市|天正10年3月13日|柴田勝家･佐々成政､越中魚津城攻城開始
1582年4月7日-09:00|日本|長野県伊那市|天正10年3月15日|矢沢氏･祢津氏･室賀氏など武田氏の家臣達は高遠城
  を訪ねて織田信忠に降伏
1582年4月7日-09:00|日本|長野県上田市|天正10年3月15日|信濃上田城主｢真田昌幸｣が織田信忠に降伏
1582年4月7日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年3月15日|武田信堯･小山田信茂･葛山信貞ら､甲府善光寺にて
  処刑される
1582年4月8日-09:00|日本|長野県小諸市|天正10年3月16日|信濃小諸城において､武田信豊が自害
1582年4月9日-09:00|日本|岡山県岡山市南区|天正10年3月17日|<常山城の戦い>羽柴秀吉が羽柴秀勝(信長の4男
  で秀吉の養子秀勝)を奉じ備前児島に侵攻
1582年4月10日-09:00|日本|山形県最上郡金山町|天正10年3月18日|伊達輝宗は金山城を取り返すため再び出陣/
  金山城主･佐藤将監(金山城主)の強烈な反撃にあって退却
1582年4月12日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|天正10年3月20日|<本領安堵>駿河国江尻･甲斐国河内領主｢穴
  山梅雪｣織田信長により
1582年4月12日-09:00|日本|長野県|天正10年3月20日|<所領安堵>信濃国木曾谷｢木曽義昌｣の上に信濃安曇･筑摩
  を加増
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1582年4月12日-09:00|日本|長野県飯田市|天正10年3月20日|<本領安堵>信濃国伊那郡松尾領主｢小笠原信嶺｣織
  田信長により
1582年4月15日-09:00|日本|群馬県|天正10年3月23日|<拝領>上野一国･信濃小県･佐久二郡･関東管領｢滝川一益｣
  ､織田家に従った関東諸侯をその与力とした/織田信長により
1582年4月16日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年3月24日|小山田信茂と親族､甲府にて処刑
1582年4月18日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|天正10年3月26日|長宗我部元親が伊予三間に侵入､西園寺氏がこれ
  を撃退
1582年4月20日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年3月28日|三枚橋城の高坂源五郎･曾根河内守､城を徳川家康
  に明け渡して甲斐へ逃げる
1582年4月21日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正10年3月29日|<拝領>美濃国岩村｢団忠正｣
1582年4月21日-09:00|日本|岐阜県下呂市|天正10年3月29日|<拝領>美濃国金山米田島｢森成利｣
1582年4月21日-09:00|日本|群馬県|天正10年3月29日|<拝領>上野国一国･信濃国小県郡･佐久郡｢滝川一益｣
1582年4月21日-09:00|日本|静岡県|天正10年3月29日|<拝領>駿河国｢徳川家康｣織田信長により
1582年4月21日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年3月29日|<拝領>駿河興国寺城｢牧野康成｣徳川家康家臣(~9月
  )
1582年4月21日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年3月29日|<拝領>駿河三枚橋城(沼津古城)｢松平(松井)康重｣
  徳川家康家臣(~天正18(1590)年)
1582年4月21日-09:00|日本|長野県|天正10年3月29日|<拝領>安曇郡･筑摩郡(信濃国木曽谷安堵の上)｢木曽義昌｣
1582年4月21日-09:00|日本|長野県|天正10年3月29日|<拝領>信濃国伊那一郡｢毛利秀頼｣織田信長により
1582年4月21日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年3月29日|<拝領>信濃国諏訪郡｢穴山梅雪｣
1582年4月21日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年3月29日|<拝領>信濃国高井郡･水内郡･更科郡･埴科郡と海津
  城20万石｢森長可｣(美濃兼山城主･森可成の次男｡蘭丸長定らの兄)織田信長から
1582年4月21日-09:00|日本|山梨県|天正10年3月29日|<拝領>甲斐国･信濃国諏訪｢河尻秀隆｣(穴山信君の本知を
  除外)織田信長により
1582年4月23日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年4月|織田信忠､信濃上水内郡牧之嶋城を陥し､城主馬場民部
  信春(昌房)戰死､信濃上尾城主平林正恒逃亡
1582年4月23日-09:00|日本|和歌山県紀の川市|天正10年4月|<高野攻め>織田方の竹田藤内らが麻生津口の飯盛
  山城を攻撃/高野勢は大将南蓮上院弁仙と副将橋口隼人らがこれを防ぎ､竹田ら四将を討ち取り甲首131を挙げ
  る勝利を得た
1582年4月24日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年4月2日|上杉軍､信濃長沼城を奪取
1582年4月25日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾖｰﾗﾝ･ﾆﾙｿﾝ･ﾎﾞｲｴ･ｱﾌ･ｹﾞﾝﾈｽ｣(2回目~1583
  年)
1582年4月25日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正10年4月3日|織田信長､坂井越中守に命じて飯羽間右衞門尉を殺
  害
1582年4月25日-09:00|日本|長野県飯山市|天正10年4月3日|森長可が川中島の海津城へ入城し､稲葉貞通が飯山
  に在陣していたところへ､一揆蜂起し飯山を包囲
1582年4月25日-09:00|日本|山梨県甲州市|天正10年4月3日|織田信忠､謀反人らを匿った塩山恵林寺を焼き討ち
  し､快川紹喜ら老若男女上下百五十余人焼き殺される
1582年4月25日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年4月3日|織田信長､長谷川竹に命じて美濃衆秋山萬可･秋山摂
  津守を殺害
1582年4月27日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年4月5日|<転封>美濃金山75000石｢森長可｣⇒信濃海津
1582年4月29日-09:00|日本|山梨県上野原市|天正10年4月7日|一揆勢8千が長沼口に進出/森長可はこれを撃破､
  追撃､一揆勢が立て籠もる大倉の古城を陥落/飯山包囲の一揆勢も引き上げ/飯山は森長可が引き受けて人数を
  入れ置く
1582年4月30日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|天正10年4月8日|<庵原館の戦い>織田信長の命令により徳川軍
  に攻められ､甲斐武田氏の家臣朝比奈信置(54)･子の朝比奈信良自害
1582年4月30日-09:00|日本|長野県上田市|天正10年4月8日|<所領安堵>信濃上田･上野沼田領主｢真田昌幸｣織田
  家家臣(⇒天正15(1587)年､秀吉から信濃上田38000石所領安堵)
1582年5月6日-09:00|日本|愛媛県今治市|天正10年4月14日|伊予来島の村上通昌が羽柴秀吉に内通し､毛利氏に
  反旗を翻す/村上水軍は毛利方と織田方に分裂し塩飽諸島が秀吉に属することとなった
1582年5月6日-09:00|日本|岡山県倉敷市|天正10年4月14日|<日畑城の戦い>羽柴秀吉が日畑景親の備中日畑城を
  攻略
1582年5月7日 08:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年4月15日|<宮地山城の戦い>夕刻､羽柴秀吉が宮地山城の
  攻略を開始/秀吉方は宇喜多勢を先鋒に3万近い大軍で城を包囲し2回にわたって攻撃を加えたが城兵の逆襲を
  受けて敗退
1582年5月8日-09:00|日本|福岡県福岡市|天正10年4月16日|<岩戸の戦い>道雪･宗茂･薦野增時らが原田軍･笠興
  長､秋月､宗像を撃破
1582年5月8日 08:00|日本|愛媛県松山市|天正10年4月16日|宇和郡下木城主宇都宮宣綱､安楽寺を建立した永綱
  の木像を造る
1582年5月11日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾏﾇｴﾙﾃﾚｽ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(~15870810)
1582年5月13日-09:00|日本|  ||天正10年4月21日|彗星が現れる
1582年5月17日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正10年4月25日|<備前冠山城の戦い>織田軍羽柴秀吉2万,宇喜多勢1
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  万で冠山の巣蜘塚城(林重真)を囲み破る/林重真自害､重真の家来139人も討死
1582年5月18日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年4月26日|羽柴秀吉,備中庭瀬城を攻略
1582年5月19日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年4月27日|<備中高松城の戦い>羽柴秀吉が清水宗治が守
  る備中高松城を高松城を総攻め/浮田忠家率いる宇喜多勢(八幡山に布陣)が城の西沼押出式の端の外で朝から
  昼頃まで戦ったが失敗/寄せ手の死者426人､城兵97人
1582年5月19日-09:00|日本|長野県飯田市|天正10年4月27日|信濃伊那郡の菅沼定忠が伊那郡知久平で牛久保城
  主牧野康成と戦い戦死
1582年5月20日-09:00|日本|岩手県胆沢郡金ヶ崎町|天正10年4月28日|九戸政実､陸奥国和賀郡河崎城(金ヶ崎城)
  を夜襲により攻め落とす
1582年5月23日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年5月2日|羽柴秀吉方の宇喜多忠家､備中宮路山城を落と
  す(和睦交渉の使者信原内蔵允に宮地山城の出丸の主将船木藤左衛門が内通したため)乃美元信が開城して宮
  路山城を退去
1582年5月23日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年5月2日|羽柴秀吉､備中高松城を2回目の総攻めを実施/
  朝から昼まで､和井田口で戦う/死者は攻撃側25人､城側85人
1582年5月23日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年5月2日|加茂城では城将の乃美景興が秀吉に内通して秀
  吉軍を城内に導こうとするも､桂広繁､上山元忠ら守備兵の反撃を受け､追い出される
1582年5月23日-09:00|日本|岡山県倉敷市|天正10年5月2日|羽柴秀吉､備中国河屋城を攻略
1582年5月23日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正10年5月2日|羽柴秀吉に亀石城も降伏､開城
1582年5月24日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年5月3日|秀吉は加茂城･日幡城などの支城も攻略
1582年5月27日-09:00|日本|富山県魚津市|天正10年5月6日|<魚津城の戦い>織田軍は魚津城二の丸を占拠/景勝
  は戦を仕掛けられず､信濃国･海津城の森長可や上野国･厩橋城の滝川一益が越後侵入の態勢に入った
1582年5月28日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年5月7日|羽柴秀吉が､毛利氏の武将清水宗治の守る備中
  高松城を包囲し､水攻め作戦を開始
1582年5月28日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正10年5月7日|毛利方の河野通直が､来島村上氏の蓿葛城に
  付城を築き､能島水軍が城下に放火
1582年5月29日-09:00|日本|愛媛県今治市|天正10年5月8日|毛利方の能島勢が得居通幸(来島通昌の兄)の領する
  伊予難波正岡郷や来島城を攻撃し､両軍が交戦
1582年5月30日-09:00|日本|徳島県板野郡藍住町|天正10年5月9日|三好康長が四国攻め先鋒として勝瑞(徳島県
  藍住町)に着き一宮と蛮山(夷山)の両城(ともに徳島市内)を攻め落とした
1582年6月1日-09:00|日本|新潟県|天正10年5月11日|森長可､信濃から越後を侵し､上杉景勝､越中から退く
1582年6月5日-09:00|日本|富山県魚津市|天正10年5月15日|上杉景勝が越中天神山に陣を置き､織田勢と戦う
1582年6月7日-09:00|日本|秋田県大館市|天正10年5月17日|安藤勢､比内の浅利勝頼を扇田の長岡城で謀殺し､領
  地を奪う
1582年6月7日-09:00|日本|長野県|天正10年5月17日|信濃伊那郡の武田遺臣菅沼定吉(浄秀)殺害
1582年6月8日-09:00|日本|栃木県小山市|天正10年5月18日|<祇園城返還問題>北条氏政､織田信長の要請を受け
  小山秀綱に下野祇園城を返還
1582年6月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Diego Menendez de Valdes｣(~15930511)
1582年6月12日-09:00|日本|石川県鳳珠郡能登町|天正10年5月22日|<棚木城の戦い>能登正院の旧城主長景連(上
  杉景勝家臣)再び海路から奥能登に攻め込み棚木城を落とすが､前田利家勢(長連竜･前田安勝ら)の攻撃に全滅
  ､開城
1582年6月13日-09:00|日本|新潟県南魚沼郡湯沢町|天正10年5月23日|滝川一益が越後に攻め入ろうとして三国
  峠を攻めた
1582年6月13日-09:00|日本|新潟県妙高市|天正10年5月23日|<関川合戦>織田家部将の森長可､田切城を攻略
1582年6月17日-09:00|日本|富山県|天正10年5月27日|織田信長家臣の森長可が上杉景勝の留守に乗じ信濃から
  越後境を侵す｡上杉景勝は越後春日山城危機の報に接し､越中から陣を払い帰国
1582年6月18日-09:00|日本|京都府与謝郡与謝野町|天正10年5月28日|細川忠興が一色義清の丹後弓木城を落と
  す
1582年6月20日-08:00|中国|  ||明･万暦10年6月|明の宰相張居正が死去し10年間の綱紀粛正政治に幕､死因は媚
  薬の過飲
1582年6月21日-05:00|日本|京都府京都市中京区|天正10年6月2日|<本能寺の変>未明,織田信長(49)が明智光秀
  に急襲され､自害.森蘭丸(長定)以下近臣70～80人が殉じる
1582年6月21日 03:00|日本|京都府京都市|天正10年6月2日|<二条御新造合戦>織田信忠､京都妙覚寺を出て二条
  御所(下御所)に籠もったところ､同じく明智光秀が襲撃し後刻｢打死｣/尾張犬山城主｢織田勝長｣(織田信長の五
  男)､村井貞勝(村井春長軒)以下も｢悉打死｣した/二条御所炎上
1582年6月21日 08:00|日本|滋賀県大津市|天正10年6月2日|夕方､明智光秀は安土城を目指し瀬田へ侵攻/瀬田城
  主山岡景隆･景佐兄弟を説得するも山岡兄弟は瀬田橋を焼き落とし城に火を懸けて山中へ退いた/光秀は手段
  が無くなり橋のたもとに復旧のため兵を置き､その日は坂本城へ入る
1582年6月21日 08:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正10年6月2日|<高野攻め>夕刻に至って､高野山に本能寺
  の変の情報が届き寄手は撤退を開始､高野勢はこれを追撃し勝利
1582年6月21日 11:00|日本|京都府綴喜郡宇治田原町|天正10年6月2日|<死去>｢穴山梅雪(信君)｣42歳､山城宇治
  田原で一揆衆に殺される
1582年6月22日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正10年6月3日|反信長派の土橋一族が挙兵したため､鈴木孫一は
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  岸和田城へ逃亡
1582年6月22日-09:00|日本|京都府舞鶴市|天正10年6月3日|<交替>丹後舞鶴12万石｢細川藤孝｣隠居､剃髪し名を
  幽斎に改め田辺城⇒長男の｢細川忠興｣が嗣ぐ(~慶長5(1600)年豊前中津へ)この後,忠興は家老松井康之を通じ
  て光秀の女婿明智秀満宛に義絶を伝え,信孝の所に二心なきことを述べさせ,妻玉を丹後の三戸野に幽閉
1582年6月22日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正10年6月3日|安土城の守将蒲生賢秀､氏郷父子､安土城の織田
  信長の妻妾､一族を伴って､居城日野城に退去/安土城を木村次郎左衛門に渡した
1582年6月22日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正10年6月3日|<拝領>遠江横須賀3万石｢松平(大須賀)康高｣築城(⇒
  天正17(1587)年上総久留里へ)
1582年6月22日-09:00|日本|富山県魚津市|天正10年6月3日|<魚津城の戦い>佐々成政が柴田勝家らの来援で上杉
  方中条景泰の拠る越中魚津城を落とす/上杉家部将の吉江景資･吉江資堅が魚津城で戦死/6月2日に信長が本能
  寺で明智光秀により討たれた(本能寺の変)との報に接し､主君の死に動揺した織田勢は四散/空城となった魚
  津城には須田満親を中心とする上杉勢が入り､越中東部における失地を奪還
1582年6月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正10年6月4日|徳川家康一行が伊勢白子より三河大浜に上陸､岡崎
  へ戻る/家康は本拠浜松城に赴かず､岡崎城からそのまま明智光秀に敵対行為を開始
1582年6月23日-09:00|日本|岡山県|天正10年6月4日|備前･備中･美作を宇喜多領とする
1582年6月23日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正10年6月4日|<備中高松城の戦い>備中高松城の吉川元春､小
  早川隆景と羽柴秀吉が和睦,毛利氏に備中･美作･伯耆の割譲を受け入れさせる/備中高松城開城,城主清水宗治
  (46)が切腹
1582年6月23日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正10年6月4日|明智光秀が安土城へ入城.光秀は安土城にあっ
  た信長の金銀財宝を接収｡財宝を朝廷や寺社に奉納し､また身分に応じて貴族や家臣､知人､さらに財宝目当て
  に集まった庶民にまで2,3日のうちに分配
1582年6月23日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正10年6月4日|明智光秀と通じ武田元明が佐和山城を､京極高次が
  長浜城を占拠
1582年6月23日-09:00|日本|富山県魚津市|天正10年6月4日|上杉景勝､｢変｣の報を聞き､退却する柴田･佐々･森ら
  の手から魚津城を取り返し､信長に応じた新発田重家を攻める
1582年6月23日-09:00|日本|富山県魚津市|天正10年6月4日|本能寺の変の報が越中に到来､柴田勝家ら､魚津城か
  ら撤収
1582年6月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正10年6月5日|織田信孝が丹羽長秀とともに明智光秀の女婿津田信
  澄(28)を大坂城に攻め､これを討つ
1582年6月24日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正10年6月5日|近江半国の旧守護京極高吉の子京極高次を将として
  ､その旧臣山本山の城主阿閉貞征と光秀の近従山田八右衛門らとともに､秀吉の本拠長浜城を攻めさせてこれ
  を占領し､斉藤利三をこれに入れる
1582年6月24日-09:00|日本|富山県下新川郡朝日町|天正10年6月5日|柴田勝家が宮崎城を攻略
1582年6月24日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正10年6月5日|伊賀国では織田信雄(北畠信意)の兵が城を捨て逃亡
  ､牢人衆が城を占領
1582年6月25日-09:00|日本|岡山県|天正10年6月6日|羽柴秀吉が備中から光秀討伐に引き返す(8日には姫路に達
  し､いわゆる｢中国大返し｣と言われる機敏さで畿内へ急行)
1582年6月25日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正10年6月6日|毛利軍吉川元春､小早川隆景が､備中高松から撤収
1582年6月26日-09:00|日本|群馬県|天正10年6月7日|北條氏政が上野国に於て織田方の部將瀧川一益を破って追
  撃
1582年6月26日-09:00|日本|福井県|天正10年6月7日|柴田勝家は上杉軍に敗れて越前へ退却
1582年6月27日-09:00|日本|岐阜県本巣郡北方町|天正10年6月8日|<西美濃争乱>美濃北方城主･安藤守就(80)挙
  兵,稲葉一鉄父子の攻撃を受け､北方城が攻略され敗死
1582年6月27日-09:00|日本|新潟県上越市|天正10年6月8日|森長可も二本木の陣を払って越後国から撤退
1582年6月28日-09:00|日本|兵庫県洲本市|天正10年6月9日|羽柴秀吉が一隊を淡路島洲本に派遣し､明智方の将
  菅平平右衛門尉を攻撃
1582年6月29日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年6月10日|<再興>信濃諏訪領主｢諏訪頼忠｣諏訪にて挙兵(⇒天
  正11(1583)年3月,諏訪郡を所領として安堵)
1582年6月30日-09:00|日本|栃木県小山市|天正10年6月11日|北条氏照が下野小山城を攻撃､占領
1582年6月30日-09:00|日本|山梨県|天正10年6月中旬|秩父往還(雁坂口)を守備していた浄居寺城(中牧城)の大
  村忠堯･忠友に率いられた山梨郡倉科の土豪･大村党が大野砦に籠城して北条方に帰属/甲斐国総社の甲斐奈神
  社(橋立明神)の社家衆･大井摂元も北条方に属した
1582年7月1日-09:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|天正10年6月12日|中川清秀が天王山を､高山重友が山崎を占
  領､明智軍先鋒と小競り合いとなる
1582年7月2日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年6月13日|沼須城主(北毛)の藤田信吉が滝川一益に対し反乱を
  起こし越後の長尾伊賀守に使いを出して上杉景勝に通じ､5千の兵を率いて滝川益重の兵4千が守る沼田城を攻
  め､水曲輪の一つを占拠/益重から報告を受けた一益が2万の兵(新田の滝川豊前､小幡､安中､和田､倉賀野､由良
  ､館林の長尾､箕輪の内藤)を率いて駆けつけると藤田信吉は破れ去り､泣く泣く越後へ落ち延びた
1582年7月2日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年6月13日|滝川一益が沼田城を真田昌幸に返還､昌幸は沼田城
  を接収し回復
1582年7月2日-09:00|日本|山梨県大月市|天正10年6月13日|北条家部将の内藤綱秀､甲斐岩殿城を接収
1582年7月2日-04:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|天正10年6月13日|<山崎の戦い(山城国)>早朝､天王山で明智
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  軍と秀吉軍が交戦/明智軍の松田隊1,000名が山の上から弓･鉄砲攻撃を行うため天王山に登る｡秀吉軍からは
  堀尾吉晴が200名で山頂へ登り交戦､松田隊に勝利/山の麓では堀秀政が松田隊を攻撃し､勝利｡これにより松田
  隊は壊滅
1582年7月2日 01:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|天正10年6月13日|<山崎の戦い(山城国)>午前､高山右近が秀
  吉が前線に到着する前に明智軍と交戦/中川清秀と池田恒興が両翼から攻撃､包囲された明智軍は退却を始め
  る｡明智軍の先手､伊勢貞興･諏訪盛直･御牧景重が東西に開き､南北に押し返し合い､高山勢と戦っているとこ
  ろ､中川清秀が左翼から､池田恒興が右翼から突進したため､下級兵士たちが動揺.伊勢貞興･諏訪盛直は勇敢に
  戦い討死､御牧景重は光秀へ退却するよう使者を送り､自身は突撃して討死
1582年7月2日 03:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|天正10年6月13日|<勝龍寺城の戦い>正午頃､明智軍は総崩れ
  となり､兵が逃亡/光秀は旗本3,000の兵と勝龍寺城に立て籠もる
1582年7月2日 07:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|天正10年6月13日|<山崎の合戦>午後4時頃､羽柴秀吉･織田信
  孝･丹羽長秀が明智光秀が京都山崎にて激戦/羽柴秀吉軍が勝利し明智光秀軍は重臣の多くが討死し敗走/明智
  光秀(55)は勝龍寺城に逃げ込み､夜に脱出して坂本城を目指すが､山科小栗栖で土民の槍にかかり落命
1582年7月3日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正10年6月14日|羽柴秀吉軍の先鋒高山重友･中川清秀らが明智光秀
  の亀山城を攻め落とす
1582年7月3日-09:00|日本|京都府長岡京市|天正10年6月14日|勝龍寺城は秀吉軍の攻撃を支えられず落城
1582年7月3日-09:00|日本|滋賀県|天正10年6月14日|堀秀政､近江に出陣し明智残党を掃討
1582年7月3日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正10年6月14日|明智秀満､安土城から退去,単騎湖水を渡り坂本
  城へ退去
1582年7月3日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年6月14日|織田家家臣河尻秀隆は岩窪館において徳川家部将の
  本多信俊を殺害/河尻は信俊に不審感を抱き､家康が一揆を扇動し甲斐を簒奪する意図があったと疑い信俊を
  殺害したという
1582年7月4日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正10年6月15日|近江国安土城､安土山下からの｢類火｣により焼
  失
1582年7月4日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正10年6月15日|堀秀政隊､坂本城を包囲/明智秀満は光秀の財宝を寄
  せ手の堀秀政に送り､光秀の妻子及び妻(光秀の娘)を刺殺し､城に火を掛けて自殺
1582年7月5日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正10年6月16日|北条氏直が滝川一益に宣戦布告､上野倉賀野に侵攻
1582年7月5日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正10年6月16日|丹羽長秀が佐和山城を陥れる
1582年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|天正10年6月17日|明智光秀の首が京都本能寺に晒され､また近江堅田
  で捕らえられた光秀の家老斎藤利三(49)が京都六条河原で斬首される
1582年7月7日-09:00|日本|群馬県佐波郡玉村町|天正10年6月18日|<神流川の戦い>滝川一益勢が川井城を攻め､
  陥落させた
1582年7月7日-09:00|日本|埼玉県児玉郡上里町|天正10年6月18日|<神流川の戦い>滝川一益勢が､北条氏邦の配
  下であった斎藤光透とその弟･斎藤基盛が守る金窪城を攻め､陥落させた/金窪原で行われた合戦では､信玄･勝
  頼の旧臣を主体とした上州衆と滝川勢が､北条氏邦の鉢形衆5千と戦い､石山大学､保坂大炊介を討ち取ったが､
  上州衆も佐伯伊賀守が討ち取られ,最終的には北条方が敗れて追撃を受け二百余人が討ち取られた
1582年7月7日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年6月18日|森長可､春日信達らの信濃国衆一揆に大勝､海津城を
  放棄
1582年7月7日-09:00|日本|山梨県|天正10年6月18日|<甲斐一揆>甲斐代官河尻秀隆(56)が一揆勢に襲われ､武田
  遺臣三井弥一郎に討たれる/子の秀長は森長可の元に逃避し客将となる(後に苗木城の城主)
1582年7月8日 08:00|日本|埼玉県児玉郡上里町|天正10年6月19日|<神流川の戦い>北条氏直､滝川一益が戦い､北
  条氏直の兵が敗走/北条氏政はこれを見て1万の兵を弟の北条美濃守氏則(氏規)に与え滝川勢を囲み攻めた/一
  益は後陣の上州衆を投入しようとしたが北条高広をはじめとする諸将の出足が鈍く進軍してこなかった/滝川
  一益は敵中に討ち入り､囲んだ北条方は逆に追い立てられ､最後には北条氏則が30騎程で打ってかかり滝川勢
  と渡り合った/この時､北条方の3百余人が討死/兵を立て直した北条氏直が再度滝川勢を攻めると､滝川一益も
  終に破れ夕刻には敗走､滝川方の重臣･篠岡､津田､太田､栗田など5百騎が踏み止まって討死､滝川方の上州衆で
  は木部貞朝､倉賀野秀景の子(五郎太､六弥太)等が討死/元厩橋城主･北条高広は北条に服属
1582年7月9日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正10年6月20日|羽柴秀吉が岐阜城を占拠していた信忠家臣斎藤利堯
  (中立の立場をとっていた)から人質を取り降伏
1582年7月9日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年6月20日|上杉景勝､調略により海津城(春日信達)を支配下に
  置く
1582年7月9日 13:00|日本|群馬県高崎市|天正10年6月20日|滝川一益は上州衆の人質であった北条高広の次男な
  どを解放し､深夜に箕輪城を旅立った
1582年7月10日-09:00|日本|群馬県吾妻郡東吾妻町|天正10年6月21日|真田昌幸､吾妻衆の湯本三郎右衛門尉を岩
  櫃城に入城させ､上野の旧管轄地域を奪還
1582年7月10日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年6月21日|真田昌幸は叔父の矢沢頼綱を送り込んで沼田城を
  奪回
1582年7月10日-09:00|日本|長野県松本市|天正10年6月下旬|<天正壬午の乱(甲斐国､信濃国､上野国)>武田討伐
  後に木曽義昌に与えられた深志城(松本城)を､上杉景勝が小笠原洞雪斎(小笠原貞慶の叔父)に攻撃させ､占領
1582年7月12日-09:00|日本|石川県鹿島郡中能登町|天正10年6月23日|能登石動山の僧徒らが元の能登国守護畠
  山氏の旧臣温井備前守,三宅備後守らを招き入れ,上杉氏の兵とともに石動山近傍の荒山に塁を築く
1582年7月13日-09:00|日本|茨城県|天正10年6月24日|佐竹義重が下野国烏山城主那須資胤と和睦
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1582年7月13日-09:00|日本|岐阜県可児市|天正10年6月24日|<移転>信濃海津｢森長可(長一)｣⇒美濃金山7万石(~
  天正12年4月9日(15840518)戦死)
1582年7月13日-09:00|日本|長野県上田市|天正10年6月24日|真田昌幸､上杉景勝に従属
1582年7月15日-09:00|日本|岐阜県可児市|天正10年6月26日|森長可､東濃攻めを始め､可児郡大森城(可児市大森
  )､上恵土館(可児市上恵土)を攻略
1582年7月15日-09:00|日本|長野県佐久市|天正10年6月26日|北条氏直は､滝川一益を追う形でそのまま碓氷峠を
  越え､佐久郡の諸豪を臣従させた
1582年7月15日-04:00|日本|石川県鹿島郡中能登町|天正10年6月26日|前田利家､佐久間盛政ら､能登石動山城を
  攻略､温井景隆(51,能登国人)らを討つ
1582年7月16日-09:00|日本|愛知県|天正10年6月27日|<拝領>尾張･南伊勢5郡｢織田信雄｣(⇒天正18(1590)年7月1
  3日東海地方の家康旧領への移封命令を拒否したことから改易)
1582年7月16日-09:00|日本|愛知県清須市|天正10年6月27日|<清洲会議>織田家四宿老の羽柴秀吉､柴田勝家､丹
  羽長秀､池田恒興で会議が行われ､織田信長の後継者を嫡孫三法師と定め遺領を処分
1582年7月16日-09:00|日本|大阪府|天正10年6月27日|<拝領>摂津大阪･尼崎･兵庫｢池田恒興｣(⇒天正12年4月9日
  (15840518)戦死、)
1582年7月16日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正10年6月27日|<拝領>美濃･北伊勢二郡(岐阜城)｢織田信孝｣(~翌(1
  583)年4月29日死去)
1582年7月16日-09:00|日本|京都府|天正10年6月27日|<拝領>丹波･播磨･山城･河内｢羽柴秀吉｣
1582年7月16日-09:00|日本|京都府綾部市|天正10年6月27日|<拝領>丹波山家16000石｢谷衛友｣羽柴秀吉から(~寛
  永4年12月23日(16280129)死去)
1582年7月16日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正10年6月27日|<拝領>丹波亀山城｢羽柴秀勝｣(~天正13年12月10日(
  15860129)病死)
1582年7月16日-09:00|日本|京都府京都市右京区|天正10年6月27日|<拝領>丹波国周山城1万5000石｢加藤光泰｣羽
  柴秀吉家臣(⇒同年､近江貝津城へ転封)
1582年7月16日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正10年6月27日|<拝領>近江坂田郡20万石(安土城)｢織田三法師
  ｣(堀秀政が管理~天正12(1584)年坂本城)
1582年7月16日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正10年6月27日|<拝領>若狭･近江高島郡･志賀郡(近江坂本城)｢丹羽
  長秀｣(⇒天正11(1583)年､越前(敦賀郡･南条郡の一部･大野郡の一部を除く)および加賀2郡を加増し123万石)
1582年7月16日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正10年6月27日|<拝領>近江長浜6万石(旧秀吉本領)｢柴田豊勝(勝家
  の甥)｣(~翌年4月16日(15830606)死去)
1582年7月16日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正10年6月27日|<拝領>近江佐和山20万石｢堀秀政｣(⇒天正13(1585)
  年7月越前北ﾉ庄)
1582年7月16日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正10年6月27日|<拝領>近江肥田｢長谷川秀一｣(⇒天正13年閏8月18
  日､越前東郷11万石へ加増転封)
1582年7月16日-09:00|日本|福井県|天正10年6月27日|<拝領>越前･北近江三郡(旧羽柴領)｢柴田勝家｣(⇒翌(1583
  )年4月24日滅亡)
1582年7月16日-09:00|日本|三重県伊勢市|天正10年6月27日|<旧領安堵>伊勢長島のみ｢滝川一益｣(⇒天正11(158
  3)年7月所領没収)
1582年7月17日-09:00|日本|山梨県|天正10年6月28日|徳川家康､大久保忠世や石川康道らを甲斐に派兵
1582年7月21日-09:00|日本|岐阜県加茂郡川辺町|天正10年7月2日|<米田城合戦>未明,森長可が肥田玄蕃の米田
  城を攻めた/肥田玄蕃は病を患っていた為,同夜に加治田城の斎藤利堯を頼って落ち延びた/森長可は肥田忠政
  を追って斎藤利堯が城主を務める加治田城の攻略に向かった
1582年7月21日-09:00|日本|長野県松本市|天正10年7月2日|上杉景勝が木曽義昌が守る深志城を小笠原洞雪斎に
  攻撃させ､占領
1582年7月22日-09:00|日本|岐阜県加茂郡富加町|天正10年7月3日|<加治田･兼山合戦>森長可は3,000余人の兵を
  率いて､馬串山から加治田城の支城である牛ヶ鼻砦(毛利山城)より飛騨川対岸にある小山に着陣し､飛騨川を
  渡って牛ヶ鼻砦に攻撃をしかけた/斎藤軍は西村治郎兵衛､湯浅新六らの物頭に軍兵500余りがついて守備して
  おり､森軍の武将各務元正らと激戦を繰り広げるも勝敗はつかず､森軍は51余人討取られ金山へ兵を引いた/斎
  藤軍は40余人の戦死者を出して加治田城に撤退/森軍は牛ヶ鼻砦の敗軍を思い､刺違えて加治田を攻め落とさ
  んと､未明に馬串砦を発向し､加治田に向け軍を進め､その夜は堂洞合戦で廃城になった堂洞城址に登り､夕田
  に宿陣
1582年7月23日-09:00|日本|岐阜県加茂郡富加町|天正10年7月4日|<加治田･兼山合戦>森長可が陣頭に立って本
  隊は渡河に成功,藤治兵衛の部隊を全軍で攻撃し､長沼勢は支えきれずに三徳櫓へ押され､城下町は森軍の放火
  により燃え広がった/斎藤軍は混乱に陥り､藤治兵衛は黒の駒に打ち乗って諸卒を励ましながら防戦していた
  が､森軍の放った銃丸に胸板を打ち抜かれて落馬し､郎党にかかえられて三徳櫓へ運ばれるも絶命/大将の利堯
  が各所に分かれている部隊を本陣に集め､森軍を囲むように攻め立てると､優勢だった森軍は次第に川向こう
  へ押し返された
1582年7月28日-09:00|日本|長野県上田市|天正10年7月9日|北條氏直が信濃上田城主真田昌幸を服属させる/真
  田昌幸､春日信達を調略し上杉氏へ反抗
1582年7月28日-09:00|日本|山梨県|天正10年7月9日|徳川家康は､信濃南部と八代･巨摩･山梨の甲斐3郡を掌握/
  佐久郡は碓氷峠を越えてきた北条に取られてしまう
1582年7月29日-09:00|日本|長野県松本市|天正10年7月10日|<再興>信濃松本(深志城)領主｢小笠原貞慶｣徳川家
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  康家臣､旧領信濃深志城を回復し松本と改称(⇒天正13(1585)年豊富秀吉家臣~天正18(1590)年改易)
1582年7月30日-09:00|日本|京都府|天正10年7月11日|秀吉､丹後国内の旧明智領を細川忠興に与える
1582年7月31日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ｱﾀﾞﾑ･ﾛﾌﾀｽ(1回目)｣｢ﾍﾝﾘｰ
  ･ﾜﾛｯﾌﾟ卿｣(~15840621)
1582年7月31日-09:00|日本|岩手県胆沢郡金ヶ崎町|天正10年7月12日|葛西晴信､重臣寺崎吉次を遣わし､陸奥和
  賀郡河崎城を攻めるが､九戸勢が吉次を討死させ､これを撃退
1582年7月31日-09:00|日本|長野県|天正10年7月12日|北条氏直軍が上野国から碓氷峠を越えて信濃国に侵入し
  小諸を攻めた/徳川家康が先発させていた依田信蕃は小諸城を捨てて後退し､北条は大道寺政繁を小諸城に配
  して佐久郡を掌握/甲斐方面についても､河尻秀隆の死によって混乱した隙をついて郡内地方を掌握
1582年8月 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ｱｽｷｱ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世(ｱﾙ･ﾊｯｼﾞ)｣(~15861215)
1582年8月1日-09:00|日本|長野県木曽郡|天正10年7月13日|木曾義昌､北条氏に帰属(小笠原氏に対抗するため北
  条氏に接近)
1582年8月1日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年7月13日|諏訪頼忠､北条氏に帰属(徳川氏に対抗するため北条
  氏に接近)
1582年8月1日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年7月13日|上杉景勝､春日信達を誅殺し海津城を奪取
1582年8月2日-09:00|日本|岐阜県土岐市|天正10年7月14日|<妻木城合戦>森長可が妻木城主妻木頼忠に臣従する
  よう使者を遣わし要求したが頼忠は拒否したので家臣豊前市之丞を将とし二百余騎をもって攻めさせ,頼忠は
  和議にもちこみ長可の下に降る
1582年8月2日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年7月14日|北条氏直軍が海津城攻略に向かい､上杉景勝軍(兵数
  8,000)と川中島の千曲川で対峙/海津城主･春日信達(上杉景勝により処刑)の調略に失敗し上杉と停戦に合意/
  北信濃攻略を諦め､甲斐方面へ進軍
1582年8月4日-09:00|日本|愛媛県四国中央市|天正10年7月16日|長宗我部元親､河上安勝の川之江城を陥れる/新
  居郡高峠城主石川通清も降伏
1582年8月5日-09:00|日本|長野県松本市|天正10年7月17日|<第2次深志城合戦>小笠原貞慶､小笠原貞種に勝利.
  上杉派も追放.深志城を攻略
1582年8月7日-09:00|日本|岐阜県加茂郡富加町|天正10年7月19日|<加治田城合戦>斎藤利堯､森長可を撃退
1582年8月7日-09:00|日本|埼玉県児玉郡上里町|天正10年7月19日|<神流川の戦い>(18日~)滝川一益､北条氏の兵
  と戦う/新附の上州兵に戦意が無く､滝川一益敗退
1582年8月7日-09:00|日本|長野県|天正10年7月19日|千曲川で上杉と対峙していた北条軍(兵数43,000)が甲斐方
  面へ進軍開始,佐久郡で唯一徳川方の国衆･依田信蕃は春日の三沢小屋砦に籠城/酒井忠次や大久保忠世ら徳川
  七手衆は甲斐へ撤退
1582年8月7日-09:00|日本|長野県松本市|天正10年7月19日|<第3次深志城合戦>小笠原貞慶､木曾義昌に勝利
1582年8月7日-09:00|日本|福井県|天正10年7月19日|<死去>若狭国守護｢武田元明｣明智光秀に加担したため丹羽
  長秀によって自害を命じられ滅亡
1582年8月8日-09:00|日本|香川県綾歌郡宇多津町|天正10年7月20日|長曽我郡元親は長曽我部親政に兵1万3千人
  を指揮させて西長尾城に来させ東讃岐を略取するべく行動に出た/香川信景は兵3千余人を率いて合流/まず羽
  床､長尾を先鋒として宇多津城を攻めた/奈良太郎左衝門は城を捨てて去った/親政は目取采女に字多津城を守
  備させ､山内源五に西庄城を守備させ､自らは国分寺を本陣として香西城を攻める
1582年8月11日-09:00|日本|香川県綾歌郡宇多津町|天正10年7月23日|西讃岐､東伊予の軍勢が長宗我部元親の命
  により､聖通寺山城を攻略.奈良元政は戦わずに香西に遁走
1582年8月12日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|天正10年7月24日|松野篤通､那須領興野に攻め入る
1582年8月13日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年7月25日|真田昌幸は､海津城代･春日信達を調略するが上杉
  家に見破られ､信達は処刑される庄城を守備させ､自らは国分寺を本陣として香西城を攻める
1582年8月14日-09:00|日本|石川県鹿島郡中能登町|天正10年7月26日|柴田勝家,佐久間盛政に命じて,石動山を
  攻め石動山の僧徒の乱を鎮圧
1582年8月15日-09:00|日本|長野県長野市|天正10年7月27日|加津野昌春(昌幸の弟真田信尹)が上杉景勝を離反
  し､牧之島城から出奔/上杉景勝､芋川親正を牧之島城に配置
1582年8月17日-09:00|日本|長野県|天正10年7月末|<川中島対陣>上杉と北条が講和.上杉家は高井郡､水内郡､更
  科郡､埴科郡を獲得.北条家は佐久郡､小県郡､安曇郡､筑摩郡､諏訪郡を獲得,真田家､木曾家､諏訪家などは北条
  家に帰属
1582年8月17日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年7月29日|<高島城合戦>(22日~)諏訪頼忠の高島城攻撃徳川軍
  ､北条軍の進軍の報を受け諏訪から退却
1582年8月18日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|天正10年8月|武藤義氏､出羽由利郡に侵入し､安東愛季と戦う(荒
  沢合戦)
1582年8月18日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|天正10年8月|那波顕宗(那波城主)北条高広に攻められるが､宇津木
  下綱と共に撃退
1582年8月18日-09:00|日本|長野県上高井郡高山村|天正10年8月|<苗木城合戦>金山城主･森長可が苗木城(遠山
  友忠)を攻めるため高山村まで来たが折からの付知川の増水と苗木勢の抵抗に遭い高山から引き返す
1582年8月18日-08:00|中国|  ||明･万暦10年8月|ﾏﾃｵ･ﾘｯﾁがﾏｶｵに上陸し布教活動を開始
1582年8月18日-09:00|日本|長野県伊那市|天正10年8月上旬|保科正直と内藤昌月､高遠城を奪取
1582年8月18日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年8月1日|諏訪･高島城を攻城していた酒井忠次ら3,000は北条
  の大軍が来るとの報に甲斐に向けて後退/北条主力軍43,000は､佐久経由で酒井軍を追撃するが､徳川勢は甲斐
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  ･新府城への撤退に成功
1582年8月19日-09:00|日本|栃木県那須郡那珂川町|天正10年8月2日|那須資晴､武茂守綱/豊綱父子を攻める
1582年8月23日-09:00|日本|香川県綾歌郡宇多津町|天正10年8月6日|香西佳清､長宗我部軍と香西郡伊勢馬場･西
  光寺等で戦う.香川信景の仲裁により和議を結び､長宗我部親政に降る
1582年8月23日-09:00|日本|香川県高松市|天正10年8月6日|西讃岐､東伊予の軍勢が長宗我部元親の命により､藤
  尾城を攻略
1582年8月23日-09:00|日本|長野県|天正10年8月6日|<乙骨合戦>(3日~)北条氏直は真田昌幸や諏訪頼忠を味方に
  つけ､大軍の威力で徳川軍を信濃国から追い出し甲斐国へと後退させ,北条軍はこれを追撃
1582年8月24日-09:00|日本|京都府京都市|天正10年8月7日|羽柴秀吉が浅野長吉･杉原家次を京都奉行に任命
1582年8月26日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正10年8月9日|<新発田重家の乱(越後国)>景勝は新発田城を包囲
  するが､新発田城周辺は湿地帯で攻撃は困難なため､退却
1582年8月28日-09:00|日本|香川県高松市|天正10年8月11日|<第一次十河城の戦い>香西佳清隊1千兵を味方に加
  えた香川親和軍は､讃岐国分寺を1万1千兵で出軍､十河城を取り囲んだ/十河存保は勝瑞城におり､十河存之が
  城代として籠城戦/香川親和軍は十河城の四方を囲み､攻城のために作道をしたが､城中には多数の鉄砲があり
  ､四方の櫓から撃ち作道は中止となった/長宗我部元親軍は十河城との間合いを2町まで詰め､大筒を2挺用意し
  十河城の櫓を打ち崩し､籠城戦も難しくなってきた/前田城の城主前田宗清が夜討ちをかけ十河城を援護/長宗
  我部元親軍は岩倉から山越えし香川親和軍と合流し総勢3万6千兵まで膨れ上がり､再び攻城戦となったが落城
  させる事は出来なかった
1582年8月29日-09:00|日本|山梨県笛吹市|天正10年8月12日|<黒駒合戦>北条氏忠･氏勝勢10,000が家康の背後を
  襲うべく甲斐東部の黒駒へ進撃/これに対し､徳川軍鳥居元忠､三宅康貞､水野勝成ら2,000が黒駒付近で果敢に
  応戦し､北条勢約300を討ち取って撃退
1582年8月30日-09:00|日本|長野県東筑摩郡生坂村|天正10年8月13日|<日岐城合戦>(8日~)小笠原貞慶が仁科盛
  武を攻め降伏させる/仁科盛直は一族率いて大城に入り城兵を説き伏せて日岐大城は再度上杉氏に属するよう
  になった
1582年9月1日-09:00|日本|鳥取県米子市|天正10年8月15日|伯耆佐陀の杉原景盛が毛利に叛意ありとして吉川元
  長が部将の香川春継･粟屋就光らを派兵し佐陀城を攻め杉原景盛を切腹自刃させる
1582年9月2日-09:00|日本|石川県鹿島郡中能登町|天正10年8月16日|佐久間盛政､某へ能登国荒山に籠もる温井
  備前守･三宅備後守(畠山遺臣)らを攻略
1582年9月8日-09:00|日本|長野県木曽郡|天正10年8月22日|木曾義昌､北条陣営から離反し徳川家に帰属
1582年9月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ共和国､ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ暦を受け入れる
1582年9月12日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|天正10年8月26日|<死去>祐圓尼(井伊直虎)/井伊直政が家督継承
1582年9月14日-09:00|日本|秋田県横手市|天正10年8月28日|奥羽では小野寺義道と由利十二頭が対立､雄物川畔
  大沢で戦う/黄昏となり両軍は兵を引いた
1582年9月14日-09:00|日本|徳島県板野郡藍住町|天正10年8月28日|<中富川の戦い>阿波国勝瑞城攻略を目指す
  長宗我部元親が十河存保と中富川で戦い､存保は敗れて勝瑞城に退いた/元親は兵を進めて勝瑞に着いて18日
  間戦い勝ちを得た｡存保は密かに讃岐に走り､虎丸城に入った
1582年9月14日-09:00|日本|山梨県北杜市|天正10年8月28日|若神子城南の兵糧庫としていた大豆生田砦が徳川
  軍に落とされる
1582年9月16日-09:00|日本|長野県|天正10年8月30日|<本領安堵>安曇･筑摩両郡および木曽谷｢木曾義昌｣徳川家
  康により
1582年9月17日-09:00|日本|香川県高松市|天正10年9月|仙石秀久､秀吉の命により十河存保を救うため､兵3000
  を率い小豆島より渡海.屋島城を攻め､長宗我部軍と戦うが､攻めきれず小豆島に退く
1582年9月17日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年9月|<加増移封>三河東条城1万石｢松平忠康(徳川家康の四男
  )｣⇒駿河沼津城4万石(⇒文禄元(1592)年､武蔵忍城10万石
1582年9月17日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正10年9月|<交替>駿河興国寺城｢牧野康成｣⇒｢松平清宗｣徳川家康
  家臣(⇒天正19(1591)年､武蔵国児玉郡八幡山1万石)
1582年9月18日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正10年9月2日|越後･上杉景勝､新発田城(新発田重家)を攻撃(~25
  日)
1582年9月21日-09:00|日本|徳島県板野郡藍住町|天正10年9月5日|<中富川の戦い>大雨が5日間降り続き､後方の
  吉野川本流と中富川が氾濫し板野平野一帯が洪水で湖化して､長宗我部軍は民家の屋根や木の上に登り避難/
  この状況をみた十河軍は､城兵を小舟に乗せ､屋根の下や木の下から長柄の槍で串刺しにしていった/長宗我部
  軍は本陣を光勝院に移し､板野平野の水が引き去ったのち､陣形をたてなおして再び攻勢を開始/戦場は勝瑞城
  の内外で白兵戦となり､両軍入り乱れた乱戦になり双方かなりの損害が出た/本陣で指揮した十河存保は､玉砕
  覚悟で敵本陣へ攻勢をかけ最後の決戦にのぞもうとしたが､側近であった東村備後守の諫言を容れて勝瑞城へ
  引き揚げた
1582年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢Louis de Bourbon｣
1582年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢Francois de Bourbon｣(~15920604死去)
1582年9月23日-09:00|日本|山梨県北杜市|天正10年9月7日|若神子城北東の獅子吼城が徳川軍に落とされる
1582年9月24日-09:00|日本|京都府与謝郡与謝野町|天正10年9月8日|<死去>丹後国守護｢一色義定｣細川忠興に丹
  後宮津城にて謀殺され滅亡､弓木城は接収される
1582年9月24日-09:00|日本|長野県東筑摩郡生坂村|天正10年9月8日|<日岐城合戦>小笠原貞慶､仁科盛直に勝利
1582年9月27日-09:00|日本|群馬県館林市|天正10年9月中旬|佐竹義重が上野国へ侵攻､北条方の館林城を攻撃
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1582年9月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲｰｱﾝ5世ｻｽｰﾙ｣
1582年10月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Alvaro de Castro｣(~1582.12死去)
1582年10月-08:00|中国/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏが雲南に侵入
1582年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1582年10月2日-09:00|日本|徳島県阿南市|天正10年9月16日|<死去>阿波牛岐城主｢新開道善｣が丈六寺にて長宗
  我部元親に謀殺される
1582年10月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｶﾄﾘｯｸ教国でｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦が施行される(ﾕ
  ﾘｳｽ暦では10月5日に相当する)
1582年10月15日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正10年9月19日|三河国野入村神明社の社殿が建立される
1582年10月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ6世｣(2回目~15910819)
1582年10月17日-09:00|日本|徳島県板野郡藍住町|天正10年9月21日|<勝端城合戦>十河存保は降伏の誓詞を長宗
  我部元親に入れ､勝瑞城の明け渡しを条件に存保に免罪をうけ､讃岐国の虎丸城へ退去/この戦いで両軍の死者
  数の合計は1503名
1582年10月17日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正10年9月21日|<交替>鳥取城主｢山名豊国｣毛利派の家臣らに追放
  される⇒｢牛尾元貞｣吉川元春が入城させるが山名家臣から新たな城主を要望される
1582年10月19日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|天正10年9月23日|<羽衣石城合戦>毛利軍吉川元春と尾高城
  主杉原盛重の攻撃を受けて羽衣石城(南条元続)は落城､南条元続を追放
1582年10月21日-09:00|日本|静岡県三島市|天正10年9月25日|<三島合戦>北条氏政が小田原から駿河の沼津城へ
  進軍するも､徳川軍に敗北
1582年10月21日-09:00|日本|長野県上田市|天正10年9月25日|信濃上田城主｢真田昌幸｣が北条氏直を裏切り徳川
  家康に帰属
1582年10月21日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正10年9月25日|<放生橋の合戦>上杉景勝､越後･新発田城(新発
  田重家)を1ヶ月に亘って攻撃を続けたが攻めあぐねて撤退しようとしたところ放生橋で新発田方からの激し
  い追撃を受け敗走
1582年10月24日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年9月28日|真田昌幸､北条方が入っていた自城･沼田城を急襲
  して再奪取
1582年10月25日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正10年9月29日|三河国西郷大蔵社の社殿が建立される
1582年10月26日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｼﾋﾞﾙがﾛｼｱに占領された(15980820､征服完了)
1582年10月26日-08:00|中国|  ||明･万暦10年10月|蘇州ら地に大水､家屋千万･田地十万頃損壊､死者二万
1582年10月27日-09:00|日本|鳥取県倉吉市|天正10年10月|吉川元春が岩倉城を再度攻撃し占領
1582年10月27日-09:00|日本|福井県|天正10年10月|越前北ﾉ庄城主｢柴田勝家｣とお市の方が婚姻/浅井長政亡き
  後､清州城で暮らしていたお市の方と三姉妹は北ﾉ庄城へ移る
1582年10月27日-09:00|日本|福岡県八女市|天正10年10月|辺春城の辺春氏が龍造寺に謀反/鍋島直茂が攻撃して
  鎮圧
1582年10月27日-09:00|日本|長野県|天正10年10月上旬|徳川軍､真田昌幸､依田信蕃が佐久郡の内山城や岩村田
  城､碓氷峠を占領､北条本隊の補給路を断つ
1582年10月30日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正10年10月4日|筑後国鷹尾城主｢田尻鑑種｣龍造寺氏と断ち島津氏
  に通じる/龍造寺隆信､田尻氏を攻める
1582年11月3日-09:00|日本|徳島県|天正10年10月8日|<死去>阿波国守護｢細川持隆｣｢細川真之｣滅亡
1582年11月3日-09:00|日本|徳島県那賀郡那賀町|天正10年10月8日|<茨ヶ岡城合戦>十河存保､阿波茨ヶ岡城主･
  細川真之に勝利
1582年11月5日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年10月10日|北条氏邦､上野沼田城(真田昌幸)を攻撃
1582年11月5日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正10年10月10日|長宗我部元親､阿波岩倉城を攻略
1582年11月9日-09:00|日本|福岡県八女郡広川町|天正10年10月14日|<辺春城の戦い>辺春城の辺春氏も呼応して
  謀反.鍋島直茂が攻撃して鎮圧
1582年11月14日-09:00|日本|長野県東御市|天正10年10月19日|<禰津城合戦>真田昌幸､北条方の小片郡禰津昌綱
  を攻める/禰津昌綱､勝利
1582年11月16日-09:00|日本|群馬県渋川市|天正10年10月21日|真田昌幸､津久田城(赤城村)を攻略
1582年11月19日-09:00|日本|長野県小諸市|天正10年10月24日|<小諸城合戦>大導寺政繁､依田信蕃に勝利
1582年11月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者
  )｢ﾃﾞｨｴｺﾞ｣
1582年11月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者
  )｢ﾌｪﾘﾍﾟ｣ﾃﾞｨｴｺﾞの弟(~15980913､ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ3世兼ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾌｨﾘﾍﾟ2世として即位~16210331死去)
1582年11月22日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正10年10月27日|<八日町の戦い>飛騨国荒城郷八日町村において､
  三木自綱と江馬輝盛との間で行われた合戦/江馬輝盛は三千の軍を率いて｢大坂峠｣を南下/対する三木自綱は
  牛丸親正､小島時光らと同盟軍を組織し､総勢二千余の軍をもって江馬勢を迎え撃った/江馬輝盛軍は三木勢の
  小島城城下に迫り､八日町において合戦が行われた/緒戦は兵力に優る江馬軍が優勢であったが､三木勢の伏兵
  に虚を突かれ混乱したところを､三木勢の発した銃弾が江馬輝盛に命中し討死/大将を失った江馬勢は総崩れ
  となり､決戦は三木氏の勝利に終わった
1582年11月23日-09:00|日本|  ||天正10年10月28日|<第2次遠相同盟>徳川家康と北条氏直､織田信雄･信孝兄弟
  の仲裁を受け和睦/信濃･甲斐は徳川領､上野は北条領(切り取り次第)､家康次女の督姫を北条氏直に嫁がせる､
  沼田城の引き渡しが条件と決まる(真田昌幸は拒否､家康から離反)
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1582年11月23日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|天正10年10月28日|三木(姉小路)自綱勢の小島時光は江馬氏の本城
  である高原諏訪城に侵攻し攻め落とし,事実上江馬氏は滅亡/三木氏(姉小路氏)が飛騨一国を平定
1582年11月23日-09:00|日本|群馬県利根郡昭和村|天正10年10月28日|<森下合戦>北条氏邦､5000騎の兵を率いて
  沼田城の支城長井坂城(城主恩田能定)を攻略
1582年11月23日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正10年10月28日|北条氏邦､沼田城を攻め敗退
1582年11月26日-09:00|日本|愛知県新城市|天正10年11月|僧実増ら､三河国夏目村天満宮の社殿を建立
1582年11月26日-09:00|日本|長野県小諸市|天正10年11月|<拝領>小諸城｢依田信蕃｣(~翌年2月23日戦死)
1582年11月26日-09:00|日本|兵庫県三田市|天正10年冬|<移封>摂津山崎城｢山崎堅家｣⇒摂津三田23000石(~天正
  19年3月28日(15910521)死去)
1582年11月26日-09:00|日本|兵庫県洲本市|天正10年11月|<移封>近江野洲｢仙石秀久｣⇒淡路洲本5万石(~天正13
  (1585)年讃岐へ)
1582年11月27日-09:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|天正10年11月2日|柴田勝家､前田利家を山崎城に派遣し､秀
  吉と講和
1582年12月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Alvaro de Castro｣
1582年12月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Diogo de Azambuja｣(2期目~1586.1)
1582年12月2日-09:00|日本|徳島県徳島市|天正10年11月7日|長宗我部元親が阿波一宮城主･一宮成祐を夷山城に
  て謀殺
1582年12月2日-09:00|日本|長野県佐久市|天正10年11月7日|<前山城合戦>依田信蕃､伴野信守に勝利/伴野信守
  は討死,伴野讃月斉全真は逃走
1582年12月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第4代ｱﾙﾊﾞ公｢ﾌｧﾄﾞﾘｹ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~15831211
  死去)先代の子
1582年12月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王･第3代ｱﾙﾊﾞ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ
  ･ｲ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ｣
1582年12月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽでｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦が採用される(ﾕﾘｳｽ暦で12月10日)
1582年12月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾆｼﾞｪﾘ･ｼﾔﾌﾞｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~15840725)
1582年12月25日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正10年12月|北条氏邦軍が徳川についた真田の上野中山城
  を攻略し､城を拡張
1582年12月25日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正10年12月|酒井忠次が北条方の高島城の諏訪頼忠を降伏させる(
  諏訪頼忠は徳川家臣となる)
1582年12月25日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正10年12月|北条軍が徳川についた真田の中山城を攻略し､
  城を拡張.沼田城と岩櫃城が分断される
1582年12月25日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|天正10年12月|那波顕宗(那波城主)､再度北条高広に攻められるが
  ､宇津木下綱と共に撃退
1582年12月25日-09:00|日本|三重県多気郡多気町|天正10年12月|北畠具親､五箇篠山城にて挙兵し北畠信意と敵
  対するも2日で落城
1582年12月26日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正10年12月2日|羽柴秀吉は毛利氏対策として山陰は宮部継潤､山
  陽は蜂須賀正勝を置いた上で､和睦を反故にして大軍を率いて近江に出兵､長浜城を攻撃
1582年12月26日-09:00|日本|広島県三原市|天正10年12月2日|小早川隆景,本拠を新高山城から三原城に移す
1582年12月28日-09:00|日本|三重県|天正10年12月4日|<死去>土岐頼芸､元美濃守護(生年1502年)
1582年12月29日-09:00|日本|長崎県雲仙市|天正10年12月5日|島津勢が肥前千々石城を攻略
1583年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Babullah Datu Shah｣
1583年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Saidi Berkat｣(~1606年~1628年死去)
1583年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<退位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾅｺｰﾝ･ﾉｰｲ王｣ﾀｳﾝｸﾞｰ王朝の直接支配
1583年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ﾀｲ|  |||ｱﾕﾀﾔ朝が下ﾋﾞﾙﾏを攻撃､ｽｺｰﾀｲを併合
1583年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Shivasimha Malla｣(~1620年)
1583年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧｰﾙ･ｼｬｰ3世｣(2期目~同年)
1583年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ:ﾃｳｪｹﾙ[ｼｶﾞｲの次男](~1598年)
1583年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝国王｢Dom Joao Keerithi Maha Radun｣(~1603年)
1583年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ2世｣ｲｽｶﾝﾀﾞﾙの子(~
  1598年死去)
1583年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｼｬｯｷはｵｽﾏﾝ帝国に併合(~1603年)
1583年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄはｵｽﾏﾝ帝国に占領される(~1606年)
1583年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｵｰｻ･ｲﾏｰﾑ国ｲﾏｰﾑ｢Sa'adaddin Mahamed｣(~1585年)
1583年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1584年)
1583年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾀﾞﾏﾄ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1585年)
1583年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾎﾟﾝﾄｩｽ､ﾌﾘﾍｯﾚ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾞﾙﾃﾞｨ｣(~15851105没)
1583年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~同年)
1583年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾇｰﾉ･ｳﾞｪｰﾘｮ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(~1586年)
1583年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ｶﾙﾄﾞﾅ｣
1583年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ=ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ｣(~15920604死去)
1583年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ7世｣(~16050410死去)
1583年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾇｰﾆｮ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣先代の従兄弟の子(~1622年没)
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1583年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢Michele Antonio1世Orsini｣(~1627年死去)
1583年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Mikkel Ibson｣(~1584年)
1583年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾍﾟｻﾆｬ｣(~1586年)
1583年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||ｶﾈﾑ･ﾎﾞﾇﾙ国がﾓﾛｯｺに臣従
1583年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ｶﾞﾙｼｱ･ｴﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾄﾙｹﾏﾀﾞ/ﾃﾞｨｴｺ
  ﾞ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ｷﾆｮﾈｽ｣(~15860421)
1583年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾙｰｶｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ｣(2回目~1586年)
1583年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｶｽｺ｣(~1589年)
1583年1月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝﾄﾞﾙとﾍﾞﾙｷﾞｰの一部でｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦が採用される/ここでは12月21日の
  次の日が1月1日になり､ｸﾘｽﾏｽが飛ばされたことになる
1583年1月2日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正10年12月9日|<長浜城合戦>柴田勝豊が羽柴秀吉に降伏し､長浜城
  が開城される
1583年1月2日-09:00|日本|山梨県甲府市|天正10年12月9日|<任命>甲斐･甲府城代｢平岩親吉｣徳川家康配下
1583年1月13日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正10年12月20日|羽柴秀吉､織田信孝を美濃国岐阜城に攻撃し降伏
  させ､織田信孝から三法師を奪取/織田信孝は母､妹､娘を人質に差し出す
1583年1月16日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|天正10年12月23日|宇和郡津島郷越智通顕､高田八幡宮を再興
1583年1月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄに転戦していた王弟｢ｱﾝｼﾞｭｰ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ､ｱﾝﾄｳｪﾙﾍﾟﾝ(ｱﾝｳﾞ
  ｪﾙｽ)の民兵隊に大敗
1583年1月24日-09:00|日本|秋田県横手市|天正11年|<交替>出羽横手領主｢小野寺景道｣隠居⇒次男の｢小野寺義
  道｣が継ぐ(⇒天正18(1590)年所領安堵⇒上浦郡31600石に減封⇒1601年改易)
1583年1月24日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正11年1月|正岡宮内大輔､喜多郡菅田村少彦名神社を再興
1583年1月24日-09:00|日本|岐阜県土岐市|天正11年1月|<妻木城合戦>森長可に妻木頼忠は降伏
1583年1月24日-09:00|日本|岐阜県美濃市|天正11年1月|<立花山の戦い(美濃国)>武儀郡の諸士は､須原(現美濃
  市)･洞戸(現関市)に陣を構え､郡上と岐阜の連絡を遮断.これを知った遠藤方は300余騎で陣を攻め落とし､立
  花山に兵を置いて固守
1583年1月24日-08:00|中国/ﾐｬﾝﾏｰ|  ||明･万暦11年1月|ﾋﾞﾙﾏ王ﾅﾝﾀﾞﾊﾞｲﾝの軍が雲南に来襲､順寧を落とす
1583年1月24日-09:00|日本|京都府京都市|天正11年1月1日|上京木下柳原町の在家140-150焼亡
1583年1月24日-09:00|日本|群馬県太田市|天正11年1月1日|森長可の家臣･加木屋宇右衛門､杉ヶ洞で(金山城山
  麓東)久々利城主･久々利頼興を討ち取る
1583年1月24日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正11年1月1日|佐野宗綱は足利城の長尾顕長を奇襲しようとして須
  花坂で狙撃を受けて討ち死に/北条氏は榎本城を奪還した
1583年1月24日-09:00|日本|三重県|天正11年1月1日|織田信孝･柴田勝家につく伊勢長島の滝川一益が､羽柴秀吉
  に対して挙兵.伊勢亀山城主の関盛信･一政父子が年賀の挨拶で秀吉の姫路城を訪れている隙に､滝川一益が亀
  山城攻撃を行い､占領.秀吉方の峯城(城主 岡本良勝)も占領.滝川一益は亀山城に従弟の滝川益氏､峯城に甥の
  滝川益重を配置
1583年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞ･ﾇﾏｲ2世･ﾋﾞﾝ･ﾊﾞﾗｶｯﾄ｣
1583年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｯｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞ･ﾇﾏｲｲ2世｣(~1601年12月死去)
1583年2月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾙﾝ大司教領の帰属をめぐってｹﾙﾝ戦争が起こる
1583年2月3日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|天正11年1月11日|庄内の大宝寺勢は再度､小助川氏の居城の荒沢
  城を攻撃/由利十二頭は安東愛季の後ろ盾のもと芋川を挟んで対峙/大宝寺勢は庄内に引き上げ
1583年2月4日-09:00|日本|新潟県|天正11年1月12日|上杉景勝､羽柴秀吉と同盟を結ぶ(後,羽柴秀吉に服属)
1583年2月5日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正11年1月13日|長宗我部元親､伊予北川城(北川親安)を攻略
1583年2月9日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正11年1月17日|<厩橋城合戦>北条芳林､北条軍に勝利
1583年2月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ､ｵｰｽﾄﾘｱ大公｣(~15930705)
1583年2月13日-09:00|日本|茨城県古河市|天正11年1月21日|<死去>古河公方｢(5代)足利義氏｣形式的に続いてい
  た古河公方は名実ともに滅亡
1583年2月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾛﾝｷﾘｮ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾆｬﾛｻ｣
1583年2月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督代理｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾝｷｰﾛ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾅﾛｻ｣(~15840
  516)
1583年2月15日-09:00|日本|三重県|天正11年1月23日|羽柴秀吉､7万の兵で北伊勢に侵入
1583年2月17日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正11年1月25日|飛騨の三木自綱は人を遣わして実弟で鍋山城主の
  鍋山豊後守顕綱を殺害させ二男秀綱をその嗣とした
1583年2月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>6代ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･初代ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･5代ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･10代ｵｳﾚﾑ伯･7代ｱﾛ
  ｲｵﾛｽ伯･7代ﾈｳﾞｨｱ伯｢ｼﾞｮﾝ1世｣
1583年2月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>7代ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･2代ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･6代ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･11代ｵｳﾚﾑ伯･8代ｱﾛｲ
  ｵﾛｽ伯･8代ﾈｳﾞｨｱ伯｢ﾃｵﾄﾞｼﾞｵ2世｣ｼﾞｮﾝ1世の長男｣(~16301129)
1583年2月23日-09:00|日本|大分県宇佐市|天正11年閏1月|大友勢が豊前龍王城を攻略し､安心院麟生は自害して
  果てる
1583年2月23日-09:00|日本|長野県上田市|天正11年閏1月|真田昌幸､徳川配下として小県郡の平定を開始/室賀
  領を攻撃､室賀正武が真田配下となる/真田昌幸が小県郡の丸子城(丸子三左衛門)を攻撃､占領
1583年2月28日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾋﾟﾙﾃﾝ地区(ｸﾗｲｽ･ﾋﾟﾙﾃﾝ)の主権がｸｰﾙﾗﾝﾄとﾃﾞﾝﾏｰｸの間で争われる(~15
  850415)
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1583年2月28日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾘｶﾞがﾘｳﾞｫﾆｱの一部としてﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱに組み込まれた(162
  1年までﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱの主権の下で自治都市のまま)
1583年3月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(~1585年12月)
1583年3月2日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|天正11年閏1月8日|森長可､立花山(武儀郡)の遠藤慶隆を攻撃
1583年3月13日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏﾝｻ｣
1583年3月13日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ｶﾙﾀﾍﾅ｣(~1584年)
1583年3月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾞﾗｲ｣
1583年3月20日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾞﾗｲ｣
1583年3月20日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ暫定総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ･ﾅﾊﾞﾚﾃ｣(~1587年
  6月)
1583年3月24日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|天正11年2月|松浦道可､肥前国長徳寺を建立
1583年3月24日-09:00|日本|広島県三原市|天正11年2月|小早川隆景､備後･三原城完成させる
1583年4月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ｣(~15840315)
1583年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣
1583年4月2日-09:00|日本|長野県|天正11年2月10日|小笠原貞慶､北条氏から離反し徳川氏に帰属
1583年4月2日-09:00|日本|三重県|天正11年2月10日|羽柴秀吉(兵数20,000)が伊勢の滝川一益領へ侵攻
1583年4月3日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|天正11年2月11日|<死去>下野烏山領主｢那須資胤｣⇒子の｢那須資
  晴｣が継ぐ(~天正18(1590)年失領)
1583年4月4日-09:00|日本|長野県佐久市|天正11年2月12日|芦田(依田)信蕃は田口城を攻略
1583年4月4日-09:00|日本|長野県南佐久郡北相木村|天正11年2月12日|芦田(依田)信蕃は北相木の坂上城も落と
  した
1583年4月5日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正11年2月13日|常陸国新治郡藤沢城主小田讃岐守氏治入道天菴は五
  才の嫡子金寿丸盛治(彦太郎守治)を太田城主佐竹義重に質子として差し出して降伏
1583年4月5日-09:00|日本|長野県安曇野市|天正11年2月13日|小笠原貞慶､上杉方に通じて小笠原氏に逆心を企
  てたという理由で小岩嶽城の古厩盛勝を誅殺
1583年4月7日-09:00|日本|大阪府池田市|天正11年2月15日|大石寺僧中納言日誉､摂津長柄に源立寺を創す
1583年4月8日-09:00|日本|三重県桑名市|天正11年2月16日|羽柴秀吉が､滝川一益の桑名城を攻めるが､後退を余
  儀なくされる
1583年4月12日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|天正11年2月20日|羽柴秀吉､国府城を制圧
1583年4月14日-09:00|日本|栃木県那須郡那珂川町|天正11年2月22日|佐竹義重/宇都宮国綱､那須資晴と那須領
  那珂川近辺で戦い大関･大田原の援軍で撃退
1583年4月14日-09:00|日本|長野県佐久市|天正11年2月22日|<岩尾城の戦い>(21日~)徳川軍と信濃小諸城主の依
  田信蕃が､統治に従わない北条方の岩尾城(城主大井行吉/旧武田家臣)を攻撃するが､銃撃に合い翌日依田信蕃
  が戦死(36歳)
1583年4月16日-09:00|日本|長野県小諸市|天正11年2月24日|小諸城自落/北条方は小諸城を徳川方に明け渡して
  上野国に去り佐久郡は徳川方によって平定
1583年4月17日-09:00|日本|長野県|天正11年2月25日|<死去>小笠原長時､元信濃守護(生年1514年)
1583年4月22日-09:00|日本|富山県魚津市|天正11年3月|越中･佐々成政､魚津･松倉城を攻略
1583年4月22日-09:00|日本|長野県小諸市|天正11年3月|<拝領>信濃国小諸城6万石｢依田康国｣(芦田信蕃の長男)
  徳川家康臣下(~天正18年4月26日(15900519)戦死)
1583年4月24日-09:00|日本|長野県佐久市|天正11年3月3日|柴田康忠､大井行吉を説得し岩尾城を開城
1583年4月24日-09:00|日本|三重県亀山市|天正11年3月3日|羽柴秀吉が伊勢亀山城を攻略
1583年4月26日-09:00|日本|福井県|天正11年3月5日|柴田勝家が兵を上げ､秀吉にいどむ
1583年4月27日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正11年3月6日|<死去>出羽尾浦領主｢大宝寺義氏｣33歳､最上義光に
  通じた家臣前森氏永の謀反により自刃⇒弟の｢大宝寺義興｣が継ぐ(~天正15年11月24日(15871223)死去)
1583年4月28日-09:00|日本|長野県佐久市|天正11年3月7日|徳川軍の柴田康忠､岩尾城大井行吉を説得し開城さ
  せる
1583年5月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｵｳﾞｪ･ｼﾞｭｴﾙ･ﾃｨﾙ･ｹﾙﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ｣(~15881006)
1583年5月4日-09:00|日本|愛媛県今治市|天正11年3月13日|毛利軍,伊予国来島を攻略/来島城から村上通昌が退
  去し､羽柴秀吉を頼って復帰を画策
1583年5月6日-09:00|日本|福岡県宗像市|天正11年3月15日|戸次道雪､高橋紹運､許斐岳を攻めてこれを陥す
1583年5月11日-09:00|日本|新潟県新潟市|天正11年3月20日|山吉景長(木場城守将)新発田勢を破る
1583年5月12日-09:00|日本|長野県上田市|天正11年3月21日|<虎空蔵城合戦>真田昌幸は上杉領の虚空蔵山城を
  急襲し城将駒沢主税守を討ち取る等多大な戦果を上げたが城は奪取できず
1583年5月14日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾍﾀﾞﾔﾄﾗ･ｻﾙﾆ｣(~1585年)
1583年5月19日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正11年3月28日|<所領安堵>信濃諏訪領主｢諏訪頼忠｣徳川家康家臣(
  ⇒翌年12月､信濃金子城に移転)
1583年5月22日-09:00|日本|愛媛県松山市|天正11年4月|白井房胤､南四郎兵衛ら毛利水軍が得居通幸の立て籠も
  る伊予鹿島城を攻めるも反撃を受け､両名とも負傷
1583年5月22日-09:00|日本|徳島県鳴門市|天正11年4月|香宗我部親泰(長宗我部元親の弟)が木津城を攻略
1583年5月22日-09:00|日本|宮城県角田市|天正11年4月|相馬勢は伊具郡金津付近で伊達勢と戦い敗れ金津城を
  失った
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1583年5月22日-09:00|日本|長野県|天正11年4月1日|信濃･屋代秀正,海津城から脱して信濃国荒砥城を奪い徳川
  家康に応じ,上杉方に背く
1583年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚﾉｯｸｽ公･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ｴｽﾞﾒ･ｽﾃｭﾜｰﾄ｣
1583年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚﾉｯｸｽ公｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｯｸ･ｽﾃｭﾜｰﾄ｣(~16240216死去)
1583年5月26日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正11年4月5日|柴田勝家が進軍､東野山砦の堀秀政を攻撃するが､堀
  秀政は攻撃を防ぐ
1583年6月3日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正11年4月13日|羽柴秀吉方にあった柴田勝豊の武将山路正国が堂木
  山で柴田勝家方に寝返る/秀吉はこれを捕らえて磔とする
1583年6月6日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正11年4月16日|一度は秀吉に降伏していた美濃の神戸(織田)信孝が
  羽柴秀吉に対抗して岐阜城にて再度挙兵
1583年6月7日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|天正11年4月17日|上杉景勝,糸魚川に新城を築き,越中牢人衆を入れ
  ,秋山定綱を横目とする
1583年6月7日-09:00|日本|三重県亀山市|天正11年4月17日|羽柴秀吉が峯城(城将滝川益重)を落とす
1583年6月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣
1583年6月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣(~15931214死去)
1583年6月9日-09:00|日本|長野県東筑摩郡筑北村|天正11年4月19日|<青柳城合戦>上杉景勝は麻績城･青柳城を
  落城させたが新発田重家の乱鎮圧のため軍を引いたため,その隙に乗じてすかさず小笠原貞慶が筑北を制圧し
  青柳氏は城に帰還
1583年6月9日-09:00|日本|新潟県新潟市|天正11年4月19日|山吉景長(木場城守将)新発田勢を破る
1583年6月10日 01:00|日本|滋賀県長浜市|天正11年4月20日|柴田勝家は､佐久閒盛政に大岩山砦を攻撃させ,大
  岩山砦を守っていたのは中川清秀(42:摂津茨木城主)は耐え切れず陥落､中川は討死/続いて黒田孝高の部隊が
  盛政の攻撃を受けることとなったが､奮戦し守り抜いた/盛政はさらに岩崎山に陣取っていた高山右近を攻撃､
  右近も支えきれずに退却し､木ﾉ本の羽柴秀長の陣所に逃れた
1583年6月11日-09:00|日本|香川県東かがわ市|天正11年4月21日|<引田の戦い>長宗我部氏家臣の香川信景らが
  率いる部隊五千名が引田城を攻めるとの情報を得て,仙石秀久は二千の兵で是を城から出でて伏兵にて迎撃し
  緒戦を有利に進める/数に勝る香川隊は次第に体勢を立て直し反撃に転じ此処に長宗我部氏からの後詰めが届
  き兵力差が倍以上となって仙石隊は敗戦色を強めると命辛々に引田城へ撤退
1583年6月11日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正11年4月21日|<賤ヶ岳合戦>(19日~)羽柴秀吉､柴田勝家に勝利/柴
  田側:柴田勝政､山路正国､拝郷家嘉らが討死/柴田勝家は越前北ﾉ庄城へ退却/劣勢であると判断した賤ヶ岳砦
  の守将､桑山重晴も撤退を開始/丹羽長秀率いる2,000の軍勢は撤退を開始していた桑山重晴の軍勢とちょうど
  鉢合わせする形となるとそれと合流し､そのまま賤ヶ岳周辺の盛政の軍勢を撃破し間一髪の所で賤ヶ岳砦の確
  保に成功
1583年6月12日-09:00|日本|香川県東かがわ市|天正11年4月22日|<引田の戦い>引田城は援軍を得た長宗我部軍
  の総攻撃を受け仙石秀久は城を持ち堪えさせる事が出来ず淡路島に撤退
1583年6月12日-09:00|日本|福井県越前市|天正11年4月22日|羽柴秀吉､越前国府中に前田利家を降伏させる
1583年6月14日-09:00|日本|岐阜県|天正11年4月24日|<拝領>武儀郡2万5000石｢佐藤秀方｣
1583年6月14日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正11年4月24日|織田信孝は織田信雄からの降伏勧告を受け入れて
  岐阜城を明け渡し尾張国に退いた
1583年6月14日-09:00|日本|福井県福井市|天正11年4月24日|<死去>越前北庄城主｢柴田勝家｣妻お市の方ととも
  に自害/北ﾉ庄城は落城/浅井三姉妹は救出される/佐久間盛政は逃亡するものの黒田孝高の手勢に捕らえられ,
  のちに斬首され､首は京の六条河原でさらされた
1583年6月15日-09:00|日本|石川県|天正11年4月25日|羽柴秀吉が加賀国を平定/北陸諸将をくだす
1583年6月16日-09:00|日本|石川県加賀市|天正11年4月26日|<拝領>加賀国江沼郡大聖寺城4万4000石｢溝口秀勝｣
1583年6月16日-09:00|日本|石川県金沢市|天正11年4月26日|<拝領>加賀金沢120万石｢前田利家｣能登一国も安堵
  (~慶長4年閏3月3日(15990427)大坂の自邸で病死)
1583年6月16日-09:00|日本|大阪府|天正11年4月26日|<加増>摂津･西近江2郡｢羽柴秀吉｣大坂城を獲得
1583年6月16日-09:00|日本|大阪府茨木市|天正11年4月26日|<所領安堵>摂津茨木｢中川秀政｣
1583年6月16日-09:00|日本|大阪府高槻市|天正11年4月26日|<所領安堵>摂津高槻｢高山右近｣
1583年6月16日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正11年4月26日|<転封>摂津3郡12万石｢池田恒興｣⇒美濃国内(旧信
  孝領)13万石(大垣城)(⇒天正12年4月9日(15840518)死去)
1583年6月16日-09:00|日本|富山県|天正11年4月26日|<所領安堵>越中国｢佐々成政｣
1583年6月16日-09:00|日本|兵庫県|天正11年4月26日|<拝領>播磨･但馬｢羽柴秀長｣
1583年6月16日-09:00|日本|福井県越前市|天正11年4月26日|<拝領>越前一国･加賀二郡123万余石(越前府中城主
  )｢丹羽長秀｣若狭の他に加増(西近江2郡は放棄)(~天正13(1585)年4月16日病死)
1583年6月16日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正11年4月26日|<転封>和泉岸和田14万石｢蜂屋頼隆｣⇒越前敦賀5万
  石(~天正17年9月25日(15891103)死去断絶)
1583年6月16日-09:00|日本|三重県|天正11年4月26日|<所領安堵>尾張国･南伊勢｢織田信雄｣､北伊勢･伊賀国を加
  増
1583年6月16日-09:00|日本|三重県亀山市|天正11年4月26日|<所領安堵>近江日野｢蒲生氏郷｣､伊勢亀山を加増
1583年6月18日-09:00|日本|長野県上田市|天正11年4月28日|小県郡上田城主真田昌幸､家康に臣従
1583年6月18日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正11年4月28日|諏訪郡高島城主諏訪頼忠､家康に臣従
1583年6月18日-09:00|日本|長野県松本市|天正11年4月28日|東筑摩郡深志城主小笠原貞慶､家康に臣従
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1583年6月19日-09:00|日本|愛知県知多郡美浜町|天正11年4月29日|<死去>美濃岐阜城主｢織田信孝｣(織田信長の
  三男)兄の織田信雄に攻められ､尾張内海の大御堂寺で自刃/26歳(誕生:永禄1(1558))
1583年6月20日-08:00|中国|  ||明･万暦11年5月|この月頃､女真族のﾇﾙﾊﾁ(24)が､蘇子河上流の興京付近で､100
  人足らずの兵で挙兵
1583年6月29日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｺﾙｰﾆｬ伯ﾛﾚﾝｿ･ｽｱﾚｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣
1583年6月29日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾇｴﾊﾞ･ｲ･ｻﾊﾟﾀ
  ｣(~15840924)
1583年6月29日-09:00|日本|長崎県南島原市|天正11年5月10日|島津､有馬連合軍が肥前安徳城(安徳純俊)を攻略
1583年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ﾎﾞﾙﾁｪｱ｣(~8.29)
1583年7月1日-09:00|日本|京都府宇治市|天正11年5月12日|<死去>加賀金沢城主｢佐久間盛政｣(30)山城槙島で斬
  られ､六条河原に梟された
1583年7月4日-09:00|日本|石川県白山市|天正11年5月15日|<拝領>加賀松任4万石｢前田利勝(利長)｣(⇒天正13(1
  585)年､越中国内32万石)
1583年7月4日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正11年5月15日|<拝領>和泉岸和田城3万石｢中村一氏｣紀州根来･雑
  賀･泉南地方の一向宗徒の押えとする(⇒天正13(1585)年､近江国水口岡山城主6万石)
1583年7月4日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正11年5月15日|<転封>摂津3郡｢池田恒興｣⇒美濃大垣城13万石(旧信
  孝領)
1583年7月4日-09:00|日本|岐阜県海津市|天正11年5月15日|<拝領>美濃高松3万石｢徳永寿昌｣(⇒慶長5(1600)年
  美濃高須へ)
1583年7月4日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正11年5月15日|<転封>摂津伊丹城｢池田元助｣⇒美濃岐阜城(旧織田
  信孝領)
1583年7月4日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正11年5月15日|<配置>近江坂本｢杉原家次｣
1583年7月4日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正11年5月15日|<配置>近江瀬田城2万石｢浅野長吉｣
1583年7月4日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|天正11年5月15日|<所領安堵>近江日野｢蒲生氏郷｣秀吉の伊勢滝
  川一益攻めに加わり
1583年7月4日-09:00|日本|滋賀県高島市|天正11年5月15日|<加増転封>近江貝津城1万5000石｢加藤光泰｣羽柴秀
  吉家臣⇒近江高島城2万石(⇒天正12(1584)年､尾張犬山城に移封)
1583年7月4日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正11年5月15日|<転封>近江長浜｢堀秀政｣⇒近江佐和山9万石(⇒天正
  13(1585)年越前北庄へ)
1583年7月4日-09:00|日本|福井県|天正11年5月15日|若狭｢丹羽長秀｣に越前･加賀2郡を加増
1583年7月4日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|天正11年5月15日|<加増転封>丹波内6284石｢堀尾吉晴(可晴)｣⇒
  若狭高浜17000石(⇒天正12(1584)年2万石に加増⇒天正13(1585)年､若狭国佐垣2万石⇒同年閏8月､近江国佐和
  山4万石)
1583年7月4日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正11年5月15日|<転封>和泉岸和田｢蜂屋頼隆｣⇒越前敦賀5万石
1583年7月6日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|天正11年5月17日|伊達輝宗･政宗父子､相馬義胤方の陸奥丸森城
  を攻め落とし黒木宗俊を城主とした
1583年7月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌｪﾙﾅﾝ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾋﾟﾝﾄ､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの冒険家･著述家(生年1509年)
1583年7月9日-09:00|日本|岐阜県中津川市|天正11年5月20日|<苗木城合戦>森長可の攻撃で遠山友忠は城を脱出
  して徳川家康を頼って落ち延び城に残った遠山兵は城を枕にことごとく討死/森長可､東濃平定
1583年7月10日-09:00|日本|京都府京都市|天正11年5月21日|織田信雄､前田玄以を京都所司代に任命
1583年7月10日-09:00|日本|徳島県那賀郡那賀町|天正11年5月21日|<引田の戦い>仙石秀久は長宗我部軍の香川
  信景率いる讃岐勢及び､大西頼包率いる阿波勢の計5000が引田に向け進軍中であるとの報を受け､奇襲をかけ
  るため手勢を3つの隊に分け仙石勘解由､仙石覚右衛門､森権平をそれぞれ将とし､入野山麗に伏兵をおいた｡秀
  久の読みは的中し､入野原にさしかかった阿讃勢に対し鉄砲を浴びせ､奇襲を受けた阿讃勢は一時退却をせざ
  るを得なくなった｡秀久本隊も追撃をかけ優勢に戦いを進めていたかに見えたが､数に勝る阿讃勢はすぐさま
  隊を立て直し次第に戦を優位に進めるようになった｡阿讃勢が会戦しているとの報を受けた元親は配下の桑名
  親光､中島重勝隊らを救援に向かわせた｡土佐勢の増援が駆けつけたことで長宗我部勢が仙石勢を完全に圧倒
  するようになり､完全に隊を乱した仙石勢は多くの将兵を失いながら引田城への退却を余儀なくされた/この
  戦いで仙石勘解由は前田平兵衛に討たれ､殿をしていた森権平は稲吉新蔵人に討たれてしまう/一方の長宗我
  部勢は中島重勝､桑名藤十郎等が討死
1583年7月10日-09:00|日本|長崎県南島原市|天正11年5月21日|深江城(安富氏)は再度,島津氏に反抗
1583年7月11日-09:00|日本|香川県東かがわ市|天正11年5月22日|<引田の戦い>長宗我部勢はそのまま引田へ進
  撃､仙石秀久の籠もる引田城を取り囲み総攻撃をかけたが､既に戦意を失った仙石勢は抵抗らしい抵抗を出来
  ずに城を逃げ出さざるを得なかった
1583年7月13日-09:00|日本|茨城県桜川市|天正11年5月24日|下野国益子城主益子筑後守重綱入道睡虎斉は富田
  の城兵をして飯田村に出兵させ､同国笠間城主笠間幹綱も橋本付近の人数を集めて大岡から入野へ兵を進める
  ､益子方の加藤大隅守､同大藏少輔父子は兵を二隊に分け結城勢と倶に谷中玄蕃充を進撃して之れを和尚塚に
  討取り其の勢に乗じて橋本城を占領/一説に､笠間城三万石笠間大和守幹綱入道心休は宇都宮氏の幕下で領民
  の争ひから隣境の益子城主益子筑後守重綱と抗争
1583年7月14日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正11年5月25日|<移封>尼崎城｢池田輝政｣⇒池尻城
1583年7月14日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|天正11年5月25日|<拝領>尼崎｢三好秀次｣
1583年7月19日-09:00|日本|京都府京都市北区|天正11年6月|秀吉は信長の追善菩提として大徳寺総見院を建立
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  し､本堂に織田信長坐像を奉納
1583年7月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正11年6月5日|甲斐国善光寺如来､美濃国から三河国岡崎へ移され
  る
1583年7月28日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正11年6月10日|甲斐国善光寺如来､三河国岡崎から同国吉田へ移さ
  れる
1583年7月29日-09:00|日本|香川県高松市|天正11年6月11日|長曾我部元親により十河存保の讃岐十河城落城
1583年7月29日-09:00|日本|香川県東かがわ市|天正11年6月11日|長曾我部元親により十河存保の讃岐虎丸城落
  城
1583年8月1日-09:00|日本|石川県金沢市|天正11年6月14日|<移転>加賀七尾城｢前田利家｣⇒加賀金沢(~慶長4(15
  99)年閏3月3日死去)
1583年8月5日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄが､ﾆｭｰﾌｧｳﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞをｲｷﾞﾘｽ領と宣言/ｲｷﾞﾘｽ最初の植民地
  となる
1583年8月10日-09:00|日本|長崎県南島原市|天正11年6月23日|<深江城の戦い>有馬領の在番衆が龍造寺方の深
  江城を攻撃､新納忠堯が討死
1583年8月20日-09:00|日本|三重県伊勢市|天正11年7月3日|<所領没収>伊勢長島｢滝川一益｣羽柴秀吉に降伏
1583年8月20日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦8月10日|ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣が､ｽｳｪｰﾃﾞﾝと休戦条約を締結し
  ､ﾘｳﾞｫﾆｱ戦争が終結
1583年8月21日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正11年7月4日|顕如､河内貝塚本願寺に移転
1583年8月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾍﾟﾄﾙ2世耳飾り候｣(~15850406)
1583年8月29日-09:00|日本|新潟県新潟市|天正11年7月12日|山吉景長(木場城守将)新発田勢を破る
1583年9月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｧﾙﾒﾃﾞｨｱｰﾉ｣(~1592年7月)
1583年9月30日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正11年8月15日|徳川家康の次女督姫が小田原の北条氏直に嫁
  ぎ北の方と稱す
1583年10月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱの一部がｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦を採用
1583年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1583年10月3日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正11年8月18日|<八幡合戦>越後･上杉景勝､八幡で新発田重家を
  破る
1583年10月3日-09:00|日本|広島県三原市|天正11年8月18日|<高山城合戦>草刈重継､宇喜多直家に与する川端家
  長を打ち破り撤退させる
1583年10月3日-09:00|日本|広島県三原市|天正11年8月18日|美作国人草苅氏が因幡口で秀吉方荒木重堅を退け
  る
1583年10月5日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正11年8月20日|<拝領>近江国滋賀郡･高島郡など合計3万2000石｢杉
  原家次｣近江坂本城(~天正12年9月9日(15841012)死去)
1583年10月6日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正11年8月下旬|<放生橋の戦い(越後国)>景勝が撤退時に湿地帯
  で重家の追撃に合い､大敗
1583年10月9日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾌﾚﾝｸ･ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1586年5月)
1583年10月11日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|天正11年8年26日|筒井順慶の配下となっていた高取城主越智
  玄蕃自害.越智氏は滅亡
1583年10月12日-09:00|日本|広島県竹原市|天正11年8月27日|浦盛勝,豊田郡宮床浦の宮床大明神社殿を再興
1583年10月16日-09:00|日本|茨城県桜川市|天正11年9月|<第1次富谷城合戦>益子家部将の加藤大隈守､笠間家部
  将の満川宗安に勝利/橋本城主谷中玄蕃允は討死
1583年10月16日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天正11年9月|<金敷城合戦>笠間家部将の羽石時政､益子家部将の金
  敷清久に勝利/金敷城は落城するも水谷政村の調停により回復
1583年10月16日-09:00|日本|栃木県芳賀郡益子町|天正11年9月1日|高塩政平の居城･山本城を益子家宗らが襲う
  が高塩勢の前に一度敗北
1583年10月18日-09:00|日本|広島県東広島市|天正11年9月3日|豊田郡祝詞山八幡宮の社殿造立
1583年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣
1583年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~16100919死去)
1583年10月31日-09:00|日本|栃木県芳賀郡益子町|天正11年9月16日|益子家宗が水谷蟠龍ら結城氏の加勢を得て
  高塩氏が立て篭もる山本城を攻め､山本城から高塩氏を追い落とす
1583年11月2日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正11年9月18日|<厩橋城合戦>北条氏直､上野厩橋城の北条高広を攻
  撃､降伏させる
1583年11月3日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|天正11年9月19日|三木氏は瀬宗域を攻め滅ぼす/これにより内ヶ島氏
  が領地の白川地方を除いて飛騨国をほぼ手中にした/自綱は高堂城を居城とし､秀綱を当主として松倉城に移
  らせた
1583年11月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｹﾞﾛｰﾗﾓ･ｼｬｳﾞｧﾘ｣(~15851104)
1583年11月4日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾚｽ｣(~1
  586年没)
1583年11月9日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正11年9月25日|<新発田重家の乱･放生橋の合戦>上杉景勝の新発
  田城からの退却軍が放生橋に差し掛かった頃､一転して豪雨となり､沼田と濁流の中で立ち往生/この期を見て
  新発田重家は新発田城を討って出､池ﾉ端城主の高橋掃部之介らとともに上杉軍を追撃､途中で隊を二つに分け
  ､歩卒は山の手から､自らは本道から三千騎をもって上杉軍に襲い掛かった/上杉軍は深田の中の細道で進退の
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  自由を奪われ殿軍の水原城主･杉原右近(満家)が討ち死にするなど大混乱に陥った/この戦いで､景勝は杉原右
  近の他､菅名綱輔､上野九兵衛らを失って､水原城は新発田方の手に渡った
1583年11月10日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Luis Rojas y Mendoza｣(~1589.11)
1583年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1583年11月12日-09:00|日本|長野県松本市|天正11年9月28日|<拝領>信濃松本城｢小笠原貞慶｣徳川家康配下(⇒
  天正13(1585)年11月豊臣秀吉配下となる)
1583年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾗｲﾝﾌｪﾙｽ方伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(若伯)｣子供が無く1代で絶家
1583年11月22日-09:00|日本|大分県豊後高田市|天正11年10月8日|大友義統､豊前佐野城を攻略
1583年11月25日-09:00|日本|佐賀県|天正11年10月中旬|肥後で島津と龍造寺の和議が成立
1583年11月25日-09:00|日本|栃木県|天正11年10月11日|佐野氏､北条氏に帰属
1583年12月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>第4代ｱﾙﾊﾞ公｢ﾌｧﾄﾞﾘｹ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ｣
1583年12月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第5代ｱﾙﾊﾞ公｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ﾍﾞｱｳﾓﾝﾄ｣(~16390129死去)先
  代の甥
1583年12月15日-09:00|日本|熊本県阿蘇郡|天正11年11月2日|<死去>肥後阿蘇荘領主｢阿蘇惟将｣⇒弟の｢阿蘇惟
  種｣が継ぐ(~翌年8月13日(15840917)死去)
1583年12月18日-09:00|日本|長野県松本市|天正11年11月5日|<会田合戦>(3日～)小笠原貞慶部将犬甘久知､上杉
  派堀内越前守に勝利
1583年12月31日-09:00|日本|愛知県|天正11年11月18日|三河国で大風が吹き､家屋が倒壊
1584年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
1584年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾋｼﾞｬｳ(緑の女王)｣(~1616年)
1584年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾀｼﾞｭﾙ･ｱﾘﾌｨﾝ･ｼｬｰ1世｣(~1594年没)
1584年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国初代ｽﾙﾀﾝ｢ｾｰﾅﾊﾟﾃｨ｣(~1601年)/ﾊﾟｼﾞｬﾝ(ｽﾗｶﾙﾀ地方)王ｱﾃﾞｨｳﾞｨｼﾞｬﾔ
  の死後ﾊﾟｼﾞｬﾝを併合､ﾄﾞｩﾏｸも支配下に入れてﾏﾀﾗｰﾑ王国を開く
1584年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｲﾁｪﾀｰ1世｣(~1594年)
1584年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ女王｢ﾗｼﾞｬ･ﾋｼﾞｬｳ｢緑の女王｣｣(~1616年)
1584年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｬﾌﾞｱ国
1584年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｱﾘｰ｣ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ(ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾝの曾孫)の子(~1590年)
1584年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~同年)
1584年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｰｺ･ﾒﾓ｣(~1586年)
1584年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｸﾊﾞｯﾄﾞ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾕｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(1期
  目~1585年)
1584年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾏﾐ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1586年)
1584年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｻｷｽﾞﾘ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1585年)
1584年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾍﾙﾀﾞｰﾗﾝﾄ州総督ｱﾄﾞﾙﾌ･ｳﾞｧﾝ･ﾆｰｳｪﾅｰﾙ(~1589年)
1584年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾌｪﾗﾝﾃ2世｣(~16300805)
1584年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ﾔｰｺﾌﾟ3世｣(~15900817死去)､｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~16040414
  死去)､｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~1622年)
1584年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｸﾛﾝﾎﾞｰ城完成
1584年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾗ･ﾛｯｼｭが第1回北ｱﾒﾘｶ遠征を開始
1584年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Francisco Fernandes de Figueiredo｣(~
  1586年)
1584年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Tomas de Cangas｣(~1586年)
1584年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Nunez de la Fuente｣(~1589年)
1584年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Niels Hansson Skinkel til Gjerskov og S
  oholm｣(~1585年)
1584年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao Leitao｣(2期目~15851122)
1584年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾚｼﾌｪ周辺のﾌﾗﾝｽ人入植者を駆逐.ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ支配を確立
1584年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~1587
  年)
1584年1月9日-09:00|日本|群馬県邑楽郡大泉町|天正11年11月27日|佐竹義重､宇都宮国綱らに調略された由良国
  繁､長尾顕長兄弟が北条方の富岡秀高を上野小泉城に攻めたが富岡秀高勝利
1584年1月13日-09:00|日本|愛知県新城市|天正11年12月|彦右衛門ら､三河国摩訶戸社の社殿を建立
1584年1月13日-09:00|日本|京都府福知山市|天正11年12月|羽柴秀吉､杉原家次を近江坂本城から丹波福知山城
  に配置
1584年1月13日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正11年12月|羽柴秀吉､浅野長吉を近江瀬田城から近江坂本城に配
  置
1584年1月13日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正11年12月|筑後の田尻鑑種､鷹尾城を龍造寺隆信に明け渡し､肥前
  佐嘉に所領を移される
1584年1月15日-09:00|日本|愛媛県北宇和郡鬼北町|天正11年12月3日|宇和郡奈良山等妙寺の観音厨子が､河原淵
  貞延らによって再興
1584年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  ||ﾕﾘｳｽ暦1月7日|ﾄﾞｲﾂのｶﾄﾘｯｸ諸邦でｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ暦が採用される
1584年1月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦1月9日|ﾛﾝﾄﾞﾝのｽﾍﾟｲﾝ大使が追放され､ｲｷﾞﾘｽとｽﾍﾟｲﾝの国交が断
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  絶
1584年1月22日-01:00|ｽｲｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦1月12日|ｽｲｽでｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦が採用される
1584年2月10日-09:00|日本|栃木県足利市|天正11年12月29日|下野国佐野城主佐野宗綱は上野国館林城主長尾顯
  長の属城である下野国足利の岩井山城主白石豊前守を攻める
1584年2月12日-09:00|日本|愛媛県南宇和郡愛南町|天正12年1月|伊予･御荘勧修寺基経､長宗我部軍に降伏
1584年2月12日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正12年1月|長尾輝景:川田城を攻めるが真田家に撃退された
1584年2月12日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|天正12年1月|橘谷山大洞院(森町橘)炎上
1584年2月12日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正12年1月1日|早朝から紀州の雑賀衆･根来衆連合軍が中村一氏
  がいる岸和田城を攻めたが敗れる
1584年2月14日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正12年1月3日|中村一氏の岸和田勢が紀州側の五か所の付城を攻
  め､これを守る泉南の地侍らと激戦となった
1584年2月22日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|天正12年1月11日|伊達輝宗･政宗父子､相馬義胤の属城陸奥金
  山城を攻略
1584年2月27日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正12年1月16日|<近木川合戦>羽柴家部将の中村一氏軍6000兵は､近
  木川を挟んで紀州の雑賀衆･根来衆連合軍と対陣/最初は激しい鉄砲戦となり､後に槍合わせとなったが､最終
  的に根来衆､雑賀衆連合軍は敗れた
1584年3月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ･ｺﾙﾍﾞﾘﾔｰ地震､土砂災害､死者300人
1584年3月2日-09:00|日本|長野県飯田市|天正12年1月20日|小笠原信嶺､下条頼安を松尾城にて誘殺
1584年3月12日-09:00|日本|広島県世羅郡世羅町|天正12年2月|小早川元総,大檀那として,世羅郡宇津戸の八幡
  宮社殿を造立
1584年3月16日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ･ﾅﾊﾞﾚｯﾃ｣(~1587年6月)
1584年3月20日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝに併合された領土は､ｴｽﾄﾆｱ公国またはｴｽﾄﾆｱ州として編成
1584年3月28日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月18日|<死去>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣53歳(誕生:15300825)
1584年3月28日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月18日|<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ1世｣(~15980107没)
1584年3月31日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾋﾞｼﾞｬﾄﾞﾝﾊﾟﾙﾄﾞ伯ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾄｰﾚｽ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ﾒｼｱ･ﾍﾞﾈ
  ｶﾞｽ･ｲ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~15891120)
1584年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1584年4月4日-09:00|日本|群馬県邑楽郡大泉町|天正12年2月24日|下野の佐野宗綱らが北条方の上野小泉城(富
  岡秀高)を攻撃
1584年4月7日-09:00|日本|群馬県邑楽郡大泉町|天正12年2月27日|<小泉城合戦>富岡秀高､佐野宗綱に勝利
1584年4月8日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾀﾏｽ2世ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣(1度目~15950515)
1584年4月9日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天正12年2月29日|<金敷城合戦>笠間家部将羽石時政､益子家部将金敷
  清久に勝利/金敷清久は討死
1584年4月11日-09:00|日本|佐賀県|天正12年3月|肥前の有馬鎮貴が龍造寺氏を離反して薩摩の島津氏に支援を
  要請
1584年4月16日-09:00|日本|三重県伊勢市|天正12年3月6日|織田信雄､徳川家康と図り家老の岡田重孝､津川義冬
  ､浅井長時の三人を長島城にて誅殺､老臣岡田氏の居城尾張星崎を攻略/秀吉に宣戦布告
1584年4月20日-09:00|日本|三重県亀山市|天正12年3月10日|羽柴秀吉が堀秀政らと伊勢峯城を攻める
1584年4月22日-09:00|日本|三重県亀山市|天正12年3月12日|<亀山城の戦い>秀吉側の関盛信の居城である亀山
  城に対して徳川家康･織田信雄側から派遣された伊勢神戸城主の神戸正武が兵500を率いて奇襲.亀山城側は峯
  城攻撃準備のため手勢不足で苦戦するも城下に火を放ち煙を煙幕として戦い正武の攻撃を凌ぎ切った
1584年4月23日-09:00|日本|愛知県犬山市|天正12年3月13日|<犬山城の戦い>大垣城の池田恒興が羽柴秀吉につ
  き､手薄になっていた織田･徳川方の犬山城を攻撃､占領
1584年4月23日-09:00|日本|福岡県糸島市|天正12年3月13日|怡土の原田信種と肥前唐津の波多信時､鹿家海岸に
  於いて戦い､原田方の勝利
1584年4月24日-09:00|日本|三重県亀山市|天正12年3月14日|<峰城合戦>蒲生氏郷､堀秀政らが織田家部将佐久間
  正勝と中川雄忠に勝利,伊勢峰城を攻略/犬山城主の中川雄忠は討死
1584年4月26日-09:00|日本|三重県松阪市|天正12年3月16日|羽柴秀長が伊勢松ヶ島城への攻撃を開始
1584年4月27日-09:00|日本|愛知県犬山市|天正12年3月17日|<羽黒の戦い>羽柴秀吉方の森長可が羽黒に出陣/早
  朝､酒井忠次･奥平信昌等が攻めて破る.家康は酒井･奥平等に追撃をさせないで､引きあげを命じた
1584年4月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|天正12年3月17日|<恵良の戦い>毛毛利輝元の将宍戸元孝が元親の兵
  と伊予恵良で戦う
1584年4月28日-09:00|日本|愛知県小牧市|天正12年3月18日|徳川家康･織田信雄､尾張小牧山を占領(小牧合戦)
1584年4月28日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正12年3月18日|<大坂襲撃>根来･雑賀衆及び粉河寺衆徒は日高郡
  の湯河･玉置氏の加勢を得て和泉へ出撃,淡路の菅達長の水軍も加わり水陸から岸和田･大津を脅かしたが大津
  の地侍真鍋貞成は菅水軍の200艘1,000人を撃退
1584年4月28日-09:00|日本|長野県東筑摩郡筑北村|天正12年3月18日|<青柳城合戦>上杉家部将春日元忠､小笠原
  貞慶に勝利
1584年4月29日-09:00|日本|三重県松阪市|天正12年3月19日|<松ヶ島城合戦>(16日~)羽柴秀長､織田家部将滝川
  雄利と日置大膳亮に勝利/羽柴秀長､松ヶ島城を攻略
1584年5月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第17代ﾊﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ2世ｷﾞﾚｲ2世｣
1584年5月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｻｰﾃﾞﾄ2世ｷﾞﾚｲ2世｣(~同年)⇒｢ｲｽﾗｰﾑ2世ｷﾞﾚｲ｣(~1588年死去)
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1584年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ=ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの合同部隊がﾊﾞｲｱを出発｡ﾊﾟﾗｲｰﾊﾞでﾌﾗﾝｽ船を撃破｡河口
  から数ｷﾛ入った河畔にｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ要塞を建設｡ﾎﾟﾃｨｸﾞｱｰﾙ族は川を上ってきた掃討部隊を待ち伏せ｡司令官をはじ
  め40人のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人､多くの先住民兵士を殺害
1584年5月2日-09:00|日本|愛知県小牧市|天正12年3月22日|家康は榊原康政に命じ､小牧山城を改修させる.堀や
  土塁､虎口を造り防御力を高める
1584年5月2日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正12年3月22日|根来衆､雑賀衆連合軍に小木城､鳥取城､積善寺城は
  落城､焼き討ち､畠中城､沢城は焼き討ちされ､接収された
1584年5月2日-09:00|日本|大阪府岸和田市|天正12年3月22日|<岸和田合戦>紀州勢は二手に分かれ､一手は土橋
  平丞兄弟を将として岸和田城を攻撃したが中村一氏に打ち負かされた/もう一手は堺を占領して堺政所･松井
  友閑を追い払い引き揚げたが､その夜岸和田城に攻めかけ佐野に帰った
1584年5月4日 05:00|日本|長崎県島原市|天正12年3月24日|<沖田畷の戦い>辰の刻(午前8時頃)､有馬晴信と島津
  の連合軍が待ち構える沖田畷へ龍造寺隆信が進軍/有馬･島津連合軍の梁瀬兵右衛門,川上忠堅と共に龍造寺隆
  信の本陣を攻め,未の初刻(午後2時)､川上忠堅が龍造寺隆信を槍で突き伏せると､梁瀬兵右衛門は龍造寺隆信(
  56)の首を挙げた/龍造寺軍は総崩れとなり大敗
1584年5月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正12年3月26日|<大坂乱入>紀州勢は住吉や天王寺に進出して大坂城
  留守居の蜂須賀家政･生駒親正･黒田長政らと戦った/紀州勢は大坂の街を破壊し焼き払いつつ侵攻/最終的に
  は大坂は守られ､紀州勢は堺･岸和田からも撤退
1584年5月6日-09:00|日本|群馬県吾妻郡長野原町|天正12年3月26日|上杉景勝の支援を受けた羽尾源六郎が丸岩
  城･三原城を攻略
1584年5月10日-09:00|日本|広島県廿日市市|天正12年4月|内藤元栄,檀那として,厳島社不明御前を造立
1584年5月10日-09:00|日本|長野県|天正12年4月1日|上杉景勝に従属していた屋代秀正と室賀満俊兄弟が家康の
  もとに出奔
1584年5月12日-09:00|日本|岐阜県|天正12年4月3日|羽柴秀吉､尾張国から西方へ出馬し美濃国加賀野井城･奥城
  ･竹鼻城を包囲
1584年5月12日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正12年4月3日|北條氏直と佐竹義重と下野国の沼尻に於て対陣
1584年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱｰｶﾞｲﾙ伯ｺﾘﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1584年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官代理｢ｱﾗﾝ伯ｼﾞｪｰﾑｽ･ｽﾁｭｱｰﾄ｣(~15851210)
1584年5月16日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ｣(~1590.5)
1584年5月17日-09:00|日本|三重県松阪市|天正12年4月8日|羽柴秀長が伊勢松ヶ島城を開城させ､城主の滝川雄
  利は浜田城に移って籠城
1584年5月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでﾋﾟｻｰﾆ=ﾃｨｴﾎﾟﾛ銀行破産
1584年5月18日-09:00|日本|岐阜県可児市|天正12年4月9日|<死去>美濃金山7万石｢森長可(長一)｣戦死⇒｢森忠政
  ｣が嗣ぐ(⇒慶長5年信濃海津へ)
1584年5月18日-04:25|日本|愛知県尾張旭市|天正12年4月9日|<白山林の戦い>4時35分ごろ羽柴秀次勢は白山林
  に休息していたところを後方から水野忠重･丹羽氏次･大須賀康高勢､側面から榊原康政勢に襲撃され秀次勢は
  ほぼ潰滅/秀次は辛くも逃げ遂せた/目付として付けられていた木下祐久やその弟の木下利匡を初めとして多
  くの木下氏一族が､秀次の退路を確保するために討ち死に
1584年5月18日-04:00|日本|愛知県日進市|天正12年4月9日|<岩崎城の戦い>5時､池田恒興勢が丹羽氏重(氏次の
  弟)が守備する岩崎城を占領
1584年5月18日-02:00|日本|愛知県長久手市|天正12年4月9日|<桧ヶ根の戦い>7時ごろ,堀秀政勢は白山林へ救援
  に戻り秀次勢の敗残兵を組み込んで桧ｹ根に陣を敷き､迫り来る徳川軍を待ち構えた/徳川軍は､檜ヶ根辺りで
  堀勢を攻撃したが､返り討ちにされて逆に追撃された/岩崎城の池田恒興､森長可は徳川軍の急襲を知り撤退
1584年5月18日 01:00|日本|愛知県長久手市|天正12年4月9日|<長久手の戦い>午前10時ごろ､徳川･羽柴両軍が激
  突.戦闘は2時間余り続いた/森長可(27)が狙撃されて討死,池田恒興(51)も永井直勝の槍を受けて討死,池田元
  助も安藤直次に討ち取られ､池田輝政は戦場を離脱/恒興･森勢は潰滅､徳川軍の勝利に終わり､追撃したのち小
  幡城に引きあげた/羽柴軍の死者2500余人､織田徳川軍の死者590余人
1584年5月19日-09:00|日本|佐賀県藤津郡太良町|天正12年4月10日|島津軍により龍造寺家の肥前･竹崎城が陥落
1584年5月21日-09:00|日本|三重県津市|天正12年4月12日|織田信包(信長の弟)､蒲生氏郷が南伊勢の戸木城(織
  田信雄家臣木造氏)を攻撃(戸木城は10月下旬の講和まで防戦)
1584年5月22日-09:00|日本|愛知県|天正12年4月13日|羽柴秀吉軍､尾張国に於いて敗戦/小早川秀包､羽柴秀吉と
  共に退く
1584年5月22日-09:00|日本|栃木県矢板市|天正12年4月13日|那須資晴､川崎塩谷家と沢村で戦う
1584年5月26日-09:00|日本|愛知県|天正12年4月17日|九鬼嘉隆の軍船が志摩国から三河国渥美郡に来襲し､放火
1584年5月26日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正12年4月17日|<明知城合戦>徳川家に居た遠山利景が旧領であっ
  た明知城を奪還
1584年5月26日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正12年4月17日|<沼尻合戦>佐竹義重/宇都宮国綱/大田和に在陣､北
  条氏政/氏直父子は藤岡にて対陣する
1584年5月30日-09:00|日本|長野県東筑摩郡麻績村|天正12年4月21日|<麻績城合戦>徳川方の小笠原貞慶､信濃麻
  績城を攻めるも､上杉景勝家臣島津義忠に撃退される
1584年5月31日-09:00|日本|栃木県小山市|天正12年4月22日|佐竹義重軍の一隊が小山表攻撃の陣に移動中に北
  条氏直軍と遭遇し北条側が勝利
1584年6月4日-09:00|日本|愛知県|天正12年4月26日|織田信雄配下の軍勢､尾張国内の羽柴方陣所を夜討
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1584年6月9日-09:00|日本|福島県耶麻郡猪苗代町|天正12年5月|<沼尻の合戦>北条からは氏直･氏照が出陣､沼尻
  にて佐竹義重･宇都宮連合軍と約3か月間対峙/北条軍は宇都宮軍の退却口である岩舟山を占拠
1584年6月9日-09:00|日本|宮城県伊具郡丸森町|天正12年5月|田村清顕･佐竹義重･岩城常隆の調停により､伊達
  輝宗と相馬義胤が和睦し金山城と丸森城が伊達氏に返還された
1584年6月9日-09:00|日本|愛知県犬山市|天正12年5月1日|<移封>近江高島城2万石｢加藤光泰｣羽柴秀吉家臣⇒尾
  張犬山城(⇒翌年美濃大垣4万石)
1584年6月9日-09:00|日本|愛知県犬山市|天正12年5月1日|羽柴秀吉が､尾張楽田より撤退
1584年6月9日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正12年5月1日|<廃絶>備中庭瀬2万石｢御子田正治｣(小牧合戦の
  敗戦により)
1584年6月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾍﾞﾘｰ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ1世｣29歳
1584年6月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜ｣(~1585年)
1584年6月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵｽﾃﾝﾄﾞはｵﾗﾝﾀﾞ軍に占領された(~16040920)
1584年6月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾏﾆﾗに高等裁判所を設置(王立最高司法院)
1584年6月15日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正12年5月7日|羽柴秀吉が美濃加賀井城を攻略
1584年6月15日-09:00|日本|岐阜県羽島市|天正12年5月7日|<竹ヶ鼻城の水攻め>羽柴勢は竹ヶ鼻城の北西1ｷﾛﾒｰﾄ
  ﾙにある間島村の丘陵に付け城を築いて､そこを本陣とした
1584年6月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ､ｴﾙｽﾞｨﾝｼﾞｬﾝで地震(M6.7)死者1万5000人
1584年6月17日-09:00|日本|愛知県一宮市|天正12年5月9日|羽柴秀吉軍は奥城を攻略
1584年6月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾛｯﾄ卿｣(~15880630)
1584年6月27日-09:00|日本|岡山県津山市|天正12年5月19日|<岩屋城合戦>宇喜多勢が美作岩屋城の中村頼宗を
  攻めるも､退けられる
1584年7月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｶｲｸ伯爵｢ﾌﾞﾚﾀﾞ男爵｣(~1795年)
1584年7月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国総督｢ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世｣(ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ独立の指導者)ﾃﾞ
  ﾙﾌﾄの居館でｽﾍﾟｲﾝ(ｶﾄﾘｯｸ)の刺客に暗殺される
1584年7月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｳｨﾚﾑ｣ｳｨﾚﾑ1世の息子(~16180220死去)
1584年7月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ州総督｢ﾃﾞｨﾚﾝﾌﾞﾙｸ伯ｳｨﾚﾑ･ﾛｰﾃﾞｳｪｲｸ｣ﾃﾞｨﾚﾝ
  ﾌﾞﾙｸ伯ﾖﾊﾝ6世の長男(~16200531)
1584年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1584/7/4|ｳｫﾙﾀｰ･ﾛｰﾘｰの派遣したｲｷﾞﾘｽの探検隊,現北ｶﾛﾗｲﾅ州ﾛｱﾉ
  ｰｸ島を探検.ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱと命名
1584年7月14日-09:00|日本|山形県西村山郡河北町|天正12年6月7日|最上義光､白鳥長久を暗殺して居城出羽谷
  地城を攻略
1584年7月15日-09:00|日本|山形県寒河江市|天正12年6月8日|最上義光､寒河江高基を中野原で破り､居城寒河江
  城を攻略
1584年7月17日-09:00|日本|岐阜県羽島市|天正12年6月10日|<竹ヶ鼻城の水攻め>織田信雄方の美濃竹ヶ鼻城が
  羽柴秀吉方に開城される
1584年7月18日-09:00|日本|香川県高松市|天正12年6月11日|<第2次十河城合戦>長宗我部元親､十河存保に勝利,
  十河城を落城させ讃岐平定/次いで虎丸城を攻略し､十河存保を京都に逐う
1584年7月20日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正12年6月13日|<黒川城の乱>松本行輔と栗村盛胤､黒川城を奪
  取/蘆名盛隆､これを即時鎮圧
1584年7月20日-09:00|日本|三重県松阪市|天正12年6月13日|<加増転封>近江日野6万石｢蒲生賦秀｣⇒伊勢松ヶ島
  12万3千石(~天正18(1900)年会津若松へ)
1584年7月23日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正12年6月16日|<蟹江城合戦>午前､安宅船を擁する九鬼水軍
  と滝川一益の兵3千が蟹江浦に現れる/前田長定は､滝川一益の調略を受け入れ､佐久間信辰を本丸から退去さ
  せ,同時に長定の弟･前田長俊(利定)の守る下市場城及び､長男･前田長種の守る前田城も秀吉陣営となった
1584年7月23日-09:00|日本|福井県大野市|天正12年6月16日|大野城の山口重政は母親を人質に取られているに
  も関わらず調略に応じなかった為,夕刻､滝川､九鬼､前田勢は城攻めを行い､陥落寸前まで追い込んだという
1584年7月24日-09:00|日本|福井県大野市|天正12年6月17日|織田信雄は大野城に入城し､大野城攻めに失敗した
  滝川勢は蟹江城に､九鬼勢は下市場城にそれぞれ逃れ篭城
1584年7月25日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正12年6月18日|織田･徳川勢は下市場城を集中的に攻撃して
  城を落とし､前田長俊を討ち取った
1584年7月26日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正12年6月19日|舟入の戦いにおいて九鬼嘉隆が敗北/織田･
  徳川陣営による海上封鎖が完成
1584年7月26日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正12年6月19日|下市場城が降伏開城､織田･徳川勢が城を奪還
1584年7月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｵｽﾞﾃﾞﾐﾛｳ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~15851029)
1584年7月29日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正12年6月22日|<蟹江城合戦>滝川一益は一度夜陰に紛れて
  各城門から城外に打って出て､その後､三の丸を放棄し二の丸に撤収しようとするが､海門寺口だけは苦戦し谷
  崎忠右衛門の率いる城兵は城外で包囲されてしまう/滝川一益はこの城兵を二の丸まで収容したが谷崎忠右衛
  門はこの日の鉄砲傷がもとで3日後に死亡/滝川一忠は前田口において二の丸に退く殿の将を務め､攻め方の水
  野勝成と切り合い､双方傷を負った
1584年7月30日-09:00|日本|愛知県名古屋市中川区|天正12年6月23日|石川数正と阿部信勝が攻めていた前田長
  種の守る前田城が開城し､徳川家康が榊原康政を伴い入城
1584年8月6日-09:00|日本|長野県小諸市|天正12年7月|小諸城の祢津昌綱が真田に降る.これにより小県郡の大
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  半を支配下に置く
1584年8月6日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|天正12年7月|<拝領>播磨国宍粟郡5万石｢黒田孝高｣(⇒天正15(1587)年
  7月3日豊前国6郡12万石)
1584年8月6日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正12年7月|<長沼城合戦>蘆名盛隆､新国貞通に勝利
1584年8月8日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正12年7月3日|<蟹江城合戦>瀧川一益が織田信雄･徳川連合軍
  に降伏して蟹江城を開城/和睦にもかかわらず退去中の前田長定が殺害され､滝川一益は殺害を免れ伊勢に逃
  れた
1584年8月8日-09:00|日本|群馬県みどり市|天正12年7月3日|北条氏と友好関係にあった由良国繁が阿久沢彦三
  郎に命じて五覧田砦を攻略
1584年8月12日-09:00|日本|長野県上田市|天正12年7月7日|真田配下となった室賀正武は昌幸の暗殺を企て上田
  城を訪れる/昌幸は計画を察知しており､室賀正武を斬殺/昌幸は小県郡を制圧
1584年8月20日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正12年7月15日|<岩船山の戦い>北条氏が調略を行い皆川広照らを
  寝返らせ佐竹･宇都宮陣営の退路である岩船山の岩船陣城を落とした
1584年8月22日-09:00|日本|  ||天正12年7月17日|滝川一益､蟹江合戦での敗退により没落.嫡子一忠は改易､弟
  一時は許される
1584年8月27日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正12年7月22日|<沼尻の合戦>北条氏と佐竹氏･宇都宮氏講和が成立
  し110日間に及ぶ長期戦終結/北条氏直､沼尻を確保/反北条派の金山城と館林城は孤立無縁/翌日には退陣
1584年9月5日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正12年8月|上杉景勝が八幡の合戦で新発田軍に勝利
1584年9月9日-09:00|日本|石川県加賀市|天正12年8月5日|<拝領>大聖寺城4万4千石｢溝口秀勝｣羽柴秀吉臣下
1584年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第6代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｺﾘﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1584年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第7代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~1638年死去)
1584年9月10日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正12年8月6日|田村氏を離反して蘆名氏へ接近している小浜
  城主大内定綱と田村氏が交戦となり､田村氏が勝利
1584年9月12日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正12年8月8日|<移転>山城伏見｢羽柴秀吉｣→摂津大坂城(慶
  長3(1598)年8月18日死去)
1584年9月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞの北西のｴｽｺﾘｱﾙに､ｴﾙ･ｴｽｺﾘｱﾙの王宮が完成
1584年9月15日-09:00|日本|奈良県|天正12年8月11日|<死去>大和国守護(大和郡山18万石)｢筒井順慶｣36歳､神経
  性胃疾で⇒｢筒井定次｣が家督継承(⇒慶長8(1603)年､伊賀一国)
1584年9月17日-09:00|日本|熊本県阿蘇市|天正12年8月13日|<死去>肥後阿蘇荘領主｢阿蘇惟種｣44⇒嫡男の｢阿蘇
  惟光｣が継ぐ(~文禄2(1593)年8月18日､切腹滅亡)
1584年9月22日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正12年8月18日|<八幡表の戦い(越後国)>上杉景勝は新発田方の
  細越将監が接収していた水原城奪還のため出陣/上杉勢は新発田重家率いる本隊を水原城下に引き付けて戦い
  ､その間に迂回していた景勝が八幡砦を奪取して水原城を孤立させたため､新発田方は水原城を放棄して退却/
  上杉方は直江兼続の陣が重家の攻勢を受けて崩壊し大損害を蒙っていたため､それ以上兵を進めることが出来
  なくなり､水原城もほどなくして新発田方の手に戻った
1584年9月25日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾒｷｼｺ大司教ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾓﾔ･ﾃﾞ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣(~15851016)
1584年9月28日-09:00|日本|福岡県八女市|天正12年8月24日|大友軍立花道雪･高橋紹運は龍造寺領･猫尾城の支
  城高牟礼城城将･椿原氏部を調略し開城/さらに川崎重高の犬尾城を攻め落とす
1584年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗﾝｸﾃｨ｣｢ｼﾞｵ･ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1584年10月2日-09:00|日本|愛知県岩倉市|天正12年8月28日|<楽田城･岩倉城の戦い>徳川家康が岩倉城に入り､
  羽柴･徳川双方､楽田と岩倉において対陣するも小競り合いに終わった
1584年10月2日-09:00|日本|富山県氷見市|天正12年8月28日|<朝日山城合戦>越中国の佐々成政は羽柴方の前田
  家臣村井長頼が立て籠もる越中朝日山城を急襲,村井長頼はこれを撃退
1584年10月2日-09:00|日本|福岡県久留米市|天正12年8月28日|大友軍立花道雪･高橋紹運は龍造寺領･城島城､酒
  見･榎津･貝津を掃討
1584年10月4日-09:00|日本|栃木県那須郡那珂川町|天正12年9月|<松野城の戦い>那須資晴は那須に近い佐竹方
  の松野城を攻めたが資晴配下の大屋宗国が討ち死にしたため兵を退く
1584年10月8日-09:00|日本|福岡県八女市|天正12年9月5日|大友軍立花道雪･高橋紹運が龍造寺領･筑後猫尾城を
  攻略し黒木家永は自害
1584年10月12日-09:00|日本|京都府福知山市|天正12年9月9日|<死去>丹波福知山城･近江坂本城3万2000石｢杉原
  家次｣⇒杉原長房が家督継承
1584年10月13日-09:00|日本|石川県羽咋郡宝達志水町|天正12年9月10日|<末森城の戦い>佐々成政は､能登末森
  城を総攻撃/末森城将奥村永福･千秋範昌らの篭城軍1,500人が篭城戦を展開/前田方の城代土肥次茂(土肥親真
  の弟)が討死するなど､落城寸前にまで追い込まれる/前田利家は兵2,500人を率いて今浜まで進軍
1584年10月13日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正12年9月10日|大友軍立花道雪･高橋紹運が田尻鑑種の鷹尾城を
  降伏攻落
1584年10月14日-09:00|日本|愛媛県南宇和郡愛南町|天正12年9月11日|土佐長宗我部家臣久武親直が伊予深田の
  城を攻略
1584年10月14日-09:00|日本|福岡県八女市|天正12年9月11日|(8日~)大友軍立花道雪･高橋紹運が蒲池鎮運の山
  下城や谷川城･辺春城･兼松城･山崎城を降伏攻落
1584年10月14日-03:00|日本|石川県羽咋郡宝達志水町|天正12年9月11日|<末森城の戦い>未明､前田利家が隠密
  行動で佐々勢の哨戒線を突破し､佐々軍を背後から襲う奇襲作戦を敢行/佐々勢主力は大損害を被り総崩れ
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1584年10月17日-09:00|日本|熊本県菊池市|天正12年9月14日|肥後･隈府城(隈部親永)が人質を出して島津に服
  従
1584年10月18日-09:00|日本|三重県津市|天正12年9月15日|<戸木城の戦い>伊勢戸木城に篭っていた木造具政ら
  織田軍が蒲生氏郷ら羽柴軍と合戦を行い､羽柴軍が勝利,戸木城を攻略
1584年10月23日-09:00|日本|茨城県牛久市|天正12年9月20日|多賀谷重経が河内郡牛久城主岡見中務少輔保完を
  破って攻略
1584年10月30日-09:00|日本|熊本県|天正12年9月27日|龍造寺政家､肥後を島津義久に渡して和睦
1584年10月30日-09:00|日本|長野県木曽郡南木曽町|天正12年9月27日|<妻籠城の戦い>徳川家康方の菅沼定利､
  保科正直､諏訪頼忠が木曽谷の妻籠城に攻め寄せたが､木曾義昌の重臣山村良勝がこれを撃退
1584年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾀﾙｰｶ伯ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~15880504没)
1584年11月3日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|天正12年10月|<加増>若狭高浜17000石｢堀尾吉晴(可晴)｣⇒2万
  石(⇒天正13(1585)年､若狭国佐垣2万石)
1584年11月3日-09:00|日本|三重県|天正12年10月|<任命>伊賀国守護｢脇坂安治｣(⇒天正13(1585)年5月､摂津国
  能勢郡1万石)
1584年11月3日-09:00|日本|山形県米沢市|天正12年10月|<交替>出羽米沢領主｢伊達輝宗｣隠居⇒｢伊達政宗｣家督
  継承(⇒天正17(1589)年会津黒川城)
1584年11月5日-09:00|日本|福岡県久留米市|天正12年10月3日|大友軍立花道雪･高橋紹運は高良山に引揚げ軍勢
  を転じて久留米城･安武城を攻落
1584年11月5日-09:00|日本|福岡県筑後市|天正12年10月3日|大友軍立花道雪･高橋紹運は西牟田城を攻落
1584年11月5日-09:00|日本|福岡県豊前市|天正12年10月3日|大友軍立花道雪･高橋紹運は吉木城を攻落
1584年11月8日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正12年10月6日|<死去>陸奥黒川領主｢蘆名盛隆｣側近の大庭三
  左衛門に殺害され(黒川城の変)⇒子の｢蘆名亀王丸｣が継ぐ(~天正14年11月21日(15861231)死去)
1584年11月9日-09:00|日本|滋賀県東近江市|天正12年10月7日|堀秀政､近江国百済寺の本堂を再建
1584年11月16日-09:00|日本|大阪府豊能郡能勢町|天正12年10月14日|<枳根之宮合戦>塩川国満は能勢頼次の主
  要の城である地黄城､田尻城をその日のうちに落城させた
1584年11月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ｴｰﾘﾋ2世｣
1584年11月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ﾕﾘｳｽ｣ｴｰﾘﾋ2世の従甥(~15890303死去)
1584年11月21日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正12年10月19日|<第一次伊予黒瀬城の戦い>長宗我部元親が西園
  寺公広の黒瀬城を落とし､南伊予を平定
1584年11月21日-09:00|日本|山形県天童市|天正12年10月19日|最上義光が天童城を攻略し最上･村山郡を支配下
  に置く/天童頼久は仙台に逃亡
1584年11月28日-09:00|日本|富山県下新川郡朝日町|天正12年10月26日|<越中宮崎城合戦>上杉景勝,越中境要害
  を攻撃､佐々軍に勝利
1584年11月30日-09:00|日本|福岡県八女市|天正12年10月28日|<善導寺の戦い>大友軍立花道雪･高橋紹運は草野
  鎮永の発心岳城を攻め鎮永偽降の謀で数人の重臣を失った
1584年12月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ﾀｲ|  |||ﾋﾞﾙﾏのﾅﾝﾀﾞﾊﾟｲﾝ王がﾀｲへ侵入
1584年12月2日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正12年11月|三河国蒜生社飛滝宮の拝殿が建立される
1584年12月2日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|天正12年11月|平松広忠､三河国花本村若宮八幡社の社殿を再
  興
1584年12月2日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正12年11月|土佐長宗我部勢が伊予延尾城などを攻略
1584年12月2日-09:00|日本|福島県耶麻郡北塩原村|天正12年11月|伊達政宗が蘆名領へ侵攻､檜原湖の北側にあ
  る穴沢氏の戸山城を攻略
1584年12月6日-09:00|日本|兵庫県川西市|天正12年11月5日|三草山清山砦を守っていた塩川国良は能勢軍の反
  撃にあって討ち死に/主が留守の能勢軍も必死の抵抗をみせたが､大勢は能勢軍の敗北
1584年12月16日-09:00|日本|兵庫県加西市|天正12年11月15日|羽柴秀吉は､勝手に戦を仕掛けた塩川国満に激怒
  し､池田輝政らに討滅を命じ山下城を取り囲んだ/若干の戦闘はあったようだが､秀吉の許しが難しいとさとっ
  た国満は山下城を開城し､切腹
1584年12月16日-09:00|日本|三重県桑名市|天正12年11月15日|<矢田川原会見>羽柴秀吉が伊勢矢田川原で織田
  信雄と会見し､和議を結ぶ/北伊勢四郡を織田信雄に返還/尾張犬山城と甲田城を羽柴秀吉に割譲
1584年12月22日-09:00|日本|愛知県|天正12年11月21日|大義名分がなくなった家康も講和に応じ､戦いが終結/
  和睦の条件として家康は次男の於義伊(於義丸)(11歳/後の結城秀康)を大坂へ送り､秀吉の養子となる
1584年12月27日-09:00|日本|福島県耶麻郡北塩原村|天正12年11月26日|伊達政宗が穴沢氏の岩山城を攻略
1584年12月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,私立の銀行を廃し公立銀行を設立
1584年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||｢旧教派｣のｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘやｼｬﾙﾙ1世･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ枢機卿)代理､ｽﾍﾟｲ
  ﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ2世の代理の密議を経て､この日ﾊﾟﾘの東郊外で｢ｼﾞｮﾜﾝｳﾞｨﾙ条約｣が結ばれる/｢新教派｣のﾅｳﾞｧﾙ王ｱﾝﾘの
  ﾌﾗﾝｽ王位継承は認めない.ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世の後継者はｼｬﾙﾙ1世･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ枢機卿)とすることを決定.ｽﾍﾟｲ
  ﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ2世､｢旧教同盟｣への援助を約束
1585年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣
1585年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏｳﾗﾅ･ﾊﾟﾇﾝﾊﾞﾊﾝ･ﾕｽﾌ｣病死
1585年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞｲﾕﾝ｣(~15890628死去)
1585年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国4代｢ﾏｳﾗﾅ･ﾑﾊﾏｯﾄﾞ｣(~1596年)
1585年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Datu Salikula｣(~1597年)
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1585年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝでｴﾝｺﾒﾝﾃﾞｰﾛに対する反乱おこる
1585年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<再設立>ﾁﾄﾗﾙ国
1585年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Muhtarram Shah Kator1世｣
1585年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣
1585年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾚｵﾝ｣(~1588年)
1585年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｷﾙﾏｰﾆ｣(1回目~1587年)
1585年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｵｰｻ･ｲﾏｰﾑ国ｲﾏｰﾑ｢sabraddin Adan｣(~1613年)
1585年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Dawra｣(~1587年)
1585年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<建国>ﾙﾊﾞ王国
1585年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾘﾄﾞﾜﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｵｸｸｻﾞﾃﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1586
  年)
1585年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾃﾞﾌﾀｰﾀﾞｰ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1587年)
1585年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾗﾏｻﾞﾝﾊﾟｼｬ｣(~1589年)
1585年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾎﾗﾝﾄ州､ｾﾞｰﾗﾝﾄ州､ﾕﾄﾚﾋﾄ州､ｵｰﾌｧｰｱｲｾﾙ州総督ｵﾗﾆｴ公ﾏｳﾘｯﾂ[
  ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世の次男](~16250423死去57歳)
1585年-01:00|ｱﾌﾘｶ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝の総督ｱﾘｰ･ﾍﾞｲが東ｱﾌﾘｶ沿岸一帯を略奪
1585年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞのｽﾃｳﾞｨﾝが｢十分の一｣を出版しﾖｰﾛｯﾊﾟでは始めてとなる10進法の小数表記を導
  入
1585年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国のﾑﾗｯﾄ･ﾚｲｽ提督が一時的にﾗﾝｻﾛｰﾃ島を占領
1585年 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｷﾞﾚﾝ･ﾁｬﾊﾟﾛ｣(~1590年)
1585年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾘｵ･ｾﾌﾟﾙﾍﾞﾀﾞ｣(1回目~1587年)
1585年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ﾍﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮﾙﾃｶ州市長｢ﾙｰｶｽ･ﾋﾟﾝﾄ･ｸｱﾄﾞﾗｰﾄﾞ｣
  (~1588年)
1585年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||ﾄﾞｲﾂのｶﾄﾘｯｸ圏とｽｲｽでｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦が採用される
1585年1月1日-09:00|日本|愛知県新城市|天正12年12月|三河国新城城の奥平信昌､同国十二所社の社殿を建立
1585年1月1日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正12年12月|<移転>信濃諏訪城｢諏訪頼忠｣⇒信濃金子城(⇒天正18(1
  590)年､武蔵奈良梨12000石へ転封)
1585年1月12日-09:00|日本|京都府京都市|天正12年12月12日|<退任>関白｢一条内基｣
1585年1月12日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正12年12月12日|北条氏照､下野藤岡城を攻略
1585年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣
1585年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣(~16160929死去)
1585年1月25日-09:00|日本|群馬県太田市|天正12年12月25日|北条氏照､由良国繁の金山城を攻略/由良国繁は桐
  生城へ移る
1585年1月25日-09:00|日本|群馬県館林市|天正12年12月25日|北条氏照､長尾顕長の館林城を攻略/長尾顕長は足
  利城へ移る
1585年1月26日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正12年12月26日|丹波亀山領主｢羽柴秀勝｣､毛利輝元養女(内藤氏)
  と婚儀
1585年1月31日-09:00|日本|石川県金沢市|天正13年|前田利家が前田家の祈願所として金沢城付近に妙立寺創建
  (石川県金沢市､1643年移転､忍者寺)
1585年1月31日-09:00|日本|京都府福知山市|天正13年|<拝領>丹波福知山城31000石｢小野木重勝｣羽柴秀吉家臣
1585年1月31日-09:00|日本|  ||天正13年1月|毛利氏と羽柴､宇喜多両氏の国分交渉が決着/毛利氏は備前､美作､
  伯耆東三郡､備中河辺川以東を割譲するも､備中松山､伯耆八橋城の領有は認められる
1585年1月31日-09:00|日本|愛媛県|天正13年1月|伊予守護･河野通直:長宗我部元親に降伏/長宗我部元親は伊予
  を制圧し､四国全土を統一
1585年1月31日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正13年1月1日|<死去>下野唐沢山領主｢佐野宗綱｣足利岩井山城を攻
  めたが鉄砲で射殺される⇒養子の｢佐野(北条)氏忠｣が継ぐ(~天正18(1590)年失領)
1585年2月11日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正13年1月12日|<加増移封>尾張犬山城2万石｢加藤光泰｣羽柴秀吉家
  臣⇒美濃大垣城主4万石(同時に蔵入地2万石の管理も任されていた)(~天正13年)
1585年2月11日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正13年1月12日|<移封>美濃大垣｢池田輝政｣⇒美濃岐阜10万石
1585年2月11日-09:00|日本|滋賀県|天正13年1月12日|<拝領>近江佐倉3万石｢池田長吉｣(~慶長5年因幡鳥取へ)
1585年3月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｴﾙﾀﾝ｣(~1586年没)
1585年3月13日-09:00|日本|京都府京都市|天正13年2月12日|<就任>関白｢二条昭実｣(~7月11日)
1585年3月16日-09:00|日本|熊本県人吉市|天正13年2月15日|<死去>肥後人吉領主｢相良忠房｣⇒弟の｢相良頼房｣
  が継ぐ(⇒天正15(1587)年4月23日豊臣秀吉により肥後人吉･球磨一郡22100石安)
1585年3月19日-09:00|日本|  ||天正13年2月18日|小早川秀包､安芸国への下国に際し羽柴秀吉より河内国内に1
  万石を宛行われる
1585年3月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢旧教派｣のｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘ､｢新教派｣に対抗し､｢第8次ﾌﾗﾝｽ宗教戦争｣を始める(～1
  598年)/北ﾌﾗﾝｽの諸都市を占領/初めにﾒﾙｸｰﾙ公を標的に進軍しｱﾝｼﾞｪで降伏を受け入れた/その後､ﾒﾙｸｰﾙ公はﾊﾝ
  ｶﾞﾘｰへ亡命
1585年3月22日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正13年2月21日|北条氏直が下野に侵入､佐野氏と太田和下津原(三
  鴨)で戦う
1585年3月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/日本|  ||天正13年2月22日|天正遣欧使節がﾛｰﾏのﾊﾞﾁｶﾝ宮殿帝王の間で､教皇ｸﾞﾚｺﾞ
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  ﾘｳｽ13世に拝謁
1585年3月25日-09:00|日本|富山県小矢部市|天正13年2月24日|前田利家､佐々成政の蓮沼城を攻略し焼き払った
1585年3月31日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|天正13年3月|秋月の兵､立花城を攻めるも戸次統虎これを撃退
1585年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾎﾞﾈｯﾄ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣｢ｼﾞｵ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1585年4月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ﾊﾟﾗｼﾌ｣(~5.20)
1585年4月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第226代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ13世｣83歳(誕生15020101)暦法改革を行った
1585年4月15日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸのﾋﾟﾙﾃﾝ領有権がﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに売却された
1585年4月18日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年3月19日|<所領安堵>信濃上田38000石｢真田昌幸｣/秀吉から(
  ~慶長5年改易)
1585年4月19日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正13年3月20日|羽柴秀吉先発隊として羽柴秀次が3万騎を従え大坂
  城を出発し､貝塚に到着
1585年4月19日-09:00|日本|和歌山県岩出市|天正13年3月20日|羽柴秀長が二万余騎を率いて紀伊根来坂本で根
  来衆･雑賀太田左近･粉河三池法印らと激突
1585年4月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾞﾝﾀﾞﾝｹﾞﾝはﾃﾞﾝﾏｰｸからﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに売却
1585年4月20日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正13年3月21日|<千石堀城の戦い(和泉国)>根来衆の前線拠点であ
  る千石堀城を攻撃.根来衆の鉄砲攻撃により秀吉軍は被害を出すが､筒井隊と伊賀衆が火矢攻撃を行うと城内
  の火薬庫に引火､城を炎上させる
1585年4月20日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正13年3月21日|<澤城の戦い>沢城を高山重友･中川秀政が攻撃し､
  落城させる
1585年4月20日-09:00|日本|東京都中野区|天正13年3月21日|行春､黄金仏を本尊として新井山梅照院薬王寺(新
  井薬師)創建(中野区)<真言宗豊山派>
1585年4月20日-09:00|日本|和歌山県日高郡日高川町|天正13年3月21日|<坂ﾉ瀬合戦>玉置一族と湯川勢が坂ノ瀬
  で合戦,敗れた玉置氏は城を落とされ没落
1585年4月20日 11:00|日本|大阪府貝塚市|天正13年3月21日|夜､畠中城の紀州勢も城に火を放ち退却
1585年4月21日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正13年3月22日|(21日夕刻~)細川忠興､蒲生氏郷らが和泉積善寺城
  を開城させる
1585年4月21日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正13年3月22日|有田郡の国人白樫氏に誘われて上方勢に寝返
  った雑賀荘の岡衆が同じ雑賀の湊衆を銃撃し､雑賀は大混乱に陥った/土橋平丞は長宗我部元親を頼って船で
  土佐へ逃亡し､湊衆も船で脱出しようとしたが､人が乗りすぎて沈没する船が出るなどして大勢の死者が出た
1585年4月22日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正13年3月23日|西端の沢城でも羽柴方中村一氏に本丸に追い詰め
  られた城兵は投降開城/和泉の紀州側城砦群は全て陥落
1585年4月22日-09:00|日本|和歌山県岩出市|天正13年3月23日|羽柴秀吉軍が根来寺に向かう/寺に残っていた僧
  侶は逃亡し根来寺はほぼ無抵抗で制圧された/夜根来寺は出火して炎上し､本堂､多宝塔(大塔)や南大門など一
  部を残して灰燼に帰した
1585年4月23日-09:00|日本|和歌山県有田郡有田川町|天正13年3月24日|仙石秀久､中村一氏､小西行長が鳥屋城
  を攻撃落城させる
1585年4月23日-09:00|日本|和歌山県有田市|天正13年3月24日|仙石秀久､中村一氏､小西行長が畠山貞政の本拠
  岩室城も落城させる
1585年4月23日-09:00|日本|和歌山県紀の川市|天正13年3月24日|羽柴秀吉､紀伊国雑賀に侵攻し一揆首領である
  土橋平之丞の居城を陥落/羽柴秀吉が粉川寺を攻略し粉河寺自焼
1585年4月23日-09:00|日本|和歌山県御坊市|天正13年3月24日|(23日~)日高郡でも上方勢が来襲し､湯河直春は
  防ぎ難いとみて小松原の居館も亀山城も自焼して逃れ､伯父の湯河教春の守る泊城へ後退
1585年4月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第227代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｸｽﾄｩｽ5世｣(~15900827死去)
1585年4月24日-09:00|日本|栃木県矢板市|天正13年3月25日|<薄葉ヶ原の戦い(下野国)>那須家は宇都宮国綱と
  薄葉ヶ原で戦闘/宇都宮勢国綱は退却/那須資晴は手薄であった宇都宮属城の泉城､山田城､宇都野城､乙畑城､
  鷲宿城などを攻め落とし川崎城に迫ったが落とすことは出来なかった
1585年4月24日-09:00|日本|和歌山県有田市|天正13年3月25日|(23日~)上方勢は畠山氏の支城鳥屋城を攻め落と
  し､さらに本拠の岩室城も陥落して畠山貞政は敗走
1585年4月24日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正13年3月25日|雑賀荘は上方勢により占領されたが､太田左近
  宗正を大将になおも地侍ら5,000人が日前国懸神宮にほど近い宮郷の太田城に籠城/鉄砲戦で秀吉方51名討ち
  死に
1585年4月26日-09:00|日本|青森県青森市|天正13年3月27日|大浦為信､陸奥外ヶ浜の油川城･蓬田城･横内城を落
  とす
1585年4月26日-09:00|日本|栃木県芳賀郡益子町|天正13年3月27日|水谷正村に攻められ羽石盛長の田野城落城
1585年4月27日-09:00|日本|徳島県鳴門市|天正13年3月28日|仙石秀久･杉若無心が泊城を占拠/田辺に入ってき
  た上方勢3,000余人は同地の神社仏閣をことごとく焼き払い､その所領を没収
1585年4月30日-09:00|日本|青森県黒石市|天正13年4月|陸奥･南部信直､東政勝に浅瀬石城(大浦為信)を攻めさ
  せるが､撃退された
1585年4月30日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正13年4月|大坂城天守閣が完成
1585年4月30日-09:00|日本|和歌山県田辺市|天正13年4月1日|仙石秀久らは潮見峠において湯河勢の反撃を受け
  ､退却/杉若無心勢も三宝寺河原で山本勢に敗れ､討伐戦は頓挫
1585年5月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督代行｢ﾔﾉｽ･ｷﾞｯﾂｨ｣(~15881208)
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1585年5月3日-09:00|日本|青森県黒石市|天正13年4月4日|<浅瀬石城の戦い>南部信直が東政勝を攻手として300
  0の軍勢で浅瀬石城を攻撃してきたものの撃退
1585年5月7日-09:00|日本|石川県白山市|天正13年4月8日|前田利家が越中鳥越城攻略の為､金沢城を出陣するも
  ､攻略はならず
1585年5月7日-09:00|日本|三重県松阪市|天正13年4月8日|羽柴秀長､筒井順慶らが南伊勢の松ヶ島城を占領
1585年5月8日-09:00|日本|愛知県日進市|天正13年4月9日|<岩崎城の戦い(尾張国)>夜明け､秀吉軍の池田恒興が
  信雄方の岩崎城(城主丹羽氏重)を攻撃､占領.丹羽氏重は討死
1585年5月8日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正13年4月9日|<太田城水攻め(和泉国)>太田城水攻めのための
  堤防の一部が切れ､寄手の宇喜多秀家勢に多数の溺死者が出た/攻城側は直ちに堤防の修復にかかり､13日まで
  には修理を完了させた
1585年5月8日-04:00|日本|愛知県長久手市|天正13年4月9日|夜明け､家康本隊は東を大きく迂回し､色金山へ入
  る/水野忠重､丹羽氏次､大須賀康高､榊原康政が出陣､白山林で休息中の羽柴秀次を攻撃､秀次隊は壊滅/救援に
  戻った堀秀政は檜ヶ根付近で榊原康政隊と交戦､勝利となるが堀秀政は徳川軍が追撃していたことを知り､北
  へ退却/岩崎城の池田恒興､森長可も徳川軍の急襲を知り､撤退開始.撤退中の長久手で池田･森隊の前に家康･
  信雄本隊が現れ狭い谷合いの鴉ｹ廻間で対峙
1585年5月8日 05:00|日本|愛知県長久手市|天正13年4月9日|14時､井伊直政隊の鉄砲攻撃を受け､森長可が戦死.
  池田恒興､長男の池田元助も討ち捕られ､池田･森隊は壊滅(次男の池田輝政は戦場を離脱して逃れる)
1585年5月12日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年4月13日|<尼ヶ淵城合戦>真田昌幸､上杉軍に勝利
1585年5月12日-09:00|日本|和歌山県新宮市|天正13年4月13日|<本領安堵>紀伊新宮2万7千石｢堀内氏善｣羽柴秀
  吉に降伏
1585年5月15日-09:00|日本|福井県|天正13年4月16日|<死去>越前国･若狭国･加賀国2郡123万石｢丹羽長秀｣51歳､
  羽柴秀吉の天下取りにうまく利用されていたことに腹を立て､さらには持病が悪化したため切腹⇒長子｢丹羽
  長重｣家督継承(⇒閏8月､若狭1国15万に減封)
1585年5月18日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正13年4月19日|佐竹義重が下野国鹿沼城主壬生義雄を攻める
1585年5月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐｰﾆｱ2世ﾀｰｷｯｼｭ｣(2回目~1591年5月)
1585年5月21日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正13年4月22日|(3月24日~)<第二次太田城の戦い(和泉国)>紀
  伊一揆衆､一揆首謀者53人の首級を差し出し降伏/羽柴秀吉､紀伊一揆衆に勝利/紀伊平定
1585年5月25日-09:00|日本|香川県高松市|天正13年4月26日|<讃岐喜岡城の戦い>羽柴秀吉の四国征伐の一隊(宇
  喜多秀家ら7将の兵)の攻撃を受け手兵100人余と香西氏派遣の唐人弾正,片山志摩の率いる兵,合わせてわずか
  200をもって勇敢に戦ったが衆寡敵しがたく城兵一人残らず討死
1585年5月27日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正13年4月28日|佐竹義重/宇都宮国綱､北条氏直と鹿沼羽地宝山に
  て戦う
1585年5月29日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢盧守慎｣(~15880624)
1585年5月29日-09:00|日本|大阪府豊能郡能勢町|天正13年5月|<移封>伊賀上野｢脇坂安治｣⇒摂津能勢1万石
1585年5月29日-09:00|日本|富山県小矢部市|天正13年5月|<今石動城の戦い>佐々成政配下の越中国守山城主神
  保氏張･同木舟城主佐々平左衛門･同井波城主前野勝長によって攻められ城下に放火されるも前田秀継と子の
  利秀の活躍によって撃退される
1585年5月29日-09:00|日本|和歌山県|天正13年5月|<拝領>紀州･和泉64万石｢羽柴秀長｣(⇒閏8月紀伊･河内･大和
  国100万石)/和歌山城(和歌山県)築城開始
1585年5月29日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正13年5月|<移封>但馬竹田1万石｢桑山重晴｣⇒紀伊和歌山(城
  代)3万石(~慶長元(1596)年5月11日隠居)
1585年5月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦5月19日|ｽﾍﾟｲﾝのﾌｪﾘﾍﾟ2世が､ｽﾍﾟｲﾝの港に停泊するｲｷﾞﾘｽ船の拿
  捕を命令/ｲｷﾞﾘｽへの宣戦布告となる
1585年5月31日-09:00|日本|福島県耶麻郡北塩原村|天正13年5月3日|伊達政宗が､芦名領の摩耶郡檜原に侵攻
1585年6月2日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正13年5月5日|象耳泉奘(68)､筒井順慶の母の志願により南都伝香寺
  を再興
1585年6月3日-09:00|日本|岐阜県羽島市|天正13年5月6日|秀吉軍が加賀野井城(城主信雄家臣加賀井重望)を占
  領
1585年6月4日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正13年5月7日|<死去>下総佐倉領主｢(下総千葉氏第28代)千葉邦胤｣2
  9歳､家臣に暗殺される(第2次千葉の変)⇒子の｢(北条氏政の七男)千葉直重｣が継ぐ(~天正18(1590)年失領)/邦
  胤の嫡男重胤は人質として小田原に入り千葉氏が正式に北条の家臣となった
1585年6月5日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|天正13年5月8日|<移封>岸和田｢中村一氏｣→近江水口6万石(⇒天正18(
  1590)年7月駿河府中14万石)
1585年6月5日-09:00|日本|長野県須坂市|天正13年5月8日|真田昌幸の調略により上杉家を離反した高井郡福島
  城の須田信正が､上杉景勝の命により川中島海津城代の上條氏に成敗される
1585年6月8日-09:00|日本|宮城県東松島市|天正13年5月11日|<関柴合戦>(8日~)伊達政宗が南進､大塩城(蘆名亀
  王丸)を攻めるが敗北
1585年6月11日-09:00|日本|福島県耶麻郡北塩原村|天正13年5月14日|<関柴合戦(陸奥国)>関柴館主松本輔弘が
  伊達氏に内応すると､伊達政宗は原田宗時等を派兵し､自身も檜原方面から侵攻.関柴軍は蘆名軍に松本輔弘が
  討ち取られるなど大敗/しかし､伊達政宗の本隊が到着すると､蘆名軍は劣勢となり､穴沢俊恒､俊光父子は自害
  へと追い込まれた
1585年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣
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1585年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼｬﾙﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣(~15950813死去)
1585年6月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<制定>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王領ﾄﾞﾝﾀﾞﾝｹﾞﾝ
1585年6月17日-09:00|日本|青森県南津軽郡田舎館村|天正13年5月20日|大浦為信､千徳政武の籠もる陸奥田舎館
  城を攻略し､津軽地方から南部勢力を一掃す
1585年6月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣
1585年6月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼｬﾙﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=ﾇﾑｰﾙ｣(~15950813死去)
1585年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣
1585年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣先代の子(~16321105死去)
1585年6月23日-09:00|日本|群馬県太田市|天正13年5月26日|金山城｢由良国繁｣北条氏に降伏し､桐生に退去
1585年6月29日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|天正13年6月2日|<拝領>若狭高浜19800石｢山内一豊｣(~天正13
  年近江長浜へ)
1585年6月30日-09:00|日本|滋賀県高島市|天正13年6月3日|<拝領>近江高島郡2万3千石｢生駒政親｣
1585年7月7日-09:00|日本|岐阜県羽島市|天正13年6月10日|<竹ヶ鼻城の水攻め(尾張国)>竹ヶ鼻城が降伏､開城
1585年7月8日-09:00|日本|香川県高松市|天正13年6月11日|<第二次十河城の戦い(讃岐国)>攻撃が続いていた阿
  波三好家の十河城(城主十河存保)を落城させる.十河存保と十河存之は大坂へ逃れ､秀吉に仕える
1585年7月13日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正13年6月16日|<蟹江城合戦(尾張国)>秀吉方についた滝川
  一益と九鬼嘉隆が信雄方の蟹江城､下市場城､前田城を占領
1585年7月13日-09:00|日本|兵庫県洲本市|天正13年6月16日|羽柴秀長率いる大和･和泉･紀伊の軍勢3万は堺から
  船出し､海路洲本に至る/羽柴秀次率いる摂津･近江･丹波の兵3万は明石から淡路へ渡り､両軍は福良で合流し
  て大小800余艘の船団で阿波の土佐泊へ上陸
1585年7月16日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正13年6月19日|下市場城が降伏開城､織田･徳川勢が城を奪
  還
1585年7月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾘ3世は渋々ながらﾇﾑｰﾙ勅令を発し､ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの礼拝禁止と改宗に応じない者
  の国外追放を強いる弾圧政策と､ﾅﾊﾞﾗ王ｱﾝﾘの王位継承権無効を宣言/教皇ｼｸｽﾄｩｽ5世もこれに応じて､ﾅﾊﾞﾗ王ｱﾝ
  ﾘのﾅﾊﾞﾗ王位とﾌﾗﾝｽ王位継承権の剥奪を宣言
1585年7月20日-09:00|日本|愛知県名古屋市中川区|天正13年6月23日|前田城が降伏開城､織田･徳川勢が城を奪
  還
1585年7月21日-09:00|日本|富山県氷見市|天正13年6月24日|<阿尾城の戦い>高岡の守山城の神保氏が阿尾城を
  攻めるが苦戦するものの村井長頼の活躍により撃退
1585年7月24日-09:00|日本|愛媛県今治市|天正13年6月27日|小早川隆景､吉川･宍戸･福原など毛利氏の軍を率い
  て伊予の今張浦(今治市)に渡る
1585年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾛｰﾘ卿が北米ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱのﾛｱﾉｰｸ島に最初の植民団を送る
1585年7月27日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正13年7月|<拝領>丹波亀山5万石｢前田玄以｣(⇒慶長5(1600)年本領
  安堵)
1585年7月27日-09:00|日本|熊本県宇城市|天正13年7月|肥後阿蘇勢が島津方の花之山城を攻略
1585年7月27日-09:00|日本|福井県三方郡美浜町|天正13年7月|<移封>若狭高浜2万石｢堀尾吉晴(可晴)｣⇒若狭国
  佐垣2万石(⇒同年閏8月､近江国佐和山4万石)
1585年7月27日-09:00|日本|三重県松阪市|天正13年7月|<改名>伊勢松ヶ島領主｢蒲生賦秀｣⇒｢蒲生氏郷｣
1585年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾗｯｾﾙ｣
1585年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾗｯｾﾙ｣先代の孫(~16270503死去)
1585年7月28日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月2日|午前~午後,小早川隆景の軍が､垣生･郷･庄内の諸
  砦､神社仏閣を焼き払い､藤田山城守義雄の守る岡崎城を攻略;<丸山城の戦い>小早川隆景は､高尾城の支城丸
  山城を包囲/高尾城主金子元宅は敵状視察を兼ねて30余騎を出動させたが敗走/丸山城の守将黒川広隆は戦わ
  ずして降伏､隆景に城を明け渡し,小早川勢の嚮導役を命じられ､金子城･高尾城攻めに参加
1585年7月29日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天正13年7月3日|<蟹江城合戦(尾張国)>蟹江城が降伏開城､織
  田･徳川勢が城を奪還/敗れた九鬼嘉隆は舟で退却､これを信雄が大舟で追撃.滝川一益もかろうじて脱出､伊勢
  へ退去
1585年7月29日 04:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月3日|<天正の陣(伊予国)金子城の戦い>午後､土佐の援
  軍片岡光綱の一隊が金子城に到着し小早川隆景･吉川元長軍を撃退
1585年7月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第87代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾆｺﾛ･ﾀﾞ･ﾎﾟﾝﾃ｣
1585年8月1日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月6日|<天正の陣(伊予国)金子城の戦い>吉川元長が天神
  山から磯浦越え､名古城､御代島城､王子山砦を陥れ､一宮社を焼く/小早川隆景･吉川元長軍の将宍戸元秀､高築
  砦を焼く.金子城城兵は尾尻川(内堀)の西に退却
1585年8月2日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年7月7日|真田配下となった室賀正武は密かに家康の命令を受
  け､真田昌幸の暗殺を企て上田城を訪れる.真田昌幸は計画を察知し､室賀正武を斬殺
1585年8月2日 04:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月7日|<天正の陣(伊予国)金子城の戦い>午後,小早川隆景
  ･吉川元長軍による総攻撃も金子城表口は落ちず.城方土佐援軍の将片岡光綱討死
1585年8月3日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月8日|<陣張谷･伏谷の戦>吉川元長､金子城側面を攻めん
  として御茶屋谷方面を攻めるも敗退
1585年8月3日-09:00|日本|徳島県鳴門市|天正13年7月8日|<第二次阿波木津城の戦い>木津城(東条関兵衛)は羽
  柴秀長軍の昼夜に渡る攻撃と蜂須賀正勝により水の手も断たれ落城
1585年8月4日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月9日|<天正の陣(伊予国)金子城の戦い>小早川隆景･吉川
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  元長軍は引き続き金子城西方御茶屋谷を攻めるが城方の大勝
1585年8月4日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|天正13年7月9日|毛利氏の四国出兵に乗じて､伯耆羽衣石城の南
  条元続軍が西伯耆の吉川氏領に侵攻し香原山城を攻略
1585年8月5日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄﾊﾞﾊﾗ族との関係を回復したMartim Leitaoの部隊がふたたび出撃､ﾎﾟﾃｨｸﾞｱﾗ
  族の二度にわたる待ち伏せ攻撃を撃破し､Jaguaribe 川方面に進出/ﾌｨﾘﾍﾟｲｱ砦(現ﾎｱﾝ･ﾍﾟｿｱ)を建設
1585年8月5日-09:00|日本|愛媛県西条市|天正13年7月10日|小早川の調略に乗った宇野識弘が寝返り桑村郡にて
  毛利軍進軍の露払いを行い数名を討ち取る
1585年8月6日-09:00|日本|京都府京都市|天正13年7月11日|<就任>関白｢羽柴秀吉｣(前関白近衛前久の養子にな
  り､近衛の本姓藤原を名乗る､~天正19(1591)年12月27日)
1585年8月6日-09:00|日本|京都府京都市|天正13年7月11日|<退任>関白｢二条昭実｣
1585年8月7日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月12日|<天正の陣(伊予国)高尾城の戦い>毛利軍は高尾城
  攻撃を開始.城内の兵も立ち向かい､双方に多数の戦死者を出した
1585年8月9日-09:00|日本|愛媛県西条市|天正13年7月14日|毛利軍により､丸山城(黒川広隆)降伏開城
1585年8月9日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|天正13年7月14日|<河原山城の戦い(伯耆国)>(9日~)伯耆羽衣石
  城の南条元続支援の行松氏が西伯耆の吉川氏領に侵攻し福頼左衛門尉元秀の守る汗入郡の河原山城を攻撃落
  城させた/吉川元春は弟の毛利元康を出兵させただちにこれを回復/行松氏は成果を挙げられないまま羽衣石
  城へ退却
1585年8月9日 09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月14日|<天正の陣(伊予国)金子城の戦い>午後6時,金子城
  落城/守将金子元春以下動けるものは御茶屋谷より落ち､残る将は自刃
1585年8月10日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年7月15日|北信濃上田城の真田昌幸が徳川家康と手切れ､越後
  の上杉景勝と結び小県･吾妻･利根の三郡を安堵される/真田昌幸､真田信繁を人質として上杉家に送る
1585年8月10日-09:00|日本|長野県小諸市|天正13年7月15日|小諸城の祢津昌綱が真田に降る.これにより小県郡
  の大半を支配下に置く
1585年8月10日 09:00|日本|徳島県阿南市|天正13年7月15日|<阿波牛岐城の戦い>阿波牛岐城の香宗我部親泰が
  城を破棄して土佐へ退いた
1585年8月12日-09:00|日本|愛媛県西条市|天正13年7月17日|<天正の陣(伊予国)高尾城の戦い>金子元宅は自ら
  高尾城に火を放ち､城外の野々市原に600余の兵と討って出た/長宗我部軍の援軍200を含めた800余の金子軍と
  毛利軍の両軍入り乱れた最終決戦が行われ､金子元宅はじめ金子方の武将は戦死､毛利軍の勝利に終わった
1585年8月13日-09:00|日本|愛媛県西条市|天正13年7月18日|<伊予高峠城の戦い>高峠城(高外木城)落城
1585年8月14日-09:00|日本|徳島県阿南市|天正13年7月19日|<牛岐城の戦い>秀次軍が牛岐城を攻略
1585年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾋﾟｴﾙﾙｲｰｼﾞ･ﾀﾞ･ﾊﾟﾚｽﾄﾘｰﾅ《ｵｯﾌｪﾙﾄﾘｳﾑ｢ﾏﾘｱは天に昇らされたま
  いぬ｣》
1585年8月16日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月21日|新居郡金子村の一宮神社､毛利･金子両氏の兵火
  により焼失
1585年8月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍が､ｱﾝﾄﾌｪﾙﾍﾞﾝを占拠
1585年8月17日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|天正13年7月22日|毛利軍､花房隊や新居郡の残兵が籠る金子本城へ
  北谷口より総攻めし落城
1585年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第88代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾊﾟｽｸｱｰﾚ･ﾁｺｰﾆｬ｣(~1595年)
1585年8月20日-09:00|日本|高知県|天正13年7月25日|長宗我部元親が羽柴秀長の提示した講和条件を受け入れ､
  実子二人を人質として提出して降伏/羽柴秀吉(総大将は羽柴秀長)､長曾我部元親に勝利し四国平定
1585年8月20日-09:00|日本|徳島県徳島市|天正13年7月25日|<阿波一宮城の戦い>羽柴秀長が長宗我部元親の家
  臣谷忠澄の守る一宮城を攻め、開城させる
1585年8月20日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正13年7月25日|<阿波脇城の戦い>長宗我部親吉が羽柴秀次の軍に
  屈して降伏、開城/親吉は土佐に帰る途中で土豪の待ち伏せに逢い戦死;<阿波岩倉城の戦い>羽柴秀次が黒田
  孝高(官兵衛),宇喜多秀家ら備前･播磨勢と合流した後に比江山親興の籠る岩倉城を攻めて落城させた
1585年8月25日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正13年8月|下野の宇都宮国綱が､佐竹氏らの支援によって多気山
  城を築き､本拠を移す
1585年8月26日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年8月2日|<上田城の戦い>徳川家康が甲斐信濃に配置していた
  大久保忠世･鳥居元忠･平岩親吉･柴田康忠等に上田城を攻撃させたが昌幸の巧妙な作戦に敗走
1585年8月30日-09:00|日本|愛媛県|天正13年8月6日|<拝領>伊予35万石｢小早川隆景｣(湯築城,一部に小早川秀包
  )(~天正15(1587)年6月7日筑前･筑後･肥前1郡37万石)
1585年8月30日-09:00|日本|愛媛県|天正13年8月6日|<拝領>伊予中予和気郡2万3000石｢安国寺恵瓊｣毛利家の外
  交僧(⇒天正15年6月7日6万石に加増)
1585年8月30日-09:00|日本|愛媛県今治市|天正13年8月6日|<所領安堵>伊予中予風早郡1万4000石｢来島通総｣村
  上水軍(通総の兄得居通幸にも3000石)(~慶長2年9月16日(15971026)朝鮮で戦死)
1585年8月30日-09:00|日本|愛媛県四国中央市|天正13年8月6日|<伊予仏殿城の戦い>吉川元長軍は宇摩郡へ侵攻
  ,仏殿城(川之江城)を無欠開城
1585年8月30日-09:00|日本|香川県|天正13年8月6日|<加増転封>淡路5万石｢仙石秀久｣⇒讃岐1国10万石(聖通寺
  城)(~翌年12月改易)
1585年8月30日-09:00|日本|香川県小豆郡小豆島町|天正13年8月6日|<拝領>播磨塩飽諸島･小豆島･室津など瀬戸
  内東部2万石｢小西行長｣(~天正16(1588)年肥後半国24万石)
1585年8月30日-09:00|日本|香川県高松市|天正13年8月6日|<所領安堵>讃岐十河城3万石｢十河存保｣旧領(~天正1
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  4年12月12日(15870120)戦死滅亡)
1585年8月30日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正13年8月6日|<拝領>美濃大垣城｢羽柴秀長｣(~天正13年)
1585年8月30日-09:00|日本|高知県|天正13年8月6日|<所領安堵>土佐一国10万石｢長宗我部元親｣阿波･讃岐･伊予
  を割譲(~慶長4(1599)年5月19日死去)
1585年8月30日-09:00|日本|徳島県|天正13年8月6日|<移封>播磨龍野｢蜂須賀家政｣→阿波徳島17万5700石(⇒慶
  長5(1600)年所領安堵)
1585年8月30日-09:00|日本|徳島県徳島市|天正13年8月6日|<移封>播磨置塩城1万石｢赤松則房｣(所領安堵)⇒阿
  波住吉1万石(~慶長3年7月17日(15980818)死去)
1585年8月30日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|天正13年8月6日|<移封>摂津国能勢郡1万石｢脇坂安治｣⇒大和
  国高取20000石(⇒10月淡路洲本3万石)
1585年8月30日-09:00|日本|兵庫県明石市|天正13年8月6日|<加増移封>摂津高槻城主｢高山右近｣⇒播磨国明石郡
  6万石(船上城)(~天正15(1587)年6月19日改易)
1585年8月30日-09:00|日本|兵庫県朝来市|天正13年8月6日|<拝領>但馬竹田2万2千石｢赤松広英(斎村政広)｣(~慶
  長5年10月28日(16001203)自害滅亡)
1585年8月30日-09:00|日本|兵庫県養父市|天正13年8月6日|<拝領>但馬八木1万5千石｢別所重棟｣(~天正19年6月6
  日(15910726)死去)
1585年8月30日-09:00|日本|和歌山県日高郡美浜町|天正13年8月6日|<拝領>紀伊入山1万石｢青木一矩｣(~翌年8月
  旧領である越前国大野郡に移封)
1585年9月4日-09:00|日本|熊本県阿蘇市|天正13年8月11日|肥後｢阿蘇惟光｣が薩摩島津氏に降伏滅亡
1585年9月4日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正13年8月11日|<死去>大和郡山城主｢筒井順慶｣36歳⇒｢筒井定
  次｣が嗣ぐ(⇒閏8月18日､伊賀一国12万石･伊勢国内5万石･山城国内3万石の計20万石)
1585年9月6日-09:00|日本|熊本県宇城市|天正13年8月13日|肥後阿蘇勢甲斐親直が島津方の花之山城を攻略
1585年9月7日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正13年8月14日|羽柴秀吉は金森長近に命じて飛騨国主･三木自綱を
  高堂城に攻め降伏させる
1585年9月12日-09:00|日本|熊本県|天正13年8月19日|肥後の阿蘇惟光は島津義久の侵攻を受けて領地を追われ
  降伏
1585年9月13日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正13年8月20日|飛騨松倉領主｢姉小路頼綱｣羽柴秀吉に降伏滅亡
1585年9月13日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正13年8月20日|羽柴秀吉の命で越前･金森長近父子が飛騨の姉小路
  氏･松倉城を攻略し飛騨を平定
1585年9月14日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正13年8月下旬|<第二次伊予黒瀬城の戦い>黒瀬城(西園寺公広)は
  羽柴軍･小早川隆景に無条件降伏,所領安堵される
1585年9月21日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正13年8月28日|下野の宇都宮国綱が､佐竹氏らの支援によって多
  気山城を築き､宇都宮城から多気山城に居城を移転
1585年9月22日-09:00|日本|富山県富山市|天正13年8月29日|<富山の役>羽柴秀吉率いる大軍が佐々成政が立て
  籠もる越中国富山城を包囲し､降伏させた/羽柴秀吉､佐々成政に越中新川郡を除く全ての所領を没収
1585年9月23日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|天正13年8月30日|顕如､大坂天満本願寺に移転(羽柴秀吉が5月に
  寺地を寄進)
1585年9月24日-09:00|日本|岐阜県|天正13年閏8月1日|<拝領>美濃国内1万石｢太田宗隆｣羽柴秀吉の直臣(⇒文禄
  2(1593)年閏9月､豊後国大野郡5万3200石加増し豊後臼杵城主6万5000石となる)
1585年9月24日-09:00|日本|富山県高岡市|天正13年閏8月1日|<拝領>越中三郡(守山城)32万石｢前田利長｣(⇒慶
  長2(1597)年10月富山城に移る)
1585年9月24日-09:00|日本|富山県富山市|天正13年閏8月1日|<削封>越中新川一郡のみ｢佐々成政｣(⇒天正15(15
  87)年7月肥後一国)
1585年9月24日-09:00|日本|福井県|天正13年閏8月1日|<拝領>越前国内1万石｢上田重安｣羽柴秀吉に直仕(⇒慶長
  15(1600)年､→浅野家臣1万2千石)
1585年9月25日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年閏8月2日|<第一次上田合戦(信濃国)>徳川軍鳥居元忠､大久
  保忠世らが上田城の真田昌幸を攻撃/昌幸は城外へ討って出た後退却し､徳川軍を城内へ侵入させ伏兵攻撃,退
  却する徳川軍に砥石城から信幸が追撃を加え､神川の増水で徳川軍は多くの溺死者を出す
1585年9月26日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年閏8月3日|<第一次上田合戦(信濃国)>真田昌幸､徳川軍に丸
  子城を攻められるが､落ちず
1585年9月28日-09:00|日本|富山県富山市|天正13年閏8月5日|羽柴秀吉､富山城を破却
1585年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｴﾙﾍﾞﾝﾄﾞｸﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1586年)
1585年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1585年10月3日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正13年閏8月10日|<移封>摂津茨木｢中川秀成｣⇒播磨三木城12万石(
  ~文禄2(1593)年11月19日豊後66000石)
1585年10月6日-09:00|日本|石川県小松市|天正13年閏8月13日|<拝領>加賀国能美郡6万6000石｢村上頼勝｣小松城
  (⇒慶長3(1598)年4月越後本庄城9万石)
1585年10月6日-09:00|日本|熊本県下益城郡美里町|天正13年閏8月13日|島津･相良連合軍の前に堅志田城､花の
  山城は相次いで陥落､甲斐親英は剃髪して降伏
1585年10月6日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正13年閏8月13日|<加増移封>若狭高浜1万7千石｢堀尾吉晴(可晴)｣
  →近江佐和山4万石(~天正18(1590)年7月遠江浜松へ)
1585年10月6日-09:00|日本|福井県|天正13年閏8月13日|<拝領>越前国内2万石｢青山宗勝｣(⇒慶長3(1598)年､越
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  前丸岡4万6000石)
1585年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｴﾛﾙ伯｢ｱﾝﾄﾞﾙｰ･ﾍｲ｣
1585年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｴﾛﾙ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲ｣(~16310716死去)
1585年10月8日-09:00|日本|熊本県上益城郡御船町|天正13年閏8月15日|甲斐親乗が肥後御船城を退去
1585年10月9日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正13年閏8月16日|小早川隆景､喜多郡に入って大津(のち大洲)･曽
  根城を陥れる
1585年10月9日-09:00|日本|熊本県熊本市|天正13年閏8月16日|隈庄城は開城.隈庄城へは伊集院忠棟が入った
1585年10月11日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|天正13年閏8月18日|<拝領>飛騨一国3万8700石｢金森長近｣(⇒慶長5(
  1600)年､美濃国武儀郡(上有知･関)18000石と河内国金田3000石を加増)
1585年10月11日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正13年閏8月18日|<加増移封>紀伊･和泉｢羽柴秀長｣⇒大和･紀
  伊･和泉三国100万石(郡山城)(~天正19年1月22日(15910215)死去)
1585年10月11日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正13年閏8月18日|<移封>播磨三木｢前野長康｣⇒出石5万3千石
1585年10月11日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正13年閏8月18日|<移封>某所1万石｢明石則実｣⇒但馬豊岡2万2000
  石
1585年10月11日-09:00|日本|福井県越前市|天正13年閏8月18日|<拝領>越前国府中12万石｢木村重茲｣(⇒文禄2(1
  5939年閏9月､山城淀18万石)
1585年10月11日-09:00|日本|福井県小浜市|天正13年閏8月18日|<減封>越前国･若狭国･加賀国2郡123万石｢丹羽
  長重｣⇒若狭小浜15万石(⇒天正15(1587)年､加賀松任4万石)
1585年10月11日-09:00|日本|福井県福井市|天正13年閏8月18日|<加増転封>近江肥田｢長谷川秀一｣⇒越前東郷11
  万石
1585年10月11日-09:00|日本|福井県福井市|天正13年閏8月18日|<転封>近江佐和山｢堀秀政｣⇒越前北ﾉ庄18万石(
  ~天正18(1590)年5月27日死去)
1585年10月11日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正13年閏8月18日|<移封>大和郡山｢筒井定次｣⇒伊賀上野9万5千石
  (~慶長13年家中紊乱により改易)松倉重信と島清興は筒井定次と共に伊賀に移転
1585年10月15日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正13年閏8月22日|<拝領>美濃大垣城30000石｢一柳直末｣(~天正17(
  1589)年軽海西城6万石に転封)
1585年10月15日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正13年閏8月22日|<拝領>近江八幡43万石｢羽柴秀次｣/八幡山
  山頂に八幡城築城開始(⇒天正18(1590)年尾張国清洲城)
1585年10月15日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正13年閏8月22日|<移封>若狭高浜｢山内一豊｣⇒近江長浜2万石(~
  天正18年遠江掛川へ)
1585年10月15日-09:00|日本|兵庫県明石市|天正13年閏8月22日|<移封>高槻4万石｢高山右近｣→明石6万石(⇒天
  正15年改易)
1585年10月17日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾋﾞｼﾞｬﾏﾝﾘｹ侯爵ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾏﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ｣(~15900
  126没)
1585年10月20日-09:00|日本|熊本県|天正13年閏8月27日|阿蘇氏は島津氏に降伏
1585年10月20日-09:00|日本|福島県二本松市|天正13年閏8月27日|<小手森城合戦>伊達政宗､大内領の小手森城
  を攻撃､大内家部将菊池顕綱に勝利/菊池顕綱は討死/城兵･女子合わせて約800人を撫で斬り/大内定綱は居城
  の小浜城を捨て､畠山氏の二本松城へ逃亡､その後蘆名氏に頼る/小浜城が伊達領となる
1585年10月21日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年閏8月28日|<第一次上田合戦(信濃国)>(2日~)徳川勢が信濃
  上田城を攻撃するも真田昌幸に退けられる
1585年10月24日-09:00|日本|新潟県阿賀野市|天正13年9月2日|梅津伝兵衛は水原城に火を放ち､混乱の中で剣持
  市兵衛､梅津宗三は新発田城に退却して水原城は落城
1585年10月25日-09:00|日本|熊本県菊池郡菊陽町|天正13年9月3日|今石城が石原吉利が島津軍に徹底抗戦した
  末に玉砕､今石城の西に位置する竹迫城も陥落/前年の戦いで高森惟居が奪回していた岩尾･長野･南郷･下田の
  諸城も島津勢の侵攻を恐れて次々と開城する有様だった
1585年10月25日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正13年9月3日|<拝領>大和国添下郡4万8千石｢羽田正親｣小泉
  城
1585年10月25日-09:00|日本|和歌山県紀の川市|天正13年9月3日|<拝領>紀州粉河1万石｢藤堂高虎｣紀州攻め､四
  国攻めの功により5百4千石加増
1585年10月26日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正13年9月4日|<除封>美濃大垣4万石｢加藤光泰｣蔵入地2万石を自
  身の給人地としたために
1585年10月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|天正13年9月5日|<伊予湯築城の戦い>河野通直の湯築城が攻囲され
  小早川隆景の薦めにより開城し通直は道後の町に蟄居
1585年10月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|天正13年9月5日|<失領>伊予国湯築城主｢河野通直｣
1585年10月29日-09:00|日本|熊本県合志市|天正13年9月7日|島津氏は肥後に出ていた島津忠平(義弘)が合志城
  を攻めて合志親重を追放
1585年10月30日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正13年9月8日|<森下合戦>北条氏邦が沼田を攻撃し森下城が落城
1585年10月31日-09:00|日本|  ||天正13年9月9日|羽柴秀吉､豊臣姓を賜姓
1585年10月31日-09:00|日本|石川県羽咋郡宝達志水町|天正13年9月9日|<末森城の戦い(能登国)>越中の佐々成
  政が織田･徳川方につき､加賀の前田領へ侵攻､末森城を攻撃/前田利家は金沢城から援軍に向かい佐々成政を
  攻撃
1585年11月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ﾒｼ･ﾊﾟｼｬ｣(~15860414)
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1585年11月2日-09:00|日本|石川県羽咋郡宝達志水町|天正13年9月11日|佐々成政は敗北し退却
1585年11月3日-09:00|日本|福岡県みやま市|天正13年9月12日|島津氏は筑後に入って堀切城を陥れた
1585年11月4日-09:00|日本|熊本県上益城郡益城町|天正13年9月13日|島津軍の攻勢で御船城の北にある赤井城(
  木山弾正)陥落
1585年11月4日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天正13年9月13日|高橋紹運の子の統増が守っていた筑前宝満城は
  筑紫広門に攻められて陥落し統増は岩屋に逃れる
1585年11月5日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾎﾟﾝﾄｩｽ､ﾌﾘﾍｯﾚ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾞﾙﾃﾞｨ｣
1585年11月7日-09:00|日本|三重県津市|天正13年9月16日|秀吉方の武将蒲生氏郷によって織田信雄の城である
  伊勢国戸木城(家臣木造氏)が攻略
1585年11月8日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙｿﾝ･ｵｸｾﾝｽﾃｨｴﾅ｣(~1588年)
1585年11月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾌﾞﾛｰｼﾞｵ･ﾃﾞｨ･ﾈｸﾞﾛ｣(~15871113)
1585年11月10日-09:00|日本|熊本県上益城郡益城町|天正13年9月19日|島津軍の攻勢で御船城の北にある木山城
  (木山紹宅)陥落/木山城の東にある津森城も陥落
1585年11月15日-09:00|日本|和歌山県|天正13年9月24日|榎峠の合戦で湯川直春勢は敗れて山中へ引き籠った
1585年11月16日-09:00|日本|福島県二本松市|天正13年9月25日|伊達政宗が塩松城を攻略し大内定綱を追う
1585年11月16日-09:00|日本|福島県本宮市|天正13年9月25日|小浜城ののど元である岩角城が片倉景綱･伊達成
  実･白石宗実･桜田元親の軍勢に攻め落とされる
1585年11月17日-09:00|日本|福島県二本松市|天正13年9月26日|大内定綱､出羽小浜城を放棄.伊達政宗､入城
1585年11月20日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正13年9月29日|<沼田城合戦>北条勢が真田の沼田城を攻めるが上
  杉の援軍を得た城代矢沢頼綱らの勇戦により失敗
1585年11月21日-09:00|日本|和歌山県|天正13年9月30日|湯河直春は再度攻勢に出て､討伐に当たった杉若無心･
  桑山重晴･美藤(尾藤)下野守らは苦戦を強いられた/結局上方勢は湯河氏らを攻め滅ぼすことはできず､和議を
  結び湯河氏らの本領を安堵
1585年11月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Tristao Vaz da Veiga｣(~15910821)
1585年11月22日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|天正13年10月|<拝領>大和高取1万5千石｢本多利久｣(⇒慶長5(
  1600)年25000石に加増)
1585年11月22日-09:00|日本|兵庫県洲本市|天正13年10月|<加増移封>大和国高取20000石｢脇坂安治｣⇒淡路洲本
  33000石(⇒慶長5(1600)年所領安堵)
1585年11月27日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正13年10月6日|<死去>陸奥国蘆名氏18代当主｢蘆名盛隆｣(二
  階堂盛義の長男)､黒川城(会津若松城)で家臣大庭三左衛門に暗殺される(24歳)
1585年11月28日-09:00|日本|福島県二本松市|天正13年10月7日|<二本松城合戦>二本松義継(畠山氏の庶流/二本
  松氏第十四代当主)が伊達政宗と田村清顕に攻められ降伏
1585年11月29日-09:00|日本|福島県二本松市|天正13年10月8日|<粟ﾉ巣の変(陸奥国)>陸奥二本松城主畠山義継､
  伊達輝宗を捕らえ乱戦により義継･輝宗死す/畠山国王丸が家督継承
1585年12月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾕﾄﾚﾋﾄ同盟の要請によりﾚｽﾀｰ伯の軍隊をｵﾗﾝﾀﾞに派遣
1585年12月4日-09:00|日本|三重県伊勢市|天正13年10月13日|伊勢神宮の正遷宮が行われる
1585年12月5日-09:00|日本|福島県相馬市|天正13年10月14日|佐竹方､陸奥中村城を攻略
1585年12月6日-09:00|日本|福島県二本松市|天正13年10月15日|<二本松城の戦い>伊達政宗と畠山国王丸が戦い
  国王丸が勝利
1585年12月8日-09:00|日本|長野県上田市|天正13年10月17日|真田昌幸､羽柴秀吉に臣従を誓う/軍事支援の約束
  を得る
1586年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾄﾞｩﾏｸ国(中部ｼﾞｬﾜ北岸で勢力を誇ったｲｽﾗﾑ教国)ｱﾃﾞｨｳﾞｨｼﾞｬﾔの死後､ﾊﾟｼﾞｬﾝ王家は
  ﾏﾀﾗｰﾑ王国の始祖ｾｰﾅﾊﾟﾃｨに簒奪される
1586年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Nur)君主｢Jahangir3世｣(~1593年)
1586年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ｿﾌｨｱ･ｵﾚｶｲﾃｨｽ｣(~1612年)分割された領土を統合相続
1586年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊｻﾝ･ｱｶﾞ｣(~1587年)
1586年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾅｳﾞｧｼﾞｪﾛ｣(~1588年)
1586年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｽﾞｱｰﾈ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1588年)
1586年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾕｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~1587
  年)
1586年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾎﾙﾍ･ﾃｯﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1589年)
1586年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｵｽﾏﾝ朝守備隊が反乱をおこし､総督を監禁
1586年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｴﾙﾀﾝ｣
1586年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾃﾞﾘ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ3世ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1588年)
1586年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾉﾘｽ卿｣(~1587年1月)
1586年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Gil Annes da Costa｣(~1591年)
1586年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾓｰﾄﾝ伯･8代ｱﾝｶﾞｽ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~15880804死去)
1586年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Francisco Fernandes de Figueiredo｣(~15
  87年)
1586年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Alvaro de Acosta｣(~1589年)
1586年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Lyder Augustinsson｣(~1587年)
1586年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆｮ･ﾘﾍﾞｲﾛ･ﾊﾟﾁｪｺ｣⇒｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾛｲｽ･ｺｳ
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  ﾁｰﾆｮ｣(~1594年)
1586年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲｷﾞﾘｽの海賊ｷｬﾍﾞﾝﾃﾞｨｯｼｭがﾍﾟﾙｰ副王領を荒らす
1586年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ﾓﾛｯｺ|  |||ﾗﾝｻﾛｰﾃ島のﾓﾛｯｺの占領(~1586年)
1586年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官代行｢ｱﾘｱｶﾞ｣(~1587年)
1586年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｽﾘﾑ｣⇒｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾒﾙｶﾄﾞ｣(~1591年)
1586年1月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Duarte Pereire de Sampaio｣(~1589年
  )
1586年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｱｰﾗｳﾞｨｰﾄﾞｩ朝)国王｢ｳﾞｪﾝｶﾀ2世｣(~1614.10死去)
1586年1月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞを襲撃.ｼﾏﾛﾝの協力を得て奪取に成功
1586年1月2日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正13年11月13日|徳川家の重臣石川数正､岡崎から突如秀吉の元に出
  奔
1586年1月6日-09:00|日本|福島県本宮市|天正13年11月17日|<人取橋の戦い>)伊達政宗は､安達太良川を渡って
  南方の観音堂山に布陣/佐竹および南奥諸大名の連合軍は､伊達本陣をめがけて北進を開始し､瀬戸川(阿武隈
  川支流)に架かる人取橋付近で両軍が激突/戦闘は連合軍の一方的な攻勢に終始し伊達軍は潰走､政宗は辛うじ
  て本宮城に逃れた/夜､佐竹軍は撤退
1586年1月9日-09:00|日本|新潟県新潟市|天正13年11月20日|護摩堂城主･宮島三河守が新潟津に押し寄せ､新発
  田綱之を騙まし討ち/船団は沼垂城に向かい沼垂城も落城
1586年1月10日-09:00|日本|  ||天正13年11月21日|羽柴秀吉､徳川家康の次男於義丸を養子にすることで家康と
  和睦
1586年1月18日 14:00|日本|  ||天正13年11月29日|<天正地震>夜の亥の下刻(23時ごろ)に起きたﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.8
  前後という大地震/白川村保木脇､帰雲山の山麓にあった帰雲城が､この日の大地震による大規模な山崩れのた
  め､白川谷の人家300余戸と共に倒壊･埋没し､城主内ヶ嶋氏理以下1500余人が犠牲になった/主な被害はこのほ
  かに､越中礪波郡木船城も9m陥没し崩壊､城主夫妻以下多数の人々が死亡､美濃大垣城では城が崩壊して火災が
  起き､城中残らず焼失､城下町での倒壊家屋も多数あった
1586年1月22日-09:00|日本|長野県伊那市|天正13年12月3日|信濃･小笠原貞慶､家康と絶ち､保科正直を伊那郡高
  遠に攻めるが,父保科正俊が鉾持除の戦いで退けた
1586年1月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾙｰｶｽ･ｸﾗﾅｯﾊ(子)､ﾄﾞｲﾂの画家(生年1515年)
1586年1月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ総督･総司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣(~15871217)
1586年1月27日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|天正13年12月8日|那須資晴(大関高増)､千本資俊･資政父子を滝
  寺にて謀殺
1586年1月29日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正13年12月10日|<死去>丹波国亀山城｢羽柴秀勝｣18歳(織田信長の4
  男､羽柴秀吉の養子)病没(誕生:永禄11(1568)年)⇒｢豊臣秀勝｣が継ぐ(~天正15(1587)年改易)
1586年2月4日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾗﾃﾞｯﾁ･ｾﾞﾑﾁｪｲ｣
1586年2月4日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝﾌｨ･ﾊﾞﾗﾆｬｳﾞｧｰﾘ･ｴｽ･ｷｱｿﾆ
  ﾌｧﾙｳﾞｨ｣(1回目~9.4)
1586年2月7日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正13年12月19日|(15日~)北条氏直が宇都宮城下に侵攻し､宇都宮
  大明神や神宮寺を焼き払い引き払う
1586年2月9日-09:00|日本|茨城県結城市|天正13年12月21日|20日から北条氏直が結城城を攻めたが退散
1586年2月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｱｳｸﾞｽﾄ｣
1586年2月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ1世｣(~15910925死去)
1586年2月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ･ｶｼﾞﾐｰﾙ｣(~1633年)
1586年2月11日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞを出発したﾄﾞﾚｲｸ,ｶﾙﾀﾍﾅを襲撃.攻略に成功
1586年2月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･端泰1年|大越莫朝･端泰と改元(~15880127)
1586年2月19日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|天正14年|<移封>近江高島郡2万3千石｢生駒親正｣⇒伊勢神戸3万石⇒
  同年､播磨赤穂6万石(⇒翌年8月讃岐一国17万3千石)
1586年2月19日-09:00|日本|山形県米沢市|天正14年|伊達政宗が出羽に覚範寺を創建
1586年2月19日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正14年|高野山金剛峰寺金堂できる
1586年2月19日-09:00|日本|大阪府|天正14年1月|<拝領>和泉8万石｢石川数正｣(⇒天正18(1590)年､信濃国松本10
  万石)
1586年2月19日-09:00|日本|山形県|天正14年春|大宝寺氏が治める庄内地方で内乱が発生､当主大宝寺義興と最
  上方となっていた大宝寺家臣の東禅寺義長が交戦/最上義光は東禅寺義長を支援､庄内北部の飽海郡を占領
1586年2月19日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正14年1月1日|<彦間合戦>北条派の長尾顕長､佐竹派の佐野宗綱(31
  下野唐沢山城主)に勝利/佐野宗綱は討死
1586年2月20日-09:00|日本|大阪府|天正14年1月2日|<拝領>和泉8万石｢石川数正｣
1586年3月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾞﾚｰｸ船長,ﾌﾛﾘﾀﾞのｻﾝﾄ･ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝを占領
1586年3月13日-09:00|日本|熊本県阿蘇郡高森町|天正14年1月23日|島津軍､肥後･阿蘇高森城(高森惟居は討死)
  を攻略し､肥後平定
1586年3月27日-09:00|日本|  ||天正14年2月8日|羽柴秀吉が徳川家康と和睦
1586年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱｽｶﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1586年4月13日-09:00|日本|茨城県鹿嶋市|天正14年2月25日|常陸の鹿島通晴が一族の貞信､清秀兄弟によって打
  倒される/同時に国分氏当主胤政が下総矢作城に復帰
1586年4月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾆｼﾞｪﾘ･ｼﾔﾌﾞｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~15880415)
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1586年4月21日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･ﾙﾊﾝ｣(2回目~1589
  0331)
1586年4月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正14年3月4日|宇喜多次郎九郎他5人､千人斬り事件(1月~)の下手人
  として大坂で処刑
1586年4月22日-09:00|日本|福岡県宗像市|天正14年3月4日|<死去>筑前蔦ヶ岳領主｢宗像氏貞｣改易
1586年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾗﾘｺｽﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~15870222)
1586年5月3日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正14年3月15日|<壬生藤井合戦>佐竹･宇都宮勢､壬生本領の
  藤井､壬生､羽生田を攻める/北条氏直､壬生氏救援のため､那須資晴とともに出兵,反北条の佐野､皆川氏を降伏
  させる
1586年5月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾓﾗﾚｽ､ｽﾍﾟｲﾝの画家(生年1510年)
1586年5月23日-09:00|日本|長崎県佐世保市|天正14年4月5日|大村､有馬､有田､波多の連合軍は､井手平城を攻め
  落とす
1586年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ卿｣(⇒15870729大法官~15951003死
  去)
1586年6月1日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｱﾙﾊﾞｰﾀｽ･ﾗﾄﾞﾋﾞﾗ｣(~15920713)
1586年6月6日-09:00|日本|長崎県佐世保市|天正14年4月19日|大村純忠､有馬義純､宗義智､波多信時､有田盛ら攻
  撃を受けた広田城合戦において肥前平戸領主｢松浦鎮信｣これらの軍勢を退けた
1586年6月9日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正14年4月22日|<下野鹿沼合戦>北条氏直､佐竹･宇都宮連合を圧倒し
  壬生氏を支援
1586年6月12日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正14年4月25日|猪俣邦憲､上野仙人ヶ岩屋を攻略
1586年6月17日-09:00|日本|徳島県徳島市|天正14年5月|蜂須賀家政､阿波･渭津を改称し徳島とし､自身の本拠も
  移す
1586年6月18日-09:00|日本|秋田県横手市|天正14年5月2日|<有屋峠の戦い(出羽国)>小野寺義道は鮭延典膳の反
  旗により失った最上地方の旧領(金山&真室川)を奪還するために挙兵
1586年6月20日-09:00|日本|  ||天正14年5月4日|羽柴秀吉が､ｲｴｽﾞｽ会によるｷﾘｽﾄ教の布教許可状を発給
1586年6月24日 01:00|日本|山形県最上郡金山町|天正14年5月8日|<有屋峠の戦い>午前10時頃､小野寺･最上両軍
  は有屋峠にて遭遇/両軍は共に敵を難所に引き付けるべく膠着状態に陥ると､道為は鉄砲の名手を30人ばかり
  選抜し､大木の間から最上勢を狙い撃ちにし､最上勢7～8騎を討取った/挑発に乗った最上勢は､細い道を進ん
  だため､小野寺勢は両側から弓や鉄砲で打ち掛け､最上勢は大損害､最上勢の先陣である金山与三左衛門は撤退
  を命じ､この日の損害は小野寺勢の戦死者38人に対し､最上勢の戦死者は1,000人を越えた
1586年6月27日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正14年5月中旬|北條勢が､下野皆川城を攻撃し､城主皆川広照はこ
  れに屈服して講和を結ぶ
1586年6月28日-03:00|日本|山形県最上郡金山町|天正14年5月12日|<有屋峠の戦い>早朝に最上勢は800騎をもっ
  て小野寺勢と激突/鮭延秀綱は精鋭100人を選び､大木の上から鉄砲で小野寺勢を狙い撃ちにした/この日の小
  野寺氏の戦死者は500人を数えた/この損害により､義道は八口内に兵を残し､横手に帰陣/これに対し､義康も
  鮭延秀綱と金山与三左衛門に兵を預けて山形へ帰陣/この合戦は両者の痛み分けという結果で終了
1586年6月30日-09:00|日本|静岡県静岡市|天正14年5月14日|徳川家康(45)と羽柴秀吉の妹旭姫(44)と結婚
1586年7月8日-09:00|日本|徳島県|天正14年5月22日|<死去>阿波国｢蜂須賀正勝(小六)｣61歳(誕生:大永6(1526))
1586年7月11日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正14年5月25日|<沼田城合戦>真田､北条軍が沼田城を攻撃するが撃
  退
1586年7月30日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正14年6月14日|上杉景勝が大坂城で羽柴秀吉に謁見し臣下
  の礼を取る
1586年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦8月4日|ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世の暗殺とﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭﾜｰﾄ即位の陰謀を計画したﾊﾞﾋﾞﾝﾄﾝ
  が逮捕される/ﾒｱﾘは絶体絶命に追込まれる
1586年8月15日-09:00|日本|徳島県徳島市|天正14年7月|蜂須賀家政､阿波渭津を改称し徳島とし､自身の本拠も
  移す
1586年8月20日-09:00|日本|福岡県直方市|天正14年7月6日|<鷹取城の戦い>肥前･鷹取城(筑紫広門)が島津氏の
  攻撃を受け落城/島津家久の家臣川上忠隆､筑紫晴門と相討ち
1586年8月25日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|天正14年7月11日|<勝尾城の戦い>(6日~)肥前国･勝尾城(筑紫広門)が
  島津家久の攻撃を受け落城し以後廃された
1586年8月30日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正14年7月16日|龍松山城に篭った山本主膳守康忠らは降伏し､
  和睦交渉のために訪れた郡山城の藤堂氏館で暗殺された
1586年8月30日-09:00|日本|福島県二本松市|天正14年7月16日|伊達政宗が畠山氏の二本松城を攻撃/二本松勢の
  会津退去を条件に和睦が成立し､二本松城は無血開城,伊達領となる
1586年9月-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝､ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞを占領
1586年9月7日-09:00|日本|京都府京都市|天正14年7月24日|<死去>正親町天皇の第一皇子誠仁親王(35歳)
1586年9月10日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天正14年7月27日|<岩屋城の戦い>(14日~)島津忠長､大友領の筑前･
  岩屋城(高橋紹運)を占領/高橋紹運(39)は自害､城兵全員玉砕/島津氏も多数の将兵を失った
1586年9月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾏ公｢ｵｯﾀｰｳﾞｨｵ･ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ｣61歳
1586年9月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公(ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ家)ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ(~15921203死去47歳)
1586年9月18日-09:00|日本|福岡県大野城市|天正14年8月6日|島津軍が宝満城を攻略
1586年9月19日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正14年8月7日|<移封>越前大野｢金森長近｣⇒飛騨高山6万1千石(⇒
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  慶長5(1600)年美濃国上有知1万8千石･河内国金田3千石を加増)
1586年9月19日-09:00|日本|福井県大野市|天正14年8月7日|<移封>紀伊入山1万石｢青木一矩｣⇒越前国大野郡(~
  天正15(1587)年､播磨国立石城に転封)
1586年9月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾄﾞﾗｽｺﾋﾞｯﾁ･ﾄﾗｺｽﾁｬﾆ｣(~15870131没)
1586年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1586/9/20|ﾊﾞﾋﾞﾝﾄﾝが処刑される/24歳(誕生:1561/11)ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世の暗
  殺を企てた陰謀家
1586年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国がｽﾘｰﾅｶﾞﾙに侵入しｶｼﾐｰﾙを併合
1586年10月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1586年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾙｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1586年10月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ2世｣(~15870615死去)
1586年10月4日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正14年8月22日|<佐野城合戦>北条氏直､佐野城を攻略/北条氏忠､佐
  野氏の家督継承
1586年10月6日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|天正14年8月24日|<立花山城の戦い>島津忠長率いる島津軍が大
  友家配下の立花家当主･立花宗茂が守る筑前･立花山城を包囲/豊臣秀吉配下の毛利軍が豊前の小倉城に進軍し
  止むを得ず島津軍は撤退
1586年10月7日-09:00|日本|福岡県糟屋郡須惠町|天正14年8月25日|<筑前高鳥居城の戦い>立花宗茂が立花山城
  から兵を率いて高鳥居城に留まっていた島津配下の星野鎮胤･鎮元兄弟を討ち取って高鳥居城を攻略
1586年10月8日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正14年8月26日|上杉景勝が､五十公野城下を放火
1586年10月8日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|天正14年8月26日|<豊前小倉城合戦>神田元忠(三浦元忠)率
  いる毛利先遣軍は､豊前門司城を出て島津方の高橋元種の支城豊前小倉城を攻略しようとして進軍したが､大
  里周辺で高橋勢の伏兵に苦しみ､秋月種実の攻撃もあって門司城に引き返した
1586年10月9日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正14年8月27日|矢沢頼綱が北条方の中山城を攻略
1586年10月9日-09:00|日本|福岡県那珂川市|天正14年8月27日|筑紫広門は､秋月家の那珂郡一の岳城を奪回
1586年10月10日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|天正14年8月28日|筑紫広門は､勝尾城を奪回
1586年10月10日-09:00|日本|三重県熊野市|天正14年8月28日|<紀伊北山一揆>熊野から日高郡山地郷にかけての
  山間部で一揆が起こる
1586年10月12日-09:00|日本|福岡県大野城市|天正14年8月30日|<筑前高鳥居城の戦い>立花宗茂がこの日までに
  毛利先遣軍とも連携して島津軍を追い宝満城と実父･紹運が自刃した岩屋城も奪還
1586年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼﾄﾞﾆｰ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの詩人(生年1554年)
1586年10月19日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正14年9月7日|真田昌幸が中山城を奪還
1586年10月20日-09:00|日本|茨城県つくばみらい市|天正14年9月8日|多賀谷重経/梶原政景､小張城を攻略し､只
  越全久が戦死
1586年10月21日-09:00|日本|  ||天正14年9月9日|羽柴秀吉､豊臣姓を賜姓
1586年10月23日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正14年9月11日|徳川家康が､今川館跡地に駿府城を築城､完
  成
1586年10月26日-09:00|日本|和歌山県|天正14年9月14日|<紀伊国一揆>羽柴秀長重臣の伊藤掃部助が一揆軍との
  合戦で配下の兵もろとも討死
1586年10月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ﾖﾊﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ1世｣
1586年10月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ1世｣(~16421125死去)
1586年11月2日-09:00|日本|香川県仲多度郡多度津町|天正14年9月21日|仙石秀久が豊臣秀吉の命で天霧城を攻
  めた/川田六郎左衛門､川田七兵衛､川田小太郎の3兄弟は､三野菊右衛門､木村孫七郎､入江次郎兵衛らと共に殿
  を務め､香川信景父子を無事に土佐へと去らせた/川田小太郎は堀江口で戦死
1586年11月4日-09:00|日本|三重県熊野市|天正14年9月23日|<紀伊国一揆>(8月~)熊野から日高郡山地郷にかけ
  ての一揆は吉川平介らによってほぼ鎮圧された
1586年11月5日-09:00|日本|茨城県つくばみらい市|天正14年9月24日|多賀谷方､足高城を攻めるも､退散
1586年11月10日-09:00|日本|岩手県岩手郡雫石町|天正14年9月29日|奥州斯波氏の雫石御所が南部氏の攻撃で陥
  落
1586年11月14日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉北区|天正14年10月4日|毛利輝元は軍監黒田孝高､叔父の吉川
  元春･小早川隆景をともなって高橋元種の小倉城､賀来氏が守る豊前宇留津城を攻撃/小倉城の城兵は元種の本
  城である豊前香春岳城へと逃亡して陥落､また､豊前馬ヶ岳城､豊前浅川城､筑前剣ヶ岳城がそれぞれ落城して
  毛利勢に帰服
1586年11月19日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正14年10月9日|<死去>陸奥三春領主｢田村清顕｣⇒子の｢田
  村宗顕｣が継ぐ(~天正18(1590)年失領)
1586年12月2日-09:00|日本|大分県豊後大野市|天正14年10月22日|島津義弘が肥後から豊後に侵攻/志賀親次の
  家臣である佐田常任が守る豊後･高城を水の手を断ち切ることで陥落させたのを手始めに,鳥岳城(堀相模守は
  戦死)を攻略
1586年12月3日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年10月23日|島津軍は岡城(志賀親次)を攻めるが撃退
1586年12月3日-09:00|日本|大分県豊後大野市|天正14年10月23日|島津家久軍は豊後松尾城,豊後小牧城を落と
  す
1586年12月4日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年10月24日|島津義弘が豊後･津賀牟礼城(戸次統貞は降伏)･高
  尾城(堀中務は降伏)など大野郡における諸城を攻略/小松尾城･一万田城などは島津氏にしたがい,小牧城など
  が陥落するが,志賀親次の守る岡城のみは島津の大軍の攻撃を受けても陥落しなかった
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1586年12月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ候｢Joachim Ernest｣
1586年12月7日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正14年10月27日|徳川家康が大坂城を訪れて秀吉と会見し､
  臣従を誓う
1586年12月9日-09:00|日本|長崎県五島市|天正14年10月29日|<死去>肥前福江江川領主｢宇久純定｣⇒子の｢宇久
  純尭｣が継ぐ(~天正15年8月26日(15870928)死去)
1586年12月12日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾙﾊﾞｰﾀｽ･ﾗﾄﾞﾋﾞﾗ大元帥｣(~1
  5871227)
1586年12月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｽﾃﾎﾟﾅｽ･ﾊﾞﾄﾗｽ｣兼ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大
  公｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾊﾞﾄﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣
1586年12月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾝﾅ･ﾔｷﾞｪﾛﾝｶ｣(~15960909死去)
1586年12月12日-09:00|日本|兵庫県南あわじ市|天正14年11月2日|<拝領>淡路志知城1万5千石｢加藤嘉明(岸教明
  の子)｣(~文禄2(1593)年伊予松前へ)
1586年12月14日-09:00|日本|大分県佐伯市|天正14年11月4日|<堅田合戦>栂牟礼城の佐伯惟定(惟直の子)が八幡
  山で島津家久軍と野戦/兵力で不利ながらも勝利
1586年12月14日-09:00|日本|福岡県京都郡苅田町|天正14年11月4日|吉川元春は島津方の宮山城を攻略したのち
  小早川隆景とともに高橋元種の支城豊前松山城を攻め落とす
1586年12月15日 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾆ｣(~15880409)
1586年12月17日-09:00|日本|京都府京都市|天正14年11月7日|<譲位>106代｢正親町天皇｣
1586年12月17日-09:00|日本|京都府京都市|天正14年11月7日|<践祚>107代｢後陽成天皇｣(11月25日即位~1611032
  7)
1586年12月17日-09:00|日本|福岡県築上郡築上町|天正14年11月7日|吉川元春･小早川隆景が賀来専慶の守る豊
  前･宇留津城をおとす/城兵千余の首を刎ね､その他非戦闘員も残らず磔に処す
1586年12月25日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正14年11月15日|三河国多米白山社の社殿建立
1586年12月25日-09:00|日本|福岡県北九州市小倉北区|天正14年11月15日|<死去>吉川元春(57毛利元就次男)豊
  前国小倉で病死/吉川元長が家督継承
1586年12月25日-09:00|日本|福岡県京都郡みやこ町|天正14年11月15日|吉川･小早川軍が高橋元種の支城障子岳
  城を攻略
1586年12月31日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正14年11月21日|<死去>陸奥黒川領主｢蘆名亀王丸｣3歳(翌年､
  後継者を佐竹義重の子である白河義広とし蘆名義広と名乗る)
1587年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｰﾀﾞﾙ王国ｼｬｰ｢Qasim Barid Shah2世｣(~1591年)
1587年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｼｬｰ･ｳﾞｧﾘ･ｼﾗｼﾞ｣(~1589年)
1587年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Tayyib｣(~1591年)
1587年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾗ･ﾕｰｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(~1590年､在職中に死去)
1587年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｱｸｾﾙ･ﾚｲｼﾞｮﾝﾌﾌｳﾄﾞ･ｸﾞﾚｰﾌﾞ･ﾗｾﾎﾞﾙｸﾞ｣(~15
  90年)
1587年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾏﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ﾌｧｰﾊｯﾄﾞ｣(~1588年)
1587年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｶﾚﾙ2世｣(~1617年)
1587年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾗ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1588年)
1587年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌｨｰﾘﾌﾟ｣(~15901018死去)
1587年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||英蘭連合軍,ﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺを襲撃
1587年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ1世､ﾏﾝﾄｳﾞｧ公に
1587年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｱﾙｼﾞｪﾘｱに総督を任命
1587年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Isak Guttormsen｣
1587年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Martinho de Ulhoa｣
1587年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Miguel Teles de Moura｣(~1591年死去)
1587年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<制定>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島を一つの植民地に統一
1587年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾍﾞｶﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾚﾛ｣(1回目~
  1594年)
1587年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｶﾙﾃﾞﾅｽ｣(~1596年没)
1587年1月4日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正14年11月25日|羽柴秀次､豊臣姓を下賜
1587年1月9日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月|<駄原城の戦い>豊後･菅迫城の朝倉一玄は留守の火縄の
  計で空城の駄原城を炎上させ,反乱や失火と思って襲いかかって入城してきた島津軍を志賀らとともに包囲し
  壊滅
1587年1月10日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月2日|島津義弘は片ヶ瀬原の北側岡城を望む行灯山の岩
  屋に本陣を置き滑瀬口まで攻め込むが志賀親次は狙撃で是を撃退
1587年1月11日-09:00|日本|  ||天正14年12月3日|豊臣秀吉が､奥両国惣無事令を発し､下野の多賀谷重経､陸奥
  の片倉景綱､白土右馬助らに送る
1587年1月11日-09:00|日本|大分県大分市|天正14年12月3日|<鶴賀城の戦い(豊後国)>島津家久が鶴賀城へ総攻
  撃をかけて宗魚の腹心である佐藤美作守を討ち取る
1587年1月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾝｳｪｲ｣(~15900811)
1587年1月12日-09:00|日本|大分県臼杵市|天正14年12月4日|大友家では戦わずして降伏した柴田紹安居城の星
  河城に対して佐伯惟定を差し向け,佐伯惟定に内応した武将によって星河城は落城し柴田一族は殺戮された/
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  柴田紹安は援軍を送らなかった島津家久を恨み島津に叛旗を翻したがすぐに鎮圧されて殺された
1587年1月12日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正14年12月4日|家康､居城を浜松城から駿府に移す
1587年1月13日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月5日|島津義弘は再度岡城滑瀬口まで攻め込むが志賀親
  次は狙撃で是を撃退
1587年1月14日-09:00|日本|大分県大分市|天正14年12月6日|<鶴賀城の戦い>島津家久は鶴賀城攻撃を開始し､そ
  の日のうちに三の曲輪､二の曲輪を攻め､本曲輪1つをのこすのみとなった
1587年1月18日-09:00|日本|大分県大分市|天正14年12月10日|<鶴賀城の戦い>島津家久は鶴賀城を府内攻めの拠
  点にすべく昼夜を分かたず攻めつづけ､途中宗魚(大友家臣､豊後鶴賀城主)は流れ矢にあたって戦死
1587年1月19日-09:00|日本|福岡県田川郡香春町|天正14年12月11日|<香春岳城の戦い>(11月24日~)吉川勢に20
  日間にわたって猛攻を加えられ豊前･香春岳城の高橋元種が降伏
1587年1月20日-09:00|日本|大分県大分市|天正14年12月12日|<戸次川の戦い>島津家久は鶴賀城の囲みを解いて
  撤退し坂原山に本陣をおいた/豊臣勢軍監仙石秀久は戸次川を強行渡河/島津勢は身を伏せて川を渡り切るの
  をみはからって急襲､虚を衝かれた秀久が敗走､兵の少なくなったところを家久軍主力が寄せた/豊臣方は四国
  勢6,000のうち2,000を失い元親の嫡子長宗我部信親､十河存保などの有力武将を失う大敗/大友氏の戸次統常
  も戦死/長宗我部元親率いる第三陣は合戦に参加できず､先遣隊の敗報を受けて､全ての馬を放置したまま､数
  名の部下と船で伊予の日振島へ退却/軍監である仙石は諸将の軍を差し置いて小倉城に撤退､その後20名の部
  下とともに脱出し妙見で他の兵と合流し､自領の讃岐へ逃げ帰る
1587年1月20日-09:00|日本|大分県大分市|天正14年12月12日|<鶴崎城の戦い>島津軍が豊後･鶴崎城に総攻撃開
  始/落とし穴と鉄砲により島津軍は多くの死傷者を出した/攻防戦が16回ほど繰り返され城側はその都度島津
  兵を撤退へと追い込んだが兵糧が尽き城を預かる鶴崎城主･吉岡統増（鎮興の子）の母である妙林尼は降伏
1587年1月20日-09:00|日本|香川県高松市|天正14年12月12日|<死去廃絶>讃岐十河3万石｢十河存保｣戦死(32歳)
1587年1月21日-09:00|日本|大分県臼杵市|天正14年12月13日|<豊後丹生島城の戦い>島津家久軍は大友義統が放
  棄した府内城を陥落させて､隠居した大友宗麟の守る丹生島城(臼杵城)を包囲/丹生島城はなんとか持ちこた
  えた/その後北上する島津軍は杵築城を攻めたが木付鎮直の激しい抵抗を受け失敗､豊後南部では大友家臣佐
  伯惟定がいったん島津方に奪われた諸城を奪回して後方を遮断/また､志賀親次が島津義弘軍を数度にわたっ
  て破る戦いを展開した
1587年1月30日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月22日|島津義弘本隊の主力を指揮する新納忠元は南山城
  を落とす
1587年1月30日-09:00|日本|香川県綾歌郡宇多津町|天正14年12月22日|<改易>讃岐1国10万石(聖通寺城)｢仙石秀
  久｣戸次川の戦いでの不覚を責められ没収
1587年1月31日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾄﾞﾗｽｺﾋﾞｯﾁ･ﾄﾗｺｽﾁｬﾆ｣
1587年1月31日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝﾌｨ･ﾊﾞﾗﾆｬｳﾞｧｰﾘ ｴｽ･ｷｱｿ
  ﾆﾌｧﾙｳﾞｨ｣(2回目~8.13)
1587年1月31日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月23日|<山野城の戦い>山野城の朽網鑑康(85)が島津義弘
  に攻められ,支城の三船城が落とされ,高齢で采配したのが災いして死亡
1587年2月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｷｬﾍﾞﾝﾃﾞｨｯｼｭ,太平洋に入りﾍﾟﾙｰ各地の港を攻撃
1587年2月1日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月24日|<山野城の戦い>豊後･山野城(朽網城)の朽網鑑康の
  遺児･鎮則が降伏開城/島津義弘が山野城に入る
1587年2月1日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月24日|稲富新助､単独で志賀親次の岡城を落とそうとする
  も､逆に挟撃を受け､敗走
1587年2月1日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月24日|白坂石見守､豊後･笹原目城を攻め城代阿南惟秀を
  降伏させる
1587年2月1日-09:00|日本|香川県丸亀市|天正14年12月24日|<拝領>讃岐丸亀5万石｢尾藤知宣｣豊臣秀吉より(⇒
  翌年7月2日所領没収)
1587年2月5日-09:00|日本|大分県竹田市|天正14年12月28日|豊後･笹原目城では阿南惟秀の謀略にかかって白坂
  石見守が戦死
1587年2月8日-09:00|日本|  ||天正15年|天正通宝(銀銭,銅銭)を鋳造
1587年2月8日-09:00|日本|岐阜県海津市|天正15年|<移封>美濃福束｢市橋長勝｣→美濃今尾1万石(⇒慶長15(1610
  )年伯耆矢橋23000石)
1587年2月8日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|天正15年|北条氏房､武蔵国浄国寺を創建
1587年2月8日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正15年|<拝領>近江国佐和山城2万石｢加藤光泰｣赦免(⇒天正19(1591
  )年3月､甲斐24万石)
1587年2月8日-09:00|日本|群馬県桐生市|天正15年1月|由良国繁･長尾顕長兄弟が佐竹義重に通じ北条氏直に叛
  旗を翻した
1587年2月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦2月8日|<死去>ﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭﾜｰﾄが断頭台で処刑される｡44歳(誕生:15421207
  )｡ﾌﾗﾝｽの王妃､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの女王だった悲劇の女王
1587年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾌﾚﾝｸ･ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~15881128)
1587年3月6日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙﾊﾞﾛ1世ﾆﾐ･ｱ･ﾙｶﾆ
  ･ﾙｱ･ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ｣
1587年3月6日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ2世ﾆﾐ･ｱ･ﾝｶ
  ﾝｶﾞ｣(~16140809没)
1587年3月9日-09:00|日本|大分県佐伯市|天正15年2月|大友家の朝日嶽城､佐伯惟定に奪還される
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1587年3月20日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|天正15年2月12日|<拝領>伊予宇和郡板島丸串城7万石｢戸田勝隆｣
1587年3月26日-09:00|日本|大分県竹田市|天正15年2月18日|(2日~)志賀親次は､日向口より三重に侵入した島津
  家久に奪われていた岡城の砦(支城)､柏野塁､高尾塁､小牧塁を奪回/守将甲斐重尚以下280名をせん滅
1587年3月30日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢大審問院:ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾈｶﾞｽ
  ･ﾃﾞﾙ･ｶﾅﾍﾞﾗﾙ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱﾝｼﾍﾞｲ/ｶﾍﾞｻﾞｽ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ/ﾓﾚﾉ･ﾃﾞ･ﾒﾗ｣(~15890802)
1587年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||この月､ｲｷﾞﾘｽの神学者ｼﾞｮﾝ･ﾌｫｯｸｽ没(誕生:1516)｢教会の活動｣を出版した
1587年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣
1587年4月6日-09:00|日本|大分県竹田市|天正15年2月29日|志賀親次も魚住の崖鬼ヶ城に､1000の兵を三段に配
  置,小渡牟礼の渡しに雑兵16人を瀬踏みさせ､島津軍に渡河場所を教える/島津勢が渡河し鬼ヶ城の坂半腹に至
  るまで志賀勢は音を立てずに潜み､三方(三口)より攻撃､島津軍を撃破首380をあげる/島津義弘は岡城攻撃を
  断念
1587年4月8日-09:00|日本|茨城県日立市|天正15年3月|多賀谷重経は足高城と牛久城の中間に初崎城を築いて両
  城を分断､続いて足高城､板橋城､岩崎城を攻撃/板橋城は開城し城主の月岡玄蕃は人質として多賀谷領に送ら
  れ､岩崎城主の只越尾張守は城兵の助命を条件に切腹
1587年4月10日-09:00|日本|  ||天正15年3月3日|佐竹義重の次男である佐竹義廣が陸奥国会津黒川城主葦名盛
  氏の養子と成って葦名家の跡を継ぎ､蘆名･佐竹同盟が成る
1587年4月10日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正15年3月3日|<就任>陸奥黒川領主｢蘆名義広｣(~天正17(1589)
  年伊達氏に滅ぼされる)
1587年4月10日-09:00|日本|福島県白河市|天正15年3月3日|<再任>白河結城氏｢白河義親｣復帰(~天正18(1590)年
  改易)
1587年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでﾘｱﾙﾄ銀行設立
1587年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1587年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の弟(~15880224死去)
1587年4月15日-09:00|日本|大分県大分市|天正15年3月8日|<鶴崎城の戦い>早朝,豊後･鶴崎城を後にし,薩摩へ
  引き上げて行く島津軍は､乙津川沿いの寺司浜で伏兵に奇襲を受け伊集院久宣と白浜重政が戦死,野村文綱は
  戦傷を負いながらも味方の撤退を助け後にこれがもとで日向で命を落とした
1587年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの神学者ｼﾞｮﾝ･ﾌｫｯｸｽ(誕生:1516)｢教会の活動｣を出版した
1587年4月22日-09:00|日本|大分県大分市|天正15年3月15日|<豊後府内城の戦い>夜半,島津義弘は風雨にまぎれ
  て府内城を脱出し豊後松尾城の家久と合流して島津軍は豊後から退却
1587年4月23日-09:00|日本|大分県佐伯市|天正15年3月16日|島津軍は三梅峠で志賀親次の追撃を受けて多くの
  犠牲を出す
1587年4月25日-09:00|日本|大分県佐伯市|天正15年3月18日|島津軍は梓峠で佐伯惟定が率いる大友軍の更なる
  追撃を受け多くの犠牲を出す
1587年4月25日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正15年3月18日|<駿府城会見>徳川家康､信濃国人の木曾氏､
  小笠原氏､真田昌幸と会見し和睦/家康が本多忠勝の娘(小松姫)を信幸に嫁がせ,信幸の正室であった清音院殿
  は側室となる/その後,真田昌幸が上洛し､秀吉に謁見し正式に家臣となる/信繁は人質として大坂に残り､その
  後秀吉の側近家臣として仕える
1587年4月25日-09:00|日本|長野県上田市|天正15年3月18日|<所領安堵>信濃上田38000石｢真田昌幸｣徳川家康家
  臣
1587年4月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1587/4/20|(旧暦4月19日~)<英西戦争><ｽﾍﾟｲﾝ王の髭焦がし>ﾌﾗﾝ
  ｼｽ･ﾄﾞﾚｰｸ率いるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊が準備妨害のためｶﾃﾞｨｽ港に来襲し､ｽﾍﾟｲﾝ船37～24隻が破壊または捕獲/その後､
  ﾄﾞﾚｰｸはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ沿岸部を襲撃して小型の漁船が主だが100隻以上を破壊または拿捕し､この際に捕獲した大量
  の樽材を焼却している
1587年5月3日-09:00|日本|福岡県久留米市|天正15年3月26日|新納忠元ら島津勢､宮之路において羽柴秀吉軍先
  発隊と交戦･撃破
1587年5月6日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正15年3月29日|豊臣秀長が日向北部の要衝である日向松尾城を陥と
  し日向南部の要衝･高城を包囲
1587年5月8日-09:00|日本|福岡県田川郡添田町|天正15年4月1日|<豊前岩石城の戦い>前田利長､豊前巌石城(蒲
  生氏郷)を攻め1日で落とす
1587年5月11日-09:00|日本|福岡県朝倉市|天正15年4月4日|筑前･秋月種実降伏し､古処山城開城
1587年5月13日-09:00|日本|秋田県大仙市|天正15年4月6日|<唐松野の戦い(出羽国)>合戦開始､夜明けと共に戸
  沢盛安は安東愛季陣を攻撃､不意を襲われた安東軍は大混乱に陥ったが､しだいに態勢を立て直し､果敢に応戦
  /この日の戦いは夕方まで続けられ､日没と共に両軍とも兵を退いた
1587年5月13日-09:00|日本|宮崎県都城市|天正15年4月6日|羽柴秀長軍､耳川を渡り､高城を包囲/この頃伊東祐
  兵､日向の伊東旧臣を煽動して蜂起させる
1587年5月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<死去>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ｺﾞｯﾄﾊﾙﾄ･ｹﾄﾗｰ｣
1587年5月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｹﾄﾗｰ｣(~16420817､死去)､｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｹﾄﾗｰ｣(
  ~1617年)
1587年5月18日-09:00|日本|秋田県大仙市|天正15年4月11日|(6日~)安藤愛季､角館城主の戸沢盛安と唐松野で戦
  った後退却
1587年5月23日-09:00|日本|熊本県熊本市|天正15年4月16日|秀吉軍は肥後隈本に到着､島津方の隈本城主･城親
  賢を降した
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1587年5月24日-09:00|日本|熊本県宇土市|天正15年4月17日|肥後･宇土城(名和顕孝)降伏
1587年5月24日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正15年4月17日|<根白坂の戦い>日向国根城坂で行なわれた
  豊臣秀吉軍と島津義久軍による合戦/夜半､島津軍は根城坂を急襲/島津軍は突破できずに戦線は膠着/秀長麾
  下の藤堂高虎が500名と宇喜多秀家麾下の戸川達安の手勢で継潤の救援に向かい島津軍を翻弄,小早川･黒田勢
  が挟撃をしかけたため島津軍は島津忠隣､猿渡信光が戦死するなど甚大な損害を出して敗走/義久･義弘は都於
  郡城に退却し家久も佐土原城に兵を引いた
1587年5月28日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年4月21日|島津義久は伊集院忠棟と平田増宗を人質として豊臣秀
  長に和睦を申し入れた
1587年5月29日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年4月22日|島津義珍(義弘)が鶴田の秀吉陣所に赴いて降伏
1587年5月31日-09:00|日本|鹿児島県出水市|天正15年4月24日|薩摩国島津氏の分家･薩州家7代当主で出水城城
  主島津忠辰,豊臣秀吉に降伏
1587年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||海賊ﾄﾞﾚｲｸ,ｱｿﾞﾚｽ沖合でｲﾝﾄﾞからの帰還途中にあったｽﾍﾟｲﾝ船ｻﾝﾌｪﾘﾍﾟ号を
  急襲.12万ﾎﾟﾝﾄﾞ相当の財宝を奪取し帰国
1587年6月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ･ｲ･ｱﾗｺﾞﾝ｣(2回目~158
  8年)
1587年6月3日-09:00|日本|鹿児島県鹿屋市|天正15年4月27日|薩摩鶴亀城(串良城)の城主島津忠長が豊臣秀吉に
  降伏
1587年6月4日-09:00|日本|鹿児島県薩摩川内市|天正15年4月28日|<平佐城の戦い>豊臣秀吉軍の小西行長･脇坂
  安治･九鬼嘉隆らが､桂忠詮が守る薩摩･平佐城への攻撃開始/平佐城の井穴口を守る原田帯刀が寄手大将小出
  大隅守の弟九鬼八郎を弓で射とめ､また､城内の女たちや子どもたちも懸命にはたらくなど善戦して､双方､相
  当数の犠牲者を出した
1587年6月5日-09:00|日本|鹿児島県薩摩川内市|天正15年4月29日|<平佐城の戦い>平佐城の桂忠詮は九鬼嘉隆ら
  を相手取り孤軍奮闘したが既に降伏した島津義久から停戦命令が届いたため、羽柴秀吉に降伏し全ての戦が
  終わった
1587年6月5日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正15年4月29日|日向高城の山田有信が豊臣方に開城
1587年6月6日-09:00|日本|秋田県横手市|天正15年5月|阿気野の戦い(出羽国)>小野寺義道は家臣･小清水蔵人に
  700の兵を与え先発させ自らは1000の兵を率いるも戸沢盛安勢に蔵人を討たれ敗走
1587年6月6日-09:00|日本|長崎県対馬市|天正15年5月|<交替>対馬国主｢宗義智｣⇒｢宗義調｣復帰(~天正16(1588)
  年12月12日死去)
1587年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第5代ﾎﾞｽｳｪﾙ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~1612.11死去没収)
1587年6月11日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年5月6日|島津義久は伊集院の雪窓院で剃髪して名を｢龍伯｣と改め
  て出家
1587年6月13日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年5月8日|島津龍伯(義久)は泰平寺に滞留していた秀吉のもとを訪
  れて正式に降伏
1587年6月15日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ2世｣
1587年6月15日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌｨｰﾘﾌﾟ｣(~15901018死去)
1587年6月18日-09:00|日本|新潟県阿賀野市|天正15年5月13日|<水原城合戦>上杉景勝､新発田方の水原城を攻略
1587年6月23日-09:00|日本|長崎県大村市|天正15年5月18日|<死去>肥前三城城｢大村純忠｣55歳､肥前大村の坂口
  館で⇒長男の｢大村喜前｣が嗣ぐ(~元和2年8月8日(16160918)毒殺される)
1587年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者代行｢ﾍﾟﾄｩｰﾙ･ﾄﾏｿﾝ｣(~15880623)
1587年6月27日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年5月22日|大隅国｢島津義弘｣野尻で豊臣秀長に降伏
1587年6月28日-09:00|日本|大分県津久見市|天正15年5月23日|<死去>豊後のｷﾘｼﾀﾝ大名の豊後国大友氏21代当主
  ･大友宗麟(58)豊後津久見で
1587年6月30日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正15年5月25日|<除封>丹波亀山10万石｢豊臣秀勝｣
1587年6月30日-09:00|日本|宮崎県|天正15年5月25日|<安堵>日向諸県郡｢島津久保(義弘の子)｣
1587年7月1日-09:00|日本|宮崎県|天正15年5月26日|北郷時久･北郷忠虎､島津義久･島津義弘の勧降で都城･安永
  ･末吉･財部砦を明け渡し､大隅国宮内で石田三成･安国寺恵瓊に謁見
1587年7月5日-09:00|日本|熊本県|天正15年5月30日|<拝領>肥後国34万石｢佐々成政｣(~天正16(1588)年2月改易)
1587年7月12日-09:00|日本|大分県|天正15年6月7日|<任命>豊後国守護｢大友義統｣⇒豊後府内､豊後一国37万石
  安堵(⇒天正20(1592)年2月隠居⇒文禄2(1593)年5月1日改易)
1587年7月12日-09:00|日本|香川県高松市|天正15年6月7日|<廃絶>讃岐高松15万石｢仙石秀久｣高野山へ追放(戸
  次川合戦で敗戦による)
1587年7月12日-09:00|日本|香川県丸亀市|天正15年6月7日|<廃絶>讃岐丸亀5万石｢尾藤知宣｣/日向国根白坂の合
  戦で豊臣秀吉の怒りをかい没収
1587年7月12日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年6月7日|<安堵>薩摩･大隅･日向の一部56万石｢島津義久｣
1587年7月12日-09:00|日本|熊本県人吉市|天正15年6月7日|<安堵>肥後人吉22165石｢相良頼房｣(~寛永13年06月1
  3日(16360715)死去)
1587年7月12日-09:00|日本|佐賀県唐津市|天正15年6月7日|<安堵>肥前松浦8万石｢波多親｣(~文禄2(1593)年所領
  没収)
1587年7月12日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天正15年6月7日|<安堵>肥前佐嘉32万石｢龍造寺政家｣(⇒11月28日隠
  居)
1587年7月12日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天正15年6月7日|<拝領>肥前佐賀4万5千石｢鍋島直茂｣/以後勝茂､光茂
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  ､綱茂､吉茂､宗茂､宗教､重茂､治茂､斉直､直正､直大と続く(~明治4年)
1587年7月12日-09:00|日本|滋賀県高島市|天正15年6月7日|<拝領>近江大溝1万石｢京極高次｣浅井三姉妹の次女･
  初が京極高次に嫁ぐ(⇒天正18(1590)年､近江八幡山城28000石)
1587年7月12日-09:00|日本|長崎県大村市|天正15年6月7日|<拝領>肥前大村21427石｢大村喜前｣(~元和2年8月8日
  (16160918)死去)
1587年7月12日-09:00|日本|長崎県五島市|天正15年6月7日|<所領安堵>肥前福江(石田城)15530石｢五島純玄(宇
  久純尭の長男)｣(~文禄3年7月28日(15940912)死去)
1587年7月12日-09:00|日本|長崎県対馬市|天正15年6月7日|<安堵>対馬国｢宗義調･義智｣
1587年7月12日-09:00|日本|長崎県平戸市|天正15年6月7日|<安堵>肥前平戸(肥前松浦郡の一部および壱岐国一
  円)63196石｢松浦鎮信｣(⇒同年子の久信が家督継承⇒慶長7年8月29日(16021014)死去)
1587年7月12日-09:00|日本|長崎県南島原市|天正15年6月7日|<安堵>肥前日野江40000石｢有馬晴信｣(⇒慶長17(1
  612)年3月22日改易)
1587年7月12日-09:00|日本|兵庫県三田市|天正15年6月7日|<移封>越前国大野郡1万石｢青木一矩｣⇒摂津立石城(
  ⇒同年越前大野城8万石⇒文禄元(1592)年越前府中城に移封)
1587年7月12日-09:00|日本|兵庫県南あわじ市|天正15年6月7日|<加増>淡路津名･三原郡1万5千石｢加藤嘉明｣⇒4
  万5千石(⇒文禄3(1594)年7月6万石に加増)
1587年7月12日-09:00|日本|福井県|天正15年6月7日|<拝領>越前藤枝5万石｢丹羽長正｣(⇒慶長5(1600)年改易)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県|天正15年6月7日|<移封>伊予｢小早川隆景｣⇒筑前･筑後2郡･肥前2郡約37万石
  (~文禄4(1595)年隠居)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県|天正15年6月7日|<加増移封>播磨国宍粟郡5万石｢黒田孝高｣⇒豊前国6郡12万
  石(~天正17(1589)年5月隠居)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県|天正15年6月7日|<拝領>筑後国(上妻郡)1.8万石｢原田信種｣
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県|天正15年6月7日|<拝領>豊前1万石｢森勝永(森勝信の子)｣毛利勝永に改姓(~
  慶長5(1600)年改易)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県北九州市|天正15年6月7日|<安堵>豊前規矩･田河両郡(小倉城)6万石｢毛利吉
  成｣(~慶長5(1600)年改易)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県北九州市|天正15年6月7日|<拝領>豊前小倉6万石｢森勝信｣/毛利勝信に改姓(~
  慶長5(1600)年改易)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県久留米市|天正15年6月7日|<加増移封>伊予国宇和郡大洲城3万5000石｢毛利秀
  包(小早川隆景の養子)｣⇒筑後3郡7万5000石(天正16年､久留米城に入った⇒天正20(1592)年13万石に加増)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県みやま市|天正15年6月7日|<拝領>筑後江浦18千石｢高橋直次(鎮種)｣(~文禄4(
  1595)年筑後内山へ)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正15年6月7日|<移封>筑前立花山領主｢立花宗茂｣⇒筑後柳川13万20
  00石(慶長5(1600)年10月25日降伏改易)
1587年7月12日-09:00|日本|福岡県八女市|天正15年6月7日|<安堵>筑後山下18015石｢筑紫広門｣(⇒慶長5(1600)
  年改易)
1587年7月12日-09:00|日本|宮崎県|天正15年6月7日|<減移封>筑前秋月36万石｢秋月種実｣隠居⇒日向高鍋3万石｢
  秋月種長｣(~慶長19(1614)年6月13日死去)
1587年7月12日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正15年6月7日|<移封>豊前香春｢高橋元種(秋月種実二男)｣→日向延
  岡5万石(~慶長18(1613)年改易)
1587年7月12日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|天正15年6月7日|<再興>日向飫肥36000石｢伊東祐兵｣(~慶長5年10月11
  日(16001116)死去)
1587年7月12日-09:00|日本|和歌山県|天正15年6月7日|<加増>紀州粉河1万石｢藤堂高虎｣⇒2万石(文禄4(1595)年
  伊予国板島7万石)
1587年7月16日-09:00|日本|福岡県福岡市|天正15年6月11日|豊臣秀吉,博多の町を再興し,楽市とする
1587年7月21日-09:00|日本|茨城県つくばみらい市|天正15年6月16日|多賀谷重経は足高城を総攻撃､鬼怒川(小
  貝川)の堰を切って足高城周辺を水浸しにして援軍を遮断しようとしたが､高井城､守谷城などの援軍が多賀谷
  軍の背後に回り､多賀谷軍は多賀谷為宗･窪谷能登守ら二十数名が討ち取られ､谷田部城に敗走
1587年7月24日-09:00|日本|  ||天正15年6月19日|豊臣秀吉が5箇条のｷﾘｼﾀﾝ禁令を発布し､宣教師に対しては20
  日以内の国外退去を命じる
1587年7月24日-09:00|日本|兵庫県明石市|天正15年6月19日|<廃絶>播磨明石6万石｢高山右近｣禁教令に従わず
1587年7月27日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ｱﾏﾄﾞｰﾙ･ｺﾞﾒｽ･ﾗﾎﾟｿ｣(
  ~1595年)
1587年8月4日-09:00|日本|群馬県渋川市|天正15年7月|北条勢の攻撃により､群馬郡の岩井堂城が陥落
1587年8月7日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾛﾎﾞﾀﾞ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣(~15910325)
1587年8月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢評議会(ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾆｽ･ﾊﾞﾚｲﾛｽ/ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･
  ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｺｴｰﾘｮ･ﾃﾞ･ｱｷﾞｱﾙ)｣(~15910609)
1587年8月13日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾌｪｲｪﾙｹｳﾞｨ｣(~15961120没)
1587年8月13日-09:00|日本|熊本県|天正15年7月10日|<肥後国人一揆>肥後の当主佐々成政が統治に失敗､国衆と
  農民の反感を買い大規模な一揆が発生/隈部親永･親泰父子は､秀吉の朱印状を盾に検地を拒否して挙兵
1587年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧ公｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣兼ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ10世｣
1587年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾏﾝﾄｳﾞｧ公兼ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ1世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣ｸﾞﾘｴﾙﾓ10世の長男(~16
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  120209死去)
1587年8月26日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年7月23日|上杉景勝は一万騎を従え新発田城下に侵攻､田畑
  に放火
1587年8月30日-09:00|日本|熊本県菊池市|天正15年7月27日|<肥後国人一揆>佐々成政は自ら6,000の兵で隈府城
  を攻めると､隈部親永は親泰の籠る城村城に移った
1587年9月3日-09:00|日本|茨城県つくばみらい市|天正15年8月|多賀谷重経は筑波郡久賀村の足高城主岡見宗治
  を攻め破って攻略し､更に牛久､布引､小金までも掠奪せんと企図して､牛久城主岡見頼房を攻め破って攻略
1587年9月8日-09:00|日本|熊本県山鹿市|天正15年8月6日|<肥後国人一揆>佐々成政は隈部親永･親泰父子が籠る
  城村城を包囲したが守りが堅く攻略に手こずった/親永は甲斐親英と謀り､国人ら35,000余に兵を挙げさせ､和
  仁親実･菊池武国らに率いられた一揆軍は隈本城を攻囲/成政は急いで隈本城に取って返したが､自身の甥であ
  る佐々成能が内古閑鎮房に討たれるなど撤退の最中に多くの家臣が討ち取られる
1587年9月12日-09:00|日本|香川県丸亀市|天正15年8月10日|<移封>播磨赤穂6万石｢生駒親正｣→讃岐丸亀6万石(
  ⇒慶長5(1600)年15000石加増)
1587年9月14日-09:00|日本|熊本県熊本市|天正15年8月12日|<肥後国人一揆>隈部親永は甲斐親英と謀り､国人ら
  35,000余に兵を挙げさせ､和仁親実･菊池武国らに率いられた一揆軍は隈本城を攻囲
1587年9月16日-09:00|日本|熊本県熊本市|天正15年8月14日|佐々軍別動隊を率いた成政家臣佐々宗能､肥後国衆
  の内空閑勢により戦死.成政は山之上三名字衆･小代勢の支援で隈本城に入城
1587年9月17日-09:00|日本|熊本県熊本市|天正15年8月15日|隈本城を攻めていた旧阿蘇家臣の田口･田代氏ら城
  内の阿蘇大宮司兄弟の生命保全を条件に城内の成政と呼応して､攻め手を攻め崩し包囲とける
1587年9月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｰｸﾞﾏﾝﾀｽ4世｣ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ1世の女系の孫(
  ~16320419死去)
1587年9月25日-09:00|日本|新潟県上越市|天正15年8月23日|再度出陣した上杉勢は蘆名氏と新発田勢の連絡を
  絶つため､蒲原郡の東部から新発田方面へと向かい今泉城を陥落させた
1587年9月28日-09:00|日本|長崎県五島市|天正15年8月26日|<死去>肥前福江江川15530石｢宇久純尭｣⇒子の｢五
  島純玄｣が継ぎ安堵(~文禄3年07月28日(15940912)死去)
1587年10月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝第5代ｼｬｰ｢ｱｯﾊﾞｰｽ1世｣(~16290119)
1587年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1587年10月1日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年8月29日|会津の芦名盛隆は新発田へ援軍と兵糧を送った
  が山内村附近で上杉勢のために迎撃され､半ば戦死して引き揚げた
1587年10月2日-09:00|日本|熊本県|天正15年9月|<肥後国人一揆(肥後国)>鍋島直茂と安国寺恵瓊は要請を応じ
  て救援の輜重隊を派兵したが､肥後南関にて大津山出羽守の伏兵に襲撃され救援は失敗/次に救援出撃の立花
  宗茂と高橋直次兄弟は､要請に基づき輜重隊を含む1,200の兵を率いて柳川城を出発.立花高橋勢は既に一揆方
  の伏兵の計を察知し､これを逆用して先に兵を騎馬鉄砲･輜重隊･長槍隊の三隊に分けて伏兵を配置､小野鎮幸
  の主力隊が南関を突破して大津山出羽守を討ち取り､大津山城を攻め落とした.そして､城村城を牽制するため
  に築かれた支城･平山東･西付城にて隈部勢の有働兼元に包囲された兵糧不足の佐々成政軍に補給作戦を行う
  ことに成功している.立花高橋勢は1日に13度もの戦いを行い､一揆方の城を7城も落とし､650余の敵兵と有働
  志摩守･有働下総守･大知越前守らの武将を討ち取るなど戦功を立てた
1587年10月2日-09:00|日本|栃木県芳賀郡茂木町|天正15年9月|益子家宗は茂木の佐夫良峠に攻め寄せたが茂木
  治良率いる軍に敗れて退却
1587年10月2日-09:00|日本|宮城県登米市|天正15年9月|陸奥･葛西晴信､伊達政宗と起請文を交わし軍門に降る
1587年10月2日-09:00|日本|秋田県男鹿市|天正15年9月1日|<死去>出羽脇本領主｢安東愛季｣病死⇒子の｢秋田実
  季｣が継ぐ(⇒天正18(1590)年本領安堵)
1587年10月6日-09:00|日本|石川県白山市|天正15年9月5日|<減移封>若狭小浜12万石｢丹羽長重｣→加賀松任4万
  石/領主･家臣の軍律違反により(⇒天正18(1590)年加賀国小松12万石)
1587年10月6日-09:00|日本|愛媛県今治市|天正15年9月5日|<拝領>伊予国今治11万3200石｢福島正則｣(~文禄4(15
  95)年尾張清洲へ)
1587年10月6日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正15年9月5日|<拝領>伊予大洲7万石｢戸田勝隆｣(~文禄3年10月23日
  (15941204)死去断絶)
1587年10月6日-09:00|日本|福井県小浜市|天正15年9月5日|<拝領>若狭小浜80000石｢浅野長政(長吉)｣(~文禄2(1
  593)年甲斐甲府へ)
1587年10月8日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年9月7日|<加地城合戦>上杉景勝は新発田城攻撃に先立ち､
  同族の加地秀綱が立て籠もる加地城を攻撃､秀綱は奮戦空しく討ち死にし､加地城は落城
1587年10月14日-09:00|日本|京都府京都市上京区|天正15年9月13日|<完成>聚楽第/豊臣秀吉､京都政庁を妙顕寺
  城から聚楽第に移転
1587年10月15日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年9月14日|<赤谷城合戦>上杉景勝､芦名属城･赤谷城を攻略
  /小田切三河守は討死
1587年10月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣
1587年10月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世の兄弟.ｺｼﾞﾓ1世の息
  子(~16090207退位)
1587年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Anne｣
1587年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Antoine Scipion｣(~1592年死去)
1587年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢旧教派｣と結んだﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世､ﾌﾗﾝｽ西部のｸｰﾄﾗ(ﾎﾞﾙﾄﾞｰの北東)の｢ｸﾄﾗの戦
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  い｣で､ﾅｳﾞｧｰﾙ王ｱﾝﾘ(のちのﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世)率いる｢新教派｣と｢ﾎﾟﾘﾃｨｰｸ派｣(宗派よりも政治･政策を優先)の連合
  軍に大敗/ﾌﾗﾝｽ王軍を率いた寵臣ｼﾞｮﾜﾕｰｽﾞ公ｱﾝﾇ･ﾄﾞ･ｼﾞｮﾜﾕｰｽﾞは戦死
1587年10月29日-09:00|日本|長野県松本市|天正15年9月28日|小笠原貞慶､青柳頼長･長迪父子を深志城にて誘殺
1587年11月1日-09:00|日本|長崎県諫早市|天正15年10月|西郷信尚､龍造寺家晴の伊佐早城を襲い､これを奪う/
  家晴､ついで奪回
1587年11月1日-09:00|日本|福岡県|天正15年10月1日|<豊前国人一揆>長岩城の野中鎮兼の呼びかけで上毛の日
  熊(姫熊､日隈)城の日熊直次氏､宇佐高家城(中島城)の中島房直(統次)が挙兵/如法寺孫二郎輝則､緒方惟綱､日
  隈小次郎直次､喜井弥七郎信継､有吉内記らで､日熊城に籠城｡これに対し黒田長政は苦闘の末に日熊城を攻め
  落とした
1587年11月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  ||ﾕﾘｳｽ暦10月22日|ﾊﾝｶﾞﾘｰでｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦が採用される
1587年11月5日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正15年10月5日|<尾浦城の戦い(出羽国)>東禅寺が再び反乱/武藤義
  興は東禅寺を攻めた
1587年11月8日-09:00|日本|福岡県築上郡築上町|天正15年10月8日|<城井谷城の乱>宇都宮鎮房､城井谷城を奪還
  し蜂起
1587年11月9日-09:00|日本|福岡県築上郡築上町|天正15年10月9日|<岩丸山の戦い>黒田長政は2,000の兵を率い
  て城井谷に出陣し､入り口の構える広幡城を落とし､城代瓜田春永を案内に岩丸山の尾根を行軍.岩丸山の先の
  宇都宮の本城･大平城を目指して行軍するも､山中に配置された宇都宮の伏兵が反撃.藪景､谷の影､木の陰､岩
  陰から奇襲を受け､黒田家臣大野小弁正重や毛利の客将勝間田彦六座衛門が討死し､黒田方は800人の死者を出
  した
1587年11月13日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年10月13日|<五十公野城合戦>上杉景勝軍･藤田信吉ら､新
  発田方の五十公野城を攻略/五十公野道如斎は討死
1587年11月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾀﾞｳﾞｨﾃﾞ･ｳﾞｧｯｶ｣(~15891114)
1587年11月14日-09:00|日本|鹿児島県|天正15年10月14日|羽柴秀吉､島津義久へ｢在京堪忍分｣1万石を宛行
1587年11月14日-09:00|日本|山形県西置賜郡白鷹町|天正15年10月14日|出羽･最上義光に内応した伊達の将･鮎
  貝宗信が政宗に征伐される
1587年11月16日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正15年10月16日|<拝領>宇和･喜多両郡16万石(大洲地蔵嶽城)｢戸
  田勝隆｣
1587年11月20日-09:00|日本|栃木県さくら市|天正15年10月20日|<倉ｹ崎城合戦>北条氏に内通している日光山が
  倉ヶ崎城を急襲し守備に就いていた上郷衆を討ち取り倉ヶ崎城を落とす
1587年11月23日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年10月23日|<五十公野城合戦>上杉景勝､五十公野道如斎に
  勝利.五十公野道如斎は討死
1587年11月25日-09:00|日本|栃木県日光市|天正15年10月25日|日光山勢力が小倉城の今泉氏､戸祭氏を討ち小倉
  城を奪回
1587年11月25日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年10月25日|<新発田城合戦>上杉景勝が､越後新発田城を攻
  略,新発田重家(42)戦死/新発田城には景勝代官清水内蔵介･宮島三河守が在番
1587年11月26日-09:00|日本|千葉県|天正15年10月26日|<死去>安房国館山城主｢里見義頼｣⇒嫡男｢里見義康｣が
  家督を継ぐ(⇒天正18(1590)年安房4万石に減封)
1587年11月28日-09:00|日本|新潟県新発田市|天正15年10月28日|<新発田城の戦い(越後国)>新発田重家は自ら7
  00余騎の軍勢を率いて景勝軍に突撃を敢行したが果たせず､自刃
1587年11月30日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正15年11月|<移封>豊前国香春岳城｢高橋元種｣⇒日向国縣53000石
1587年11月30日-09:00|日本|大分県中津市|天正15年11月上旬|<長岩城の戦い>長政は､下毛郡と城井谷を分断さ
  せるべく､山間部の要害･長岩城(城主:宇都宮一族の野中鎮兼)に侵攻､長岩城は強固な山城であり黒田勢にも
  多くの戦死者が出た/官兵衛の凋落によって黒田方に内通していた百留河内守の助力により長岩城は落城し鎮
  兼は自刃
1587年12月6日-09:00|日本|福岡県豊前市|天正15年11月7日|黒田長政は如法寺庄川底で円藤源兵衛を討ち取り､
  やがて､伊藤田･中尾･山田･八屋らが滅ぼされた
1587年12月11日-09:00|日本|福岡県築上郡築上町|天正15年11月12日|<豊前国人一揆>黒田長政は毛利の援軍を
  加え城井谷に攻め入ったが大敗となり退却
1587年12月14日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正15年11月15日|松平(戸田)康長､三河国大崎郷の八幡宮社殿を建
  立
1587年12月15日-09:00|日本|福岡県築上郡築上町|天正15年11月16日|<城井谷再戦>毛利の将･吉川広家率いる10
  ,000の増援を受け､12,000の大軍を率いて官兵衛と長政は再び城井谷を攻めた.黒田･吉川両軍は付城を置いた
  萱切山に陣を張り､岩丸山で出陣した鎮房と対峙.鎮房はｹﾞﾘﾗ攻撃を駆使するも黒田軍も的確に対応し､宇都宮
  軍は劣勢を強いられ､残すは城井ﾉ上城の鎮房本陣のみまで追い込まれる.広家は鎮房本陣を切り崩そうとする
  が､長政が大敗した鎮房に広家が大勝する構図を避けるため鎮房本陣に和睦の使者を送る形で城井谷再戦は終
  結
1587年12月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ総督･総司令官･提督｢ﾅｯｿｰ伯爵ﾏｳﾘｯﾂ･ﾌﾟﾘﾝｽ･ﾌｧﾝ･ｵﾗﾆｴ｣(~1
  6250423没)
1587年12月23日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正15年11月24日|<尾浦城の戦い>東禅寺義長は最上義光と共に大
  宝寺義興の出羽･尾浦城を攻略/義興は自刃
1587年12月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｷﾞﾏﾝﾀｽ3世｣ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｼﾞｷ
  ﾞｽﾑﾝﾄ(~16320430没)
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1587年12月27日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天正15年11月24日|<交替>肥前佐嘉32万石｢龍造寺政家｣隠居⇒｢鍋島
  直茂｣が継ぐ(~元和4(1618)年6月3日病死)
1587年12月31日-09:00|日本|愛知県江南市|天正15年12月2日|今枝某､尾張国宮後の八幡宮社殿を建立
1588年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｼﾞｬﾝ君主｢Pangeran Benawa1世｣(~1589年)
1588年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾑﾙﾀｻﾞ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ1世｣
1588年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌｻｲﾝ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世｣(~1589年)
1588年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Varathunga Pandyan｣(~1612年)
1588年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾛｽﾄﾑ｣(~1589年)
1588年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｼｬﾏｶはｵｽﾏﾝ帝国の一部(1583年から占領~1603年)/ｼﾙｳﾞｧﾝがｵｽﾏﾝ帝国に併
  合され､この地域はｼﾙｳﾞｧﾝとｶﾞﾝｼﾞｬのｴｲﾔﾚﾄに分割(~1603年)/ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝはｵｽﾏﾝ帝国の一部(~1604年)/ｶﾞﾝｼﾞｬ､ﾅｺﾞ
  ﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌはｵｽﾏﾝ帝国の一部(~1606年)/ﾊﾞｸｰはｵｽﾏﾝ帝国の一部(1583年から占領~1607年)
1588年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｲｽﾗｰﾑ2世ｷﾞﾚｲ｣
1588年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~不明)⇒｢ﾒﾌﾒﾄﾞﾊﾟｼｬｻﾞｰﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1591
  年)
1588年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾛﾚﾀﾞｰﾉ｣(~1590年)
1588年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~1591年)
1588年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾕｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~1589年)
1588年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第19代ﾊﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世ｷﾞﾚｲ｣(1期目~1596年)
1588年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｶﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1591年)
1588年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼｬﾌｽｳﾞｧﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1590年)
1588年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Louis de Vic｣(~1601年)
1588年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ管理者｢ﾏﾇｴﾙ･ﾛﾍﾟｽ･ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ｣ｶﾁｪｰに砦を建設
1588年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Peder Jacobsen｣(~1600年死去)
1588年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Mats Batzerson｣(~1591年)
1588年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾄﾙｺ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがｵｽﾏﾝ朝の東ｱﾌﾘｶ遠征軍を撃破
1588年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ﾍﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮﾙﾃｶ州暫定市長｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾊﾟｽ･ｲ
  ･ｷﾆｮﾈｽ｣(~1590 年)
1588年1月1日-09:00|日本|  ||天正15年12月3日|関東惣無事令､奥両国惣無事令を発令､大名間の戦闘を禁止す
  る
1588年1月3日-09:00|日本|熊本県玉名郡和水町|天正15年12月5日|秀吉は､肥後国人一揆の早期解決を図って九
  州･四国の大名を総動員し小早川秀包を一揆討伐の総大将として出陣し､立花宗茂､高橋直次､筑紫広門､鍋島直
  茂､安国寺恵瓊らの九州大名勢や､戸田勝隆､福島正則､生駒親正､蜂須賀家政らの四国大名勢も参陣､和仁親実
  ら兄弟が籠城した田中城を攻略して一揆を鎮圧
1588年1月9日-09:00|日本|愛媛県|天正15年12月11日|伊予宇和郡の旧領主･西園寺公広が宇和の新領主となった
  秀吉の家臣･戸田勝隆に殺された/大名としての西園寺氏は完全に滅亡
1588年1月10日-09:00|日本|大分県中津市|天正15年12月12日|<豊前国人一揆(豊前国)>犬丸城が陥落
1588年1月15日-09:00|日本|愛知県新城市|天正15年12月17日|三河国宮路郷の宜次郎左衛門定与ら､同国白鳥社
  の社殿を建立
1588年1月19日-09:00|日本|大分県中津市|天正15年12月21日|<豊前国人一揆>加来城と福島城は吉川軍と黒田勢
  に攻撃され加来安芸守･福島佐渡守入道は降伏/城を明け渡し城を出る城兵を一方的に包囲網のなかに包み込
  み有無をいわせず殺された
1588年1月24日-09:00|日本|熊本県山鹿市|天正15年12月26日|<肥後国衆一揆>佐々成政､立花宗茂､安国寺恵瓊ら
  は一揆の首謀者･隈部親永の城村城を攻め落として一揆を鎮圧
1588年1月28日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正16年|宇喜多秀家､豪姫(前田利家の娘で豊臣秀吉の養女)と婚儀
1588年1月28日-09:00|日本|高知県高知市|天正16年|長宗我部元親､土佐･大高坂山に築城､岡豊から移る
1588年1月28日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正16年|皆川広照は宇都宮国綱､佐竹義宣の連合軍の来攻を受け西
  方真名子富張の地を失う
1588年1月28日-08:00|中国|  ||明･万暦16年|女真族のﾇﾙﾊﾁ(29)が建州三衛の諸族を統一してﾏﾝｼﾞｭ国と称
1588年1月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･興治1年|大越莫朝･興治と改元(~15910124)
1588年1月28日-09:00|日本|大分県中津市|天正16年1月|黒田官兵衛が豊前中津城を築城
1588年1月29日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｶﾍﾟﾗ｣(~16090922)
1588年2月8日-09:00|日本|広島県福山市|天正16年1月12日|足利義昭､鞆幕府を閉鎖し将軍職を返上､京に戻る
1588年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1588年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の長男(~16120626死去)
1588年2月28日-09:00|日本|宮城県加美郡加美町|天正16年2月2日|<大崎合戦･中新田の戦い>伊達政宗､泉田重光
  ･留守政景に命じて大崎義隆の拠点陸奥中新田城を攻めさせるが､大敗
1588年3月9日-09:00|日本|愛知県安城市|天正16年2月12日|三河国蔵王権現社の社殿が建立される
1588年3月9日-09:00|日本|福島県本宮市|天正16年2月12日|<郡山合戦>蘆名義広軍の大内定綱は伊達領苗代田城
  を攻略､後続と合流して伊達方の郡山城･窪田城･高倉城･本宮城を攻め立てた
1588年3月17日-09:00|日本|熊本県|天正16年2月20日|<改易>肥後一国｢佐々成政｣
1588年3月20日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正16年2月23日|<大崎合戦>新沼城に閉じ込められた留守政景は､黒
  川晴氏による斡旋を受けて､泉田重光･長江勝景(葛西晴信･相馬義胤からみた義兄)を人質として提出する代わ
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  りに城の囲みを解くことを条件に和議を結ぶ
1588年3月26日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正16年2月29日|<大崎合戦>留守政景は新沼城を出て敗残兵を収容
  しながら後退/大崎氏の分家にあたる最上義光(正室は大崎氏)は政宗による武力介入を許さず､5,000人の兵を
  率いて援軍に赴き､大崎軍に加勢して伊達領黒川･志田両郡の各所を攻略
1588年3月27日-09:00|日本|  ||天正16年春|小田原城主北條氏政は下総国の小金城主高城下野守､常陸国の土浦
  城主菅谷左ヱ門重政､同喜八郎､足高城主由良信濃守光繁､牛久城主岡見治部少輔保定等を攻め破って攻略､次
  いで下総国の豊田城主多賀谷左近將監忠経を攻め､太田氏房は常陸国の小田城主梶原美濃守景国､北條城主北
  條出雲守治高､真壁城主真壁安芸守氏幹入道道夢などを攻め破って攻略
1588年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1588年4月2日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ･ｲ･ｱﾗｺﾞﾝ･ｲ･ﾎｾｽ｣(~15920713)
1588年4月2日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ･ｲ･ｱﾗｺﾞﾝ｣(~15
  920713)
1588年4月4日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ=ﾉﾙｳｪｰ二重王国国王兼ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾚｾ
  ﾞﾘｸ2世｣53歳(誕生15340701)
1588年4月4日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾆｰﾙｽ･ｶｰｽ･ﾃｨﾙ･ﾀｰﾙﾌﾟｺﾞｰﾙ｣(~15940629死去)､｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾛｰｾﾞﾝ
  ｸﾗﾝﾂ･ﾃｨﾙ･ﾛｰｾﾞﾝﾎﾙﾑ｣(~15960409死去)､｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｳﾞｧﾙｹﾝﾄﾞﾙﾌ｣､｢ﾍﾟｰﾀﾞｰ･ﾑﾝｸ･ﾃｨﾙ･ｴｽﾄｳﾞｧﾄﾞｺﾞｰﾙ｣(~15960817)
1588年4月4日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ=ﾉﾙｳｪｰ二重王国国王兼ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｸﾘｽ
  ﾁｬﾝ4世｣ﾌﾚｾﾞﾘｸ2世とｿﾞﾌｨｰ･ﾌｫﾝ･ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸの長男(~16480228死去70歳)1640年にﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾌﾞﾙｸ伯領を獲得し
  ､ﾃﾞﾝﾏｰｸ王領ﾎﾙｼｭﾀｲﾝに併合
1588年4月9日 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ｱｽｷｱ･ｲｼｬｸ2世｣(~15910414)
1588年4月11日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正16年3月16日|(2月1日～)再び伊達軍は､政宗を総大将として､大
  崎領に攻め入り小野田城を落城させ､中新田城を攻撃､大崎義隆も一万余名の兵で応戦､伊達軍は大崎氏から伊
  達に従った､一迫､二迫､宮町､鍛冶屋沢､ 鬼首氏を合わせ一万七千名にもなり､大崎軍と数日睨みあいが続いた
  が､危急に伊達成実より｢佐竹軍安積に出陣｣の報を受け退去せざるを得なくなった
1588年4月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~15910801)
1588年4月18日-09:00|日本|福島県安達郡大玉村|天正16年3月23日|伊達成実が蘆名勢と玉井で戦い､これを撃破
1588年4月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾟｵﾛ･ｳﾞｪﾛﾈｰｾﾞ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1528年)
1588年4月19日-09:00|日本|  ||天正16年3月24日|伊達政宗､最上義光(政宗の母の兄)と断交
1588年4月26日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正16年4月|<拝領>美濃曽根3万石｢西尾光教｣(~慶長5(1600)年)
1588年4月26日-09:00|日本|岐阜県郡上市|天正16年4月|<再移封>美濃曽根｢稲葉貞通｣⇒美濃郡上八幡4万石(~慶
  長5(1600)年豊後臼杵へ)
1588年4月26日-09:00|日本|岐阜県美濃加茂市|天正16年4月|<減移封>郡上八幡城主｢遠藤慶隆｣⇒美濃国加茂郡7
  500石
1588年4月26日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|天正16年4月|北条氏邦家臣の猪俣邦憲が真田領を攻撃.権現山城を
  攻略
1588年5月1日-09:00|日本|長崎県長崎市|天正16年4月6日|秀吉が､ｷﾘｼﾀﾝ領となっていた長崎を収公して鍋島直
  茂を代官とする
1588年5月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾀﾙｰｶ伯ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣
1588年5月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~15910515没)
1588年5月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘが率いる旧教同盟と国王軍との紛争で､ﾊﾟﾘ市民がｷﾞｰｽﾞ公側につい
  て蜂起する(ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞの日事件)
1588年5月13日-09:00|日本|福島県郡山市|天正16年4月18日|<郡山合戦>蘆名義広は伊達領に攻め入ったが蘆名
  勢が伊達成実､大内定綱らによって退けられる
1588年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世､市民が国王を捕らえるためﾊﾟﾘの｢ﾙｰｳﾞﾙ宮殿｣(1区)に向かって
  いるという知らせを受け､｢ﾙｰｳﾞﾙ宮｣の正方形の部分から｢小回廊｣を経て西に向かい､未完成の｢大回廊｣を通っ
  てﾊﾟﾘ南西のｼｬﾙﾄﾙに逃れ､さらにﾌﾗﾝｽ中部のﾄｩｰﾙに移動
1588年5月15日-09:00|日本|大分県中津市|天正16年4月20日|<中津城騒動>黒田長政､豊前中津城にて宇都宮鎮房
  (53豊前城井城主)を酒宴の席で騙し討ち殺害し､城井に逃げ帰った家臣を追討し城井の館も灰燼と帰した
1588年5月17日-09:00|日本|大分県宇佐市|天正16年4月22日|黒田長政､城井の留守を守る宇都宮鎮房の父長房を
  討ち,娘の鶴姫も13人の侍女諸共処刑/朝房夫人竜子だけは逃亡に成功
1588年5月19日-09:00|日本|熊本県|天正16年4月24日|宇都宮朝房(18鎮房の子)が肥後の陣所にて､黒田勢に謀殺
  される
1588年5月20日-09:00|日本|茨城県石岡市|天正16年4月25日|佐竹義重が常陸国新治郡石岡の府中城主大掾清幹
  を攻めて其の属城である小幡や田余の両砦を攻略
1588年5月23日-09:00|日本|宮城県仙台市太白区|天正16年4月28日|<大崎合戦(陸奥国)>伊達勢は秋保で山形衆
  を百一人討ち取り､首二十一が政宗の元に届けられた
1588年6月1日-09:00|日本|和歌山県紀の川市|天正16年5月8日|藤堂高虎紀伊粉河に上行寺を創す
1588年6月3日-09:00|日本|福島県耶麻郡猪苗代町|天正16年5月10日|陸奥/蘆名氏の重臣猪苗代盛国･盛胤父子の
  間に内紛が起こる.盛胤が黒川城に出仕した隙を突いて盛国が猪苗代城を奪取/家臣の大半は盛国に従い､あく
  まで盛胤を支持する家臣は斬られた/盛胤は盛国を攻めるが猪苗代城は奪還できず､金上盛備が仲介に入って
  ひとまず父子は和睦
1588年6月4日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正16年5月11日|相馬義胤は田村清顕継室(義胤叔母)の依頼に
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  応じて､田村家中の伊達派を押さえ込もうと三春城入城をはかったが､伊達派の田村月斎らに銃撃されて江井
  胤治ら側近多数が討死し､命からがら船引城(田村市船引町)へ逃れた
1588年6月5日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正16年5月12日|相馬義胤は田村清顕(政宗岳父･妻は義胤叔母
  )没後伊達派と相馬派に分かれて紛糾していた田村氏の所領を確保して､小手森城と蘆名勢の後詰めをするべ
  く､自ら三春城へと向かったが､田村家中の伊達派･橋本顕徳らに阻まれて入城を果たせずに退去
1588年6月6日-09:00|日本|熊本県|天正16年5月13日|肥後の検地反対一揆が鎮圧され､毛利輝元らが兵をおさめ
  て帰国
1588年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣
1588年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ･ﾌｫﾙﾄｩﾅｰﾄ｣(~16000608死去)
1588年6月7日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正16年5月14日|徳川家康が駿府城を修理し､天守閣が竣工
1588年6月8日-09:00|日本|京都府京都市左京区|天正16年5月15日|<再建>京･要法寺
1588年6月8日-09:00|日本|福島県田村市|天正16年5月15日|伊達政宗･片倉小十郎が大越城(田村市大越町上大越
  )を攻めたが､守備していた標葉郷大将の泉田雪斎･相馬胤清父子らがこれを撃退
1588年6月9日-09:00|日本|福島県二本松市|天正16年5月16日|伊達政宗は石川弾正と相馬義胤の兵を小手森(二
  本松市針道)に攻め,義胤が船引から脱出し､石川弾正が月山城を捨てる
1588年6月10日-09:00|日本|福島県田村市|天正16年5月17日|伊達政宗は石沢(田村市船引町石沢)の城も落とす
1588年6月10日-09:00|日本|福島県二本松市|天正16年5月17日|伊達政宗は百目木(二本松市)の城も落とす
1588年6月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｳｨﾘｱﾑ｣(2回目~15940811)
1588年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾗｳﾘｯｽﾞ･ｸﾙｰｾﾞ･ﾃｨﾙ･ｽｳﾞｪﾝｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~15910623
  )
1588年7月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ﾊﾝｽ･ｳﾞｧﾊﾄﾏｲｽﾀｰ｣(~10.13)
1588年7月3日-09:00|日本|  ||天正16年閏5月10日|豊臣秀吉と北条氏直､再度和睦
1588年7月4日-09:00|日本|山形県山形市|天正16年閏5月11日|<追認>羽州探題(出羽山形城)｢最上義光｣秀吉に任
  命される(⇒天正18(1590)年出羽山形24万石安堵)
1588年7月5日-09:00|日本|福島県郡山市|天正16年閏5月12日|<郡山合戦(陸奥国)>相馬義胤は田村清顕(政宗岳
  父･妻は義胤叔母)没後伊達派と相馬派に分かれて紛糾していた田村氏の所領を確保して､小手森城と蘆名勢の
  後詰めをするべく､自ら三春城へと向かったが､田村家中の伊達派･橋本顕徳らに阻まれて入城を果たせずに退
  去
1588年7月6日-09:00|日本|熊本県|天正16年閏5月13日|肥後の検地反対一揆が鎮圧され､毛利輝元らが兵をおさ
  めて帰国
1588年7月7日-09:00|日本|熊本県|天正16年閏5月14日|<改易>肥後一国｢佐々成政｣53歳/一揆の責任で切腹
1588年7月8日-09:00|日本|熊本県|天正16年閏5月15日|<拝領>肥後南半国(宇土･益城･八代郡)14万石｢小西行長｣
  宇土古城(後に24万石に加増⇒慶長5(1600)年10月1日処刑される)
1588年7月8日-09:00|日本|熊本県|天正16年閏5月15日|<拝領>肥後半国19万5千石｢加藤清正｣隈本(熊本)城主(⇒
  慶長5(1600)年52万石~慶長16(1611)年6月24日)
1588年7月9日-09:00|日本|福島県二本松市|天正16年閏5月16日|<小手森城合戦>伊達政宗､田村家部将石川光昌(
  相馬派)に勝利/小手森城は陥落し､石川光昌は相馬領へと逃れた
1588年7月10日-09:00|日本|福島県郡山市|天正16年閏5月17日|<郡山合戦(陸奥国)>伊達政宗は田村月斎の手引
  きで三春城に入り､反伊達派のこもる大倉城に攻め寄せ大倉城陥落
1588年7月11日-09:00|日本|福島県田村市|天正16年閏5月18日|政宗は反伊達派相馬勢のこもる石沢城に攻め寄
  せた/大越城の泉田顕清(雪斎胤清)も政宗の大軍をくい止め､逆に打ち破る
1588年7月12日-09:00|日本|福島県田村市|天正16年閏5月19日|船引城から義胤が退去し､東安達方面における相
  馬方の戦線は崩壊
1588年7月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世､ﾌﾗﾝｽ北西部のﾙｰｱﾝで､王と｢旧教同盟｣は一体だとする｢一体勅令
  ｣を出す
1588年7月16日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正16年閏5月23日|<権現山城合戦>北条家部将猪俣邦憲､真田
  昌幸に勝利
1588年7月16日-09:00|日本|福島県相馬市|天正16年閏5月23日|亘理元宗父子が新地･駒ヶ嶺の間の大森へ出陣し
  てくると相馬義胤はこれを撃退
1588年7月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾐﾏｰﾙ･ｽｨﾅﾝ､ｵｽﾏﾝ帝国の建築家(生年1489年)
1588年7月31日 04:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦7月21日|<ｱﾙﾏﾀﾞの海戦>夜明けとともにｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊が無敵艦隊
  の右翼後方から接近し､砲撃を加え,その後､左翼後方のﾋﾞｽｹｰ湾船隊へ攻撃を加えた/船隊司令ﾘｶﾙﾃﾞ提督の乗
  艦ｻﾝ･ﾌｧﾝ号とｴﾙ･ｸﾞﾗﾝｸﾞﾘﾝ号の2隻がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊の攻撃の矢面に立たされた/2時間ほどの双方決定的な打撃
  を与えられない砲撃の応酬の後に､ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公の援軍が駆けつけたためﾊﾜｰﾄﾞは後退を命じた;<ﾌﾟﾘﾏｽ沖海
  戦>/戦闘後､ｽﾍﾟｲﾝのｶﾞﾘｵﾝ船ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ号が爆発事故を起こして炎上し､続いてｱﾝﾀﾞﾙｼｱ船隊司令ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｳﾞｧ
  ﾙﾃﾞｽの乗艦ﾇｴｽﾄﾗ･ｾﾆﾖｰﾗ･ﾃﾞﾙ･ﾛｻﾘｵ号が衝突事故を起こして行動不能に陥り､救出はかなわず､ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公は
  やむなく両船を遺棄
1588年7月31日 19:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦7月21日|<ｱﾙﾏﾀﾞの海戦>夜､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊は敵を追尾すべく出港/
  ﾄﾞﾚｰｸは漂流していたﾛｻﾘｵ号と遭遇し､ｳﾞｧﾙﾃﾞｽ提督を降伏させ､船を拿捕/ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ号もｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに拿捕され
  る
1588年8月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1588/7/23|<ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ沖海戦>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊は逆風にもかかわら
  ず果敢に攻撃を敢行.ﾊﾜｰﾄﾞの本隊と無敵艦隊が激しい砲撃を交わす中､北方へ突出したﾌﾛﾋﾞｯｼｬｰの船隊と聖ﾖﾊ
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  ﾈ騎士団の騎士ｳｰｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝｶｰﾀﾞ率いるｶﾞﾚｱｽ船隊(帆船とｶﾞﾚｰ船の折衷型の船種)とが交戦し､ﾌﾛﾋﾞｯｼｬｰは巧みな
  操船でｶﾞﾚｱｽ船を翻弄して大損害を与え､ｶﾞﾚｱｽ船は帆船に敵わないことを証明
1588年8月2日 12:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1588/7/23|<ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ沖海戦>ﾊﾜｰﾄﾞは苦戦したが､午後になって
  風向きが有利に変わるのを待っていたﾄﾞﾚｰｸが参戦して､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊は逆襲に転じた/激しい砲撃が交わされ
  たが､ｽﾍﾟｲﾝ船の砲撃は届かず､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ船の長射程だが軽量のｶﾙﾊﾞﾘﾝ砲は有効な打撃を与えることができなか
  った
1588年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾓｰﾄﾝ伯･8代ｱﾝｶﾞｽ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1588年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~1606年死去)
1588年8月4日-09:00|日本|福島県|天正16年6月12日|郡山･窪田両城に向けて兵を進めた蘆名勢と伊達勢が対峙
  して互いに砦を築き､以降40日間にわたって延々小競り合いを繰り返した
1588年8月4日 12:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1588/7/25|<ﾜｲﾄ島沖海戦>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊はﾌﾛﾋﾞｯｼｬｰ､ﾊﾜｰﾄﾞ､ﾎｰｷﾝｽ
  そしてﾄﾞﾚｰｸの4つの集団に分かれて､全面的な攻撃を仕掛けた/戦いはﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ沖と類似した経緯をたどり､ま
  ずﾌﾛﾋﾞｯｼｬｰ､ﾊﾜｰﾄﾞが敵と砲撃を交わし､ﾎｰｷﾝｽとﾄﾞﾚｰｸは風向きが有利になるのを待ってから側面攻撃を仕掛け
  る/ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公は潮流に流されて砂州へ追いこまれるのを避けるべく､外洋に出るよう命じた/この戦いで
  もﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ沖海戦と同様､双方沈んだ船はなく､ｽﾍﾟｲﾝ側の砲撃は届かず､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の打撃力が不足している
  ことが明らかになった/ﾜｲﾄ島から退避した無敵艦隊の近くに安全な港はなく､ﾊﾟﾙﾏ公の軍隊の準備に関わりな
  くｶﾚｰへ向かうことを強いられた
1588年8月7日-09:00|日本|滋賀県|天正16年6月15日|豊臣秀吉,上杉景勝に在京賄料として,近江の蒲生･野洲･高
  島郡内で1万石の地を与える
1588年8月7日 12:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1588/7/28|深夜､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊は150-200ﾄﾝ級軍艦に樹脂や硫黄､
  火薬そしてﾀｰﾙを満載した火船8隻を風下に位置し､密接して投錨している無敵艦隊へ向けて送り込んだ/ｽﾍﾟｲﾝ
  人はこれらの異常に大きな火船はｱﾝﾄｳｪﾙﾍﾟﾝ包囲の際にｵﾗﾝﾀﾞ人が使用し､破壊的な効果をもたらした大量の火
  薬を満載した特殊な火船｢鉛の機械｣(ﾏｸｨﾅｽ･ﾃﾞ･ﾐﾅｽ)であると信じて恐怖/2隻は途中で捕らえられて曳航され
  たが､残りは艦隊に突っ込んだ/ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公の旗艦と主な軍艦は位置を保ったが､残りの船は錨を切って混
  乱しつつ分散してしまった/ﾅﾎﾟﾘ船隊司令ｳｰｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝｶｰﾀﾞの乗るｶﾞﾚｱｽ船ｻﾝﾛﾚﾝｿは混乱の中で事故を起こして
  行動不能に陥り､ｶﾚｰに座礁してしまい､ﾊﾜｰﾄﾞのｱｰｸﾛｲﾔﾙ号がこれを攻撃して乗組員および漕ぎ手奴隷との死闘
  の後に捕獲され､その残骸は最終的にｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽが入手/炎上したｽﾍﾟｲﾝ船はなかったが､半月陣形は崩さ
  れ､そこへｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊が戦闘を仕掛けるべく迫っていた/ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公は号砲を鳴らさせてｽﾍﾟｲﾝ艦隊にｶﾚｰ
  への再集結を命じたが､多くの艦は錨を全て失っていて停止することができず､海岸線に沿って北東へ流され
  ていくばかりだった/ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公は､やむなく旗艦ｻﾝ･ﾏﾙﾁｰﾆｮ号を発進させて部下の艦を追い､もっと先で艦
  隊を再編成することにした
1588年8月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾛﾝｿ･ｻﾝﾁｪｽ･ｺｴﾘｮ､ｽﾍﾟｲﾝの画家(生年1531年頃)
1588年8月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦7月29日|ｽﾍﾟｲﾝの無敵艦隊がｸﾞﾗﾝｳﾞﾘｰﾇの海戦で12隻を失い暴風に
  あって支離滅裂になりｲｷﾞﾘｽ海軍に大敗
1588年8月8日-09:00|日本|青森県五所川原市|天正16年6月16日|津軽為信が浪岡御所(北畠氏)残党のこもる飯詰
  高盾城を落とし南部氏に代わって津軽全土を支配下に置き津軽一帯の統一に成功
1588年8月9日-09:00|日本|福島県郡山市|天正16年6月17日|窪田の戦い(郡山合戦)伊達政宗:陸奥安積郡窪田で､
  佐竹義重･芦名義広･岩城常隆と対峙/約40日間の持久戦を経て和議
1588年8月9日 15:00|中国|  ||明･万暦16年閏6月18日|中国･雲南省､通海地震(M7.0)､死者千人
1588年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾌｪｯﾗﾎﾞｽｺ1世､ｲﾀﾘｱ出身のｲｷﾞﾘｽの作曲家(生年1543年)
1588年8月12日-09:00|日本|福島県田村市|天正16年6月20日|相馬義胤は田村顕康(月斎の子)を田村郡宇都志城(
  田村市船引町上移)に攻めるが､鬼庭綱元が百目木より出陣し押し返され退却を余儀なくされた
1588年8月22日-09:00|日本|  ||天正16年7月|秀吉､天正大判･小判を鋳造
1588年8月25日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正16年7月4日|下総国印旛郡佐倉城主千葉介邦胤が家臣鎌田万五郎
  の爲めに殺害され､其の子千鶴丸は六才にして小田原城主北條氏直に降伏して人質として北條氏に身を寄せ､
  千葉方の部將で下総国印旛郡臼井城主原式部少輔胤成が軍代として佐倉城に入って之れを守る
1588年8月25日-09:00|日本|福島県郡山市|天正16年7月4日|<郡山合戦(陸奥国)>窪田を守っていた片倉景綱･伊
  達成実の前方を蘆名方､新国貞通の部隊が通過.景綱弟の片倉藤左衛門に新国を追わせたところ､深追いして蘆
  名軍に囲まれた.景綱､成実はこれを救うべく戦闘したが､引き上げに苦戦.伊東重信が討死にするも､反撃に転
  じ五十余人を討ち取って引き上げた
1588年8月26日-09:00|日本|兵庫県|天正16年7月5日|羽柴秀吉､島津義久へ｢在京賄料｣として摂津国･播磨国内に
  1万石を宛行
1588年8月29日-09:00|日本|  ||天正16年7月8日|伊達政宗:岩城常隆･石川昭光の調停により最上義光と講和
1588年8月29日-09:00|日本|  ||天正16年7月8日|秀吉が諸国の農民に武器の所持を禁止する(刀狩令)/また､諸
  国の海賊を禁止する(海賊禁止令)
1588年8月31日-09:00|日本|岩手県紫波郡紫波町|天正16年7月10日|南部信直､陸奥岩手郡高水寺の斯波詮元を攻
  め､斯波御所を滅亡させる
1588年9月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣
1588年9月11日-09:00|日本|福島県郡山市|天正16年7月21日|<郡山合戦>(6月12日~)伊達政宗と蘆名義広､対陣の
  末に和睦/蘆名義広,郡山･窪田両城の攻略をあきらめて撤退
1588年9月21日-09:00|日本|岩手県紫波郡紫波町|天正16年8月|斯波氏家臣の岩清水義教(右京)が､遊興に浸り政
  務を怠る主君斯波詮直から離反/南部信直は岩清水義教の要請を受け､斯波氏の本拠高水寺城を攻撃.高水寺斯
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  波氏は滅亡
1588年9月21日-09:00|日本|三重県松阪市|天正16年8月|蒲生氏郷､伊勢松坂城に移る
1588年9月23日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正16年8月3日|出羽国米沢城主伊達右京大夫政家が陸奥国三
  春城主田村清顯を攻め破って攻略し所領を併す
1588年9月25日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正16年8月5日|伊達政宗は三春城に入って愛姫の従弟･田村
  宗顕を田村氏当主に据えて田村領の確保に成功し､一連の合戦は伊達氏の勝利に終わった
1588年9月26日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Amias Paulet卿｣
1588年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ1世によるｻﾙｯﾂｫ侵攻
1588年10月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｱｯﾊﾞｰｽ1世｣(~16290119死去)
1588年10月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<退位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾎﾀﾞｰﾊﾞﾝﾃﾞ｣(~1595年死去)
1588年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸ･ｱｳﾚﾘｵ･ﾌﾞﾗﾝｸｰﾃｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1588年10月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｱｸｾﾙ･ｷﾞﾙﾃﾞﾝｽﾃｨｱｰﾝ･ﾃｨﾙ･ﾘｭﾝﾋﾞｶﾞｰﾄﾞ｣(~16010405)
1588年10月6日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正16年8月16日|<十五里ヶ原の戦い>上杉景勝の将､村上城主本庄繁
  長･義勝父子が数千の大軍で庄内に攻め込み､尾浦城に近い十五里ヶ原で最上軍(東禅寺義長)は大敗､東禅寺義
  長は敵本陣に突撃し戦死/この後､最上軍は朝日山城などで抵抗を続けたが敗れ(朝日山城の戦い)､庄内地方は
  上杉景勝の版図となる/その後,繁長は余勢を駆ってさらに兵を進めたが､東根で最上勢の猛反撃に遭い撤退
1588年10月12日-09:00|日本|  ||天正16年8月22日|相模･徳川家康の周旋で豊臣･北条講和
1588年10月13日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ｱｸｾﾙｿﾝ･ﾊﾞﾈｰﾙ･ｽﾞ･ｼﾞｭﾙｼｮﾑ｣(~159
  0年)
1588年10月14日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正16年8月24日|越後上杉景勝の将の村上城主本庄繁長が､庄内の
  尾浦城を囲む
1588年10月20日-09:00|日本|岩手県陸前高田市|天正16年秋|陸奥/葛西晴信が熊谷直長に命じて､重臣浜田広綱
  の反乱(4月~)を鎮圧
1588年10月28日-09:00|日本|大分県中津市|天正16年9月9日|山田大膳の子の山田親実が黒田官兵衛の家臣･小河
  信章に中津城で謀殺される
1588年10月30日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正16年9月中旬|佐竹義重は太田資正入道三楽斉道誉､梶原美濃
  守景国､太田源三郎資武らをして手配山の麓に押しよせ小田天菴と戰い､小田方の先鋒である江戸山城守､大藤
  小太郎等は討死
1588年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞﾗ､ﾌﾗﾝｽの人文主義者･詩人(生年1508年)
1588年11月13日-09:00|日本|群馬県利根郡昭和村|天正16年9月25日|北条勢の攻撃により､勢多郡の阿曽城が失
  陥
1588年11月29日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1590年9月)
1588年12月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾊﾞｰﾄﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣(1回目~15980410)
1588年12月18日-09:00|日本|茨城県稲敷市|天正16年11月|北條氏直は府中城主大掾清幹の要請により常陸国の
  江戸崎に出陣し､石岡の高浜を奇襲して佐竹勢と戰い敗北
1588年12月18日-09:00|日本|高知県高知市|天正16年冬|長宗我部元親､土佐大高坂に築城/岡豊から移る
1588年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｱﾝﾘ1世｣ﾌﾞﾛｱで全国三部会出席中､ｱﾝﾘ3世の刺客により暗殺さ
  れる
1588年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣(~16400930死去)
1588年12月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||故ｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘの弟ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾛﾚｰﾇ(ｷﾞｰｽﾞ枢機卿)が殺害される
1589年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Rui Dias da Cunha｣(~1592年)
1589年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞｲﾕﾝ｣(~1596年)
1589年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのｶｶﾞﾔﾝ､ｲﾛｺｽ地方で反乱がおこる
1589年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ｲｽﾏｲｰﾙ･ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰ｣(~1591年)
1589年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ4世｣(~1590年)
1589年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｷﾙﾏｰﾆ｣(2回目~1590年)
1589年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ｴﾙﾍﾞﾝｻﾞｰﾄﾞ｣(~1590年)
1589年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾛｳﾚﾝｿ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~1591年)
1589年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Mehmed2世･ﾍﾞｲ｣(~1594年)
1589年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｼｬﾙﾙ3世｣ﾛﾚｰﾇ公(~1608年)
1589年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｻｷｽﾞﾘ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目)⇒｢ｲｽﾀﾝｺｲﾙ･ｱﾌﾒﾄ
  ﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1590年10月)
1589年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾍﾙﾀﾞｰﾗﾝﾄ州総督ｵﾗﾆｴ公ﾏｳﾘｯﾂ[ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世の次男](~162
  50423死去)
1589年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<制定>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ
1589年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｴﾙｼｰﾘｬが叙事詩｢ﾗ･ｱﾗｳｶｰﾅ｣を完成
1589年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Tomas de Cangas｣(~1597年)
1589年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ｱﾙｼﾞﾗはﾓﾛｯｺに再編入
1589年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ﾘｰが､足踏みﾒﾘﾔｽ編み機を発明
1589年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊｸﾙｰﾄが｢ｲｷﾞﾘｽ国民の主要な航海｣を刊
1589年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾅﾗﾝﾀﾞ｣(~1590年)
1589年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ｶﾗﾝｻ｣(~1594年)
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1589年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾚﾘｬﾉ｣(~1592年)
1589年1月1日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正16年11月15日|三河国和田郷の若宮八幡社社殿が建立
1589年1月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞｩ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣(故ｱﾝﾘ2世の妃)腹膜炎で病死/69歳(誕生1519
  0413)ﾌﾗﾝｽ､聖ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰの虐殺を行った
1589年1月11日-09:00|日本|沖縄県|明･万暦16年11月25日|<死去>琉球国王｢尚永｣30歳
1589年1月11日-09:00|日本|沖縄県|明･万暦16年11月25日|<即位>琉球国王｢尚寧｣(⇒慶長14(1609)年､薩摩島津
  家に服属)
1589年1月14日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正16年11月28日|簗瀬道悦､三河国足助の八幡宮社殿を建立
1589年1月14日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正16年11月28日|佐竹方の真壁氏幹が新治郡の藤沢城を攻め小田方
  の田伏某が討死
1589年1月17日-09:00|日本|愛知県一宮市|天正16年12月|阿古田新右衛門ら､尾張国南小淵の天神社社殿を建立
1589年1月21日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正16年12月5日|吉川平介は豊臣秀長の配下で山奉行として材木の
  管理･調達を担当,熊野木材の売上を着服/報告を受けた豊臣秀吉がこれに激怒し吉川平介を大和西大寺にて処
  刑
1589年1月28日-09:00|日本|長崎県対馬市|天正16年12月12日|<死去>対馬国主｢宗義調｣57歳⇒｢宗義智｣が復帰(
  棧原城)(⇒慶長5(1600)年対馬府中藩10万石所領安堵)
1589年2月15日-09:00|日本|熊本県|天正17年|小西行長の宇土城普請の要求を志岐麟泉･天草種元･大矢野種基･
  上津浦種直･栖本親高ら天草五人衆が拒否し反乱
1589年2月15日-08:00|中国|  ||明･万暦17年|<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢4世ﾕﾝﾃﾝ･ｷﾞｬﾂｫ｣(~1616年)
1589年2月15日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|天正17年1月|<交替>常陸太田城主｢(常陸佐竹氏第17代当主)佐竹
  義重｣隠居⇒子の｢佐竹義宣｣が継ぐ(⇒天正18(1590)年本領安堵)
1589年2月19日-09:00|日本|福島県田村郡小野町|天正17年1月5日|岩城常隆が小野へ進攻/谷津作湯之原で2日か
  ら激闘し田村梅雪斎(相馬派)の小野城を落城させる
1589年2月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｽﾀｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻﾏｾｯﾄ｣
1589年2月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｻﾏｾｯﾄ｣先代の子(~16280303死去)
1589年2月24日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正17年1月10日|<拝領>丹波亀山10万石｢羽柴秀俊｣
1589年2月24日-09:00|日本|栃木県足利市|天正17年1月10日|北条氏照が由良国繁､長尾顕長の足利城を攻撃
1589年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯兼ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾕﾘｳｽ｣
1589年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯兼ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾕﾘｳｽ｣ﾕﾘｳｽの息子(~1
  6130730死去)
1589年3月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢柳ﾃﾝ｣(~12.5)
1589年3月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正17年1月29日|興福寺衆徒､神鹿殺傷の犯人を大和国般若寺で斬る
1589年3月17日-09:00|日本|秋田県秋田市|天正17年2月|<第三次湊騒動(出羽国)>茂季の子である高季(豊島通季
  )は｢湊安東氏の復興｣を唱えて南部氏､小野寺氏と連絡し､戸沢氏とも手を結んで､実季に対し反乱を起こした/
  高季を擁する豊島勢は一時湊城を奪い八柳氏､永井氏などの秋田郡一帯の国人衆を組織し､実季を檜山城に籠
  城させるなど窮地に追い込んだ
1589年3月17日-09:00|日本|群馬県太田市|天正17年2月|由良国繁が降伏
1589年3月21日 07:00|日本|静岡県|天正17年2月5日|申刻(16時頃)に東海地方で大地震が起き､駿河の河東の興
  国寺城､長久保城､沼津城の壁､二階の門まで破損
1589年3月29日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正17年2月13日|真田昌幸の嫡男信幸が人質として､三河国岡崎城で
  徳川家康に謁する
1589年3月31日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾃﾍｰﾀﾞ｣(~1594年7月)
1589年4月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Luis de La Cueva y Benavi
  des｣(~1594年)
1589年4月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ提督ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾞﾚｰｸがﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ遠征を行うが失敗
1589年4月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島､ﾃﾈﾘﾌｪ島はｶﾅﾘｱ諸島の総司令部の一部(~1595年)
1589年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1589年4月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで､ｵｽﾏﾝ朝の常備歩兵軍団ｲｪﾆﾁｪﾘが反乱を起こす(ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ事件)
1589年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ｱﾝﾘ3世が､新教軍のｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾅｳﾞｧﾙが和解｢ﾄｩｰﾙ秘密条約｣を結ぶ
1589年4月4日-09:00|日本|群馬県桐生市|天正17年2月19日|北条氏を離反した由良･長尾氏を北条氏が攻め､桐生
  城の由良国繁が降伏.桐生城は破却され､国繁は小田原に送られた
1589年4月10日-09:00|日本|京都府京都市上京区|天正17年2月25日|<聚楽第落首事件>聚楽第の番所の壁に秀吉
  の政治を批判する落書き｢大仏のくどくもあれや鑓かたなくぎかすがいはこだからめぐむ｣｢ささたへて茶々生
  きしげる内野原今日はけいせい香きらいける｣が書かれた
1589年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1589年4月15日-09:00|日本|  ||天正17年3月|宇喜多秀家､豪姫(前田利家の娘で豊臣秀吉の養女)と婚儀
1589年4月15日-09:00|日本|岐阜県本巣市|天正17年3月|<加増移封>美濃国内3万石｢一柳直末｣⇒美濃軽海西城6
  万石(~天正18年3月29日(15900503)戦死)
1589年4月15日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|天正17年3月|茶々の懐妊を受け､秀吉は淀城を改修して茶々に
  与え産所とする
1589年4月15日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|天正17年3月1日|<聚楽第落首事件>本願寺顕如､自害した尾藤道
  休の首を差し出す
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1589年4月17日-09:00|日本|栃木県足利市|天正17年3月3日|足利城の長尾顕長降伏.北条氏邦は足利城を破却.顕
  長は足利にとどめ置かれた
1589年4月22日-09:00|日本|大阪府門真市|天正17年3月8日|<聚楽第落首事件>豊臣秀吉に勘当されていた斯波謙
  入を匿っていた本願寺一族願得寺顕悟が自害
1589年4月23日-09:00|日本|京都府京都市下京区|天正17年3月9日|<聚楽第落首事件>豊臣秀吉､尾藤知宣の妻子
  や容疑者を匿ったとされた大坂天満町民63名を京都六条河原にて磔刑
1589年5月 00:00|ﾏﾘ/ﾓﾛｯｺ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||ﾓﾛｯｺ軍がｻﾊﾗ砂漠を越えてｿﾝｶﾞｲ帝国に侵入
1589年5月2日-09:00|日本|  ||天正17年3月18日|下野国益子城主益子宮内大夫は宇都宮城主宇都宮国朝の憎む
  ところとなって攻められ遂に自害して攻略され滅亡
1589年5月2日-09:00|日本|京都府京都市下京区|天正17年3月18日|<聚楽第落首事件>豊臣秀吉､番衆17名を京都
  六条河原にて磔刑
1589年5月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ﾕﾘｳｽ｣
1589年5月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾕﾘｳｽ｣(~16130730死去)
1589年5月9日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾊﾟｳﾛﾃﾞｨｱｽﾃﾞ･ﾅﾝｼｰ｣
1589年5月9日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督補佐｢ﾙｲｽ･ｾﾗｰﾝ｣(~1591年)
1589年5月15日-09:00|日本|秋田県大館市|天正17年4月|南部信直､安東氏内紛を機に､出羽鹿角郡から比内に攻
  め入り､大館城を奪う
1589年5月17日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ領主｢ｶﾙﾛ2世｣
1589年5月17日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｴﾙｺﾚ｣(~16041121没)
1589年5月24日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|天正17年4月10日|松平家忠が駿府城｢小天守｣を完成
1589年5月30日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正17年4月16日|陸奥･大崎義隆､伊達政宗に降伏
1589年6月4日-09:00|日本|福島県田村市|天正17年4月21日|岩城常隆が鹿股(神股)の城を攻め､千余りの首を落
  とし､小野新町の城を攻め右馬頭らは父梅雪と共に降伏
1589年6月13日-09:00|日本|京都府京都市下京区|天正17年5月|豊臣秀吉が五条大橋を架け替えさせ完成
1589年6月16日-09:00|日本|福島県郡山市|天正17年5月4日|伊達政宗は片倉景綱を先鋒に大内定綱､片平親綱､伊
  達成実ら伊達軍は猪苗代湖から東に4里の地にある安子ヶ島城に迫り､城主の安子ヶ島治部はすぐに開城
1589年6月17日-09:00|日本|福島県郡山市|天正17年5月5日|伊達政宗軍は安子ヶ島城から西に1里の地にある高
  玉城を攻め,城主の高玉常頼は伊達軍相手に果敢に応戦するも圧倒的兵力の前に落城し､常頼夫妻や娘婿の荒
  井新兵衛夫妻以下60余名の城兵は悉く撫で斬りとされた
1589年6月21日-09:00|日本|福島県田村市|天正17年5月9日|佐竹､岩城､相馬が田村領に侵略/門沢氏､伊達の加勢
  の将兵1000余が門沢城の防戦に努めるも､激戦の中､三春に退却
1589年6月22日-09:00|日本|福岡県|天正17年5月10日|<交替>豊前国6郡12万石｢黒田孝高｣隠居､｢如水｣と号す⇒
  子の｢黒田長政｣が嗣ぐ(~慶長5(1500)年筑前福岡へ)
1589年6月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞｲﾕﾝ｣
1589年6月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｱﾙﾑｶﾐﾙ｣(~1604.4退位)
1589年6月29日-09:00|日本|福島県田村市|天正17年5月17日|相馬義胤は岩城勢と共に常盤城を攻め落とす
1589年7月1日-09:00|日本|福島県|天正17年5月19日|伊達政宗が東へ進軍､相馬領駒ヶ峯城を攻撃､占領/蘆名家
  臣の猪苗代盛国を調略に成功､猪苗代城が伊達領となる
1589年7月2日-09:00|日本|宮城県亘理郡山元町|天正17年5月20日|伊達政宗軍は蓑首城も落とし､城代の泉田甲
  斐は政宗に降り､杉目三河や木崎右近らは討死/相馬義胤は田村郡侵攻を諦めて引き返すが､その時政宗はすで
  に戦後処理を亘理重宗に任せて相馬領から撤退
1589年7月3日-09:00|日本|福島県相馬郡新地町|天正17年5月21日|伊達政宗､陸奥･相馬義胤属城･新地城を攻略
1589年7月9日-09:00|日本|福島県田村市|天正17年5月27日|門沢城を岩城勢が落とした
1589年7月13日-09:00|日本|秋田県能代市|天正17年6月|(2月~)檜山城の戦い(湊騒動)安東道季が安東実季を出
  羽湊城に攻めるが､実季は檜山城に籠もり､由利諸党の救援を得て撃退
1589年7月13日-09:00|日本|千葉県いすみ市|天正17年6月|里見義康､土岐氏の万喜領へ侵攻､発坂峠で敗れる
1589年7月13日-09:00|日本|福島県耶麻郡猪苗代町|天正17年6月1日|猪苗代盛国が亀丸を伊達政宗の人質に差し
  出して恭順
1589年7月16日-09:00|日本|福島県郡山市|天正17年6月4日|大平城を佐竹勢が落とした
1589年7月17日-09:00|日本|福島県耶麻郡猪苗代町|天正17年6月5日|<摺上原合戦>蘆名軍は猪苗代城から西にお
  よそ2里の地にある高森山に本陣を置いて伊達軍を待ち構え､挑発のため､猪苗代湖畔の民家に放火/政宗も猪
  苗代城から出撃し､猪苗代盛国を先鋒にして蘆名軍に攻めかかった/当初は風向き､そして盛胤や盛備らの活躍
  で蘆名軍が圧倒的に有利だったが第3陣の富田隊を含め､松本･平田ら重臣衆や援軍による後詰め諸隊は動かず
  に傍観を決め込み､さらに風向きが東から西に変わったことを機に､守勢に回っていた伊達軍が一斉に攻勢に
  出た/傍観を決め込んでいた富田氏実が､伊達軍と戦わずに西に向かって､独断で撤退開始/続いて二階堂隊､石
  川隊も撤退しはじめ,義広も撤退せざるを得ず､蘆名軍は総崩れ/義広は何とか渡れたが､富田氏実は自軍が渡
  り終えると橋を落としたため､逃げようとする蘆名軍は逃げ道がなくなった/蘆名家は事実上壊滅.金上盛備､
  佐瀬種常･常雄らは戦死し､日橋川で溺死した者は1800余､伊達軍に討ち取られた兵は3580余
1589年7月19日-09:00|日本|福島県耶麻郡猪苗代町|天正17年6月7日|伊達政宗は菅原城を落とした原田宗時の別
  働隊と合流して周辺を制圧
1589年7月21日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾚﾝ･ﾃﾞ･ﾙｴﾀﾞ｣(~1
  5940803)
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1589年7月22日 11:00|日本|福島県会津若松市|天正17年6月10日|夜､伊達政宗が陸奥国会津黒川城主葦名義廣を
  追い拂って攻略/戦国大名としての蘆名家は滅亡
1589年7月23日-09:00|日本|  ||天正17年6月11日|陸奥/伊達政宗､白河義親を帰服させ
1589年7月23日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正17年6月11日|<移転>出羽米沢領主｢伊達政宗｣⇒会津黒川城(
  ⇒天正18(1590)年､72万石安堵)/蘆名家の旧臣ら､いわゆる富田氏実､長沼盛秀､伊東盛恒､松本源兵衛､横沢彦
  三郎､慶徳善五郎らは政宗に恭順を誓った/会津の大半は政宗の支配下に入り､政宗は奥州の覇者となった
1589年7月24日-09:00|日本|新潟県佐渡市|天正17年6月12日|上杉景勝が佐渡島に進攻し､河原田城(本間高統)を
  攻略
1589年7月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｼﾐｰﾙはﾋﾝｽﾞｰ帝国(ﾑｶﾞｰﾙ帝国)に編入
1589年7月28日-09:00|日本|新潟県佐渡市|天正17年6月16日|上杉景勝､佐渡羽茂城(本間高季)を攻略し､佐渡を
  平定して直轄地とする/慶長5年まで上杉領となる
1589年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾍﾞﾘｰ公｢ﾙｲｰｼﾞ｣(~16010129死去)
1589年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ国王｢ｱﾝﾘ3世｣/37歳(誕生15510919)前日ｶﾄﾘｯｸ教徒ｼﾞｬｯｸ･ｸﾚﾏﾝに刺さ
  れた
1589年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾄﾞ･ﾍﾞｽﾝ[ｻﾘｰ公](~16110129)
1589年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)ｱﾝﾘ4世(良王ｱﾝﾘ･緑の情夫)(~16100514)[ﾙｲ9世の男
  系10世孫ﾌﾗﾝｿﾜ1世の姪の子ﾌﾗﾝｿﾜ2世･ｼｬﾙﾙ9世･ｱﾝﾘ3世の再従兄弟であり､最初の結婚により義兄弟
1589年8月2日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾐｼﾞｬﾝ｣
  (~1592年)
1589年8月9日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝで｢奴隷制｣廃止の勅令がでる
1589年8月11日-09:00|日本|秋田県大仙市|天正17年7月|<第三次湊騒動(出羽国)>実季側は鉄砲わずか300挺で檜
  山城を守り抜き檜山籠城は5か月あまりにおよんだが､南部氏の比内(秋田県内陸北部)侵攻に際し一旦和睦と
  なった/この隙に実季方に赤尾津氏や羽根川氏ら由利十二頭の勢力が参戦し湊城を攻める動きを見せたことか
  ら､豊島勢は挟み撃ちに会い壊滅､湊城は再び実季の手に落ちた.豊島勢の残党は｢寺内の合戦｣に勝利し一矢報
  いたものの高季(通季)が敗走したことから四散
1589年8月11日-09:00|日本|長野県上田市|天正17年秋|家康が本多忠勝の娘(小松姫)を真田信之に嫁がせる/信
  幸の正室であった清音院殿は側室となる
1589年8月11日-09:00|日本|群馬県|天正17年7月1日|<沼田吾妻裁定>沼田吾妻領を3分割し2/3を北条氏､1/3を真
  田氏と決定/北条領:沼田郡と吾妻郡中之条/真田領:吾妻郡嬬恋･長野原･草津･坂上･岩島･原･東
1589年8月13日-09:00|日本|福島県郡山市|天正17年7月3日|岩城常隆が下枝城に進攻するも伊達勢の激しい抵抗
  にあい退却
1589年8月17日-09:00|日本|新潟県佐渡市|天正17年7月7日|<河原田城の戦い(佐渡国)>上杉景勝による佐渡攻め
  の際に本間佐渡守高統は内の兵を河原田城に集めて決戦したが敗れ城に火を放って自刃
1589年8月31日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正17年7月21日|真田昌幸､沼田･吾妻城を北条方へ明け渡す｡減少分
  の替地は家康から伊那郡に給される
1589年9月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世､ﾌﾗﾝｽ北部の｢ｱﾙｸの戦い｣で｢ﾏｲｴﾝﾇ公｣ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾛﾚｰﾇ率いる｢ｶﾄﾘｯｸ
  同盟軍｣を破る
1589年9月29日-09:00|日本|愛知県刈谷市|天正17年8月20日|鈴木大之進ら､三河国今岡村の神明社の社殿を建立
1589年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾟﾘﾁｪﾘ｣
1589年10月10日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正17年9月|三河国振草郷の本郷･下田の総氏子､同郷の牛頭天王･
  八幡両社を建立
1589年10月10日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正17年9月|秀吉延暦寺を再建
1589年10月10日-09:00|日本|京都府京都市|天正17年9月1日|豊臣秀吉､諸大名に妻子の在京を命じる
1589年10月24日-09:00|日本|愛知県津島市|天正17年9月15日|織田信雄､安井秀長(秀勝)に命じて､尾張国津島社
  の弥五郎殿を造営させる
1589年11月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego de Osorio y Villegas｣(~15960613)
1589年11月3日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正17年9月25日|<死去断絶>越前敦賀4万石｢蜂屋頼隆｣無嫡
1589年11月8日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正17年10月|<拝領>越前敦賀2万余石｢大谷吉継｣(~慶長5年9月15日(
  16001021)戦死)
1589年11月15日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正17年10月8日|<改易>丹波亀山10万石｢羽柴秀勝(秀次の弟)｣知行
  の不満を訴えたことで秀吉の怒りに触れ
1589年11月15日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正17年10月8日|<拝領>丹波亀山10万国｢羽柴秀俊｣豊臣秀吉により
1589年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾞﾁｽﾀ･ﾈｸﾞﾛｰﾈ｣(~15911115)
1589年11月29日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正17年10月22日|<名胡桃城事件>北条の沼田城主 猪俣
  邦憲が真田の名胡桃城番衆の中山九兵衛を内応させ､中山九兵衛が名胡桃城主鈴木重則(主水)を偽の書状で岩
  櫃城へ向かわせ､その隙に猪俣邦憲の軍勢が名胡桃城に入り､城を占拠/計り事と知った鈴木重則(主水)は引き
  返すが城を奪われており､城下の正覚寺で自害
1589年11月30日-09:00|日本|熊本県天草郡苓北町|天正17年10月23日|小西行長は一揆の中心人物･志岐麟泉(鎮
  経)と交戦し勝利を挙げる
1589年12月3日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正17年10月26日|伊達政宗､陸奥須賀川城を攻略し､二階堂氏を滅
  ぼす
1589年12月10日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正17年11月3日|<拝領>越前敦賀城5万石｢羽柴秀勝｣(⇒翌年11月､
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  甲斐･信濃国2か国に転封)
1589年12月11日-09:00|日本|福島県|天正17年11月4日|陸奥/伊達政宗､石川昭光を帰服させる
1589年12月12日-09:00|日本|熊本県天草郡苓北町|天正17年11月5日|<仏木坂の戦い>明け方,木山弾正が加藤清
  正の陣営へ突入､これを突き崩す/清正軍もよく持ちこたえ､混戦乱闘状態となり､仏木坂での一騎打ちとなり､
  弾正敗れ形勢は逆転,弾正軍壊滅
1589年12月17日-09:00|日本|熊本県天草郡苓北町|天正17年11月10日|志岐城は開城し､志岐麟泉は薩摩へ逃れる
  /志岐氏､天草氏は滅亡し､栖本氏､上津浦氏､大矢野氏は戦わずして小西行長に降伏
1589年12月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｸﾘｽﾄﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ総督,ﾘｵ･ﾚｱﾙの戦いでﾑﾊﾞｴﾍﾟﾊﾞの率いる先住民反乱軍を撃
  破/600人を虐殺
1589年12月31日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正17年11月24日|豊臣秀吉が小田原城主の北条氏直に宣戦布
  告状を送り､諸大名に出陣の準備を命じる
1590年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾃﾞｨｰﾙ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
1590年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ2世｣(~1592年)
1590年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ﾀｲ|  |||ｱﾕﾀﾔ朝のﾅﾚｰｽｴﾝ王がﾋﾞﾙﾏ軍を撃退
1590年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾗﾑﾅﾄﾞ国
1590年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾉｶﾞｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊｰﾝ｢Ur Muhamed Khan｣(~1597年)
1590年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾎﾗｻｰﾝの戦いで､ｻﾌｧﾋﾞｰ朝がﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国を撃破
1590年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾛｽﾄﾑ｣(~1605年)
1590年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾛｯﾄﾌｫﾗ･ｼﾗｼﾞ｣⇒｢ﾐﾙｻﾞ･ﾊﾃﾑ･ﾍﾞｸﾞ･ﾅｼﾘ･ｵﾙﾄﾞｩﾊﾞﾃﾞｨ｣(~1610
  0528)
1590年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Kojur)君主｢Jahangir4世｣(~1598年殺される)
1590年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｼｶﾞﾗｻﾞｰﾄﾞ･ﾕｽﾌ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1594年)
1590年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾗ･ﾕｰｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣
1590年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｶﾍﾟｯﾛ｣(~1592年)
1590年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾄﾞｩﾑ･ﾊﾌｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1594年)
1590年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｴﾘｯｸ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙｿﾝ･ｵｸｾﾝｽﾃｨｴﾅ｣(~1592年7月)
1590年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~1591年)
1590年-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ|  |||ﾚﾊﾞﾉﾝでﾌｧﾌﾙ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ2世が台頭
1590年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｽｰﾌｨｰ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1591年)
1590年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱﾗﾀﾞのﾌｫﾝ王国国王｢ﾃﾞ･ｺｸﾎﾟﾝ｣(~1610年頃)
1590年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公(ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家のｲﾝﾅｰｴｽﾀｰﾗｲﾋ公)ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世(~1637年)1619年
  ､ｲﾝﾅｰｴｽﾀｰﾗｲﾋ公ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世が神聖ﾛｰﾏ皇帝に選出された後､ｹﾙﾝﾃﾝ公領は再び他のﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家領と統合､以後
  神聖ﾛｰﾏ皇帝がｹﾙﾝﾃﾝ公を兼ねた
1590年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがｽｳｪｰﾃﾞﾝと戦争
1590年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ摂政｢ｼﾞｮﾝﾄﾞ｣(~1630年)
1590年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ﾍﾞﾙｷｵｰﾙ･ﾀﾞ･ﾌﾗﾝｶ｣｢ｼﾓﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｶ｣(~1591年6月)
1590年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Mahmud4世｣(~1610年)
1590年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟﾝｻｰが｢神仙女王｣を刊
1590年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾌｱﾝ･ﾍﾞﾗｽｹｽ･ﾗﾐﾛ･ﾃﾞ･ﾛｸﾞﾛｻｰﾝ｣(~1591年)
1590年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ﾍﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮﾙﾃｶ州暫定市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾋﾛﾝ･ﾃﾞ･ｱﾙ
  ﾊﾞﾗｰﾄﾞ｣(~1593年)
1590年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||先住民五ｶ国がｲﾛｺｲ連盟を結成.ﾓﾎｰｸ族,ｵﾅｲﾀﾞ,ｵﾉﾝﾀﾞｶﾞ,ｶﾕｰｶﾞ族,ｾﾈｶ族が参加する.支
  配地域はﾆｭｰﾖｰｸ,ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ,ｵﾊｲｵ,ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ,ｶﾅﾀﾞにまたがる
1590年1月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ軍,先住民反乱部隊の本拠地ｶｴﾃを占領
1590年1月1日-09:00|日本|熊本県天草市|天正17年11月25日|加藤清正･小西行長､肥後本渡城(天草伊豆守)を攻
  略､天草一揆を平定
1590年1月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾞﾙﾄﾞｰ議会が､ｱﾝﾘ･ﾄﾞｩ･ﾅｳﾞｧﾙを国王と宣言
1590年1月6日-09:00|日本|茨城県|天正17年12月1日|陸奥/岩城常隆が田村領の侵略地を返還し､伊達政宗に服従
1590年1月8日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｶﾆｪﾃ侯爵ｶﾞﾙｼｱ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~15960724)
1590年1月8日-09:00|日本|栃木県芳賀郡益子町|天正17年12月3日|下野国宇都宮城主宇都宮国綱が同国の中堂城
  主益子入道睡虎を攻略
1590年1月13日-09:00|日本|鳥取県|天正17年12月8日|<拝領>因幡国内4万3600石･但馬国二方郡内7370石､合計50
  970石｢宮部継潤｣
1590年1月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ副王ｶﾆｪﾃ侯爵ｶﾞﾙｼｱ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻがﾌｨﾘﾋﾟﾝに交易船を派遣
1590年1月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸはｼｪﾄﾗﾝﾄﾞ諸島･ｵｰｸﾆｰ諸島の主権を放棄
1590年1月26日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾋﾞｼﾞｬﾏﾝﾘｹ侯爵ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾏﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ｣
1590年1月27日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ伯爵ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(1回目~15951104)
1590年2月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼｭﾃﾌｧﾝ｣共同統治(~15910819)
1590年2月5日-09:00|日本|鹿児島県姶良郡湧水町|天正18年|<移転>日向飯野城主｢島津義弘｣⇒大隅栗野城主
1590年2月5日-09:00|日本|埼玉県川越市|天正18年|｢随風｣が無量寿院北院<天台宗>に住み豪海僧正に師事し｢天
  海｣と改名
1590年2月5日-09:00|日本|千葉県いすみ市|天正18年1月|正木大膳亮､土岐氏の万喜城を攻めるが追い払われた
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1590年2月12日-09:00|日本|佐賀県|天正18年1月8日|<拝領>長島庄､有田､小城東郷等19700石余｢後藤家信｣(~元
  和8年4月2日(16220512)死去)
1590年2月12日-09:00|日本|福島県白河市|天正18年1月8日|常陸国の佐竹義重の嫡子義宣が陸奥国の白河に出陣
  し､浅川城主浅川次郎左ヱ門を攻める
1590年2月15日-09:00|日本|静岡県静岡市|天正18年1月11日|徳川秀忠､小姫(織田信雄の娘･豊臣秀吉の養女)と
  婚儀
1590年2月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｱﾝﾌﾞﾛｰｽﾞ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣
1590年2月23日-09:00|日本|千葉県いすみ市|天正18年1月19日|安房国岡本城主里見義康､上総国鳥山城主正木時
  茂が上総国万喜城主土岐頼春を攻撃したが敗北
1590年2月25日-09:00|日本|東京都|天正18年1月21日|徳川秀忠､小姫(織田信雄の娘･豊臣秀吉の養女)と婚儀
1590年3月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾓｰﾘｯﾂ軍がﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞのﾌﾞﾚﾀﾞを占領/ﾌﾞﾚﾀﾞはﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国が管理(~1625
  年)
1590年3月5日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正18年1月29日|常陸国筑波郡手子生城主小田氏治入道天菴は自ら
  軍を率へて小田城を取り戻さんと小田の城外なる樋口に進み梶原美濃守景国､太田源三郎資武等と戰い之れを
  破ったが､新治郡片野城主太田資正入道三楽斉道誉が樋口に来て景国､資武ら兄弟を救ひ出して小田城内に引
  き退き､天菴も手子生城に引き揚げる
1590年3月12日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年2月7日|小田原攻めの先鋒徳川家康の先陣として本多忠
  勝･榊原康政･井伊直政らが出陣し､小田原征伐の幕が切って落とされる
1590年3月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世､｢ｲｳﾞﾘの戦い｣(ﾊﾟﾘ南郊ｲｳﾞﾘ=ｼｭﾙ=ｾｰﾇ--)で｢ﾏｲｴﾝﾇ公｣ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾛﾚ
  ｰﾇ率いる｢ｶﾄﾘｯｸ同盟軍｣を破る
1590年3月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李山海｣(~15920610)
1590年3月21日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とｻﾌｧｳﾞｨｰ朝が､1578年以来の戦争を終結させて和約を結ぶ
1590年3月21日-09:00|日本|  ||天正18年2月16日|夜､諸国に大地震が起り､安房や上総の両国に津波が起る
1590年3月30日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾚｽ｣(~1597年8月
  )
1590年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧﾌﾞﾘ｣
1590年4月8日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正18年3月4日|豊臣水軍が伊豆長浜城を攻撃､占領/その後西伊豆の
  拠点を制圧しながら南下する
1590年4月14日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正18年3月10日|<所領安堵>出羽角館44300石｢戸沢盛安｣(~天正18年
  6月6日(15900707)死去)
1590年4月16日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正18年3月12日|北相木の白岩砦で依田能登守(頼房)と伴野貞長は
  蜂起
1590年4月19日-09:00|日本|群馬県安中市|天正18年3月15日|北国勢(前田利家･上杉景勝･真田昌幸･依田康国)が
  碓氷峠へ進軍､松井田城の大道寺隊と交戦勝利
1590年4月21日-09:00|日本|長野県佐久市|天正18年3月17日|依田康国は勝間城(稲荷山城)に陣取り家臣の伴野
  小隼人･平尾平三･依田長右衛門等が相木頼房･伴野貞長の隊をつき相木勢は380余名の戦死者を出し伴野貞長
  は戦死､相木能登守は上州に逃れた
1590年4月22日-09:00|日本|群馬県安中市|天正18年3月18日|大道寺政繁､北国軍に碓氷峠撤退させられ､1500名
  で松井田城に籠城北
1590年4月22日-09:00|日本|福島県相馬郡新地町|天正18年3月18日|相馬義胤弟の中村城代･相馬隆胤の兵が駒ヶ
  嶺を攻めて敗北
1590年4月24日-09:00|日本|群馬県安中市|天正18年3月20日|<松井田城の戦い(上野国)>前田利家･上杉景勝･真
  田昌幸らの北国勢は松井田城に総攻撃を仕掛けるが落城せず
1590年4月29日-09:00|日本|茨城県稲敷市|天正18年3月25日|佐竹軍は先づ木原を攻め二陣は龍ヶ崎を攻め､一陣
  ､三陣のみにて江戸崎を取込めんとす/阿波崎城に到る土岐治綱深傷に堪えず遂に自決
1590年5月1日-09:00|日本|青森県つがる市|天正18年3月27日|<本領安堵>陸奥津軽郡一円45000石(陸奥大浦城主
  )｢津軽為信｣(⇒文禄3(1594)年､陸奥弘前(堀越城)47000石)
1590年5月3日-09:00|日本|愛知県一宮市|天正18年3月29日|<拝領>尾張黒田3万5千石｢一柳直盛(直末の弟)｣(~慶
  長6(1601)年伊勢神戸へ)
1590年5月3日-09:00|日本|岐阜県本巣市|天正18年3月29日|<死去廃絶>美濃軽海西城60000石｢一柳直末｣45歳,銃
  弾により戦死(無嗣)
1590年5月3日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|天正18年3月29日|織田信雄･蒲生氏郷･福島正則･細川忠興ら(40,0
  00)が韮山城(北条氏規)を攻撃/細川忠興が韮山城の外郭を破る
1590年5月3日 02:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|天正18年3月29日|徳川勢は鷹之巣城を落とす
1590年5月3日 02:00|日本|静岡県三島市|天正18年3月29日|<山中城合戦>朝8時30分頃､豊臣秀次軍､山中城岱崎
  出丸へ突入開始/援軍で駆け付けていた北条勢の間宮康俊､間宮信冬は岱崎出丸を守備し､一柳直末を討ち取る
  活躍も見られたが､まず岱崎出丸が陥落し､間宮康俊は討死/三の丸も大きな抵抗をせずに陥落/本丸も程なく
  破られ､残った北の丸での攻防の末､城主･松田康長も戦死/北条勢は約2000名が命を落とし､開戦から2時間30
  分後の朝11時には勝敗が決した/北条氏勝は城を脱出し､僅かな供と一緒に本拠である玉縄城へ戻り､籠城
1590年5月4日-09:00|日本|静岡県駿東郡小山町|天正18年4月1日|徳川家康配下の井伊直政軍が足柄城を攻撃/山
  中城の落城を知った城主･北条氏光は小田原城へ撤退/井伊直政が足柄城を占領
1590年5月5日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年4月2日|豊臣秀吉軍が北条方の根府川城を落とす
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1590年5月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾘ4世がﾊﾟﾘを包囲
1590年5月10日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正18年4月7日|伊達政宗が弟を立てようとした母から黒川城で
  謀殺されかけ、弟の小次郎を斬殺
1590年5月12日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年4月9日|小田原城に立て籠もっていた皆川広照が､豊臣
  方に投降
1590年5月14日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|天正18年4月11日|茶人山上宗二､箱根湯本で秀吉によって
  耳と鼻をそがれたうえで､処刑される｡宗二は千利休の弟子｡秀吉の悪口を当人目の前にはばからずに怒りを買
  ったという
1590年5月14日-09:00|日本|神奈川県横浜市港北区|天正18年4月11日|徳川家康､放棄された小机城を接収
1590年5月15日-09:00|日本|群馬県安中市|天正18年4月12日|真田昌幸､信幸とその手勢を連れ碓氷峠に行き､苦
  戦の末80人を倒す
1590年5月15日-09:00|日本|埼玉県比企郡吉見町|天正18年4月12日|豊臣秀吉軍が北条方の松山城を落とす
1590年5月16日-09:00|日本|神奈川県三浦市|天正18年4月13日|房総の里見家が北条氏を裏切り三浦半島上陸開
  始
1590年5月17日-09:00|日本|群馬県甘楽郡下仁田町|天正18年4月14日|甲州勢が下仁田町目明石の西牧城を落と
  す
1590年5月20日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|天正18年4月17日|前田利家率いる北陸道軍分遣隊藤田信吉が
  国峰城､攻略
1590年5月20日-09:00|日本|群馬県富岡市|天正18年4月17日|北方隊が宮崎城を攻略
1590年5月22日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正18年4月19日|前田利家･上杉景勝らの大軍に包囲され和田城が開
  城
1590年5月22日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正18年4月19日|前田利家率いる北陸道軍分遣隊浅野長政ら廐橋城､
  攻略
1590年5月23日-09:00|日本|群馬県安中市|天正18年4月20日|<松井田城合戦>上杉勢の前田利家､上杉景勝らが上
  野国の松井田城主大道寺駿河守政繁を降服させて攻略
1590年5月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|天正18年4月21日|徳川家康が武蔵玉縄城(山中城から脱出した北条
  氏勝が籠城していた)を説得､開城させる
1590年5月25日-09:00|日本|東京都千代田区|天正18年4月22日|<江戸城の戦い>徳川家康が江戸城を説得､開城さ
  せる/北条氏勝は降伏
1590年5月26日-09:00|日本|静岡県下田市|天正18年4月23日|九鬼嘉隆､脇坂安治らが下田城(清水康英)を攻略
1590年5月26日-09:00|日本|福島県相馬郡新地町|天正18年4月23日|相馬盛胤･義胤父子は新地城を攻めて失敗
1590年5月27日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正18年4月24日|北方隊は上野箕輪城を攻め落とした
1590年5月29日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正18年4月26日|<石倉城の戦い>松平修理大夫康国と倉賀野淡路守
  が戦い松平康国が勝利
1590年5月29日-09:00|日本|長野県小諸市|天正18年4月26日|<死去>信濃国小諸城6万石｢依田康国｣小田原戦役で
  戦死⇒弟の｢松平康貞｣が継ぐ(⇒8月1日上野藤岡に移封)
1590年5月30日-09:00|日本|東京都千代田区|天正18年4月27日|武藏国江戸城の川村兵大夫は徳川家康の説得に
  よって城を開け渡して降伏し攻略
1590年5月31日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正18年4月28日|北国勢が唐沢山城を開城させる
1590年6月1日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｺﾞﾒｽ･ﾍﾟﾚｽ･ﾀﾞｽ･ﾏﾘﾆｬｽ｣(~15931025死去
  )
1590年6月1日-09:00|日本|群馬県太田市|天正18年4月29日|北条方が金山城を放棄
1590年6月1日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正18年4月29日|佐竹義宣､宇都宮国綱軍によって､下野鹿沼城､攻略
  される
1590年6月1日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正18年4月29日|佐竹義宣､宇都宮国綱軍によって､下野壬生
  城､攻略される
1590年6月4日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年5月3日|北條家臣広沢秀信が､小田原城を包囲する蒲生氏
  郷の陣所に夜討ちをかける｡氏郷は自ら槍を取って応戦し､城内に逃げ込んだ広沢を追撃
1590年6月4日-09:00|日本|埼玉県川越市|天正18年5月3日|武蔵河越城の大導寺政繁が豊臣秀吉軍に降伏開城
1590年6月6日-09:00|日本|茨城県牛久市|天正18年5月5日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下総方面軍は
  小田原方の牛久城(岡見治広)を落とす
1590年6月6日-09:00|日本|茨城県守谷市|天正18年5月5日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下総方面軍は
  小田原方の守谷城(相馬治胤)を落とす
1590年6月6日-09:00|日本|千葉県松戸市|天正18年5月5日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下総方面軍は
  小田原方の小金城を落とす
1590年6月9日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正18年5月8日|上杉景勝･浅野長政らは皆川城を攻め落城させた
1590年6月11日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正18年5月10日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下総方面軍
  は臼井城を落とす
1590年6月11日-09:00|日本|千葉県千葉市|天正18年5月10日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下総方面軍
  は土気城を落とす
1590年6月11日-09:00|日本|千葉県東金市|天正18年5月10日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下総方面軍
  は東金城(酒井定長)を落とす
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1590年6月12日-09:00|日本|栃木県小山市|天正18年5月中旬|関東勢の結城晴朝軍が北條方の下野･小山城(小山
  政種)を攻撃､占領
1590年6月12日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正18年5月11日|結城晴朝が北条方についた小山秀綱の榎本城を攻
  略
1590年6月15日-09:00|日本|福島県相馬市|天正18年5月14日|相馬隆胤が黒木宗元･亘理重宗の兵と塚部(相馬市)
  の小豆畑で戦い敗北.童生淵(相馬市)で討死
1590年6月16日-09:00|日本|群馬県渋川市|天正18年5月15日|北国勢が白井城を占領
1590年6月19日-09:00|日本|千葉県印旛郡酒々井町|天正18年5月18日|浅野長政･内藤家長(徳川家臣)らによる下
  総方面軍は本佐倉城を落とす
1590年6月21日-09:00|日本|茨城県稲敷市|天正18年5月20日|浅野長吉､佐竹義宣､宇都宮国綱､結城晴朝らが､常
  陸江戸崎(土岐治綱)･龍ヶ崎(土岐胤倫)を攻略
1590年6月23日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|天正18年5月22日|浅野長吉､本多忠勝らが北条氏房配下の
  武蔵･岩槻城(太田氏房の留守居伊達房実)を攻撃占領
1590年6月23日-09:00|日本|埼玉県比企郡吉見町|天正18年5月22日|武蔵松山城を石田三成､真田昌幸軍が攻略
1590年6月25日-09:00|日本|茨城県結城市|天正18年5月24日|<所領安堵>下総結城11万5千石｢結城晴朝｣配下の多
  賀谷､水谷氏らの諸将と共に豊臣秀吉の本陣に参陣
1590年6月28日-09:00|日本|  ||天正18年5月27日|佐竹義宣･宇都宮国綱･結城朝勝が小田原に参陣し､本領を安
  堵される
1590年6月28日-09:00|日本|福井県越前市|天正18年5月27日|<死去>越前北ﾉ庄18万石｢堀秀政｣38歳､小田原早川
  口の陣中で病歿⇒長男の｢堀秀治｣が16万石継ぐ(⇒慶長3(1598)年4月,越後国春日山に転封)
1590年6月30日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第20代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ1世ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ(ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ)｣
1590年6月30日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第21代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ2世ﾅﾚｰｽﾜﾝ｣(~16050425死去)
1590年6月30日-09:00|日本|群馬県館林市|天正18年5月29日|石田三成､大谷吉継､長束正家に関東の諸将を加え
  た軍勢が上野館林城を攻略
1590年7月2日-09:00|日本|青森県三戸郡南部町|天正18年6月|<法師岡合戦>九戸派部将の櫛引清長､南部派部将
  の南盛義に勝利.南盛義は討死
1590年7月2日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|天正18年6月|<復帰>小弓公方｢足利頼純｣(~3か月間)
1590年7月2日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|天正18年6月1日|豊臣秀吉軍の織田信雄･蒲生氏郷･細川忠興･福島
  正則ら韮山城の下丸を陥落
1590年7月4日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Anthony Paulet｣(~16000722死去)
1590年7月7日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正18年6月6日|<死去>北浦郡4万4000石｢戸沢盛安｣戸沢氏18代当主(
  生年1566年)⇒弟の光盛が継ぐ
1590年7月9日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年6月8日|北条家臣松田憲秀と長男の笠原政晴､秀吉に内応
1590年7月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>内ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｶｰﾙ2世｣
1590年7月10日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｶﾙﾆｵﾗ公｢ｶｰﾙ2世｣
1590年7月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｲﾝﾅｰｴｽﾀｰﾗｲﾋ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世｣(~1637
  0215死去)
1590年7月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世｣(~16370215以降はｵｰｽﾄﾘｱ大公と一致)
1590年7月10日-09:00|日本|山形県|天正18年6月9日|伊達政宗が豊臣秀吉に対面を許され臣従､会津を没収され
  る代わりに本領は安堵される
1590年7月12日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年6月11日|<忍城の戦い>忍城､石田三成の総攻撃を撃退
1590年7月14日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|天正18年6月13日|豊臣秀吉軍の織田信雄･蒲生氏郷･細川忠興･福
  島正則ら韮山城の5つの端城を陥落
1590年7月15日-09:00|日本|埼玉県大里郡寄居町|天正18年6月14日|前田利家､上杉景勝､浅野長吉､木村重茲らが
  武藏国鉢形城主北條氏邦を攻め降伏させ攻略/北条氏邦は助命され､前田家の家臣となる
1590年7月17日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年6月16日|松田憲秀の長子であった笠原政晴が数人の同
  士とともに豊臣側に内通していたことを､政晴の弟の松田直秀が氏直に報告して発覚/政晴は氏直により成敗
  された
1590年7月17日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年6月16日|豊臣方の石田三成らが武蔵忍城南に堤を築き水を
  導くが､折からの大雨で堤の西端が決壊､自軍に被害が出る
1590年7月19日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年6月18日|<忍城の戦い>豊臣方石田三成に水攻めされ,降り続
  いた豪雨の影響で本丸まで水没しそうになったが､これを防ぐ為に下忍口守備の本庄泰展は配下の脇本利助､
  坂本兵衛らに堤防を破壊させ､水が溢れ出し豊臣軍約270人が死亡
1590年7月21日-09:00|日本|長崎県長崎市|天正18年6月20日|天正遣欧少年使節団､長崎に帰還.使節に同行したｳ
  ﾞｧﾘﾆｬｰﾉによって活字印刷機など南蛮技術がもたらされる
1590年7月23日 11:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年6月22日|夜､雨の中､小田原城の曲輪(篠曲輪)を井伊直
  政が攻撃して制圧
1590年7月24日-09:00|日本|東京都八王子市|天正18年6月23日|<八王子城の戦い>前田利家･上杉景勝が北条氏照
  配下の武藏国八王子城を攻撃.半日で落城させる/八王子城は領民1000名も戦闘に参加し､全滅/城代の横地監
  物は落城前に檜原村に脱出したが､小河内村付近にて切腹
1590年7月25日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|天正18年6月24日|<韮山城合戦>(3月29日~)織田信雄､北条氏規の
  伊豆韮山城を包囲/北条氏規は孤立無援の中で豊臣軍相手に死闘を展開/韮山城降伏
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1590年7月26日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年6月25日|豊臣秀吉が石垣山に本陣を移す/豊臣秀吉､早
  雲寺を焼き討ち
1590年7月26日-09:00|日本|神奈川県相模原市|天正18年6月25日|本多中務大輔忠勝､平岩親吉らが相模国の津久
  井城の内藤左近太夫を破り攻略
1590年7月27日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年6月26日|豊臣秀吉は大坂から職人を呼び寄せ､小田原城
  の西にある笠懸山に石垣造りと天守の石垣山城を完成させる
1590年7月30日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年6月29日|武藏国埼玉郡行田の忍城主成田氏長は小田原に籠
  城をして居たが､遂に叛して小田原の城中より豊臣秀吉に書状を送って内通.成田氏長が降伏
1590年7月31日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正18年7月|浅野長吉､佐竹義宣､宇都宮国綱､結城晴朝らが､常陸土
  浦城を攻略
1590年7月31日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年7月1日|<忍城の戦い>豊臣方援軍の浅野長政は忍城行田口で
  城兵に猛攻を加えられ敗走
1590年8月2日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正18年7月3日|伊達政宗が黒川城を明け渡す
1590年8月4日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年7月5日|北条氏政･氏直親子が豊臣秀吉に降伏し小田原城
  を開城/土気城の城兵も降伏し浅野長政に接収された/北城氏重臣の松田憲秀が不忠を咎められて秀吉の命で
  切腹
1590年8月4日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正18年7月5日|前田利家率いる北陸勢に攻められ倉賀野城降伏
1590年8月4日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年7月5日|<忍城の戦い>忍城持田口で長束正家､浅野長吉､真田
  昌幸らが敗退/佐間口で大谷吉継､宇都宮国綱らが敗退/下忍口で石田三成､佐竹義重らが敗退
1590年8月6日-09:00|日本|栃木県小山市|天正18年7月7日|下総国結城城主結城晴朝が下野国小山祇園城主小山
  小四郎政種を攻め破って攻略.その後宇都宮領にも侵攻､鹿沼･壬生などを横領
1590年8月7日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正18年7月8日|<死去>下野壬生領主｢壬生義雄｣絶滅
1590年8月10日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年7月11日|<死去>北条氏政(53)･氏照(50)が抗戦の責任を
  問われ医者田村安栖の宿所で切腹/北條氏直､氏規､氏勝らは高野山に入って隠居し北條氏は滅亡
1590年8月11日-09:00|日本|東京都西多摩郡檜原村|天正18年7月12日|北条方支城檜原城が落城
1590年8月12日-09:00|日本|愛知県清須市|天正18年7月13日|<改易>尾張清洲100万石｢織田信雄｣(家康の旧領へ
  移ることを拒絶して秀吉の怒りにふれ,常陸の佐竹氏に預けられ剃髪)
1590年8月12日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正18年7月13日|<加増移封>美濃国10万石｢池田輝政｣→三河国4郡(
  吉田城)15万2千石(⇒慶長5(1600)年播磨姫路52万石)
1590年8月12日-09:00|日本|神奈川県|天正18年7月13日|<改易>相模国(小田原城)｢北条氏直｣
1590年8月12日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|天正18年7月13日|<拝領>遠江横須賀3万石｢渡瀬繁詮｣(のち5千石
  を加増~文禄4(1595)年改易切腹)
1590年8月12日-09:00|日本|埼玉県|天正18年7月13日|<移封>諏訪｢諏訪頼忠｣⇒武蔵比企郡奈良梨･児玉郡蛭川･
  埼玉郡羽生1万2千石(徳川家康の与力)
1590年8月12日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正18年7月13日|<加増移封>大溝1万石｢京極高次｣⇒近江八幡2
  万8千石(⇒文禄4年(1595)年､近江大津城6万石)
1590年8月12日-09:00|日本|千葉県|天正18年7月13日|<減封>上総没収､安房一国(岡本城)4万石｢里見義康｣(⇒天
  正19(1591)年11月館山城に移転⇒慶長2(1597)年9万1千石に高直し)
1590年8月12日-09:00|日本|長野県飯田市|天正18年7月13日|<拝領>信濃(伊奈郡)飯田7万石｢毛利秀頼｣(⇒同年1
  0万石に高直し~文禄2年閏9月17日(15931109)死去)
1590年8月12日-09:00|日本|長野県小諸市|天正18年7月13日|<拝領>信濃小諸5万石｢仙石秀久｣大名復帰(⇒文禄3
  (1594)年､7000石加増)
1590年8月12日-09:00|日本|長野県諏訪市|天正18年7月13日|<拝領>信濃高島2万7千石｢日根野高吉｣(~慶長5年6
  月26日(16000805)死去)
1590年8月12日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|天正18年7月13日|<移封>三河国刈谷城｢水野忠重｣⇒伊勢国神戸4万石
  (⇒文禄3(1595)年三河刈谷城2万石)
1590年8月12日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|天正18年7月13日|<拝領>伊勢神戸2万｢滝川雄利(木造具康の子)｣(⇒
  文禄3(1594)年7000石加増⇒文禄4(1595)年､伊勢員弁郡5000石加増⇒慶長5(1600)年改易)
1590年8月15日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年7月16日|<忍城の戦い>武藏国埼玉郡の忍城兵らは水攻めを
  受けたが屈せず固守して居たが､小田原に籠城して居た主君成田氏長より降伏の論告を受けて遂に代官の酒巻
  靱負は開城して攻略
1590年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ﾔｰｺﾌﾟ3世｣
1590年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾔｰｺﾌﾟ｣(~15910529死去)
1590年8月18日-09:00|日本|埼玉県川越市|天正18年7月19日|<死去>北条氏の重臣大道寺政繁が豊臣秀吉の命に
  より武蔵河越常楽寺にて自刃(58)
1590年8月19日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正18年7月20日|北條氏直はじめ､太田氏房､千葉直重､北条
  直定､北条氏規､北条氏忠､北条氏光､松田直秀､遠山直吉､大道寺直繁らが高野山に配流(8月12日入山)
1590年8月21日-09:00|日本|福島県いわき市|天正18年7月22日|<死去>陸奥磐城平120000石｢岩城常隆｣⇒養子の｢
  岩城貞隆｣が継ぐ(同年所領安堵)
1590年8月25日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正18年7月26日|<拝領>三河岡崎5万7400石｢田中吉政｣(~慶長5(1600
  )年筑後久留米へ)
1590年8月25日-09:00|日本|愛知県清須市|天正18年7月26日|<加増>近江国43万石｢豊臣秀次｣+尾張･北伊勢五郡(
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  織田信雄の旧領)57万1737石(尾張･清洲城主となる)⇒100万石
1590年8月25日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正18年7月26日|<加増移封>岐阜13万石｢池田輝政｣⇒三河吉田15万2
  千石
1590年8月25日-09:00|日本|茨城県古河市|天正18年7月26日|<移封>信濃松本｢小笠原秀政｣⇒下総古河3万石(徳
  川家康の与力)(~慶長6(1601)年信濃飯田へ)
1590年8月25日-09:00|日本|茨城県下妻市|天正18年7月26日|<所領安堵>常陸下妻6万石｢多賀谷重経｣(⇒慶長6(1
  601)年2月改易)
1590年8月25日-09:00|日本|茨城県筑西市|天正18年7月26日|<所領安堵>下館城2万5千石｢水谷勝俊｣(⇒寛永16(1
  639)年､備中成羽藩に転封)
1590年8月25日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正18年7月26日|<改易>常陸小田領主｢小田氏治｣豊臣秀吉の小田
  原征伐に参陣しなかったため/大名としての小田氏は完全に滅亡
1590年8月25日-09:00|日本|茨城県結城市|天正18年7月26日|<交替>下総結城11万5千石｢結城晴朝｣隠居⇒養子の
  ｢結城秀康｣が継ぐ(徳川家康の庶長子で秀吉猶子於義丸を外孫である水戸城主江戸重通の娘と娶わせる⇒後に
  小山･壬生･日光領加増し18万1千石⇒慶長5(1600)年越前北ﾉ庄68万石)
1590年8月25日-09:00|日本|茨城県龍ヶ崎市|天正18年7月26日|<再封>常陸龍ヶ崎40000石｢蘆名盛重(義勝･義広)
  ｣(⇒文禄4(1595)年江戸崎45000石~慶長5(1600)年所領没収)
1590年8月25日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天正18年7月26日|<移封>遠江二股｢大久保忠世｣→相模小田原450
  00石(~文禄3年9月15日(15941028)死去)
1590年8月25日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正18年7月26日|<拝領>上野箕輪12万石｢井伊直政｣(⇒慶長3(1598)
  年高崎城に移転)
1590年8月25日-09:00|日本|群馬県館林市|天正18年7月26日|<拝領>上野館林10万石｢榊原康政｣(~慶長11年5月14
  日(16060619)死去)
1590年8月25日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正18年7月26日|<所領安堵>上野沼田2万7千石｢真田信之｣(⇒慶長5(
  1600)年95000石に加増)
1590年8月25日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年7月26日|<加増移封>駿河沼津4万石｢松平忠吉(徳川家康の四
  男)｣→武蔵忍10万石(~慶長5(1600)年尾張清洲へ)
1590年8月25日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正18年7月26日|<拝領>武蔵国忍1万石｢松平家忠｣(⇒後下総国小見
  川)
1590年8月25日-09:00|日本|埼玉県比企郡小川町|天正18年7月26日|<転封>信濃金子城｢諏訪頼忠｣⇒武蔵奈良梨1
  2000石(⇒天正20(1592)年､上野総社に転封~同年隠居)
1590年8月25日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正18年7月26日|<加増移封>近江国長浜城2万石｢山内一豊｣⇒遠江掛
  川5万1千石(⇒文禄3年9月21日(15941102)伊勢国鈴鹿郡[三重県鈴鹿市]1000石加増)
1590年8月25日-09:00|日本|静岡県静岡市|天正18年7月26日|<加増移封>近江水口6万石｢中村一氏｣⇒駿河府中14
  万石(⇒慶長5年7月17日(16000825)病死)
1590年8月25日-09:00|日本|静岡県浜松市|天正18年7月26日|<移封>近江佐和山｢堀尾吉晴(可晴)｣→遠江浜松12
  万石(⇒慶長4(1599)年10月1日､家督を次男の忠氏に譲って隠居)
1590年8月25日-09:00|日本|千葉県旭市|天正18年7月26日|<移封>木曾｢木曽義昌｣⇒下総阿知戸1万石(徳川家康
  の与力)
1590年8月25日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|天正18年7月26日|<拝領>上総大多喜10万石｢本多忠勝｣(⇒慶
  長6(1601)年伊勢国桑名10万石)
1590年8月25日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|天正18年7月26日|<移封>伊那高遠｢保科正直｣⇒下総多胡1万石
  (徳川家康の与力)
1590年8月25日-09:00|日本|千葉県香取市|天正18年7月26日|<拝領>下総矢作4万石｢鳥居元忠｣(~慶長5年8月1日(
  16000908)戦死)
1590年8月25日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正18年7月26日|<移封>三河吉田｢酒井家次｣→下総臼井37000石(~慶
  長9(1604)年上野高崎へ)
1590年8月25日-09:00|日本|千葉県館山市|天正18年7月26日|<減封>上総･下総の所領没収⇒安房国館山4万石｢里
  見義康｣(~慶長5(1600)年､常陸国鹿島郡3万石加増され12万石)
1590年8月25日-09:00|日本|東京都|天正18年7月26日|<加増移封>三河･遠江･駿河･甲斐･南信濃｢徳川家康｣→武
  蔵江戸250万石(⇒慶長8(1603)年征夷大将軍)
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正18年7月26日|<所領安堵>下野国18万石｢宇都宮国綱｣(⇒慶長2
  年10月13日(15971122)改易)
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県大田原市|天正18年7月26日|<所領安堵>下野黒羽1万石｢大関高増｣+息子晴増
  に3千石(~慶長3年1月14日(15980219)死去)
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県小山市|天正18年7月26日|<改易>下野祇園城｢小山秀綱｣小田原城攻めに際し
  ては､北条氏方として行動したため
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正18年7月26日|<失領>下野唐沢山領主｢佐野(北条)氏忠｣
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正18年7月26日|<所領安堵>下野佐野3万9千石｢佐野房綱(天徳寺宝
  衍)｣(⇒天正20(1592)年9月22日､政綱(信種が改名)に家督を譲って隠居)
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正18年7月26日|<所領安堵>下野皆川13000石｢皆川広照｣(⇒慶長8(1
  603)年､信濃飯山75000石に転封)
1590年8月25日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|天正18年7月26日|<改易>下野烏山8万石｢那須資晴｣小田原征伐に
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  遅参したため/資晴の子･那須資景に5千石を宛がわれ滅亡は免れる
1590年8月25日-09:00|日本|長野県上田市|天正18年7月26日|<所領安堵>信濃上田3万8千石｢真田昌幸｣(⇒慶長5(
  1600)年改易高野山に蟄居)
1590年8月25日-09:00|日本|長野県松本市|天正18年7月26日|<移封>和泉国内8万石｢石川数正｣→信濃松本10万石
  (~文禄元(1592)年12月死去)
1590年8月26日-09:00|日本|青森県|天正18年7月27日|<所領安堵>南部内七郡10万石｢南部信直｣
1590年8月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第227代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｸｽﾄｩｽ5世｣68歳(誕生15211213)ｲｷﾞﾘｽ女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｽを
  破門し､日本の大友､有馬､大村の遣欧使節と交渉があった
1590年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｪﾘﾍﾟ2世の派遣したﾌｧﾙﾈｰｾﾞのｽﾍﾟｲﾝ軍がﾊﾟﾘに到着し､ｱﾝﾘ4世がﾊﾟﾘの包
  囲網を解く
1590年8月30日-09:00|日本|愛知県犬山市|天正18年8月1日|<拝領>尾張犬山1万2千石｢石川貞清｣小田原の役で功
  績(~慶長5(1600)年改易)
1590年8月30日-09:00|日本|茨城県水戸市|天正18年8月1日|<本領安堵>常陸太田城主｢佐竹義宣｣⇒常陸水戸25万
  5800石(⇒慶長7(1602)年出羽久保田205818石)
1590年8月30日-09:00|日本|茨城県守谷市|天正18年8月1日|<移封>甲斐巨摩郡切石1万石｢明智定政｣⇒下総相馬
  郡守谷1万石(⇒文禄2(1593)年｢土岐定政｣に改名⇒慶長2年3月3日(15970419)死去)
1590年8月30日-09:00|日本|香川県|天正18年8月1日|<拝領>讃岐半国｢小笠原貞慶｣(同年､秀吉の怒りを買って改
  易)
1590年8月30日-09:00|日本|東京都千代田区|天正18年8月1日|徳川家康(関東250万石余)この日関東に入国江戸
  城に入る(江戸御打入り)
1590年8月30日-09:00|日本|福井県南条郡南越前町|天正18年8月1日|<拝領>越前今庄2万石｢赤座吉家｣(~慶長5(1
  600)年改易)
1590年8月30日-09:00|日本|三重県桑名市|天正18年8月1日|<加増移封>美濃三塚1万5千石｢氏家行広｣→伊勢桑名
  2万2千石(~慶長5(1600)年改易)
1590年9月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾉﾘｽ卿｣(~1599年9月)
1590年9月7日-09:00|日本|  ||天正18年8月9日|豊臣秀吉が会津黒川城に入り､豊臣秀次に検地を命じ奥州仕置
  を発令､ついに天下を統一する
1590年9月7日-09:00|日本|青森県弘前市|天正18年8月9日|<所領安堵>津軽三郡(大浦城)4万5千石｢津軽為信｣(~
  文禄3(1594)年､大浦城から堀越城へ居城を移す)
1590年9月7日-09:00|日本|秋田県男鹿市|天正18年8月9日|<本領安堵>出羽脇本7万8500石｢秋田実季｣(⇒天正19(
  1591)年､52440石~慶長7(1602)年常陸宍戸へ)
1590年9月7日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正18年8月9日|<所領安堵>出羽角館44300石｢戸沢光盛｣(~天正20年3
  月15日(15920426)死去)
1590年9月7日-09:00|日本|秋田県横手市|天正18年8月9日|<所領安堵>出羽横手5万石｢小野寺義道｣(⇒翌年1月上
  浦郡31600石に減封)
1590年9月7日-09:00|日本|茨城県守谷市|天正18年8月9日|<移封>甲斐切石1万石｢明智定政｣→下総守谷1万石(⇒
  文禄2(1593)年土岐家を再興｢土岐定政｣に改名~慶長2年3月3日(15970419)死去)/次に定義が嗣ぐ(~元和3年摂
  津高槻へ)
1590年9月7日-09:00|日本|岩手県奥州市|天正18年8月9日|<改易>陸奥国江刺岩谷堂城主｢江刺重恒｣(小田原参陣
  を果たせなかったため)
1590年9月7日-09:00|日本|岩手県花巻市|天正18年8月9日|<改易>陸奥国稗貫郡｢稗貫広忠｣小田原参陣を果たせ
  なかったため
1590年9月7日-09:00|日本|岩手県盛岡市|天正18年8月9日|<所領安堵>陸奥盛岡10万石｢南部信直｣(~慶長4(1599)
  年10月5日死去)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県安中市|天正18年8月9日|<移封>三河野田｢菅沼定盈｣→上野国阿保城1万石(⇒
  慶長6(1601)年隠居)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|天正18年8月9日|<拝領>上野那波1万石｢松平家乗｣(~慶長6(1601)年1
  月美濃岩村へ)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県渋川市|天正18年8月9日|<拝領>上野白井2万石｢本多康重｣(~慶長6(1601)年三
  河岡崎へ)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県高崎市|天正18年8月9日|<拝領>上野吉井2万石｢菅沼定利｣(~慶長7年10月22日(
  16021205)死去)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県藤岡市|天正18年8月9日|<拝領>武蔵国･上野(藤岡城)3万石｢依田康寛｣(~慶長5
  (1600)年改易)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正18年8月9日|<拝領>上野厩橋3万3千石｢平岩親吉｣(~慶長6(1601)年
  甲斐府中へ)
1590年9月7日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正18年8月9日|<拝領>上野大胡2万石｢牧野康成｣(⇒慶長5(1600)年蟄
  居)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県加須市|天正18年8月9日|<拝領>武蔵騎西2万石｢松平(松井)康重｣(~慶長6(1601
  )年常陸笠間へ)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県川越市|天正18年8月9日|<移封>三河西尾｢酒井重忠｣→武蔵川越1万石(~慶長6(
  1601)年上野前橋へ)
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1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県北足立郡伊奈町|天正18年8月9日|<拝領>武蔵小室1万石｢伊奈忠次｣(~慶長15年
  6月13日(16100801)死去)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|天正18年8月9日|<移封>駿河田中｢高力清長｣→武蔵岩槻2万
  石/次に忠房が嗣ぐ(-元和5年遠江浜松へ)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県深谷市|天正18年8月9日|<拝領>武蔵深谷1万石｢松平康直｣(~文禄2年10月29日(
  15931221)死去)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県深谷市|天正18年8月9日|<拝領>武蔵東方1万石｢松平(戸田)康長｣(⇒慶長6(160
  1)年上野白井へ)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県本庄市|天正18年8月9日|<拝領>武蔵国児玉郡八幡山(雉岡城)1万石｢松平家清｣
  (⇒慶長6(1601)年三河吉田3万石へ)
1590年9月7日-09:00|日本|埼玉県本庄市|天正18年8月9日|<拝領>武蔵本庄1万石｢小笠原信嶺｣(~慶長3年2月19日
  (15980326)死去)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県旭市|天正18年8月9日|<転封>信濃木曽谷領主｢木曾義昌｣⇒下総阿知戸1万石(~
  文禄4(1595)年2月13日死去)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県印旛郡酒々井町|天正18年8月9日|<拝領>下総本佐倉1万3千石｢三浦重成｣佐原
  から三浦に姓を改め(⇒慶長5(1600)年近江国浅井郡3千石加増⇒慶長10(1605)年甥の重次に近江の所領3000石
  を分与~寛永元(1624)年死去)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|天正18年8月9日|<拝領>下総多古1万石｢保科正光｣(⇒慶長5(160
  0)年11月信濃高遠へ)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県君津市|天正18年8月9日|<拝領>上総久留里3万石｢松平(大須賀)忠政(榊原康政
  の長男)｣(~慶長6(1601)年2月遠江横須賀へ)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正18年8月9日|<拝領>下総岩富1万石｢北条氏勝｣(~慶長16年3月24日(
  16110506)死去)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県山武市|天正18年8月9日|<移封>遠江掛川城｢石川康通｣⇒上総鳴戸2万石｢石川
  康通｣(~慶長6(1601)年美濃大垣5万石へ転封)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県野田市|天正18年8月9日|<拝領>下総関宿2万石｢松平(久松)康元｣(⇒天正19(15
  19)年4万石に加増)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県野田市|天正18年8月9日|<拝領>下総山崎1万2千石｢岡部長盛｣(~慶長14(1609)
  年8月丹波亀山へ)
1590年9月7日-09:00|日本|千葉県富津市|天正18年8月9日|<拝領>上総佐貫2万石｢内藤家長｣(~慶長5年8月1日(16
  000908)戦死)
1590年9月7日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正18年8月9日|<加増移封>伊勢松坂｢蒲生氏郷｣→会津黒川42万
  石(蘆名氏の旧領)｢蒲生氏郷｣(⇒翌年の再仕置で約92万石に加増)
1590年9月7日-09:00|日本|福島県石川郡石川町|天正18年8月9日|<改易>陸奥国石川｢石川昭光｣小田原参陣を果
  たせなかったため
1590年9月7日-09:00|日本|福島県いわき市|天正18年8月9日|<所領安堵>陸奥磐城平120000石｢岩城貞隆｣(~慶長7
  (1602)年改易)
1590年9月7日-09:00|日本|福島県白河市|天正18年8月9日|<改易>陸奥白河｢白河(結城)義親｣豊臣秀吉の小田原
  征伐に参陣しなかったため滅亡
1590年9月7日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|天正18年8月9日|<改易>陸奥三春領主｢田村宗顕｣伊達家中とみ
  なされ所領収公され田村郡は伊達領と認められた/田村氏は大名としての地位を失った
1590年9月7日-09:00|日本|福島県南相馬市|天正18年8月9日|<所領安堵>陸奥小高4万9234石｢相馬義胤｣(⇒慶長2
  (1597)年5月､居城を小高城から北の牛越城に移す~慶長7(1602)年5月17日改易)
1590年9月7日-09:00|日本|三重県亀山市|天正18年8月9日|<拝領>伊勢亀山2万2千石｢岡本重政｣(~慶長5(1600)年
  改易)
1590年9月7日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正18年8月9日|<改易>陸奥国大崎｢大崎義隆｣豊臣秀吉の小田原征伐
  に参陣できず/大崎氏は滅亡
1590年9月7日-09:00|日本|宮城県黒川郡大和町|天正18年8月9日|<改易>陸奥国黒川郡鶴楯城主｢黒川晴氏｣小田
  原参陣を果たせなかったため
1590年9月7日-09:00|日本|宮城県登米市|天正18年8月9日|<改易>陸奥登米寺池30万石｢葛西晴信｣小田原に参陣
  しなかったため
1590年9月7日-09:00|日本|宮城県登米市|天正18年8月9日|<拝領>葛西大崎30万石(寺池城(登米城))｢木村吉清｣(
  翌年､葛西大崎一揆の責任を問われ改易)
1590年9月7日-09:00|日本|山形県山形市|天正18年8月9日|<所領安堵>出羽山形24万石｢最上義光｣(⇒慶長5(1600
  )年57万石に加増)
1590年9月7日-09:00|日本|山形県米沢市|天正18年8月9日|<減封>奥羽約114万石から会津四郡､岩瀬郡､安積郡を
  没収⇒陸奥米沢72万石｢伊達政宗｣(⇒天正19(1591)年陸奥岩出山58万石)
1590年9月9日-09:00|日本|宮城県登米市|天正18年8月11日|豊臣秀吉の奥州仕置軍と葛西晴信が戦い､陸奥佐沼
  城が落城/領地没収
1590年9月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第228代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ7世｣(~9.27死去)
1590年9月21日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|天正18年8月23日|<拝領>上野小幡藩3万石｢奥平信昌｣(⇒慶長6
  (1601)年3月美濃国加納10万石)
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1590年9月21日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正18年8月23日|<庄内藤島一揆>上杉氏によって執行された出羽庄
  内地方での太閤検地に抵抗する藤島一揆が勃発
1590年9月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第228代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ7世｣[1521年08月04日生～](享年69)
1590年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｱｸﾊﾞﾙがｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗﾋｰﾑ指揮の軍隊を派遣してｼﾝﾄﾞ地方を併合
1590年10月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｻｷｽﾞﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1595年)
1590年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1590年10月2日-09:00|日本|岩手県二戸市|天正18年9月4日|伊達政宗･浅野長吉らが九戸政実の乱を平定/政実は
  捕らえられ護送中に誅殺
1590年10月2日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|天正18年9月4日|<転封>三河国刈谷城主｢水野忠重｣⇒伊勢国神戸4万
  石
1590年10月5日-09:00|日本|滋賀県|天正18年9月7日|<加増>近江､美濃国内1万65石｢富田知信(信広)｣⇒上山城2
  万155石
1590年10月12日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天正18年9月14日|<死去>絵師狩野永徳(48)が襖絵を制作中に
  急死(誕生:天文12(1543)0113)
1590年10月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌｨｰﾘﾌﾟ｣
1590年10月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~16160313死去)
1590年10月19日-09:00|日本|秋田県|天正18年9月下旬|<仙北一揆>出羽の仙北地方と由利地方に検地反対の一揆
  が勃発/一揆勢力は各所に放火し､増田･山田･川連の古城に2万4,000名余が籠もった｡一揆発生の報せを聞いた
  景勝は､増田を攻撃したのに対し､一揆勢は山田･川連の両城から援兵を出し､防戦に努めた/上杉勢は2,000余
  の軍兵を川連城付近まで極秘裏に進軍させ､陣貝を合図にして一挙にせめて一揆勢を破った/川連･山田に籠城
  した一揆衆が降伏し､一揆はいったん平定
1590年10月29日-09:00|日本|秋田県仙北郡美郷町|天正18年10月|<仙北一揆>横手盆地中部の六郷において､大谷
  吉継配下の者が検地の縄を入れた際､百姓たちがしきりに訴訟し､検地を妨害するので大谷衆はその場で3名を
  見せしめのため斬殺し､5名を捕縛した｡それに対し､怒りと怨嗟にかられて蜂起した農民が吉継の家臣を殺害､
  その数は50名から60名に達した｡これを契機に一揆が再燃､仙北各地で蜂起
1590年10月29日-09:00|日本|山形県鶴岡市|天正18年10月|<藤島一揆>出羽の庄内地方で上杉景勝と大谷吉継の
  検地に対する不満から農民が反乱.一揆勢が藤島城に籠城
1590年10月31日-09:00|日本|静岡県袋井市|天正18年10月3日|<加増移封>丹波6000石⇒遠江久野1万6千石｢松下
  之綱｣(~慶長3年2月30日(15980405)死去)
1590年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｿﾌ･ｽｨﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~15920131)
1590年11月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾍﾟﾙｰ副王領でｱﾙｶﾊﾞﾗ(売上税)が導入
1590年11月11日-09:00|日本|秋田県仙北郡美郷町|天正18年10月14日|<仙北一揆>大谷勢を大森にのこし､上杉景
  勝およびその旗本1万2,000騎が出動して､鍋倉四郎以下2,000余名の籠もる増田の館を攻撃/一揆衆は上浦郡各
  地から集まって上杉軍を包囲したが､上杉勢は浅舞､柳田､川連､山田など一揆の拠点を攻略し､一揆衆の首1,58
  0を討ち取った.上杉方も討死200余､負傷500余の被害
1590年11月13日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正18年10月16日|<葛西大崎一揆>旧葛西･大崎領地で改易に対する
  不満から旧臣や農民が反乱/一揆軍､岩手沢城を占拠/一揆軍はさらに木村吉清･清久父子を佐沼城に包囲/一揆
  勢は寺池城･名生城をも木村父子から奪取
1590年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1590年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の息子(~16160508
  死去)
1590年11月20日-09:00|日本|岩手県北上市|天正18年10月23日|<和賀･稗貫一揆>陸奥の和賀郡､稗貫郡で改易に
  対する不満から旧臣や農民が反乱/和賀義忠､稗貫広忠らが蜂起/和賀氏の元居城であった二子城の浅野長政代
  官･後藤半七を急襲して攻略し､和賀氏の旧領を奪回,鳥谷ヶ崎城を2千余名が包囲､城が天然の要害の地にあり
  なかなか落城しなかった
1590年11月27日-09:00|日本|山梨県|天正18年11月|<転封>越前敦賀5万石｢羽柴秀勝｣⇒甲斐･信濃国2か国(翌年3
  月､美濃国岐阜に転封)
1590年12月3日-09:00|日本|岩手県花巻市|天正18年11月7日|南部信直は不来方城(後の盛岡城)に軍勢を集結さ
  せて､自らが500騎ほど引き連れて鳥谷ヶ崎城へ救援に駆け付け城を包囲している一揆勢に攻撃をしかけ囲み
  を解いた/南部軍は鳥谷ヶ崎に一旦入城したが積雪期が近づき､冬に城を護り通すのは困難であると判断､城を
  捨てて浅野重吉らを連れ南部氏居城の三戸城に撤退､鳥谷ヶ崎城含め稗貫氏の旧領も一揆勢の手に渡った
1590年12月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第229代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ14世｣(~15911016死去)
1590年12月12日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正18年11月16日|<名生城の戦い>蒲生氏郷は単独で一揆勢に落と
  されていた名生城を占領し､籠城して一揆及び政宗に備える
1590年12月17日-09:00|日本|宮城県大崎市|天正18年11月下旬|<葛西大崎一揆(陸奥国)>伊達政宗が宮沢城を攻
  略
1590年12月17日-09:00|日本|宮城県栗原市|天正18年11月下旬|<葛西大崎一揆(陸奥国)>伊達政宗が高清水城を
  攻略
1590年12月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王室公式外科医で､近代外科学の父ｱﾝﾌﾞﾛﾜｰｽﾞ･ﾊﾟﾚ(1510-)
1590年12月20日-09:00|日本|宮城県登米市|天正18年11月24日|<葛西大崎一揆(陸奥国)>伊達政宗､佐沼城を奪還
  し木村吉清･清久父子を救出し､両名を氏郷の居る名生城へ送り届けた
1590年12月27日-09:00|日本|千葉県松戸市|天正18年12月|<拝領>下総小金藩3万石｢武田信吉｣(⇒文禄2(1593)年



1590迄(2237件)

  下総国佐倉城10万石)
1590年12月27日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正18年12月|<拝領>越前敦賀2万余石｢大谷吉継｣⇒5万石(~慶長5年
  9月15日(16001021)戦死)
1590年12月27日-09:00|日本|北海道|天正18年12月|<所領安堵>蝦夷｢蠣崎慶広｣(蠣崎季広の三男)が上洛して豊
  臣秀吉に謁見(⇒慶長4(1599)年苗字を松前に改める)
1590年12月27日-09:00|日本|  ||天正18年12月1日|<死去>安禅寺宮､誠仁親王第七王子(生年1580年)


